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は じ め に 


従来 の BASIC の 大 き な 和 欠点 は 構造 化 ブ ログ ラミ ング が 行い に くい こと で す . し か し , 
BASIC の 持つ 使い や すさ , 親しみ や すさ , 曖昧 さき な どの ユー ザ ・ フ レン ドリ な 良い 環 
境 を 残し な が ら , BASIC に 構造 化 と いう 概念 を 導入 すれ ば , そこ に 新しい BASIC 
の 可能 性 が 開け る の で す . 

この よう な 観点 か ら , Quick BASIC と いう 処理 系 が Microsoft 社 か ら 発 表 き れ ま 
し だ. Quick BASIC は , 


@ 六合 開発 環境 
@ プログラム の 構造 化 


と ぃ いう 2 つの 強力 な 武 副 を 備え た 新 世代 言語 で す . 
本 書 は Quick BASIC の 操作 法 か ら プ ログ ラミ ング 法 を 系 統 的 に わか りや すく < くま と 
め た ハン ドブ ッ ク で , 次 の よう な 構成 か ら な っ て いま す . 


第 1 章 Quick BASIC の 概 妥 

第 2 章 統合 開発 環境 (QB) 

第 3 章 コマ ンド ・ バ ー ジ ョ ン ・ ユ ー テ ィ リ ティ 
第 4 童 Quick BASIC の 言語 仕様 

第 5 草 ステ ー ト メン ト と 関数 の 概要 

第 6 曹 ステ ー ト メン ト ・ 関 数 リフ ァ レ ンス 
第 7 章 Ver.4.2 か ら Ver.4.5 へ の 変更 点 


国内 で の Quick BASIC は , Ver.4.2, Ver.4 .5 と 発展 し て き て いま す が , 2 つの バ 
ー ジ ョ ン に お いて 基本 的 に は 大 き な 違 い は あり ませ ん . そこ で 本 書 の 本 文 は Ver.4.2 
に 基づい て 解説 し , Ver.4.2 と Ver.4.5 の 違い を 第 7 章 で 説明 し まし た . 

(Quick BASIC は 新しい BASIC の 道 を 切り 開い て ゆく 可能 性 を 持っ た 言語 と いえ 
ます . Quick BASIC を 用 いて , これ か ら 新 し い BASIC の 世界 へ 挑戦 し よう と し て い 
る ユー ザ の 方 々 に と っ て 本 書 が , 多少 な り と も お 役に立て れ ば 幸い で す . 


1990 年 3 月 河西 朝雄 





1 草 (QuickBAGIC の 概要 


] -] QuickBAGSIC の 特徴 イツキ ド ツイ て で スタッ ムイ 1 な ます チ た で て か Pt イイ ヤリ スト KK アイ キャ メア アッ 12 
] -P シス テム の 構築 スル 2 さも 7 を 2 せま 7 5 オル YY て YK イス ル ZKEAY ル 4K が 7 ステル る 5 スイ フン 7 1 4 
] 提供 され る ソフ トウ ェ ア てすと て AX て ん て も 7 テル ャ アッ ルン ルミ スタ 1 4 
2 環境 の 設定 yi9 き IM"(9 3 (8 く @ 和 : 電 ::0'6 17 
較 メ モリ の 設定 で ドド すす で ドド ャ で ドド ドド すす ドド ャ です ドド ドド ャ で で ドド で すす で 17 

較 ク スパ の 設定 ii 18 

還 日 本 語 ー" の 組み ii 18 

一 マウ ス ・ ド ライ バ の 組み 込み mr 19 

遼 プリ ンタ ・ ド ライ バ の 組み 込み 上 に に emem 19 

較 ラ イブ ラリ の 選択 改 ーー に 2() 

9 あ 沈 テム の 構築 例 注入): 人 深 め 0 2() 
呈 SETUP ュ ーー ティ リナ イィ ドド 0 2() 

間 1N 人 は ロッ w ビィ で 00 村人 人 章介 0PY0RRRRRPPRGERETRRNKYSa が NX 29 
較 / ハ 一 ド デ ィ スク で の 構築 例 sosesseesesseeeeeeseeseseeeeeeeeeeeseesseseeseeeeseeeeesieiss 24 

] -3 QuickBAGSIC の 運用 形態 9 生生 26 


第 草 統合 開発 環境 (QB) 


c-| QB の 起動 と メニ ュー 画 研 、i1 上 ho 2 
較 QB の 起動 オダ ショ ンー oo 20 
ロー に rw メニ ュー の 使い 方 hh 3) 
本 き ー 操 作 の 基本 人 人 0 3) 
Rm PR 30 
較 メ ニュ ー 操 作 で 使う キー トド oo 51 
国 マ ウ 文才 方 式 8 21 
較 サ ブ プ メ ニュ ー の 意味 一 …… ド 7 32 
2 (Juick メニ ュ PCOEPPPEEPPPEPPPCPPPCPPPPOPPPPCPPPCPPPPPPPPPPPPPPEPPPPPPPEPPRPEE 2 
5 - ショー ト ・ フ ブッ トト キー ドド 36 
p-9 ウイ ンド ウ 操 作 2 97 
1 ウィ ンジ ドウ の 分 割 本 ヤツ マー 本 アキ か か で イチ で や 27 

り アク ティ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ の 移動 6 マス 2 RY と き ス 下 2 スス あ 2 さま 当 7 イイ スト 5 マス チッ テバ リー テト マデ イッテ ーッ 38 
3 ウィ ンド ウ の 拡大 縮 ーー で eo 2Q 
4 実行 画面 へ の 切り 換え oro 2Q 
p-/ ファ イル 操作 一 oo 50 
1] プロ グラ ム 9 ら キー ブ 0 に 30 
_2 新規 プロ グラ ム を 人 作る ooo 40 








〇 coo = つの mm ck トビ em 


ト つ っ つ テト 一 う 


プロ グラ フラム の ロー ド 2 と で か を で る マル ウス で マズ や で タツ せれ 室生 を お YY イッ 全 ダ や で を か タプ 41 


プロ グラ ム の プリ ント アウ トド 41 
モジ ュー ル 管 理 生生! 311 42 
串 サ プ ワ ァイル の ) ロー 人 7 な WCWCeWmeYYrYWNRNVGGZNPYORYRRSEGRSSG が 03 49 
呈 モ ジュ ー ル 画面 の 切り 換え 表示 …wi ド emem 43 
較 モ ジュ ー ル の 解放 Te っ 5: 44 
較 サ プ モ ジュ ー ル の 作成 … で … ぐ ooo 45 
較 メ イン モジ ュー ル の 設定 講和 46 
ドキ ュ メ ント ・ フ ァイル の 作成 000 47 
イン クル ー ド ・ フ ァイル 時 4Q 
較 イ ンク ルー ド ・ フ ァイル の 作成 すま に を と や も が 科す て まい 理生 ます の アリイ まん ツア 4Q 
較 イ ンク ルー ド ・ フ ァイル の 表示 寺家 48 
較 イ ンク ルー ド ・ フ ァイル の 集 _ ………ー ポ ooeemeemmm 49 
編集 (エディ タタ ) 送電 拓夫 5() 
キー 5() 
編集 コマ ンド 一 覧 oo 1 
自動 構文 チェ ッ ク 機 部 ooo 2 
オー ト ・ イ ン デ ン ト 機 能 wa0 二 66000 54 
テキ ス ト の 指定 6 丈人 0 55 
テキ スト の ブロ ッ ク ・ コ ピー アメ ムー ブ 0 55 
文字 列 の サー チ と リピ レイ スス ーー0 oo 56 
ラベ ル の 検索 meme 5Q& 
その 他 の 機能 で マイ パチ の 6 る EX て KEY C も 2K て タマ スル 85 ルレ オク ペイ イス 2 の いせ 0 ん ディッ ッッッ マー 5Q 
較 / ン ・ ド ウ 機能 本人 3. 拓本 湯 (6 人 12) 季 ( 50 
較 タ フ ・ サイ ズ の 変更 (159 人 010 お め 2(9 50 
 ] 行 に つなげ る 方 法 か のび IW5dN の 7 の が "9 50 
較 ほ か の ファ イル を テキ スト 内 に 追加 する 方 法 mirooromomoromommomommemnrnrrnhn ーー 60) 
較 遇 面 表 示 色 の カス タマ イ アレ 人 和 還 ECCCCCCCCCCCLCPCCPLCPPPTPPPPPPPPYPPEYYPPYYPYYEYPYYYPYYFYPY 60) 
較 ブ プロ シー ジャ の ウィ w テ ドウ を 開く Wo: 人 60) 
プロ グラ ム の 実行 61 
イン タプ ブリ タ に よる プロ グラ ルン 実行 mi 61 
実行 可能 ファ イル (.EXE) の 作成 omo 62 
較 コ ン パ イラ の 起動 ーー 62 
国 実 行 可能 ファ イル の 作成 形式 XX WENT YAD2KE XXEYKE ス CK 2 た と と いとし エット 63 
クィ ッ ク ・ ラ イブ ラリ の 作成 上 上 上 ti 64 
詳 ク ィ ッ ク ・ ラ イブ ラリ の 作成 ドド mer 65 
較 ク ィ イッ ク ・ ライ ブラ リ の 利 肘 it 66 


kw ーー ド ライ ン 引 数 の 取得 oooooeeeeeeeeeoeeeeeeeeoeeeoeeeeeeeeeeeeeeoeeeeeeeeeeeeee 07 





り -7 デバ ッ グ 誠信 芝生 芝 演 潤 近 二 導 洒 人 69 
1 ト レー ス 機 能 人 深江: 人 所: 江 二宮 電 放 吉 人 芝 泊地 和 本 人: 69 
2 プロ グラ ムン の 低速 実行 … ぐ OO 條 re 69 
2 ウォ ッ ナ 機 能 10 者 :( 天 0 人 (0 7() 
4 プレ ーー フラ ボド イン トド 00 | 
5 ウォ ッ チ ・ ポ イト トド に 71 
6 ダイ レク ト モ 一 ド 本 72 
7 実行 の 制御 eeeoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeoeeeees 73 
人 と 間 還 COCCCCCCCCCPPPPPCCCCECYYYTCECCCCPPPPCYYYYYYYYCEPKCKYYYYYCEPKYYYYYYPYYYYYPYYYYYYYYSYP 73 
9 プロ シー ジャ ・ コ ー ル の 追 中 orr 74 
p-BH ヘル プ まや て てい イス ドイ イイ サタ スイ て バエ アア マ アマ エア パッ マヤ スタイ アリイ ルイス トイ 5 KY7Y て 1 と ミエ ア ミト アマ ッ イ キツ イマ て イミ トッ テン 75 
] オン ライ ン ュ ルプ に に に 75 
り 全般 的 な ヘル プ (補導 (: 提 当 !9 76 
り - ロ 日 モー ド か ら 抜 ける の 導電 演 0 夫 77 
1 QB を 終了 し て MS-DOS に 護る oe 77 
り QB か ら MS-DOS に 一 時 的 に 戻 る (OS ン エ ル ) 5 アル 


第 3 章 コマ ンド ・ バ ー ジ ョ ン ・ ユ ー テ ィ リ ティ 


3-] ベー シッ ク ・ コン パイ ラ ( 日 避 ) 2 8() 
1 BC の 起動 ormrereeeee Q8() 
詳 方 法 1 単独 で 起動 する … の ri &() 

較 方 法 2 ファ イル 名 を コマ ンド ・ ラ イン に 与え て 起動 する …… の (il iiiim 81 

2 BC の コン パイ ル ・ オ ピション ドド 0 Q2 
3-P リン カ (LINK) 宏和 半生 85 
1 LINK の 超 動 riohrihirihihirii 95 
較 方 法 1 単独 で 起動 する 一 … の 0 86 
田方 法 2 ファ イル 名 を コマ ンド ・ ラ イン に 与え て 超 動 する …………… 87 
田方 法 3 応答 ファ イル 名 を コマ ンド ・ ラ イン に 与え て 起動 する ……… 87 

ノ LINK の リン カ ・ オ プシ ョ ン 所 QQ 
3-3 ライ ブラ リ マネ ジャ (日) ーー 91 
] ライ ブラ リマ マネジャ と は ooo 91 
較 ラ イブ ラリ の 新規 作成 …… OOUHKUUHLULUHHOLLUKUKUOHOOETE 02 
較 ラ イブ ラリ へ の 追加 0 ee 02 

較 ラ イブ ラ | か ら の 削除 て て て さす テイ イル タス) リット の て 2 す 7 スト ッッ て で と レ た ドド タッ マー ルン 93 

詳 ラ イブ ラリ の モジ ュー ルル 置換 Oo 93 

ゆ 。 上 生計 の 起動 法 WS 94 
較 方 法 1 単 狐 で 起動 する To 05 


上 


呈 方 法 2 ファ イル 名 を コマ ンド ッ ラ イン に 与え て で 注 動 する memeww 95 
一 方 法 3 応答 ファ イル 名 を コマ ンド ・ ラ イン に 与え て 起動 する ……… 96 


第 4 章 QuickBASIC の 言語 仕様 


4-| 
1 


キ 
ト ら トー PC う ド う 


プロ グラ ム の 基本 構成 要素 人 08 
QuickBASIC の 文字 セ モット oe 08 
人 グラ ム 行 の 構成 の 本 イ メー で サ マ ヤー 下す て ドイ シンパ イブ ゲカ ッ イレ キー キヤ ヤマ ディーン ザー で ーー ドー 99 
予約 語 等 の 生やし イイ も 7 アパ で イド で で パサ 2 アキ イト パイ リサ で ミサ イマ 7 ス 27YAUY YY て YYI マ YY ス イペ マイ ミタ ルケ す マ 3 マイ 7 イ ルイ ツ イマ イタ 10)0 
デー タ 型 深作) 補 和 和 才 夫人 102 
デー タ 型 の 種類 _… 上 …… 102 
it 103 
較 リテラル 征 数 rt 103 
im 104 
シレ:( 全 CSECCCCCCLCCCCCCPTYYPEPPPPPPPPCEEPPCEEPCEEPCCCCECEEPCEECCEECCYCPECCEYYEEYYECCYPPCPPPCEYCEYYE 104 
国名 前 の さ キ 1 還 CCCCCCECYPCECYYCEPCCECCCCCCCCYEYECCTEECCKYYYCCEKYYYECYYYYYEEYYYYEEPPCCYYYY 1()4 
較 変 数 の 型 宣言 和志 2 10)5 
基本 デー タ 型 ーー 107 
生長 ri 108 
較 文字 列 の 格納 イメ ー ジ 0 oo 108 
本 109 
本 109 
国 部 分 男 囲 指定 二井 島本 11() 
凍 相 に お ける 殺意 東 G 須 1 入 YY 110 
レコ ーー 1 1 1 
較 レ コー ド 型 の 定義 人 112 
較 レ コー ド 型 変数 の 宣言 CX 113 
較 メ ン バ の 参 賠 ee 113 
通用 範囲 (スコープ) すす すす で で で で で で アチャ すす すす で すす すす で で て て し と で と と で すす として と と て 11 4 
較 ロ ー カ ル 変 数 と グロ ー バ ル 変 数 アサ バイ プン で スス マイ や ヤル デー イナ アイ で ツテ ツー ドイ ツア イイ ヤン イイ イイ マイ テー 1 1 4 
較 モ ジュ ー ル 間 の 変数 の 共 CYP すす YKY す YY YKYXKY SALT KKEYR TX27KLKKY よ YY 115 
詳 ソ ロ シー ジャ 間 の 変数 の 革 OCTKKA YYX SXX XX XEROXKKKY SYS KKXEL KEY スル 115 
国 D)EF FN 関数 内 の スコ ー プ が 99799: (だ :'0:0: 和 5 116 
記憶 ク アン CCCCCCCCCTYPCCCCEYYEEYYEKKYYEEKKXKYECEKKKKKYIEEEKKKYYIEKKYHEEKYCCKXXYEYEKKKYYYYYF 117 
園 静 的 変数 と 邊 動 変数 6 の まあ が 029@ 定 き が 落 の 0 の の の あゆ: 生 の まあ (か ("5 宮 118 
蘭 動 的 119 
混合 演算 ど 弄 計 換 あり: 12() 


還 trorrmoeodiainiuiGiniireuiueiieizawfieryrfertiudciobieg2sderrmariutgtiaritiigiriiizriigEieierccoepekripriii 


つつ 心 て くら ト ら ビビ Ce 


和 
ト つ っ し 一 - の ) 


こら トト うつ トー CT 


ドー 


ユエ 
こら トゥ ら う 上 ビ の 3 ^ こ ココ の ) 


式 と 演算 子 OR 1 人 1 
式 9: 人!) 本 8 121 
算 子 の 種類 と 優先 順位 0 121 
算術 演算 子 NF)1 江 52 122 
関係 演算 子 e……ttti 和 rt 122 
論 埋 演算 子 (3 和信 : 和 人: 江 入江: 123 
較 ビ ピッ ト 演 邊 he 124 
文字 列 演算 0619 和音 (19019ie 和 0 人: 導 泊 0 125 
制御 構造 お 和 99092 生得 020: の 電電 1 ウツ 
構造 化 ゲ アロ グラ ミン グ と 近代 的 流れ 制御 構造 …… ドド ドド oo 127 
判断 HIW0W0Nei 和 1700SWVCC3 和 0 128 
| 本 護 IF 文 (従来 型 1 ド 文 ) ee 128 
較 ブ ロッ ルク TE 文 hi 128 
較 複 数 条件 判断 (SELECT CASE 文 ) で ド ee 129 
くり返し し 129 
一 所 定 回 反復 (FOR 文 ) 江渡 129 
田 前 判定 反復 (WHILE 一 WEND 文 ,DO-LOOP 文 ) oeoiiiiii…i… 130 
田 後 判定 反復 (DO-LOOP WHILE 文 ,DO-LOOP UNTIL 文 ) …… 131 
の 前 還 還 CCCECECCCUEECCCCCUCLLCCPPCLCPPPPPPTCPPPCPPPPEEPPPPEEPPPPPPEPPPPPPPPPPPEEPPEPPPPYPP 132 
| 邊 9 旨 人 還 EEESEEESSSSSSSESSSESEESSESSSSSSSSSSSSSESSSEESCCECELEECCEECCCCCCPCTPPPCPPPPEP 132 
園 GOTO 文 ii 132 
プロ シー ジャ 0 の 20200 133 
従来 型 サ ブ プルー チン と ブロ シー ジャ ヤー oo 133 
サブ ルー チン ・ プ ブロ シー ジャ 所 135 
関数 プロ シー ジャ ヤー oo 136 
圏 サ ブルー チン ・ プ プロシージャ と 関数 プロ シー ジャ の 違い … の it 137 
ッ が 9 シー ジャ の 留意 事項 CAT イス ZEROI YETDRYCYESOKL YY イル 17 て ルス スス て YS 147 
引数 渡し し ooo 138 
一 参照 に よる 呼び 出し (Call by reference) ooeoeoeooeoeoeoeoee 139 
較 値 に よる 呼び 出し (Call by value) ooo 140 
員 間 im 中 科 ビ ーー 上 ロ "やや PioneereinehorReeri 140 
較 レ コー ド ・ デ ー タ を 渡す oo 141 
DEF FN 関 角 で ……… ド ドド ] 42 
再帰 人 1 42 
メタ コマ ン ド (湯浅 人 はい 0 お 泊 :0 和 586 二 本 1 44 
メタ ロマ ンド と は SPY て ん て YK て スル UK KYYYS KYOK YY EK ルス て て YK さて セテ ルル ミイ ャ トル 144 
SINCLUDE emememeohehoh 144 
SDYNAMIC.SSTATITC oo 144 
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ロ - ] 実行 制御 es 146 
ロ -p サブ モジ ュー ル 0 147 
ロ -d 変数 管理 0 和泊: 148 
ロ -/ ファ イル 処理 KG XX る れる で 2 せ RA ルイ 3 5 サマ ルス スイ ツマ イイ 2 や アヤ タイ ミヤ ゲト アア デ ッ 149 
較 フ ァイル の 種類 me 150() 
較 フ ァイル の オー プン と ファ イル 番号 で ーー に に に eee 151 
較 シ ー ケ ン シ ャ ル ・ フ ァイル の リー ド ノ ラ イト 0 に の oo me 152 
圏 ラ ング ダム ・ フ ァイル の リー ド ノ ラ イト 0 に eee 152 
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Quick BASIC 
の 特徴 








eS に 
コン ピュ ー タ 言語 の 中 か ら BASIC を みた 場合 , 言語 仕様 的 に は 決し て 優れ た も の 
で ある と は いそ えま せん . た と えば , ブロ ッ ク 構 造 が ない, 近代 的 流れ 制御 構造 が 完備 
され て いな い ,。 デー タ 型 が 豊富 で な い , モジ ュー ル 化 が で き な い な どの 点 で す . 構造 
化 プ ログ ラミ ング と いう 概念 か ら み る と , ここ に BASIC の 限界 が ある と いそ ます . 
こう し た 状況 に お いて , Microsoft 社 か ら Quick BASIC と いう 処理 系 が 発表 され 
まし た . Quick BASIC は , 


1. 統合 開発 環境 
2. プロ グラ ム の 構造 化 


と いう 2 つの 強力 な 武 次 を 備え た 新 世 代 言 語 で す . 

Quick BASIC は , 国内 で は , PC-9800 入 AX シリ ー ズ 用 の Ver.4.2 と バー ジョ ン 
アッ プ さ れ た Ver.4.5 が 提供 され て いま す . 

Quick BASIC Ver.4.2 の お も な 特徴 を 筒 条 書き に まとめ る と , 以下 の よう に な り 
ます 。 


・ 高 速 で 使い 勝手 の よい 統合 開発 環境 に より , エディ ッ ト , コン パイ ル , デバ ッ グ に 
お いて 最適 な ブ プログ ラム 開発 環境 が 得 ら れ ま す . 

・ マ ウス を 用 いた 快適 な メニ ュー 操作 が 可能 で す . 

・ 統 合 開発 環境 か ら コ ン パ イラ / リ ンカ を 起動 し て , 実行 可能 ファ イル (LEXE) を 作成 
で きま す . 

・ ス タン ドア ロン ライ ブラ リ (LLIB) と クィ ッ ク ラ イブ ラリ (.QLB) と いう 2 種類 の ラ 
イブ ラリ を 利用 する こと で 有効 な 資源 運用 が 図れ ます . 

・ ロマ ンド バージョン の コン パオ イラ 。 サリ シカ 。 ラオ デラ テリ *・ マ ネジ ャ を サポ ー ト し ま 
す . 

・ MASM (マイ クロ ソフ ト ・ マ クロ アセ ンプ ブラ ), MS-C(Microsoft C Compiler) な ど 
の ほか の 言語 と の イン ター フェ ー ス が 簡単 に 行え ます . 

・ ブ ロッ ク 概 念 の 導入 に より , IFーTHEN-ーELSE 文 な ど を スマ ー ト に 書く こと が 
で きま す 、 

・ DOーLOOP, SELECT CASE 文 な どの 近代 的 流れ 制御 構造 を 補強 し, 構造 的 で 
見 や すい ブロ グラ ム が 書け る よう に な り ま し た . 

・ SUB。FUNCTION 文 で 定義 し た サブ プ ・ ル レー チ ン と 関数 は ,。 モジ ュー ル と し て 扱 
われ ます . モジ ュー ル 間 の デー タ 授 受 は 引数 渡し と いう 江 用 的 な 方 法 で 行い 。 モジ 
ュー ル 内 の 変数 は ロー カル 変数 と し て 扱わ れる の で , 独立 性 の 高い モジ ュー ル を 作 
る ご と が で きま す . 
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第 1 草 Quick BASIC の 概要 


・ レ コー ド 型 。 記号 定 数 , 配列 の 部 分 男 囲 指定 な ど に より デー タ 構 造 を 明確 に 表現 す 
る こと が で きま す 。 

・ 再 帰 呼 び 出 し (リカ ー シ プ ・ コ ー ル ) を 行う こと が で きま す . 

・ グ ラフ ィ ッ ク 処 理 の た め の ス テー トメ ント が 提供 され て いま す . 


な お , Ver.4.5 へ の 変更 点 に つい て は , 第 7 章 で 説明 し ます . 詳し く は そちら を ご 
だ さき Ma。 





シン ステ ム の 構 業 





1| 提供 され る ソフ トウ ェ ア 


Quick BASIC Ver.4.2 は , ブロ グラ ム ・ デ ィ ス ク と ライ ブラ リ 色 サン ブル プロ グラ 
ム の 2 枚 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク で 提供 きれ て いま す . また 。 バ パー ジョ ン ア ッ プ し た 
(Quick BASIC Ver.4.5 は 。 セッ ト ア ッ プ ・ デ ィ ス ク と プロ グラ ム ・ デ ィ ス ク , ライ プ ブ 
ラリ ・ デ ィ ス ク そ し て アド バイ ザ ・ デ ィ ス ク の 4 枚 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク が 提供 きれ 
て いま す 。 


@ プ ログ ラム ・ デ ィ ス ク 





ドラ イブ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は 0QOB42_NO1 
ディ レク トリ は A:\ 











QB_ENY <DIR> 88-12-15 4:20 統合 環境 ディ レク トリ 
QB_CMP <DIR> 88-12-15 4:20 一 コン パイ ラ ・ デ ィ レ クト リ 
LIB_E <DIR> 88-12-15 4:20 一 ライ ブラ リ ・ デ ィ レ クト リ 
SETUP DOC 2763 88-12-15 4:20 ビ セットアップ の 説明 「「「 
SETUP BAE 30198 88-12-15 4:20 ご セッ ト ア ッ プ ・ ユーティリティ 
PACKING LST 3242 88-12-15 4:20 ー バ ッ キ ング ・ 
RBADNE DOC 8457 88-12-15 4120- 生 シブ プル レプロ コグ ラム の 語 明 
SAMPLE DOC 4043 88-12-15 。 4:20 て 

8 個 の ファ イル が あり ます . 4:20 


175104 バイ ト が 使用 可能 で す . 


統合 開発 に 関す る シス テム 





1 ィ ス ク の ボリ ュー ムラ ベル は 0.B42_NO1 
リ 【 :・*QB_ENV 





<DIR> 88-12-15 4:20 
8 <DIR> 88-12-15 4:20 二 
MOUSE COM 8431 88-12-15 4:20 こ シッ ウス. トラ ィ バ 
MOUSE SYS 8127 88-12-15 4:20 二 = Ouick BASIC ヘッ ダフ ァイル 
QB EXE 284170 88-12-15 4:20 一 ヘル プ ・ フ ァイル 
QB HLP 60519 66-12-15 4:20 一 イニ シャ ル ・ フ ァイル 
QB INI 48 68-12-15 4:20 < MS-WINDOWS2.0 用 Pictur File 


QB PIF 369 686-12-15 
9 個 の ファ イル が あり ます . 
175104 バイ ト が 使用 可能 で す . 
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第 1 草 Quick BASIC の 概要 


OB_CMP <DIR> マコ ン バ パイ ラ に 関す る シス テム 







プ ブ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は QB42_NO1 
ま クト リ は A:\OB_CMP 


<DIR> 88-12-15 4:20 
ss <〈DIR> 88-12-15 4:20 
BC EXE 110743 88-12-15 4:20 。 BASIC コン パイ ラ 
BRUN42A EXE 88539 68-12-15 0 
BRUN42E EXE 89328 68-12-15 4:20 ニ ラン タイ ム モ ジュ ー ル 
LIB EXE 95211 68-12-15 4:20 一 ライ ブラ リ ・ マ ネジ ャ ー( ラ イブ ラリ アン ) 
LINK EXE 66539 868-12-15 4:20 一 リン カ 

7 個 の ファ イル が あり ます . 
175104 バイ ト が 使用 可能 で す . 
LIB_E <〈DIR> マラ イブ ラリ 







イブ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は QB42_NO1 
レク トリ は A:ILIBE 


M 


<DIR> 88-12-15 4:20 
<DIR> 88-12-15 4:20 
BCOM42E LIB 234477 88-12=15 4540 ス タン ドア ロン ジン * ラ イプ ラリ 
BRUN42E LIB 25241 88-12-15 4:20 一 分 離 型 ライ ブラ リ 
4 個 の ファ イル が あり ます . 
175104 バイ ト が 使用 可能 で す . 


@ ラ イブ ラリ サ ンプ ルプ ログ ラム ・ デ ィ ス ク 


ドラ イブ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は QB42_N02 
ディ レク トリ は A:\ 








LIB _A <DIR> 88-12-15 4:20 
SUURCE <DIR> 86-12-15 4:20 
2 個 の ファ イル が あり ます . 

820224 バイ ト が 使用 可能 で す . 


ライ プラ リ 





ドラ イブ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は 0B42 _N02 
ディ レク トリ は A:\WLIB_A 
<DIR 88-12-15 4:20 

リ <DIR> 88-12-15 4:20 
BCOM424 LIB 238895 88-12-15 4:20 スタ ント ドア ァ ロン. ラ ィ ブ ュ っ 
BOLB42 LIB 25301 88-12-15 4:20 こ olB 構 築 ライ ブラ リー 
BRUN42A LIB 25241 88-12-15 4:20 分 離 型 ラ イブ ラリ 
QB LIB 2075 88-12-15 4:20 一 ライ ブラ リ 
QB QLB 5784 88-12-15 4:20 一 Quick ライ ブラ リ 


7 個 の ファ イル が あり ます . 
820224 バイ ト が 使用 可能 で す . 


59 


SOURCE <DIR> マサ ンプ ルプ ログ ラム 





ブ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は 0B42 NO02 
r クト リ は A:\SOURCE 


TERMINAL BAS 1343 88-12-15 
WHEREIS BAS 5453 88-12-15 
ABSOLUTE ASM 4520 868-12-15 
INTRPT ASM 15099 88-12-15 
32 個 の ファ イル が あり ます . 
820224 バイ ト が 使用 可能 で す . 


<DIR> 88-12-15 4:20 
<DIR> 88-12-15 4:20 
BAR BAS 6331 88-12-15 4:20 
CAL BAS 5595 88-12-15 4:20 
CCALL BAS 955 868-12-15 4:20 
CCALL ゃ 100 6868-12-15 4:20 
CCALL QLB 535] 88-12-15 4:20 
COLOE BAS 1019 88-12-15 4:20 
CRLF BAS 4441 88-12-15 4:20 
CUBE BAS 1413 88-12-15 4:20 
DISPLAY BAS 1829 868-12-15 4 :20 
DRAW BAS 2376 88-12-15 4:20 
EDIT BAS 8575 88-12-15 4 :20 
EDIT BI 1308 88-12-15 4:20 
EDPAT BAS 6667 88-12-15 4:20 
GET BAS 842 68-12-15 4:20 
HANO! BAS 1289 88-12-15 4:20 
INDEX BAS 10366 88-12-15 4:20 
MANDEL BAS 5560 88-12-15 4:20 
PALETTE BAS 1797 88-12-15 4:20 
PSETBALL BAS 3000 88-12-15 4:20 
QBL BAS 6902 88-12-15 4:20 
QLBDUMP BAS 2783 88-12-15 4:20 
SEARCH BAS 3028 88-12-15 4:20 
SIERP BAS 2119 68-12-15 4:20 
SINWAVE BAS 1130 868-12-15 4:20 
STRTONUM BAS 999 88-12-15 4:20 
S1YLE BAS 38{ 68-12-15 4 :20 

4 : 

4: 

4 : 

生 


Quick BASIC. Ver.4.2 が 提供 する ソフ トウ ェ ア の お も な も の を , 機能 別に 分 類 す 
る と 以下 の よう に な り ま す . な お 。 Ver.4.5 に つい ぃ いて は 系 7 童 を ご らん くだ さい . 


表 1-1 Quick BASIC 統合 開発 環境 QB 


Ouick BASIC 本 体 . エディ タ , イ ンタ ブリタ , デバ ッ ガ 内 蔵 


ヘル プ ・ フ ァイル 
画面 の 初期 化 情報 ファ イル 
0B.OLB(Ouick ライ ブラ リ ) 用 イン クル ー ド ファ イル 
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表 1-2 BASIC コン バイ ラ BC 


BC. EXE BASIC コン パイ ラ 
LINK. EXE リン カ 


LIB. EXE ライ プラ リマ ネジ ャ (ライ ブラ リア シン シ ) 
BRUN42A. EXE ラン タイ ム ・ モ ジュ ー ル (代替 数 値 演算 版 ) 
BRUN42E. EXE ラン タイ ム ・ モ ジュ ー ル (80287 エ ミュ レー ト 版 ) 





表 1-3 ライ ブラ リ 


BRUN42A. LIB ラン タイ ム ・ ラ イブ ラリ (代替 数 値 演算 版 ) 
BCOM42A. LIB スタ ンド アロ ン ・ ラ イプ ラリ ( / ) 
BRUN42E. LIB ラン タイ ム ・ ラ イブ ラリ (80787 エ ミュ レー ト 版 ) 
BCOM42E. LIB スタ ンド アロ ン ・ ラ イブ ラリ ( / ) 


デフ ォ ル ト の Quick ライ ブラ リ OB 用 
デフ ォ ル ト の ライ ブラ リ 


表 1-4 その 他 





SETUP. EXE Ouick BASIC の セッ ト ア ッ プ ・ ユ ー テ ィ リ ティ 
MOUSE. COM マウ ス ・ デ バイ ス ・ ド ライ バ ( 常 駐 / 非 常駐 型 ) 
MOUSE. SYS マウ ス ・ デ バイ ス ・ ド ライ バ ( 組 み 込 み 型 ) 








ig| 環境 の 設定 


軸 メモ リ の 設定 


Quick BASIC を 動作 させ る た め に は 640KB の メモ リ が 必要 で す . メモ リ が 足ら 
な けれ ば , PC-9801 の 機種 に 応じ し て 適当 に メモ リ を 増設 し て くだ さい . 

メモ リ 増 設 を し た 際 に は , MS-DOS の SWITCH コマ ンド を 用 いて メモ リ ・ サ イズ 
の 指定 を 行っ て くだ さい . SWITCH コマ ンド を 行っ た あと , 一 度 リ セッ ト を し て く < 
だ さい . メモ リ の 設定 は 一 度 し て お け ば , それ が 記憶 され て いま す . 

な お , PC-9801 本 体 の ディ ッ プ スイ ッ チ SW2 の No.5 が ON に な っ て いな けれ ば な 
り ま せん . 








1/ 


A>switch 


SWITCH Version 2.30 


RS232C-0:1200 BITS-7 PARITY-NONE STOP-1 NONE 
PRINTER :CEN24 

MEMORY :640K 

NDP1 ・NO 

COLOR  :WHITE 

BOO0T ・STD 


-memOoryl640] 





呈 バス の 設定 
(Quick BASIC は , 次 の 4 つの MS-DOS 環境 変数 を 参照 し て 処理 を 行い ます . 


ー MS-DOS の 環境 変数 


環境 変数 


再 ロ ー ド する コマ ンド ・ イ ンタ プリ タ の パス 名 を 設定 し て お く 
COMSPEC Quick BASIC が 0S シェ ル (OS に 一 時 的 に 戻る ) す る と き に . この 環境 
変数 に 設定 され て いる コマ ンド ・ イ ンタ プリ タ を ロー ド す る 


Ba コマ ンド は カレ ント ディ レク トリ か ら 探 され る が , これ 以外 か ら 探 す 
と き の 道 筋 を PATH 環境 変数 に 設定 する 
LIB 


ライ ブラ リ の 検索 パス を 設定 する 


LINK が 作業 に 使う テン ポラ リフ ァイル を 置く 位置 を 設定 す 


RAM ディ スク が あれ ば , そこ に 置く よう に する と ee 





時 日 本 語 FE の 組み 込み 


Quick BASIC で 使用 で きる 日 本 語 FEP( フ ロン ト ・ エ ンド ・ プ ロ セ ッ サ ) は 次 の 2 
種類 で す . 


・ ATOK6 ま た は ATOK7 
・ MS-KANJI API 仕様 の 日 本 語 入 力 シ ステ ム 


こ で は ATOK6 を 組み 込む 方 法 を 説明 し ます . ATOK6 を 使用 する に は , 次 の 
ファ イル が 必要 で す 


ATOKGA.SYS 本 か な 漢字 変換 デバ イス ・ ド ライ バ 
ATOK6B.SYS 
ATOK.DIC ーー 辞書 ファ イル 
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Quick BASIC の イン タブ リタ / コ ン パ イラ シス テム を 1MB フロ ッ ピ ィ に セッ ト ア 
ッ プ し た 場合 , ディスク 容量 が わずか し か 残ら な いた め , 日 本 語 シ ステ ム は ドラ イブ 
B に の せな けれ ば な り ま せん. この 場合 の CONFIG.SYS で の 設定 は 。 次 の よう に 記 
述 し ます . 


@ CONFIG. SYS 内 の 記述 


DEVICE = B : ATOK6A. SYS /D=B 


DEVICE=B :ATOK6B. SYS 





時 マウ ス ・ ド ライ バ の 組み 込み 
Quick BASIC で は 次 の 2 つの マウ ス ・ ド ライ バ を 提供 し て いま す . 
表 1-6 マウ ス ・ ド ライ バ の 種類 


従来 の デバ イス ・ ド ライ バ で ,CONFIG.SYS の 中 で DEVICE = MOUSE. 
MOUSE. SYS SYS と 指定 する こと で シス テム 起動 時 に 組み 込ま れる . 起動 後 は マウ 
ス ・ ド ライ バ を シス テム か ら 切 り 離 すこ と は で き な い 








コマ ンド ライ ン か ら コ マン ド を 授 入 する こと に より , マ ウス ・ ド ライ バ 
を 常駐 / 非 常 議 させ る こと が で きる . コ マン ド 書 式 は 次 の と お り で あ 
る 

MOUSE バス ・ マ ウス を 利用 する 

MOUSE. COM MOUSE /C ン リ アル ・ マ ウス を 利用 する 

MOUSE OFF MOUSE. COM を メモ リ か ら 解 放す る 
し た が っ て この MOUSE.COM は AUTOEXEC. BAT の 中 で シス テム 起動 
時 に 自動 実行 させ て 組み 込む 


SETUP ユ ー テ ィ リ ティ で は どちら の マウ ス ・ ド ライ バ を 使用 する の か 問い 合わ せ 
て きま す の で , MOUSE.SYS また は MOUSE.COM を 選択 し ます . 

MOUSE.COM の ほう が , 常駐 / 非 常駐 の 制御 を ユー ザ が 行え る 点 で 便利 だ と 思い 
当 生 。 


時 プリ ンタ ・ ド ライ バ の 組み 込み 


従来 の MS-DOS で は プリ ンタ ・ デ バイ ス ・ ド ライ バ は MS-DOS シス テム の 中 に 
あら か じ め 組 み 込 まれ て いま し た だ た. と ころ が , MS-DOS Ver.3.3 と MS-DOS Ver. 
3.1 の 一 部 (製品 番号 PS98-011-X メ x) で は , PRINT.SYS と いう 専用 の プリ ンタ ・ 
デパ イス ・ ド ライ バ と し て MS-DOS か ら 分 離し て い ぃ ます. し た が っ て この 場合 は 。 
ュー ザ が CONFIG.SYS の 中 で PRINT.SYS を 登録 し な けれ ば な り ま せん . 





@ CONFIG. SYS 内 の 記述 (MS-DOS Ver.3 .1 の 一 部 と Ver.3.3) 
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時 ライ ブラ リ の 選択 


Quick BASIC の コン パイ ラ (BC.EXE)/ リ ンカ (LINK.EXE) で 利用 する ライ ブラ 
リ は , 


・ 生 成す る 実行 可能 ファ イル の タイ プ 
・ 数 値 演算 コ ・ プ ロ セ ッ サ (8087/80287) の 使用 の 有無 


の 違い に より , それ ぞ れ 次 の よう に 異な る ライ ブラ リ を 使い ます . 


表 1-7 コン バイ ラ 用 ライ ブラ リ の 種類 


ao 代 符 数 但 涯 午 し 8087/80287 エ ミュ レー ト 


_ BRUN42A. EXE BRUN42E. EXE 
ヽ | 
ラン タイ ム 分 離 型 BRUN42A. LIB BRUN42E. LIB 


スタ ンド アロ ン 型 の EXE フ ァイル は 単独 で 動作 し ます が , ラン タイ ム 分 離 型 の 
EXE ファ イル は 実行 時 に ラン タイ ム ・ モ ジュ ー ル (BRUN42AEXE また は BRUN42 
FE.EXE) を ロー ド し ,。 この モジ ュー ル の 協力 下 に お いて 動作 し ます . 

代替 数 値 演 算 ラ イブ ラリ は , 数 値 演算 コ ・ プ ロ セ ッ サ を 使用 せ ず に 数 値 演算 を 行い 
ます . 8087/80287 エ ミュ レー ト ・ ラ イブ ラリ は , 数 値 演算 コ ・ プ ロ セ ッ サ を 使用 し て 数 
値 演算 を 行い ます . 

統合 開発 環境 QB で は 一 般 に ライ ブラ リ を 必要 と し ませ ん が , QB.QLB, QB.LIB 
な どの ライ ブラ リ を 使用 する こと も で きま す . 


|9| シス テム の 構築 例 
時 GETUP ユー ティ リティ 


QuicK BASIC は SETUP ユ ー テ ィ リ ティ を 用 いて 科 単 に フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ま た 


は ハー ド デ ィ スク に シス テム を 構築 で きま す . た だ し , MS-DOS シス テム を あら か じ 
め コ ピー し て お きま す . 
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A>SEIUP 







QuickBASTIC セッ トト アップ ユー ティ リティ Ver1.00 


--- 準 備 --- (1/3) 
〇 ぐ 〇 フロッピ ー デ ィ ス ク ヘ セットアップ する 場合 、 フ ォ ー マ ッ ト 済 み の デ ィ ス ク を 用 意 し 
て くだ さい 。 


[フロ ッッ ピー ベー ス で Qu ickBASIC を 利用 する 方 へ ] 
あら か じ め フ ォ ー マ ッ ト 済 み の デ ィ ス ク が 必要 で す . 
メデ ィ ア の タイ プ に よっ て 必要 な ディ スク の 枚数 が 異な り ま す . 
ワー ク デ ィ ス ク に は 『FORMAT /85 スイ ッ チ で MSーDOS シ ステ ム を 転送 し て お いて 
下 き さい 。 ツウ ステ デム が 転送 され て いな い 場 合 は セッ ト ア ッ プ は 抽 と な われ まさ ん 。 
・HD タ イプ (3.5 2HD, 5 2HD) の 場合 
1] 枚 ワー ク デ ィ ス ク 
・DD タ イプ (3.5 2DD, 5 2HD) の 場合 
覆 : 委 ニ ク デ ィ ャ ルク 。 コ シル パオ ラッ ツィ スク 
(FORMAT /9 で 720K フ ォ ー マ ッ ト に し て お くく 方 が 良い で し ょ う 。) 


⑥ 〇 フォ ー マ ッ ト が 済み まし た ら 添 付 の シー ル (「 ワ ー ク ディ スク 」 , 「 コ ン パ イラ ディ 
スク | ) を ディ スク に 貼っ て お いて 下さ い . 他 の シー ル は 使い ませ ん 御 自由 に お 使い 
下さ ざい. 

フォ ー マ ッ ト 済 み の デ ィ ス ク が 用 意 し て いな けれ ば , CTRL+IC で セッ ト ア ッ プ を 中 止 し て 
ディ スク の フォ ー マ ッ ト を 行っ て 下さ い .. 


【 何 か キー を 押し て 下さ い 】 一 何 か キ ー を 押す と 次 の 画面 に 進む . 





Qu ickBASIC セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ まま 動 料 


Pa が 肖 m (273) 
セッ トト アップ で は 、 サ ンプ ル ブ ロ グラ ム を 転送 し ませ ん . 必要 に 応じ て 転送 を お こ な っ 
て 下さ い . 


--- ラ イブ ラリ に つい て --- 
QuickBAS ITIC の コン バイ ラ (BC.EXE) が 通常 利用 する ライ ブラ リ は 、 以 下 の も の 
で す . 


BRUN42AJ.BXE ラン タイ ム モ ジュ ー ル 
BRUN42AJLIB ラン タイ ムラ イブ ラリ 
BCOM42AJLIB スタ ンド アロ ン ラ イブ ラリ 


と れ ら を 代替 数 値 演算 ライ ブラ リ (ALT-MATH) と 呼び ます . これ FM 数 値 演算 コ プ ロ セ 
ッ サ の 有無 に 関わ ら ず 、 一 定 の 速度 で 高 精度 な 計算 を 実現 し ま 

数 値 演算 コ プ ロ セッ サ を 装着 し て いる 方 の た め BRUN42E. 人 ae 
(80?787 エ ミュ レー トラ イブ ラリ ) を 用 意 し て いま す . これ に よっ て より 高度 な 演算 を 実現 
きま きす 。 

フロ ッ ピ ー ベ ー ス で ど ご 利用 に な る 場合 は 、 セ ッ ト ア ッ プ で は エミ ュ レ ー ト ライ ブラ リ は 


転送 で きま せん . 必要 な 場合 は 、、 マ マスター ディスク か ら 転 送 し て 下さ い . 
[ 何 か キ ー を 押し て 下さ ぃ い 】 一 何 か キ ー を 押す と 次 の 画面 へ 進む 


2 1 





QuicCkBASIC セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ WV 意 ま ま 。 紛 料 


--- フ ロン ト プ ロ セッ サ の 組み 込み --- 

(3/3) 
QuickBASIC に 日 本 語 入 力 シ ステ ム を 組み 込む 場合 は 、 お 使い の フロ ント プロ 
セッ サ の マニ ュ ア ル を 参照 し て 各自 お こ な っ て く 
な お 、 ご 利用 可能 な フロ ント プロ セッ サ は 、AT 
も の で す . 添付 の 「 日 本 語 入力 シス テム の ご 使用 


、MS-KANJI .APTo 
ヽ て 」 を 参考 に し て くく ださい. 


ーー しり MFPLG、 ST ら oO、A り 010 所 え 色 C. お ATー- 


ン GOD 


この セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム は 、 フ ロッ ピー へ セッ ト ア ッ プ し た と き 「 ワ ー 
に CONFIG.SYS , AUTOEXEC.BAT を 作成 し ます . ハー ド デ ィ スク の 場合 は 、 指定 され た デ 
ィ レ クト リ に 、 NEW- CONF.SYS, NEW-PATH.BAT を 作成 し ます の で , これ ら の ファ イノ し を 参 
考 に し て CONFIG.SYS AUTOEXEC.BAT を 修正 し て くだ さい . 環境 変数 に つい て は 、 
README.DOC を ご 参照 下さ い . 


な お 、README.DOC に は 補足 の 情報 や , 訂正 資料 が 記載 され て いま す . 必ず お 読み 頂く よ 
うお 願い し ます . 


【 何 か キー を 押し て 下さ い ]】 一 何 か キ ー を 押す と 次 の 画面 に 進む . 





ASTC セッ ト デ ッ ププ テー ティ サリ ティ Ver1. 00 
@ ハ ー ド ディ スク に セッ ト ア ッ プ し ます か [Y/N] ? N 
WOQu ickBASIC を どの ドラ イブ に イン スト ー ル し ます か ? B 
側 マ ウス を 使用 し ます か [Y/N] ? Y 各 項 目 に 答え る 
⑱$ マ ウス の 種類 を 選択 し て 下さ い [1:/2/2:2 リ 7 ル ] ? 1 
仁 マ ウス ドラ イ バ を 選択 し て 下さ い [1:MOUSE.SYS/2:MOUSE.COM] ? 2 


イッ ウス を サポ ー ト する デバ イス ドラ イ バ の 種類 を 選択 し て 下さ い . 
メモ リ 内 に 常駐 する タイ プ が 1 (MOUSE. SYS) で 、 必 要 に 応じ て 組込み 
が 可能 な タイ プ が 2 (MOUSEB. COM) で す . 
MOUSE. COM は 、MOUSE OFRFE で メモ リ 解 放 が で きる 為 、COM 
形式 を 使う こと を お 和 勧め し ます . 

量 1]M フロ ッ ピ イィ で の 構築 例 


日 本 語 辞書 を ドラ イブ B に 置き ます . 
マウ ス ・ ド ライ バ は MOUSE.COM を 選択 し ます . 
ソー ス フ ア テイ ル は ドラ ィ イプ B に 作っ て いき ます . 
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@ ド トラ イブ A 


MS-DOS コマ ンド 
AUTOEXEC. BAT 
CONFIG. SYS 


PRINT. SYS BCOM42A. LIB 


BRUN42A. LIB 
BOLB42. LIB 
QB. LIB 
MOUSE. COM QB. QOLB 

BC. EXE 

LIB. EXE 

LINK. EXE 

BRUN42A. EXE 





@ ト ドラ イブ プ B 


ATOK6A. SYS 


ATOK6B. SYS 
ATOK. DIC 
パーー ズ アア デイ 孝 





この よう な シス テム 環境 で は , AUTOEXEC.BAT と CONEFIG.SYS を 次 の よう に 
作り ます . 


@ AUTOEXEC. BAT 













A>TYPE AUTOEXEC. BAT 
SET COMSPEC=A:\COMMAND.COM 
Sbl PATH=A: ま BIN 

SEl LIB=A:\#LIB 
MOUSE 


パス の 設定 


マウ ス ・ ド ライ バ の 起動 
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@ CONFIG. SYS 









A>TYPE CONFIG.SYS 
FILES=20 
BUFFERS=20 
DEVICE=PRINT.SYS 
DEVICE=B:ATOK6A.SYS /D=B 
DEVICE=B:ATOK6B. SYS 


プリ ンタ ・ ド ライ バ の 組み 込み 
日 本 語 FEP の 組み 込み 


注 ) BASIC コン パイ ラ と ライ ブラ リ を 除い て 0B シス テム だ け に すれ ば , ATOK 関 
係 を ドラ イブ A に の せる こと が で きま す . 


量 ハ ー ド ディ スク で の 構 策 例 


ッ ハード ディ スク の よう な 大 容量 シス テム で は , Quick BASIC 以外 の 言語 も ディ ス 
ク 上 に いっ し ょ に の せる こと が 考え られ る の で ,。 Quick BASIC の シス テム は , QB 
と いう サブ プ デ アデ ィ レ クト り を 数 け ,。 その 下 に 置く て こと に し ます . また 。 ユ ー ザ プ ブ ァ イル 
も ハー ド デ ィ スク 上 に 置い た ほう が 有利 な の で , これ を SOURCE と いう サブ プ デ ィ レ 
クト リ に 置き を, ここ を カレ ント ディ レク トリ に し ます . この よう な 点 を 考慮 し た ハー 
ド デ ィ スク で の シス テム 構築 例 を , 以下 に 示し ます . 


者 


y 


2 
COMMAND.COM 
AUTOEXEC.BAT 
ATOK.DIC 
、 ーー 


ATOK6A.SYS 
ATOK6B.SYS OBEXE 












PRINT.SYS 0B.HLP BCOM42A.LIB 
OBJNI BRUN42A.LIB 
0B.BI BOLB42.LIB 
MOUSE.COM QB.LIB 
BC.EXE QB.QLB 
LIB.EXE 
LINK.EXE 
BRUN42A.EXE 
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この よう な シス テム 環境 で は , AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS を 次 の よう に 
作り ます . 


@ AUTOEXEC. BAT @ CONFIG. SYS 


SET COMSPEC= テ \COMMAND.COM FILES=Z0 
SET PATH ニ = ニ \OB\BIN:\MSBIN:\ BUFFERS=Z20 


SET LIB= ニ \OB\LIB DEVICE= ニ ATOK6A. SYS 
MOUSE DEVICE=ATOK6B. SYS 
CD \OB\SOURCE DEVICE= テ PRINT. SYS 





な の 





Quick BASIC の 運用 形態 


提供 され る Quick BASIC の シス テム ・ デ ィ ス ク の 中 に は , 統合 開発 環境 QB と 
BASIC コン パイ ラ BC の 2 つの シス テム が 入っ て いま す . 

統合 開発 環境 は Quick BASIC の 基本 シス テム で , QB.EXE を 本 体 と し , この 中 に 
エディ タ , イン タプ リタ , デバ ッ ガ が 内 蔵 さ れ て いま す . 一 度 QB を 起動 すれ ば , プ 
ル ・ ダ ウン ・ メ ニュー 方 式 で 各 処 理 を 高速 に 行う ) こ と が で きま す . 

QB は 基本 的 に は イン タプ リタ で す . し か し ブル ・ ダ ウン ・ メ ニュ ー か ら BASIC 
コン パイ ラ (BC.EXE) と リン カ (LINK.EXE) を 自動 的 に 呼び 出し , 実行 可能 ファ イ 
ル (.EXE) を 生成 する こと も で きま す . 

BC.EXE, LINK.EXE は 従来 の コン パイ ラ 処 理系 と 同様 に . コマ ンド ライ ン か ら 
コン パイ ル / リ ング 処理 を 行う こと も で きま す . 











E/ 編 集 
QB 内 部 エディ タ Ss/ 保 存 | ーーー 
ぐ 
ー 2 we が 
9 ("の 





また は 


コン パイ ラ 
D/MS-DOS コマ ンド BC.EXE 


BCOM42ZA. LIB 
BRUN42A. LIB 


ライ ブラ リ 


上 0 
上 
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0B の 起動 と メニ ュー 画面 





| 4+{+t{t{t〔w ニ ”…ーi 
QB の 超 動 は , 


A>QB 
と 単独 で 起動 し . ファ イル セー ブ 時 に ファ イル 名 を 指定 する か , 


A>QBLiB: TEST| ン | 
L- ソース ファ イル 名 . ファ イル タイ プ を 省略 する と .BAS と みな され る . 
と ソー ス フ ァ イル 名 を 指定 し て 超 動 し ます . 
これ に より , 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます . 


メイ ン メ ニュ ー・ パ ー 










F- プ ュ ィ イト 上品 信二 エエ fb で ドン 宇 3 了 イー DZ ェ in の | 1 HAL で (f・1) 
TEST.EaS 
| タイ トル ・ バ パー ウイ ンド ウ 拡 大 4 es 
科 eo アイ コン (マウ ス 用 ) 
キー ボー ドカ ー ソ ル ( 白 ) ボッ クス 
* 
\_ マ ウス カー ソル ( 紫 ) 
スク ロー ル ・ バ ー 
(マウ ス 用 ) 


( 
| 
すめ) る 凍っ 二 の の すす 9 きい 0 で 8 大 の の の 0 の ので の の 0 の だ すす で の > し の の) すす ひ 9 9 6 赴 5M 杏 引導 思 活 、 折 胞 3 人 引 時 邊 か 天 記 生 乱 利 訪 w 馬 ュ 
5 呈し 生理 合 。 全 人 まま / 殺 邊 1 机 会 色 : 旬 ) 休 ェ 人 旬 しり 生 民生 介 . 有 首 。 少 生 人 用 「 生 和合 人 多 委 .。 外 、 自 | 邊 衝角 。 肖 。 、 色 上 朋 。 肝 .。 放 上 
wW WM 
で 雪 本 が イル 2 ト モ - ト 


スク ロー ル 
リッ フロ 2 スム: TESTN .ERS 川 E 慌 省 : 圭 j イ され て (っ いき キ せ ぁ MMMM1 : 1 アイ コン 
1 \ ーー ダイ レク ト ・ モ ー ド ・ ウ ィ ン ド ウ 1 』 
ベ ペケ テ ーー アス ッッ パー に ーー シギ ドウ 行 欄 
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時 QB の 起動 オブ ショ ン 


QB の 起動 時 に , 次 の よう な オプ ショ ン を 指定 する こと が で きま す . オプ ショ ン 文 
字 の 大 / 小 は 区 別 さ れ ま せん . 


PE 動 的 配列 に 対す る メモ リ の 解放 (第 3 章 3- | の 2 参照 ) 














string で 示さ れる 文字 列 を COMMAND$ 関 数 に 引き 渡 
す . こ の オプ ショ ン は コマ ンド ライ ン の 最後 に 指定 
する 








通信 ポー ト ・ バ パ バッファ の サイ ズ の 指定 (第 3 章 3- | の 

/L[qiib] qlib で 示さ れる クィ イッ クラ イブ ラリ を 0B シス テム 
に 読み 込む .qlib を 省略 する と 0B.0OLB が 読み 込ま 
れる 

/MBF IEEE 形式 の 数 値 を マイ クロ ソフ トバ イナ リ 形 式 の 
数 値 と し て 扱う (第 3 章 3- | の 2 参照 ) 

/NOHI 2 階 調 表示 の ディ スプ レイ を 使う と き に /B オ プシ 
ョ ン と 組み 合わ せ て 指定 する 

/RUN sourcefile で 示さ れる ソー ス フ ァ イル を 0B 起動 時 

SOUrCefile 


に 読み 込み , 実行 する 










ツ 












1| メニ ュー 操作 の 基本 
思 メニ ュー 操作 の 方 式 


メニ ュー 操作 は , お お よそ 次 の 3 つの 方 法 の いずれ か で 行う こと が で きま す . 











ーー キ 一 汰 一 天福 式 
|GRPH| に より メニ ュー 選択 モー ド に 入り , カー 
ノル 移動 また は メニ ュー 先頭 文字 の 入力 に よ 
り メ ニュ ー を 選択 する 方 式 . 


メニ ュー 選 択 方 式 





[2 ト 一 マウ ス 入 力 方 式 


マウ スカ ー ソ ル を メニ ュー 項目 に 移動 し , 左 
ボタ ン を クリ ッ ク ( す ば や く 押 し て 離す ) す る 
こと で メニ ュー を 選択 する 方 式 . 





3] ショ ー ト ・ カ ッ ト ・ キ ー( ホ ッ ト ・ キ ー) 方 式 
メニ ュー の 一 部 の も の は ファ ンク ショ ン キ ー(CTRLI, |SHIFT| と 組み 
合わ せる 場合 も ある ) に 割り 当て られ て いる の で , これ を 1 タッチ 
する こと で メニ ュー を 選択 する 方 式 . 
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時 メニ ュー 操作 で 使う キー 
メニ ュー 操作 で 使う お も な キー は 以下 の も の で す . 
表 2-1 メニ ュー 操作 に 必要 な キー 






メニ ュー 選択 モー ド に 入る . メ ニュ ー 項 目 の 先頭 文字 の 色 が 変わ る 
メニ ュー 選択 モー ド か ら 抜け る に は 再び |GRPH| を 押す 

メイ ン メ ニュ ー の 選択 で は |GRPH| を 押し 続け る 必要 は な い が , サブ 
Po 


サブ メニ ュー 内 の 項目 を 次 に 進め る 
十 |TAB サブ メニ ュー 内 の 項目 を 1 つ 前 に 戻す 


メニ ュー バー( カ ー ソ ル ) の 置か れ て いる メニ ュー を 実行 する 









メイ ン メ ニュ ー・ バ ー を 移動 する 
サブ メニ ュー・ バ ー を 移動 する 
メニ ュー 処理 を 取り 消す 






虹 マウ ス 入 力 万 式 


@ メ ニュ ー の 選択 

マウ ス ・ カ ー ソ ル を メニ ュー に 含 わ せ 左 ボタ ン を クリ ッ ク ( マ ウス ボタ ン を すばやく 
押し て 離す こと ) し ます 。 

メイ ン メ ニュ ー を 取り 消す に は , メニ ュー 梓 の 外 に カー ソル を 移し , 左 ボ タン を ク 
リ 導 みしま ず す , 

サ プ メ ニュ ー を 取り 消す に は , | 取消 | に カー ソル を 移し , 左 ボ タン を クリ ッ ク し ま 
す . 


3 1 


@ る コマ ンド の 選択 


PIEIOE 二 IE 
の か リツ ダグ ウィ シン ドウ を アク ティ ブ プ に する 


カー ソル を タイ トル バー に 移し . タ イト ル バ アク ティ プ ブ ウィンドウ の 拡大 / 縮 小 
ー を 上 下 に 移動 














拡大 アイ コン (|1|) を クリ ッ ク す る か , タ イ 
トル バー を ダブ ルク リッ ク 


アク ティ ブウ ィ ン ド ウ を 画面 一 杯 に 拡大 する 








スク ロー ル ボ ックス ( 口 ) に カー ソル を 移し 
スク ロー ル バ ー 上 で 目的 位置 まで 左 ボ タン を 
押し な が ら 移 動 


スク ロー ル バ ー 上 の 口 で 分 離さ れ た 上 半分 ま 
た は 下 半 分 の クリ ッ ク 


テキ スト の スク ロー ル 


1 ペー ジ 単 位 の 上 / 下 スク ロー ル 


スク ロー ル ア イ コン (1, 」, で と , 一 ) を クリ ッ 1 行 ま た は 1 文字 単位 の 上 / 下 , 左 / 右 の スク 
ク ロー ル 

















画 サ ブ メ ニュ ー の 意味 
サブ メニ ュー の 人 各 項 目 の 一 般 的 な 意味 を 示し ます . 





ーー ュー の デア ニ ュー・ バ パー 


サ プ メ ニュ ー の メニ ュー・ パ ー 
SHIFT+LEL 対応 する ショ ー ト ・ カ ッ ト ・ キ ー 
敵 葉 ヨコ E 
cHIF T+ 上 に 
先頭 の 文字 の 色 が 変わ っ て いな いも の は , 
起 SUB..。 AN 今 の 状態 で は 実行 で き な い こと を 示す 
 ] 新 坦 FINCTI IN.. 。 ゲ 本 ある サブ プ メ ニュ ー は . es 才 /: 凍 ak 


さら に サブ プ メ ニュ ー が ある こと を 示す 


> が ある と , この 項目 が 示す 機能 が ON 状態 に ある こと を 示す 
この 項目 を 選択 する た びに ON/OFF の トグル 動作 と な る 


注 ) Ver.4.5 で は , > で は な く 〈※# の 表示 
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| (Quick メニ ュー 一 覧 


Quick BASIC の メイ ン メ ニュ ー と サブ プ メ ニュ ー の 一 覧 を 次 に 示し ます 。 


表 2-2 メニ ュー 一 覧 


2 000 2000 も 5000 
N/ 新 規 メモ リ 上 の プロ グラ ム を 消去 する 


0/ 読 込 ..… メモ リ 上 に 新しい プロ グラ ム を ロー ド す る 


M/ 追 加 . . . メモ リ 上 に 別 の プロ グラ ム を 追加 ロー ド す る 


S/ 保 存 アク ティ ブウ ィ ン ド ウ の プロ グラ ム を セー プ ブ す る 


中 _ 
So アク ティ ブウ ィ ン ド ウ の プロ グラ ム を 別 の ファ イル 
生え て 全 條 … | 名 、 別 の 保存 モー ド で セー プ す る 
モ 際 


V/ す べ て 保存 メモ リ 上 の すべ て の モジ ュー ル を セー プ ブ する 


2 新しい モジ ュー ル / イ ンク ルー ド フ ァイル / ド キュ メ 
(/ サ ブフ ァ イル 作成 … ント ファ イル を 作成 する 


PT 


モジ ュー ル / イ ンク ルー ド フ ァイル / ド キュ メン ト フ 
ァイル を メモ リ 上 に ロー ド す る 


L/ サ プ フ ァ イ ル 常 駐 ... 


メモ リ 上 の モジ ュー ル / イ ンク ルー ド フ ァイル / ドキ 


U/ サ ブフ ァ イル 解放 … ュ メ ント ファ イル を 消去 する 





P/ 印 刷 . .. メモ リ 上 の プロ グラ ム を プリ ンタ に 印刷 する 
D/MS-DOS コマ ンド 一 時 的 に MS-DOS に 抜け る .0S シェ ル 


X/ 終 了 0B モー ド を 終了 し て MS-DOS に 戻る 





最後 の 編集 動作 を 行う 前 の 状態 に 戻す 





U/ 元 に 戻す アン ドゥ 機能 IGRPHIBS 
gi ric ト を 削除 し , ク リッ プ ポ ボー ド に 格納 esHFT+IDEL 
C/ コ ピー 指定 され た テキ スト を クリ ッ プ ボー ド に 格納 する CTRLI+IINS 
P/ ペ ー ス ト クリ ッ プ ボー ド の 内 容 を , 現在 の カー ソル 位置 に 挿入 | rc- 選 [Ne 


する 
E/ 削 除 指定 され た テキ スト を 削除 する DEL 


S/ 新 規 SUB . . . 新しい SUB プロ シー ジャ の ウィ ンド ウ を 開く 
F/ 新 規 FUNCTION . . . 新しい FUNCTION プロ シー ジャ の ウィ ンド ウ を 開く 


Y/ 構 文 チ ェ ッ ク 自動 構文 チェ ッ ク 機 能 の ON/OFF を 切り 換え る 





_ 解説 項 
2-4 の 2 


2-4 の 3 


2-4 の 1 


で 


さ さ に に 


2-4 の 5 


〇 
ーJ 


2-4 の 4 


2-9 の 2 


2-9 の 1 


/ 


さ 


2-5 の 5 


2-5 の 9 


で 


2-5 の 3 


う 


C う 


メイ ン 
メニ ュー 
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サ プ メ ニュ ー 
S/SUB 一 覧 . . . 
E/ 次 の SUB 
P/ 画 面 分 割 
N/ 炊 の ステ ー ト メン ト 
U/ 実 行 画面 
|/ イ ンク ルー ド フ ァイル 編集 
L/ イ ンク ルー ド フ ァイル 表示 
0/ オ プション 。,,。 


F/ 検 索 .. . 


S/ 指 定 文字 列 検 索 


R/ 次 を 検索 


C/ 置 換 . . . 


し ラバ 。、。 


S/ ス ター ト 


R/ リ スタ ー ト 


N/ 続 行 
C/COMMAND$ 入 力 …… 


X/EXE ファ イル 作成 .. . 


L/ ラ イプ ラリ 作成 ... 


M/ メ イン モジ ュー ル の 設定 . 
A/ ウ ォ ッ チ の 追加 . 
W/ ウ ォ ッ チ ポ イン ト .…… 
D/ ウ ォ ッ チ の 削除 . .. 
L/ 全 ウォ ッ チ の 削除 


T/ ト レー ス 


3 N 5 





機 能 


T ヾ 
| 中 
| 
CN 
計 
KN 
as 
還 
通 


問 て っ 
回 衣 
どう ) と ゃ 
ーー 

十 


メモ リ 上 の SUB プロ シー ジャ の 一 覧 を 表示 する 


アク ティ ブウ ィ ン ド ウ に , 次 の サ プ プ ログ ラム を 表示 





画面 分 割 と 単 二 ウィ ンド ウ を 切り 換え る 


次 に 実行 され る ステ ー ト メン ト を 表示 する 


イン クル ー ド ファ イル を 表示 し て 編集 モー ド に 入る 


指定 し た テキ スト を 探す 


アク ティ ブウ ィ ン ド ウ 中 で 反転 表示 され て いる テキ 
スト を 検索 する 


次 に 一 致す る 検索 文字 列 を 探す 


指定 し た テキ スト を 探し 新しい テキ スト に 置き 換え 
る 


プロ グラ ム を 実行 する 


プロ グラ ム 中 の 変数 を クリ ア し , プロ グラ ム 先 頭 を 実 


行 開始 点 に 設定 する 


STOP 文 な ど に より 中 断 さ れ て いた プロ グラ ム を 続 
行 す る 


COMMAND$ 関 数 が 返す 文字 列 を 設定 する 


コン パイ ラ / リ ンカ を 起動 し , 実行 可能 ファ イル (.EXE) 
を ディ スク に 作成 する 


コン パイ ラ / リ ンカ / ラ イブ ラリ を 起動 し , ク ィ ッ ク ・ 
ライ ブラ リ を ディ スク に 作成 する 





実行 の 開始 点 に な る メイ ン モ ジュ ー ル を 他 へ 移す 


ウォ ッ チ 式 を 設定 する 


ウォ ッ チ ポイ ント を 設定 する 


ウォ ッ チ ウィ ンド ウ 内 の ウォ ッ チ 式 を 削除 する 
ウォ ッ チ ウィ ンド ウ 内 の 全 ウ ォ ッ チ 式 を 削除 する 


トレ ー ス モー ド を ON/OFF する 


衣 
Cm 


F・2 2-4 の 5 

2 2-4 の 5 
2-3 の 1 
2-7 の 7 


2-3 の 4 


2Z-4 の 7 


で 


2-5 の 7 


て の つ 
も 2 
よ ト ュ ーm 
mr 
- 
に 


ここ 


っ 


HIFT | 二 |F・5 2-6 の 1 


2-/ の / 


2-6 の 4 


2-6 の Z 


2-6 の 3 


2-7/ の 3 


2-7 の 5 


Z-7 の 3 


で 


2-7 の 2 


第 草 統合 開発 環境 (日) 


メ イ い BN ゞ き いい 
* 
ヒス トリ 和 を 0VOF す 4 


B/ ブ レー ク ポ イン ト カー ソル 位置 に ブレ ー ク ポイ ント を 設定 / 解 除 する 


(C/ 全 プレ ー ク ポイ ント の 解放 すべ て の ブレーク ポ イン ト を 解除 する 


現在 呼び 出さ れ て いる プロ シー ジャ を 表示 し , その プ 
ロ シ ー ジ ャ を 呼び 出し て いる プロ シー ジャ 名 の 位置 
に カー ソル を 移す 


se BASIC の キー ワー ド ( 予 約 語 ) に つい て の ヘル プ 情 報 


C/ ヘ ルプ を と じ る ヘル プ ウ ィ ン ド ウ を 閉じ る 


四 丈 
トー (て の 


邊 
二 
m 
ーー 





3 っ 


|9| ショ ー ト ・ カ ッ ト ・ キ ー 


Quick BASIC の ショ ー ト ・ カ ッ ト ・ キ ー の 一 覧 を 以下 に 示し ます . テ キス ト の 編集 
に 関す る も の は 2-5 を 参照 し て くだ さい . 


表 2-3 ショ ー ト ・ カ ッ ト ・ キ ー 


メニ ュー 操作 キー 


STOP 文 な ど に より 中 断 さ れ て いた ブロ グラ ム を 続行 する 
アク ティ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ を 次 の 画面 (下方 の 画面 ) に 移す 
現在 の カー ソル 位置 まで プロ グラ ム を 実行 する 

行 ト レー ス . プ ロ シ ー ジ ャ の 内 部 も トレ ー ス する 

カー ソル 行 に , プレ ー ク ポイ ント を 設定 / 解 除 す る 


1 行 ト レー ス . プ ロ シ ー ジ ャ の 内 部 は トレ ー ス し な い 


+[F・T 指定 され た 予約 語 ( キ ー ワ ー ド ) に つい て の ヘル プ 情 報 を 表示 する 


mi 
F-10| 


日 
三 
~ 丁 
ー| 


アク ティ プ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ に 次 の SUB プロ シー ジャ を 表示 する 
プロ グラ ム を 最初 か ら 実行 する 

アク ティ ブフ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ を 前 の 画面 【 上 方 の 画面 ) に 移す 
実行 され た 最後 の 20D 行 を プロ グラ ム 先 頭 方 向 に た どる 
実行 され た 最後 の 20 行 を プロ グラ ム 終 末 方 向 に た どる 


イキ 


十 
本 本 ー 生 
OO 〇 ) m FO 


二 


( 〇 の (の (の (の 

王 | | | 生 | | ほほ 

本 本 本 本 

| ココ コ 
四 


に コ 
TI 
トー 
〇 つ 


アク ティ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ に 前 の SUB プロ シー ジャ を 表示 する 


フル スク リー ン を 以前 の 分 割 画面 に 戻す 


フル スク リー ン と 分 割 画面 を 切り 換え る トグル 動作 


十 





の | | | の 
ゴ | | | コ 
つ | | | 

Fl FI 
ーー 

| | | 
mn NO 


m 
に 
〇 
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ワ ィ ンド ワウ 操作 


1| ウィ ンド ウ の 分 割 


ウィ ッ ンド みみ は,。 ピュ ー ウ サウ ィ シ ンド ウ 。 グイ レク トモ ー ド 、・ ウ ヴ ウィンド ウ み 。 ウォ ッ チ ッ ウ 
ィ ン ド ウ に 分 か れ ま す . この うち ビュ ー ウ ィ ン ド ウ は , [V/ 表 示 | 一 [P/ 画 面 分 割 ] メ ニュ 
ー で 2 みつ に 分 側 す る こと が で きま す 。 

また , |CTRL| 十 IF:10| に より アク ティ ブ プ 画 面 を フル スク リー ン に し た り 。 元 に 戻し 
な りす る こる が で きま ます, 





反転 表示 され て いる 画面 が 
アク ティ ブ 画 面 








(トグル 動作 ) 





ビ ピュー ウ ィ ン ド ウ 
タダ イレ クト モー ド ・ ウ ィ ン ド ウ 


アク ティ ン フ 画 面 が 
04 グリ リーン に な る 





3/ 





PP| アク ティ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ の 移動 


IF・6| [SHIFT| 二 IF.6| に より アク ティ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ を 移動 する こと が で きま す . 





emiries 





マウ ス で 移動 する 場合 は マウ ス ・ カ ー ソ ル を 移動 し た い ウ ィ ン ド ウ に 移し , 左 ボ 
タン を クリ ッ ク し ます . 


3| ウィ ンド ウ の 拡大 縮小 =: 


アク ティ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ の サイ ズ を 拡大 また は 縮小 する に は , GRP 還 + FI 
IGRPH| 十 [| を 用 いま す . 








タイ トル ・ バ ー 


IE 回 自 


ン 人 


llempHl+ 


マウ ス を 用 いる な ら タ イト ル ・ バ バー に マウ ス ・ カ ー ソ ル を 合わ せ , 左 ボ タン を 押し な 
が ら マ ウス を 上 / 下 に 移動 し ます . これ で 移動 方 向 に ウィ ンド ウ が 拡大 / 縮 小 し ます . 


4| 実行 画面 へ の 切り 換え 


レー チ ーーーーーmrrrrrsid QB 画面 と の 切り 換え は , 本 また 
は |V/ 表 示 | 一 [U/ 実 行 画面 ] で 行い ま 


実行 画面 
いずれ か の 
キー を 押す 
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ECS000 








ー4 ファ イル 操作 


| プロ グラ ム の セー ブ 


_ エ ディタ 上 で 作っ た ファ イル を 保存 する に は , IF/ フ ァイル | メニ ュー の 中 の , 次 の 3 
通り の 方 法 が あり ます . 





CN 











S/ 保 存 … 現 在 の アク ティ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ に 表示 され て いる フ 
ァイル を セー ブ し ます . 

V/ す べ て 保存 … サ ブ モ ジュ ー ル も 含め , すべ て を セー ブ し ます . マ 
ル チ モ ジュ ー ル で 作業 し て いる と き に 便利 で す . 

A/ 名 前 を 変え て 保存 ... … タ イト ルー・ ヾ バー に 表示 され て いる 名 前 と 異な る 名 前 
で 保存 し ます . 


単 一 モジ ュー ル の プロ グラ ム の 場合 は |S/ 保 存 | マル チ モ ジ ュー ル の プロ グラ ム の 
場合 は |V/ す べ て 保存 | を 使う の が 一 般 的 で す . 

ダイ オド ト ルッ パー が , UndiH96【 フ ァイル 名 が な い 場 合 ) の と き に |S/ 保 存 | か 
[V/ す べ て 保存 | を 選択 し た 場合 , |A/ 名 前 を 変え て 保存 | を 選択 し た 場合 は , 次 の よう な 
ダイ アロ グ ・ ボ ックス が 開く の で ファ イル 名 お よび ファ イル の 保存 形式 を 指定 し て 
く き W。 


保存 形式 
(*) G/ 標 準 フ > イル Ouick BASIC の 内 部 コー ド で 


leRPH]+|QI leRPH|+|| に ょ り アス キー 形式 で 


* の 位置 が 動く Eu 





3 ツ 


「Q/ 標 準 フ ァイル 」 の 形式 で セー ブ プ さ れ た ファ イル は Quick BASIC の 内 部 コー ド 
で セー プ さ れ て いる の で , TYPE コマ ンド で 見 る こと は で きま せん し , ほか の エ デ 
ィ タ を 用 いて 編集 する こと も で きま せん . 


MS-DOS 上 の ソー ステ キス ト と し て 一 般 性 を 持た せる に は , 「T/ テ キス ト フ ァ イ 
ル 」 の 形式 で セー ブ し て くだ さい . 

一 度 セ ー プ され た ファ イル を ロー ド し 再び セー プ ブ す る 場合 は , 前 の 保存 形式 が デフ 
ォ ル ト と な り ま す . 


g| 新規 プロ グラ ム を 作る 


現在 の プロ グラ ム の 開発 が 終わ り , 次 の プロ グラ ム を 作り た いと き は , 一 度 Quick 

BASIC を 終了 し て か ら 再 起動 し て も よい の で す が , QB の 起動 に は 時 間 が か か り ま 
す . 一 般 に IF/ フ ァイル | メニ ュー の |N/ 新 規 サ プ メ ニュ ー| を 用 いて , 現在 の プロ グラ ム を メ 
モリ 上 か ら 消 し , 次 の プロ グラ ム 開 発 に 入り ます . 


Untiteled 


メモ リ 上 の プ ブログ ラム が 消去 され る 







F/ フ ァイル E/ 編 集 
TEST. BAS 
FOR k 三 1 TO 10 


SUM 三 SUM 十 A 
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|139| プロ グラ ム の ロー ド 


エディ タ 上 に プロ グラ ム を ロー ド す る に は , [F/ フ ァイル | メニ ュー の 中 の 次 の 2 通り 


の 方法 が あり ます . 
O/ 読 込 .. … 現 在 の エディ タ 上 の プロ グラ ム を 消し て か ら 指 定 さ れ た プロ グラ 
ム を ロード し ます 。 
M/ 追 加 ..… … 現 在 作業 中 の プロ グラ ム の カー ソル 位置 の 上 部 に 挿入 し ます . 


ーーー ロー ド す る ファ イル 名 





- 和 5 間 旨 間 t 


[-f-] ここ に カー ソル を 移し | で 指定 し て も よい 
[や -] 

し セー) 

は" 


プロ グラ ム の プリ ント アウ ト 


[F/ フ ァイル | 一 [P/ 即 ..] メ ニュ ー に より , メモ リ 上 の プロ グラ ム を プリ ンタ に 出力 


で きま す . 次 の よう な ダイ アロ グ ・ ボ ックス が 出る の で 。 プリ ント ア ウト する 範囲 を 
指定 し て くだ さい . 


ウィ ンド ウ 内 で 反転 表示 され て いる テキ スト 
表示 され て いる 画面 


作業 中 の モジ ュー ル 





メモ リ 上 の 全 モ ジュ ー ル 
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'5 モジュール 管 理 
た と ん ば 、 次 の よう な 2 つの プロ グラ ム が あっ な と し ます 。 


TEST 1. BAS 


TEST 2. BAS 
CALL DISP 


SUB ABC 


SUB DISP 


END SUB 


END SUB 


SUB XYZ 





END SUB 





QB で は , 複数 の プロ グラ ム を メモ リ 上 に 並存 させ て 管理 する こと が で きま す . メ 
モリ 上 に ロー ド さ れ た プロ グラ ム を モジ ュー ル と 呼び ます . 実行 が 開始 さき れる モジ ュ 
ー ル を メイ ン モ ジュ ー ル と 呼び 。 他 の モジ ュー ル を サブ プ モ ジュ ー ル と 呼び ます . 

QB 上 に ロー ド さ れ て いる モジ ュー ル の 各 プ ロ シ ー ジ ャ (SUB-END SUB, 
FUNCTIONーEND FUNCTION で 定義 され て いる ) は, 他 の プロ グラ ム ( モ ジュ ー 
ル ) か ら 利 用 する こと が で きま す . 


員 サ ブフ ァイル の ロー ド 


現在 TEST1.BAS を QB 上 で 編集 し て いる も の と し , TEST2.BAS と いう 別 の フ 
ァイル を QB 上 に ロー ド す る に は , 上 E/ フ ァイル | 一 IL/ サ プ フ ァ イ ル 常 駐 .…| を 選択 し ます . 


42 


第 草 統合 開発 環境 (QB) 






TEST 1. BAS 
im 負 






CALL DISP 
SUB ABC 
SUB XYZ 


TEST 2. BAS 
SUB DISP 
END SUB 


時 モジ ュー ル 画 面 の 切り 換え 表示 


QB 上 の モジ ュー ル お よび プロ シー ジャ は それ ぞ れ 独立 に 管理 され て いる た だ ため, 同 
じ 画 面 に 同時 に 表示 する こと は で きま せん . 

アク ティ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ に どの モジ ュー ル ( プ プロシージャ) を 表示 する か は , 
ー[S/SUB 一 覧 ...| ま た は [|F・2] を 用 いて 次 の よう に 行い ます . 


| ysue 一 覧 | し 


表示 し た い モ ジュ ー ル に 
ン ア の "4 選択 : カー ソル を 移す 


TE ゝ T 1 .EH-: 
abC M レ ア ケ ティ ブウ ィ ッ ト “ ウ 


メリ 〆 
TEST2.BRS ーーー モ ジュ ー ル 名 AN 
diSp ニ ーー プロ シー ジャ 名 3/ 分 割 9? ッ ト “9 







IO 
TEST 2 BAS 











W/ ア クティ ブウ ィ シ ドウ 
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な お , [SHIFT| 十 [F・2| を 用 いれ ば , [V/ 表 示 | 一 [S/SUB 一 覧 ...| で アク ティ ブ に な っ て い 
る モジ ュー ル 内 の 各 プ ロ シ ー ジ ャ を アク ティ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ に 切り 換え 表示 で きま す . 


TEST 1. BAS 





、 [本 + |2c = の 
> 所 


作 は いら な い 





lsHFT|+ F.2 が 表示 され る 


アク ティ ブフ: ウォ ンド ウ 


SUB DISP 
END SUB 


時 モジ ュー ル の 解放 


QB 上 に ロー ド さ れ て いる モジ ュー ル を 削除 する 場合 に は , [FE/ フ ァイル | 一 
[U/ サ プ フ ァ イ ル 解 放 ...| ま た は , [V/ 表 示 | 一 [S/SUB 一 覧 ...| の [D/ 削 除 ] を 用 いま す . 






U/ サ ブフ ァイル 解放 


解放 する で "ュー ル の 選択 : 


人 プロ シー ジャ 単位 で の 解放 
TEST2.BRS は で き な い 





1 
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ッ 


モジ ュー ル を 指定 する と その 
モジ ュー ル は すべ て 解放 


プロ シー ジャ を 指定 する と M レ アクティブ" ウィ トウ 


その プロ シー ジャ だ けが 人 解 
放 


TEST1.BRS: = メア 


田 サ ブ モ ジュ ー ル の 作成 
現在 メモ リ 上 に ある プロ グラ ム に 新しく サブ モジ ュー ル を 加え る に は , 
[IF/ フ ァイル | 一 |C/ サ プ フ ァ イ ル 作 成 ...| を 用 いま す . 





F/ フ ァイル 


C/ サ ブフ ァイル 作成 .… 


N フ ァイル 名 : ュー サフ プ ブ モ ジュ ー ル 名 


形式 - 
Co 


( ) 1 ノ ヤ ウル レト ~“ 
( ) ID レト" ネ ュ 必 ト 
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男 メ イン モジ ュー ル の 設定 

QB 上 に 複数 の モジ ュー ル が ロー ド さ れ て いる 場合 , 実行 を 開始 する モジ ュー ル 
(メイ ン モ ジュ ー ル ) を [R/ 実 行 | 一 IM/ メ イン モジ ュー ル の 設定 ...| に より 切り 換え る こと が 
で きき ます " 














現在 の 
イッ ン モ ジェ デール 


SUB ABC 
END SUB 
SUB DISP 
END SUB 
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| ドキ ュ ユメ ント ・ フ ァイル の 作成 


Quick BASIC の エディ タ で , CONEFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT な どの テキ ス 
ト ・ フ ァイル (ドキ ュ メ ント ・ フ ァイル ) を 作る 場合 、 デ フォ ルト モー ド で は 構文 チェ ッ 
ク 機能 な ど が 働く た め う まく いき ませ ん . 

テキ スト ・ フ ァイル の 作成 法 を 以下 に 示し ます . 









① [FE/ フ ァイル | 一 [N/ 新 規 | で メモ リ 上 の プロ グラ ム を 消去 する . 
② [IF/ フ ァイル | 一 [C/ サ プ フ ァ イ ル 作 成 .… | を 選択 し , 次 の ダイ アロ グ ・ ボ ックス 内 の 
各 項 目 を 設定 する . 


N/ フ ァイル 名 : CONFIG. SYS 


形式 






作成 する テキ スト の 
名 前 を 入力 










( ) M/ モ ジュ ー ル 
( ) 1/ イ ンク ルー ド 
(※*) D/ ド キュ メン ト 





G+ 回 で 


ドキ ュ メ ント を 指定 


③ テキ スト を 入力 する . 


CONFIG. SYS 


テキ スト を 入力 する 





④ [5/ フ ァイル |ー[S/ 保 存 | サ で テキ スト を セー プ ブ す る . 


な お , すでに 作成 し て ある テキ スト ・ フ ァイル (ドキ ュ メ ント ・ フ ァイル ) を 扱う 場合 
は , 上 の ② の 代わ り に [F/ フ ァイル | 一 |L/ サ プ フ ァ イ ル 常 駐 ..….| を 選択 し ます . 


4/ 


イン クル ー ド ・ フ ァイル 


イン クル ー ド ・ フ ァイル は 。 メ タコ マン ド の 「'$INCLUDE : ' フ ァイル 名 」 で 指定 き 
れる テキ スト ・ フ ァイル で す . 


旦 イ ンク ルー ド ・ フ ァイル の 作成 


イン クル ー ド ・ フ ァイル を 作成 する の は , ドキ ュ メ ント ・ フ ァイル の 作成 方 法 と 同 
様 で す が , [F/ フ ァイル | 一 [C/ サ プ フ ァ イ ル 作 成 ...| を 選択 し,, 「I/ イ ンク ルー ド 」 形 式 を 指 
定 し ます . 


| の ッ フラ ァイル 修 。| 」U 


作成 する イン クル ー ド ・ 
ファ イル の 名 前 を 入力 


形式 
(*) 1 ノ ヤ クルト“ 
( ) レト "fa ト GRPH|+ | 
で イン クル ー ド 
を 指定 





量 イン クル ー ド ・ フ ァイル の 表示 


メイ ンプ ログ ラム 中 の $INCLUDE で 指定 され て いる イン クル ー ド ・ フ ァイル の 内 
容 を 表示 する に は , [V/ 表 示 | 一 IL/ イ ンク ルー ド フ ァイル 表示 | を 選択 し ます . 逆 に 表示 を 消 
す 場合 に ちこ の メニ ュー を 選択 し ます . 
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・ $INCLUDE: 'GLIB.BI" 


SCREEN 9: CLS トル ク グラム 
FOR N = -1 T0 1 STEP 2 


| | L/ イ ンク ルー ド フ ァイル 表示 | (トグル 動作 ) 


′ $INCLUDE: "GLIB.BI" 
OTTON SHaFED Lpx, Lpu 
DIM Gbuf (28OQ) 





SCREEN 9: CLS yiF、 プ ァ 

FOR N = -1 TO 1 STEP 2 LE 
の 内 容 
編集 作業 は 行え な い 





罰 イ ンク ルー ド ・ フ ァイル の 編集 


カー ソル を $INCLUDE メ タコ マン ド の ある 行 に 置い て ,「[V/ 表 示 | 一 
II/ イ ンク ルー ド フ ァイル 編集 | を 選択 し ます . 


カー ジ ツル 









円 $INCLUDE: "GLIB.BI* 


V/ 表示 
|/ イン クル ー ド ファ イル 編集 


ト ィ ンク ルー ド ・ フ ァイル 
の 内 容 





=) ド |COYON SHPRRED L 
px。 Lpv 
DIN Gbuf (2999) 


し 


な お , ファ イル が メモ リ に 在 駐 し て いる 場 ーーー 
ーー 
イー ゴア Ti 










GLIB. BI 


イン クル ー ド ・ フ ァイル の 編集 が 終わ っ た ら 


lF/ フ ァイル | |/ 保 存 | で セー プ し て お く 
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編集 (エディ タタ ) 








1| キー 配置 


エディ タ 上 で 使う 重要 な キー の 配置 を 以下 に 示し ます . 





カー ソル の 左 の 
/ 1 廊 字 デリ ー ト 
挿入 モー ド ON/OFF 


dafr3 





CTRL CTRL| を 押し な が ら Y 
タフ を 押す と , 、 1 ま テリ ト 
コン トロ ー ル ・ [AB 馬 当 \| カー ソル 移動 
キ 一 
>a [CTRL| を 押し な が ら し | 
み 合 わせ て 使 IMI を 押す と , 1 行 挿入 回 剛 
5 AFEK  ) 

タイ レク ト ・ キ ー 本 


直接 メニ ュー を 選択 する 
IBM-PC の |Alt| に 相当 


っ 0 


第 草 統合 開発 環境 (日 ) 


9| 編集 コマ ンド 一 覧 
テキ スト 編集 で 使う キー・ コ マン ド の 一 覧 を 以下 に 示し ます . 


2 キー・ コ マン ド 一 覧 


編集 キー 


滞 
| 


カー ソル を 左 に 1 文字 移動 
カー ソル を 右 に 1 文字 移動 
カー ソル を 上 に 1 行 移動 


カー ソル を 下 に 1 行 移動 


工 
3 


[cTRL+[-| 左 に 1 単語 分 移動 
| [cTRL+[| 右 に 1 単語 分 移動 


2 
に 
に 
に 
「T 
Ne 
に 
つ 


カレ ント 行 の 最初 の 文字 に 移動 


CTRL|+|Q| カレ ント 行 の 物理 的 な 左端 に 移動 

G+ 
1 
w| mura 


モジ ュー ル / プ ブ プロシージャ の 先頭 に 移動 


間 剛 
=4| | | コ 
| | | 
1 
+ | + 
| | に | 
| | | デ | 


|Q][C] モジ ュー ル / プ ロ シ ー ジ ャ の 終わ り に 移動 
カレ ント 行 に n 番 (0 て 3 の 数 ) の マー ク を 設定 
n 番 (0 て 3 の 数 ) の マー ク 位 置 に 移動 


挿入 モー ド の ON/OFF 


上 
ー- 
つ D 
十 





二 


て う 
ー ィ 
の | 
「 
十 
| | 困 


ーー 


カレ ント 行 の 上 に 1 行 挿入 . カー ソル が 行 の 先頭 位置 に か いと そ 
の 行 が 中 断 さ れる の で ,|HOME/CLRI で カー ソル を 先頭 文字 に 移し 
て か ら [CTRLI+[N| を 行う 


CTRL 


カレ ント 行 の 下 に 1 行 挿入 . カー ソル が 人 行 の 終末 位置 に な いと そ ぞ そ 
の 行 が 中 断 さ れる の で , その 場合 は |HELPI で カー ソル を 行 の 終末 
文字 に 移し て か ら | 選 | を 行う 


ン 


遇 ERE 8 
| 軒 較 届 
二 
| テ | 





J1 











uu 能 
カー ソル 行 を 削除 (この 内 容 は クリ ッ プ ボー ド に 保存 され る ) 







カー ソル 位置 か ら 行末 まで を 削除 (この 内 容 は クリ ッ プ ボー ド に 
保存 され る ) 


カー ソル 位置 の 左 の 文字 を 削除 
DEL カー ソル 位置 の 文字 を 削除 
] 単語 を 削除 


クリ ッ プ ボー ド の 内 容 を カー ソル 位置 に コピ ー 





指定 し た (反転 表示 され た ) テ キス ト を 削除 し . ク リッ プ ボ ー ド に 
屋 ー デ 


指定 し た (反転 表示 され た ) テ キス ト を 削除 サ すず. その まま に し て 
クリ ッ プ ボー ド に セー プ ブ 


次 の タブ 位置 に 移動 
バッ ク ・ タ プ ( 1 つ 前 の タブ 位置 に 戻る ) 


上 に 1 行 分 スク ロー ル 


























ICTRLI+ [WI 



















|CTRL|+|Z| 下 に 1 行 分 スク ロー ル 

上 に 1 画面 分 スク ロー ル 
下 に 1 画面 分 スク ロー ル 
|CTRL|+ [ROLL UP 左 に 1 画面 分 スク ロー ル 





右 に 1 画面 分 スク ロー ル 
[SHIFT| を 押し な が ら カ ー ソ ル の 移動 コマ ンド ・ キ ー(|ー|~ 


CTRL|+ [ROLL DOWN 






+ カ ー ソ ル の 移動 |CTRL|+ |0| |C|) を 押す と, カー ソル が 移動 し た 範囲 が 反転 表示 
コマ ンド ・ キ ー され , テキ スト が 指定 され た こと に な る 





に 一 救 する 検地 列 を 探す 


つつ 
上 


サ 


IcTRL+|QO]|AI 指定 し た テキ スト を 探し , 新 し い テ キス ト で 置き 換え る 


OZ 
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93| 自動 構文 チェ ッ ク 機 能 


Quick BASIC の エディ タ は , 自動 構文 チェ ッ ク 機 能 が 付い て いま す . | 選 | ま た は 
[1 | を 押す と , その 行 の 内 容 が 正しい BASIC 守 は し た が っ て いる か サッ ェ ッ ク 
し 。 も し 誤っ て いれ ば メッ セー ジ を 出し て くれ ます . 





for i 三 0 t 10 剛 | 






ー- エ ラー を 示す ダイ アロ グ ・ ボ ックス が 表示 され る 
TO が 必要 で ある こと を 示し て いる 
また は |ESCI で ダイ アロ グ ・ ボ ックス か ら 抜 ける 


1 行 の 内 容 が 正しけれ ば , 予約 語 (for, if な ど ) を 大 文字 に 変換 し , 演算 子 の 両 脇 
に 空白 を 補い ます . また , イン タブ リタ が その 行 の 内 容 を BASIC の 内 部 コー ド に 変 
換 し て , メ モリ に 格納 し ます . 


for i 三 0 to 10 ノ 1 


FOR | 三 0 TO 10 


| 空白 が 置か れる 
変数 名 は その まま 
予約 


語 は 大 文字 に 変換 され る 





Quick BASIC の エディ タ に は 自動 構 文 チ ェ ッ ク が 付い て いる た め , その 行 に 誤り 
が あれ ば エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され , 入力 作業 を 中 断 し て し まい ます . も し , この 
よう な て いね いな サポ ー ト が きら いな ら , 自動 構文 チェ ッ ク 機 能 を OFF に し て お け 


ば よ ゆ や でしょ う 。 


これ が 付い て いる と 構文 チェ ッ ク 機 能 は ON. 

この 「Y/ 構 文 チ ェ ッ ク 」 サ ブ プ メ ニュ ー を 選択 する 

た びに , 構文 チェ ッ ク 機 能 モ ー ド は ON/OFF 

の トグル 動作 と な る 

ま ) Ver4.5 で は の | Y/ 構 文 チ ェ ッ ク | を 指定 し ます 


また > で は な く \\ と いう 表示 に な り ま し た . 





つう 


オー ト ・ イ ン デ ント 機能 


プロ グラ ム を 見 や すく する だ め に 空 日 や タブ を 適当 に 入れ , while や for な どの ル 
ー プ 構造 や , if then elses な どの ブロ ッ ク が ひと 目 で わか る よう に , 書き 出す 先頭 位 
中 を 右 に 下げ ます . これ を イン デン ト ( 字 下 げ ) と いい ます . 

イン デン ト の 間隔 は 何 文字 で も か まい ませ ん が , 通 常 は TAB の 間隔 で と っ て いき 
ます . Quick BASIC の TAB 間隔 は 4 文字 で す ([V/ 表 示 ] メ ニュ ー の [0O/ オ プシ ョ ン | サ 
プ メ バニ ュー で 変更 で きま す )、 

注 ) Ver.4.5 で は , [O/ オ プシ ョ ン ] の ID/ 画 面 設 定 ] を 指定 し ます 。 

FOR 」 ニ 1 TO 10 

SUM=0 

FOR 」=1 TO N 

SUM= ニ SUM 十 A 

TAB TAB 
4 文字 | 4 文字 

NEXT j 
NEXT i 


オー ト ・ イ ン デ ント 機能 と は , 次 の よう に | で 次 の 行 に 移っ た と き に , 直前 の 行 の 
先頭 文字 位置 に 自動 的 に 頭 合 わせ を する こと を いい ます . 
FOR i=1 TO 10[/| 
: ITAB| FOR 」j」=1 TO NZ/l 


_ 半 前 の 行 の 先頭 文字 位置 に カー ソル が くる (オー ト ・ イ ン デ ント ) 


っ 4 
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5| テキ スト の 指定 


クリ ッ プ ボー ド を 介し た テキ スト の ムー プ / コ ピー で は , 対象 と な る プ ブロック (テキ 
スト ) を 岳 定 し な けれ ば な り ま せん . ISHIFT| 二 カー ソル の 移動 コマ ン ド ・ キ ー(|-|ー 
[CTRL| 十 |QICI|) を 押す と , カー ソル が 移動 し た 範囲 が 反転 表示 され , テキ スト が 指定 
る れれ だ た こと に な り ま す . 

テキ スト が 指定 され て いる 状態 で [E/ 編 集 | 一 IE/ 削 除 | ま た は [DEL| を 行う と ,。 その テキ 
スト 全体 が 削除 され ます . 


sal+ 











s UM= 0 SUM= 0 
FOR K=1 TO 10 ーー| 蘭 os k= ニ 1 To 10 
10 8 INPUT A 


反転 表示 され る 


マウ ス を 用 いて テキ スト を 指定 する に は , マウ ス の 左 ボ タン を 押し な が ら マ ウス を 
移動 し ます . マウ ス ・ カ ー ソ ル が 移動 し た 男 囲 が 反転 表示 され , テキ スト を 指定 し た 
こと に 9 り ま す . 


5| テキ スト の ブロ ッ ク ・ コ ピー/ ム ー ブ 
クリ ッ プ ボー ド と いう Quick BASIC が 確保 し て いる 作業 領域 を 介し て , テキ スト 


の ダグ ロッ y タ < ラコ セ ビー、 プ ロッツ タク ト み ー プ を 衝 人 テラ こち が で きま す 。 テ キス の プロ セッ グル グ ィ 
コピー は, [CTRL|+ ITNS| と [SHTET|+ [INS] を 用 いて 次 の よう に 行い ます . 





A ニ 0 反転 表示 され た ブロ ッ ク 
SUM=SUM 十 DAT ② 
CTRL| + INs aa 
PRINT SUM ダウ ダメ ボー ド 
セー プ 
FOR K=1 TO 10 Ouick BASIC が 
' 使っ て いる 作業 領域 
コピ ー 
ーッ ル に ③ 1SHIFT| 填 |INS 





コピ ビー さ れる 


これ に 対し て ブロ ッ ク ・ ム ー ブ は 指定 テキ スト を 削除 し て , 別 の 位置 に 移動 (ムー 
ブ ) す る の で , [SHIET| 十 [DEL| と [SHIFT] 十 [INS] を 用 いて 行い ます . 
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文字 列 の サー チ と リプ レイ ス 


だ た と えば 。 次 の よう な テキ スト が あっ た と し ます . 


ISUM|=0 

WHILE [SUMK100 
INPUT A 
ISUM| =[SUM] 十 A 

WEND 

PRINT 


な ん ら か の 都合 で 。 SUM と いう 文字 を GOKEI に 変え る 必要 が 生じ し た と き , いち 
ぃ いち SUM を 探し だ し て GOKEI に 打ち 直し て いて は だ たいへん で すし , 見 落と し も 生 
し る で し ょ う . こ の よう な と き は , 文字 列 の リプ レイ ス ・ コ マン ド (|S/ 検 索 | 一 
[C/ 置 換 ...)) を 用 いて 次 の よう に 行い ます . 

この 操作 で テキ スト 中 の SUM は 一 瞬 に し て GOKEI に 置き 換え られ ます . 


S/ 検 索 ーー ダイ アロ グ ・ ボ ックス 
C/ 置 換 .… 


F ノ 必 換 前 置換 され る 文字 列 各 項 目 の 移動 は 


ITAB | で 行う 


1/ 慎 換 後 GOKEI 新しい 文字 列 


|C| で 選択 で きる すべ て の テキ スト を 置換 する 


これ を 選択 する と 置換 する か 人 否 か 
の 問い 合わ せ が 1 つ ず つ 行 われ る 





文字 列 の サー チ は , [S/ 検 索 | 一 [F/ 検 索 .. | を 用 いて 次 の よう に 行い ます . 次 の 文字 列 
を サー チ す る に は IF・3] を 用 いま す . 


っ 6 
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F 本 
ー ュ と ダイ アロ グ - ポ ックス 
検索 | us WW 


小 IF と if は 区 別 す る 
1 ニー 


検索 一 
1 ググ ケ ィ プ ブ "ウィット “9 SUM と SUMMER は 


( ) 
(*) 2 ルレ ウィット“ ウ 区 別 す る 
ー テ ーー 


画面 に 表示 され て いる テキ スト か 対象 
作業 中 の モジ ュー ル が 対象 
メモ リ 上 の すべ て の モジ ュー ル が か 対象 





ISHIFT|+ 矢 印 キ ー に より 指定 され た テキ スト (反転 表示 され て いる ) を サー チ す る 
に は , [S/ 検 索 | 一 [S/ 指 定 文 字 列 検索 また は [CTRL| 十 | 笠 を 用 いま す . 


ィ ーー 類 売 ま 2 2 
K=1 TO 10 


nw 
ノン” FOR 
CTRL | 十 |\| 人 


FOR 


っ / 


ラベ ル の 検索 


ラベ ル の 検索 は |S/ 検 索 | 一 IL/ ラ ベル ...| を 用 いま す . 


| S/ 検 索 | 
に \ 


し し 太 区 


検索 
( ) 1 の 女 ィ ブウ ィ ト ^ ウ 
(*) 2 ノル ッ ト ウ ィ ッ ト “ ウ 
( ) 





19| その 他 の 機能 


田 ブ レー ス ・ マ ー カ 

[CTRL|+[K| に 続い て [| 一 [3] の 数 字 を 押す こと に より , 現在 の カー ソル 行 に 0 3 
で 認識 され る プレ ー ス ・ マ ー カ を 設定 で きま す . 

逆 に [CTRL| 填 |Q| に 続い て |0|~-|3| の 数 字 を 押す こと に より , 0 一 3 で 認識 され る プ 
レー ス ・ マ ー カ が 設定 され て いる 行 に カー ソル を 移す こと が で きま す . 





lcTrRLl+lkllo|--- sluw=suM+p 
で , 0 番 の マー カ が 付く 
lcrRu+II| 

本 回 + 国 加 


で , 1 番 の マー カ が 付 〈 


lcrRL+|Qlh 


っ 9 
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時 アン ・ ド ウゥ 機能 


修正 し た く な い テ キス ト を 誤っ て 修正 し て し まっ た よう な 場合 は 。 カー ソル が その 


IGRPH| 十 [BS| 


に より 修正 を 行う 直前 の 内 容 に 修復 する こと が で きま す . これ を アン ・ ド ッ ゥ 機能 と 呼 
が ます . 

た だ し , [CTRLI+[IY| に よる 1 行 削除 で は , カー ソル は その 行 に 残ら な い の で 
[GRPH|+ [BS] で は 修復 で きま せん . [SHIET|+[INS] よ り 修復 し て くだ さい . 


虹 タ ブ ・ サ イズ の 変更 
Quick BASIC で の デフ ォ ル ト の タプ ブ ・ サ イズ は 4 文字 に 設定 され て いま す が , 
[V/ 表 示 | 一 [0O/ オ プシ ョ ン ..」 メ ニュ ー に より 変更 する こと が で きま す ., 


表示 オプ ショ ン 







[ ] S/ ス クロ ー ル バー 


T/ タ ブ 間 隔 : | | 


IGRPH|+ |T| で 項目 を , ここ に 


移し タブ プ ・ サ イズ を 入力 する 


注 ) Ver.4.5 で は ,。 [0/ オ プシ ョ ン |-|D/ 画 面 表示 | で 指定 し ます . 


園 | 行 に つなげ る 方 法 


行 の 途中 で | 有 /| を 入力 する と , カー ソル 位置 の 前 後 で 次 の よう に 2 行 に 分 か れ て し 
まい ます . 


FOR k=1 TO 10 


FOR 
k 三 1 TO 10 


これ を 1 行 に 戻す に は , カー ソル を 下 の 行 の 先頭 に 移し て |IBS| を 押す か , カー ソル 
を 上 の 行 の テキ スト の 後 端 に 移し [DEL| を 押し ます . 


っ ? 


較 ほか の ファ イル を テキ スト 内 に 追加 する 万 法 


[FE/ フ ァイル | 一 [M/ 追 加 ..….| に より , ほか の ファ イル を 現在 作業 中 の テキ スト の カー ソ 
ル 位 置 の 上 部 に 挿入 する こと が で きま す . 





追加 され る 


ー Psipies 和 ct 
S UM= 0 
INPUT A 


画面 表示 色 の カス タマ イズ 


LV/ 表 示 | 一 [O/ オ アプ ショ ン | に より , 画面 表示 色 を 変更 する こと が で きま す . 
注 ) Ver.4.5 で は , [0/ オ プシ ョ ン |-[D/ 画 画 表 示 ] で 指定 し ます . 


ォ ヒ . 昌 
ーー | 


C ノ カレ ッ ト ス テー トト | G ン 緑色 [ ] H/ 反 転 


B ノ ブルーク" イト 行 ps 呈 | 本 静 き 較 | 2] 比 反 転 


各 ボ ックス に |TAB| キ ー で X 印 が あれ ば 
反転 表示 属性 が ON 
カー ソル を 移し , |B|… 黒 


|W|… 白 まで の イニ シャ ル を 
人 和信 力 す る 


早 プロ シー ジャ の ウィ ンド ウ を 開く 


編集 画面 上 で 「SUB プロ シー ジャ 名 ( |」 と 入力 する と , 自動 的 に プロ シー ジャ ・ 
ウィ ンド ウ が 開き ます が , [E/ 編 集 | 一 |S/ 新 規 SUB ...| |IE/ 編 集 | 一 IF/ 新 規 FUNCTION .…… 
を 用 いて も 行え ます . 
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ブ プログ ラム の 実行 





1| イン タプ リタ に よる プロ グラ ム の 実行 


編集 中 の プロ グラ ム を イン タプ リタ (QB) を 用 いて 実行 する に は 。, 





IR/ 実 行 | 一 IS/ ス ター ト | 


に トマ 
ISHIFT| 十 IF・5 
で 行い ます . 


これ で イン タブ リタ が 文法 チェ ッ ク を 行い , 詩 り が あれ ば 次 の よう な エラ ー メ ッ セ 
ー ジ を 出し ます . 


SR> 宇 行 テリ eo 「/ 問 析 日 へ LCGT・1) 
Sh ト TT ト acc は cos と EK 
llglE 開 商 1 


SCREEN 9: CLS 
MINDOM (-329, -209) -(329, 209) 


= 16 PE 
Rngle = (369 ノ N) ・ 3.14159 ノ 189 " 
R = 159g 


メイ ッ ブ ログ うつ: DIRHTHUND.ERS 四季: ? イ T さ れ て いま きせ ん MMM1S:MMU] 





「 ノ | また は [ESCI で エラ ー メ ッ セ ー ジ ・ ボ ポッ クス が 消え , エラ ー 箇 所 に カー ソル が 移 
り ま す の で , 誤 り を 修正 し て 再 実行 し ます . 
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g| 実行 可能 ファ イル (.EXE) の 作成 


イン タブ プ ブリタ は , ブ プログ ラム を 開発 し て いく 上 で は 対話 型 で で きる だ め 便 利 で す 
が , 一 度 完成 し た プロ グラ ム を 保存 し て お くく 場合 に は ソー スプ ログ ラム の レベ ル で し 
か で きま せん . し た が っ て , 完成 し た プロ グラ ム を 実行 させ る 場合 に は , いち いち イ 
ンタ ブリ タ (QB) を 起動 し て その 上 で ブロ グラ ム を 実行 し な けれ ば な ら な いと いう , 
非 効 率 的 な 面 が 出 て し まい ます . 





中 コン バイ ラ の 起動 


(Quick BASIC で は , QB 上 か ら BASIC コン パイ ララ (BC.EXE, LINKEXE) を 呼 
び 出 し 。 メ モリ 上 の ソー スプ ログ ラム を コン パイ ル ノ ブリ ンク し て 実行 可能 ファ イル 
(.EXE) を 作成 する こと が で きま す . 

DIAMOND.BAS と いう ブロ グラ ム を , QB 上 か ら コ ン パ イル / リ ンク する 方 法 を 
以下 に 示し ます . 


R/ 実 行 
/EXE ファ イル 作成 .… | 


ダイ アロ グ ・ ボ ックス 










クエ LU: 
( ) ン 2749 部 症 5 モ カル [ ] D デ NN ッ が イト ^ 


(<*) 029Y7 EE 





IGPRH| |X| ま た は |eRPH|+ IM| ほ た は で EXE ファ イル 作成 後 
|GRPH| + | Al で , どちら か を コン バイ ル が 開始 され る MS-DOS に 戻る 


選択 する 


上 の 操作 で 次 の よう に コン パイ ル / リ ンク が 開始 され , ドラ イブ B に DIAMOND 
EXE と いう 実行 可能 ファ イル が 作成 され ます . 


62 


第 E 草 統合 開発 環境 (Q 日 ) 
・QB か ら コ ン パ イラ (BC.EXE,L INK.EXE) を 起動 し た 様子 


BC B:\DIAMOND. BAS/T/C/:512: 

Microsoft (R) QuickBASIC KANJI Compiler Version 4.20 
(C) Copyright Microsoft Corporation 1982-1988. 

Al] rights reserved. 


43527 Bytes Available 
43525 Bytes Free 


0 Warning Prror(s) 
0 Severe Error(s) 
LINK /EX DAMOND,A:\DIAMOND. EXE, NUL, : 


Microsoft (R) Overlay Linker Version 3.65 
Copyright (C) Microsoft Corp 1983-1988. All rights reserved. 





・ コ ン バ パイ ル / リ ンク の 流れ 


ソー スプ ブロ グラ ム 
DIAMOND. BAS 










ーー 
実行 可能 
ファ イル 

.EXE 









り 是 が ーー タダ ブル 
ドン ツ S メ エグ トド 





独立 型 ラ イブ ラリ 


ラン タイ ム 分 離 型 
ヌイ ブラリ 


ーー 
BCOM42A. LIB 


BRUN4ZA. LIB 


実行 可能 ファ イル は , コマ ンド ライ ン か ら , 
B>DIAMOND | フ | 


と する こと で 実行 で きま す . 

な お , D/ デ バッ グ コ ー ド (前 頁 の [R/ 実 行 | 一 IX/EXE ファ イル 作成 |) を 指定 し て お く 
と , EXE ファ イル 中 に 実行 時 の エラ ー 処 理 対 条 の た め の コ ー ド が 埋め 込ま れ ま す . 
ただし, この オプ ショ ン を 指定 し た .EXE ファ イル は Code View デバ ッ ガ が と の 互換 
性 は あり ませ ん . 


時 実行 可能 ファ イル の 作成 形式 


実行 可能 ファ イル の 作成 形式 は , ラン タイ ム 分 離 型 と 独立 型 の 2 種類 が 指定 で きま 
す . 使用 する ライ ブラ リ に つい て は , 第 1 章 1-2 の 2 の 「 久 ライ ブラ リ の 選択 」(20 ペ ー 
ジ ) を 参照 し て くだ さい . 
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人 を ラン タイ ム 分 離 型 

リン ク 時 に 完全 な (実体 の ある ) ラ イブ ラリ を 組み 込ま ず に , プ ブログ ラム 実行 時 に 
BRUN42AJEXE と いう ラン タイ ム ・ ラ イブ ラリ を メモ リ 上 に ロー ド し て , これ と 人 協 
力 し 合っ て 実行 を 行う タイ プ の .EXE ファ イル で す . 


BRUN4ZA.EXE 





た 電 9 


ラン タイ ム 分 離 型 の .EXE は ファ イル ・ サ イズ を 小さ くす る こと が で きま す が , 実 
行 時 に 必ず ラン タイ ム ・ ラ イブ ラリ BRUN42AJEXE が な けれ ば な り ま せん . 


独立 型 
リン ク 時 に 完全 な ライ ブラ リ (BCOM42A.LIB) を 組み 込ん だ が .EXE ファ イル で す . 
独立 時 の .EXE は 。 ラン タイ ム 分 離 型 の .EXE に 比べ て ファ イル サイ ズ は 大 きく な 
り ま す が , 単独 で (BRUN42A.EXE の 協力 な し で ) 実行 す る こと が で きま す . 


|39| クィ ッ ク ・ ラ イブ ラリ の 作成 


利用 価値 の 高い プロ グラ ム ( モ ジュ ー ル ) を 共通 の 資源 と し て 利用 で きる よう に し た 
も の を ライ ブラ リ と いい ます . 
(Quick BASIC で は , 


・ ス タン ドア ロン ・ ラ イブ ラリ (.LIB) 
・ ク ィ ッ ク ・ ラ イブ ラリ (.QLB) 


と いう 2 種類 の ライ ブラ リ を 扱う こと が で きま す . 

QB 統合 環境 に 組み 込ま れる ライ ブラ リ を クィ ッ ク ・ ラ イブ ラリ と いい ます . これ 
に 対し , 独立 し て 使用 きれ る ライ ブラ リ を スタ ンド アロ ン ・ ラ イブ ラリ と いい ます . 
スタ ンド アロ ン ・ ラ イブ ラリ に つい て は 。 第 3 童 3-3 で 説明 し ます . 
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第 P 草 統合 開発 環境 (日) 
較 ク イッ ク ・ ラ イブ ラリ の 作成 


次 の プロ グラ ム は , グラ フィ ッ ク 画 面 の ハー ドコ ピー を 行う も の で す . 


DECLARE SUB Gcopy () 
DECLARE SUB Lputc (c%) 
DECLARE SUB Lputs (a$) 


SUB Gcopy ”。 グラ フィ ッ ク 画 面 の ハー ドコ ピー 
Lputs CHR$(&HIB) + "T16" 。 改行 幅 
Lputs CHR$(&H1B) + “D~^ ” コピー モード 
FOR x = &H4F TO 0 STEP -1 
Lputs CHR$(&HIB) + "S0400"0 " 8 ビッ トド ッ ト 対 応 
FOR y = 0 TO 399 
DEF SEG &HA800: 
DEF SEG &HB000: 
DEF SEG &HB800: 
Lputc (a OR b OR 
NEXT y 
Lputc &HD: Lputc &HA 。 改行 
NEXT x 
Lputs CHR$(&HIB) + ~A^ ” ノー マル 改行 幅 
Lputs CHR$(&H1B) + “M" 通常 モー ド 
SUB 


PEEK(x + y * &H50) 
PEEFK(x + y #* &H50) 
PEEK(x + y * &H50) 


Lputc (c%) "直接 プリ ンタ 出力 
WHILE (INP(&H42) AND 4) <> 4 

WEND 

0UT &H40, c% 

0UT &H46, 14 

0UT &H46, 15 

SUB 


Lputs (a$) 直接 文字 列 出力 
FOR k = 1 TO LEN(a$) 
c% = ASC(MID$(a$, k. 1)) 
Lputc c% 
NEXT k 
END SUB 





この プロ グラ ム を 。 クィ ッ ク ・ ラ イブ ラリ (GCOPY.QLB) と し て 作成 する に は , 
[R/ 実 行 | 一 IL/ ラ イプ ラリ 作成 ...| を 用 いて 次 の よう に し ます . 


LR/ 実 行 
1 L/ ラ イブ ラリ 作成 


N ン Quick ラ ブ ^ ラ リフ ァイル 名 : 


[ ] レデ) ドッ デー トド“ 
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ご で 次 の まう に に 枕 (ヨン パイ ラ )。 TINTKC 9 レシ みかみ )。 LIB( ラ イ デラ リー マネ ジャ) 
が 呼び 出さ れ , クィ ッ ク ・ ラ イブ ラリ が 作成 され ます . 


BC B:\GCOPY. BAS/T/C/:512: 

Microsoftt (R) QuickBASIC KANJI Compiler Version 4.20 
(C) Copyright Microsoft Corporation 1982-1988. 

All rights reserVed. 


43527 Bytes Available 
41633 Bytes Free 


0 Warning Prror(s) 
0 Severe Error(s) 


LINK /QU GCOPY,B:\GCOPY. 0LB, NUL, BOLB42.LIB: 


Microsoft (R) Overlay Linker Version 3.65 
Copyright (C) Microsoft Corp 1983-1988. All rights reserved. 


LIB B:\GCOPY.LIB+GCOPY: 


Microsoft (R) Library Manager Version 3.08 
Copyright (C) Microsoft Corp 1983-1987. All rights reserved. 





罰 ク ィ ッ ク ・ ラ イブ ラリ の 利用 法 


こう し て 作成 し た クィ ッ ク ・ ラ イブ ラリ (GCOPY.QLB) を 利用 する に は , QB 起動 
時 に 次 の よう に /L オプ ショ ン で 指定 し ます . 





A>QB 上 」/LGCOPY 


これ で ライ ブラ リ が QB シス テム に 組み 込ま れ ま す の で , ユー ザ *・ プ ログ ラム で 
GCOPY プロ シー ジャ を 使用 する に は , 


CALL Gcopy 

と し まず す 。 な お お ユー ザ ・ プ ログ ラム に お いて , 
DECLARE SUB Gcopy( ) 

と 滞 言 し て お け ば , CALL を つけ ず に ., 
GcoDpy 

だ けけ で 呼 あ こと が で て きま す . 


な お ,。 GQB 起動 時 の /L ル オプション に クィ イッ ク ・ ラ イブ ラリ 名 を 指定 し な けれ ば , 
QB.QLB が デフ ォ ル ト で 選択 され ます . 
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第 c 草 統合 開発 環境 (QB) 


コマ ンド ・ ラ イン 引数 の 取得 。 


MS-DOS の COPY コマ ンド で 。 ファ イル altxt を ドラ イブ B に bkxt と し て コピ 
ー す る に は は , 








A>copy a.txt b : b.txt 


と し ます) こよ うす コマ シド を 抽 人 し た だ 人 行 や を コマ ンド < ライ シン と 呼び 。 コ マシ ドッ ラフ 
イン か ら コ マン ド や 実行 プロ グラ ム に 渡さ れる パラ メー タ を ,。 コマ ンド ・ ラ イン 引数 
と 呼び ます . 

(Quick BASIC で は COMMAND$ と いう 関数 に より , コマ ンド ・ ラ イン 引数 を 取得 
する こと が で きま す . 


人 炎 の プロ グ ゲ ダラム 侍 、 
A>LIST filename 


の よう に コマ ンド を 与え, filename の 内 容 を タイ プ す る も の で す . この 場合 , ブロ 
グラ ム 中 の COMMAND$ に コマ ンド ・ ラ イン 引数 の filename が 取得 され ます . 

統合 開発 環境 の QB 上 で この コマ ンド ・ ラ イン 引数 を 与え を る に は , [R/ 実 行 | 
IC/COMMAND$ 入 力 | を 用 いま す . 


次 の プロ グラ ム は , コマ ンド ・ ラ イン か ら 与 えら れる ファ イル 名 の ファ イル の 内 容 
を 1 行 単位 で 表示 し て いく も の で す . 


・ 自 作 の タイ プ ・ コ マン ド 


"タイ プ ・ コ マン ド (A>LIST filename) 


0PEN COMMANDS FOR INPUT AS 
WHILE NOT EOF(1) 
LINE INPUT #, a$ 
PRINT a$ 
WEND 
CLOSE #] 





6/ 


この プロ グラ ム を QB 上 で 実行 する に は , [R/ 実 行 | 一 |C/COMMAND$ 入 力 ...| を 用 いて 
あら か じ め フ ァイル 名 を 設定 し て お きま す . 


| ceowwawps 和 ヵ 。 | JL 
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第 E 草 統合 開発 環境 (QB) 





Quick BASIC に は , トレ ー ス , ウォ ッ チ , プレ ー ク ・ ボ ポイ ント な どの デバ ッ グ 機 
能 が あり ます . 


1| トレ ー ス 機能 





トレ ー ス 機能 と は , 操作 者 の 指令 (IF・8| ま た は [F・10) に より プロ グラ ム を 1 ステー 
トメ ント ずつ 実行 し て いく 機能 で す . Quick BASIC で は , 実行 ( ト レース) され て い 
る ステ ー ト メン ト が 強調 表示 (緑色 ) され ます . 










FORK= 1TO 50 


INPUT A 強調 表示 
CALL ABC IF・8| ま た は |F・10| を 押す た びに 


次 の ステ ー ト メン ト に 進む 


SUB ABC 
サ プ ブル ー チ ン 
END SUB 





IF・8| と [FE-10] の 違い は , 呼び 出し た サブ ルー チン (プロ シー ジャ ) の 内 部 も トレ ー ス 
する か 否 か の 点 で す . IF・8| は 呼び 出し た サブ ルー チン (上 の 例 で は サブ ルー チン 
ABC) の 内 部 も トレ ー ス し ます が , [FE・10] で は 行い ませ ん . 


Il@| プロ グラ ム の 低速 実行 


[ID/ デ バッ ク |-[〒 エ / ト レー ス ] を 選択 し て トレ ー ス ・ モ ー ド を ON に し て お き , [SHIFT|+ 
IF・5| で プロ グラ ム を 実行 する と , 1 ステー トメ ント 単位 で ゆっ くり と 行わ れ ま す . 実 
行 中 の ステ ー ト メン ト は 強調 表示 され ます の で , プロ グラ ム の 全体 的 な 流れ を 見 る の 
に 便利 で す . 後述 する ウォ ッ チ 機能 と 組み 合わ せ て 使う と 効果 的 で す . 
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3| ウォ ッ チ 機能 


プロ グラ スム 実行 中 の 変数 や 式 の 値 を 。 ウォ ッ チ ・ ウ ィ ン ド ウ に 刻々 と 表示 する 機能 
を ウォ ッ チ 機能 と いい ます . 


た と えば , 変数 x2 の 値 を ウォ ッ チ し た い 場 合 は , ID/ テ バッ グ | 一 |A/ ウ ォ ッ チ の 追加 .. | 
を 選択 し, 次 の よう に ウォ ッ チ 式 (変数 , 変数 を 含む 式 な ど ) を 入力 し ます . 





ウォ ッ チ ウィ ンド ウ に 登録 する 式 ・ 変 数 の 設定 : 


XZ ツウ ォ ッ チ 式 を 入力 する 





変数 yy に つい て も 同様 な 方 法 で 指定 し ます . 
これ で 次 の よう に ウォ ッ チ ・ ウ ィ ン ド ウ に ウォ ッ チ ナチ 式 が 登録 され ます . 


FZ フ ゃ イル EE ン 神 隼 

DIROND.BRS x2: 

1 U2: 
ーーー/* ダイ アモ ンド ・ リ ング */ 


SCREEN 9: CLS 
MINDOM (-329, -209) -(329, 209) 


N = 16 
Rngle = (369 ノ N) *・ 3.141SS Z/ 189 
KR = 1SM 


SMUMII 内 5 


FOR k=gdTON-2 
COS(k * Rngle) 
SIN(k * Rngle) 
k+1 TON- 1 
* COS(」* Rngle) 
* SIN(」 * Rngle) 
1 ) -(x2, 


ユー へ サ ・ 四 と せき 十 


ダイ 2 ト モー ト ~ 


メイ ッ ブ ログ ラフ A: DIHTENLI.EHS 昌和 人 E 改 沖 : 宇 行 され て いま せ ぁ , MMMM1T MM 





この ウォ ッ チ 式 を 削除 する 場合 に は , [D/ デ バッ グ | 一 [D/ ウ ォ ッ チ の 削除 ...| ま た は 
ID/ テ バッグ] 一 [L/ 全 ウォ ッ チ の 削除 | を 用 いま す . 

[FE・8| IF:10| で プロ グラ ム ・ ト レー ス す る と , ウォ ッ チ ・ ウ ィ ン ド ウ の ウォ ッ チ 式 の 
値 が プロ グラ ム の 進行 に 応じ て 変化 し ます . 


/0 


第 草 統合 開発 環境 (日 ) 





『 2 

ブレ ー ク ・ ポ イン ト 

プレ ー ク ・ ボ ポイ ント と は , ブロ グラ ム の 実行 を 一 時 中 断 す る 位置 ( 行 ) の こと で す . 
プロ グラ ム を デバ ッ グ する と き に , ブロ グラ ム の 途中 経過 を 見 る た め に 止め た い 場 所 
が あり ます . こう し た と き に ,。 この 位置 に ブレ ー ク ・ ボ ポイ ント を 設定 し て か ら プ ログ 
ラム を 実行 する と ,。 プロ グラ ム の 実行 が ブ プレー ク ・ ボ ポイ ント に きた と き に 中 断 さ れ ま 
す . この と き , ダイ レク ト ・ モ ー ド で 変数 の 内 容 を 調べ る な どの デベ バッグ 作業 が 行え 
ます . 

ブレ ー ク ・ ポ ボイン ト の 設定 は , 設定 し た い 位置 ( 行 ) に カー ソル を 移動 し , 


|F・9 | 


を 押し ます . これ で , この 行 が 赤色 の バー で 表示 され ます . すでに ブレ ー ク ・ ポ イン 
ト が 設定 され て いる 行 で 再び |EF・9| を 押す と , ブ プレー ク ・ ポ イン ト の 解除 に な り ま す . 

プレ ー ク ・ ポ イン ト は 複数 設定 する こと が で きま す . 設定 し た プ ブレーク ・ ポ イン ト 
を すべ て 解除 する に は , [ID/ テ バッ グ | 一 [C/ 全 プレ ー ク ・ ポ イン ト の 解放 | を 用 いま す . 


5|] ウォ ッ チ ・ ポ イン ト 」 


ウォ ッ チ ・ ポ イン ト は 条件 付き の プレ ー ク ・ ポ イン ト と 考え られ ます . [D/ ア ベック グ | 一 
|[W/ ウ ォ ッ チ ポ イン ト .… | で 設定 し た 条件 式 が 真 (TRUE) に な っ た と き に , プロ グラ ム が 
中 断 さ れ ま す . 


W/ ウ ォ ッ チ ポ イン ト .… 















条件 式 の 設定 : ( 式 = 真 に な る まで 実行 し ます ) 


k=5 ブフ レーク す る 条件 式 を 書く 









FZ フ >T. EE: 隼 U/ 寺 直 
TEST.BRS k = 5: <FRLSE> 








この 式 が TRUE に な っ た と き に 
プロ グラ ム の 実行 が 中 断 さ れる 


/ 1 


ダイ レク トモ ー ド 


6| で プク チ ティブ プ ・ ウ ツィン ドウ み を グイ レク トモ ー ド ・ ウ ィ ン ド ウ に 移す こと で 。 ダイ 
レク トモ ー ド で の 仕事 を 行う こと が で きま す . 

ダイ レク トモ ー ド と は , BASIC の コマ ンド お よび ステ ー ト メン ト を 書き , | ノ | を 入 
力 す る こと で , その コマ ンド お よび ステ ー ト メン ト を 即座 に 実行 する も の で す . ダイ 
レク トモ ー ド は お も に デバ ッ グ 作業 で 使い ます . 

た と えば, 変数 x2,。y2 の 内 容 を 調べ た いと き は , 


グイ レタ ト 導 一 ド 





2? 。x2,.y2| ソ | 


らし まず 


ダイ レク トモ ー ド は 1 行 に 収まる 範囲 で 書き ます . 次 の よう な マル チ ス テー トメ ン 
ト (複数 の ステ ー ト メン ト を : で 区 切っ て 1 行 に し た も の ) を 書く こと が で きま す . 


for k 三 0 to 10: ? a(k) :next kl/| 


これ て で 配列 a(0) -a(10) の 内 容 が 表示 され ます . 

プロ グラ ム を 中 断 し , ダイ レク トモ ー ド で , ブログ ラム 中 で 使用 し て いる 変数 の 値 
を 変更 し た 場合 ,、 プロ グラ ム を 再開 し た と き の 変 数 の 値 は , 変更 され た 値 と な り ま 
す . 

ダイ レク トモ ー ド か ら 次 の よう に プロ シー ジャ を 呼び 出す こと も で きま す . 


call disp 
ダイ レク トモ ー ド ・ ウ ィ ン ド ウ に は 最大 10 行 まで 入力 で きま す が , それ ぞ れ の 人 行 は 


互い に 独立 し て いま す . ダイ レク トモ ー ド ・ ウ ィ ン ド ウ を 拡大 する に は |CTRL| 十 IF・10| 
を くり 返し て 押し ます . 


の 


第 E 草 統合 開発 環境 (Q) 


実行 の 制御 


デバ ッ グ 中 の プロ グラ ム は , プロ グラ ム の 実行 , 中 断 , 継続 が くり 返し 行わ れ ま 
す . これ を 制御 する た め に 次 の メニ ュー( キ ー) を 用 いま す . 


[IR/ 実 行 一 |R/ リ スタ ー ト 
プロ グラ ム 中 の すべ て の 変数 を クリ ア し て , プロ グラ ム の 最初 の 実行 可能 ステ 
ー ト メン ト を 実行 開始 位置 に 設定 し ます . トレ ー ス 作業 を 最初 か ら や り 直 す と 
き な ど に 使い ます . 


|R/ 実 行 「 一 IN/ 続 行 | (IF・5]) 
プレ ー ク ・ ポ イン ト , STOP 文 な ど に より 中 断 さ れ た プロ グラ ム を 中 断 位置 か 
ら 再 開 し ます . 


』 
現在 プロ グラ ム が 実行 され て いる 行か ら , カー ソル が 置か れ て いる 行 ま で 実行 
し まず すず. 


ID7 デ バッ グ | 一 |S/ カ レン トス テー トメ ント | 
次 に 実行 され る 行 を ,。 カー ソル が 置か れ て いる 行 に 設定 し ます . これ は , 現在 
の 実行 行か ら カ ー ソ ル 行 まで を 実行 し て いく の で は な く , その 間 を スキ ッ プ し 
ます 、 


|V/ 表 示 | 一 IN/ 炊 の ステ ー ト メン ト | 
プロ グラ ム を 中 断 し , デバ ッ グ 作業 に より カー ソル が ほか の 行 に 移っ て し まっ 
だ とき に , この メニ ュー に より , プロ グラ ム の 実行 を 継続 する 際 の 実行 行 に カ 
ー ソ ル を 移し ます . 


ヒス トリ 


[D/ テ バッ ク | 一 [H/E ヒ ストリ] を ON に する こと で , QB は 自動 的 に , 実行 され た プロ グ 
ラム の 最後 の 20 行 を 記録 し ます . この 実行 記録 を ヒス トリ と 呼び ます . 
この ヒス トリ は , 次 の キー に より 追跡 する こと が で きま す . 
[SHIFT| 十 [F・8 | 
最後 に 実行 され た 行か ら , 20 行 前 の 実行 行 ま で を 1 行 ず つ カ ー ソ ル を 逆 に 戻し 
て いき ます . 


ISHIFT| 二 IF・10| 


20 行 前 の 実行 行か ら 最後 の 実行 行 に 向かっ て カー ソル を 1 行 す ずつ 移 し て いき ま 
す . 
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だ と えば 次 の よう に ,。 プロ シー ジャ を 次 々 に ネス ト し て 呼び 出し て いる よう な プロ 
グラ ム が あっ た と し ます . 


TESTF. BAS 


SUB PROC1 SUB PROC2 SUB PROC3 
CALL PROC1 di ny CALL PROC 3 SToP 


END SUB END SUB 





|F・7| で 実行 され る ルー ト 


この プロ グラ ム を 実行 する と , PROC3 の STOP 文 で 実行 が 中 断 さ ん れ ます . この と 
き [C/ 関 数 | に より , 次 の よう な プロ シー ジャ の コー ル 順 序 の 一 覧 が 表示 され ます . 一 
覧 表 の 上 に な る ほど 最新 に 呼び 出さ れ た プロ シー ジェ ャ です . 





F フ ァイル EZ 編集 ッ 表 示 検索 R ノ 実行 レデ 
TESTF.BRS: proc3 一 一 





レレ AM (f・1) 










FocC3 
FoOC2 


/TESTF.BRS 


Tj 


・11 上 F 
PRINT "ouari3" 
SUB 








一 覧 表 の プロ シー ジャ 名 に カー ソル を 移し , | 有 /| を 押す と , その プロ シー ジャ が ア 
クティ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ に 表示 され ます . さら に , IF・7| を 押せ ば , |STOP| な ど で 中 断 し 
た 位置 か ら そ の プロ シー ジャ の 箇所 まで , プロ グラ ム が 実行 (プロ シー ジャ ・ コ ー ル を 
リタ ー ン し な が ら ) さ れ ま す . 

た と えば , PROC1 に カー ソル を 移し | を 押し て , IE・7| を 押し た 場合 は , 先 の プロ 
グラ ム の 図 の ⑳ の ルー ト に 浴 っ て , プロ シー ジャ PROC1 の CALL PROC2 の 次 の 実 
行文 の 直前 まで を 実行 し ます . 
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]| オン ライ ン ヘ ルプ 


Quick BASIC に は , オン ライ ン ヘ ルプ と いう 強力 な ヘル プ 機 能 が あり ます . プロ 
グラ ム 作 成 中 に 。 た と えば LINE と いう ステ ー ト メン の 使い 方 を 凍 べ だ い 場合 
いち いち マニ ュ ア ル を 調べ な く て も , ブログ ラム 中 の LINE と いう 文字 の と ころ に 

ー ソ ル を 移し , 


ISHIFT| 十 [ft1 





を 押す こと で , 次 の よう な ヘル プ メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます . 


FZ フ ぅ 用 上 > 大 隼 りり < 寺 : 宇 イ 
【3』 て ーーー ジ ジャー i」 stringvariable 


標準 入力 先 か ら stringvariable に 1 行 の デー タ を 読み 込み ます . 
LINE INPUT Hfilenumber,stringvariable 


filenumber で る ジ ン ア イル か らち 14123 の 9 デー タ を 読み 込み , その 行 を string 
variable に 代 和 人 しま 


ーー 


LINE (STEPj((x1, り 01)】 一 (STEP] (>2, ゅ の ) 〔【, [color] 【,【B 【F]] 【,stule]1】 
婦 引 いたり , ボッ クス を 描い た り し ます (グラ フィ ッ クモ ー ド ). 


hlHtND.E: 
2 = R * SIN(」 ・ Rngle) 
LINE (1, M1)-G2, ゅ 6) , 3 

ロ 


1 


メイ ブロ グフ 4: LlIHTLNLL.EHS 曲 川上 必 T: 主 生 され て いま せん ぇ , MMM1E:EUH 





アコ 


g| 全般 的 な ヘル プ 


IF1| ま た は |H/ ヘ ルプ | 一 [|G/ 全 般 ..…| に より , 次 の よう な 全般 的 な ヘル プ 情 報 が 表示 さ 
れ ま す . 
ヘル プ 画 面 か ら 抜け る に は IESCI| を 押し ます . 


ッ ト コ マン ド と デバ ッ グ コ マン ド 
上 の 切り 抱え INS 


家 の ト に HA 
の 
クリップ ホー- ト "か と 


T 了 (2 リッ プ ポー ト ~ に 保 富 ) CTRL+Y 行 
の (2 リ ゅ ゥ アホ ーー ト ^ に に ) CTRL+Q Y 
(2 リッ 7 ホーー ト "に に ) SHIFT+DEL 量り の 人 せ 
(2 リッ プ *^ー ト ~ に し な い ) DEL トリ の 





注 ) Ver.4.5 で は , QB アド バイ ザー に より も っ と 詳細 な ヘル プ が 得 ら れ ま す . 
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QB モー ド か ら 抜 ける 


ーー が mof 
QB モー ド か ら 抜 け て MS-DOS に 戻る に は , 次 の 2 つの 方 法 が あり ます . 





1| QB を 終了 し て MS-D08 に 戻る 


QB モー ド を 終了 し て MS-DOS に 戻る に は , 次 の メニ ュー を 選択 し ます . 


この 場合 。 再び QB モー ド に 入る に は , QB を 再起 動 し な けれ ば な り ま せん . 





IF/ フ ァイル | 一 [D/MS-DOS コマ ンド | を 選択 する こと で , QB モー ド か ら 一 時 的 に MS- 
DOS に 戻る こと が で きま す . 


プ た オル 
| ウフ ァ ィ ルー 目 
1 







D/MS-DOS コマ ンド 


DB だ 一 


| 






A 
仕事 を する MS_DOS 
Aexit | ン | 


// 


MS-DOS 上 で いろ いろ な 仕事 を し た あと に , 
A>ext 


と 入力 すれ ば 。MS-DOS に 移る 前 の QB モー ド に 朋 時 に 戻り ます . 
QB の 起動 は 時 間 が か か る の で , この OS シェ ル 機 能 は た い へ ん 便利 で す . 
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ベ ペー ツン ッ ク 3 
w o ーーー 
コン バイ ラ (BC) 
ii ] 
BC は BASIC の ソー ス ・ フ ァイル (.BAS) を コン パイ ル し 。 リ ロケ ー タ ブル ・ オ プ 
ジェ クト ・ フ ァイル (.OBJ) を 作成 する も の で す . 
BC に か ける ソー ス ・ フ ァイル は テキ スト ・ フ ァイル で な けれ ば な り ま せん の で 。, 


QB で プロ グラ ム を 作る 場合 は 「T/ テ キス ト フ ァイル 」 を 指定 し て セー ブ し て お か な 
けれ ば な り ま せん 。 








1| BO の 起動 法 


BC の 起動 法 に は , 次 の 2 つの 方 法 が あり ます . 
画 方 法 | 単独 で 起動 する 


A>BCI|/| 


Source Filename |[.BAS」: ソー ス ・ フ ァイル 名 | レン | 
Object Filename [filename.OBJ」: オブ プ ジ ェ クト ・ フ ァイル 名 | レン | 
Source Listing [NUL.LST]: ソー ス ・ リ ステ ィング ・ フ ァイル 名 | レン | 


各 プ ロン プ ト に 対応 する ファ イル 名 を 入力 し ます . | 忌 | の み 入 力 す る と , [ 」 で 書 
まれ だ た デフォルト の ファ イル 名 が 付け られ ます 。 フ ァイル 名 の タイ プ を 省略 する と , 
[| ] 内 の タイ プ が 採用 され ます . 各 応 答 の 最後 に / で 始ま る オプ ショ ン を 指定 する こ 
と が で きま す . 

プロ ンプ ト に 対し て セミ コロ ン (:) を 入力 する と , それ 以後 の プロ ンプ ト は 表示 さ 
れず , デフ ォ ル ト の ファ イル 名 が 採用 され ます . 

NUL と は , ファ イル を 何 も 作 ら な いと いう こと を 意味 し て いま す . ファ イル は カ 
レン ト ・ ド ライ ブ の カレ ント ・ デ ィ レ クト リ に 作ら れ ま す の で ,。 ほか へ 作り だ たい とき 
は ドラ イブ 名 また は パス 名 を 付け て くだ さい 

ファ イル 名 の 大 / 小 文字 は 区 別 さ きれ ま せん . 
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A>DbC 

Microsoft (R) QuickBASIC KANJI Compiler Version 4.20 
(C) Copyright Microsoft Corporation 1982-1988. 

All rights reserved. 

Source Filename [.BAS]: test 

Object Filename [test.0BJ]: test 

Source Listing [NUL.LST] : 


43511 Bytes Available 
43139 Bytes Free 


0 Warning Error(s) 
0 Severe Error(s) 





時 方 法 | ファ イル 名 を コマ ンド ・ ラ イン に 与え て 起動 する 


A>BC ジー スプ ァイル 名 [オプ ジェ クト ・ フ ァイル 名 ], [リス ティ ング ・ 
ファ イル 名 ][/ オ プシ ョ ン ] 


ファ イル は 方 法 1 の 場合 と 同様 の も の で す . ファ イル 名 を 指定 せ ず に カン マ (,) の 


み を 置く と , その ファ イル 名 は デフ ォ ル ト 人 解釈 さ れ ま す . また セミ コロ ン (:) を 置く 
と , それ 以後 の ファ イル 名 は すべ て デフ ォ ル ト 解 釈 さ れ ま す . 


A>BC TEST :| ノ | 
… ド ライ ブ A の TEST.BAS を コン パイ ル し , TEST.0BJ を 作る . 


ABC B:TESIJB:: 
… ド ライ ブ B の TEST.BAS を コン パイ ル し , ドラ イブ B に TEST.0BJ を 作る . 


A>BC TEST, , ABC[ ン | 
… ド ライ ブ A の TEST.BAS を コン パイ ル し , TEST.0BJ を 作り , さら に ABC.LST も 作る . 
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g| 日 の コン パイ ル ・ オ プシ ョ ン 


コン バイ ルオ プシ ョ ン は 。 スラ ッシュ し し) また は パイ フン に) で 財 ま る 次 の よう な 
文字 で 指定 し ます . オプ ショ ン 文 字 の 大 / 小 は 区 別 さ れ ま せん . 





還 /A (アセ ン ブ リ コー ドリ ステ ィング の 付加 ) 


り リス ティ ング ・ フ ァイル に 。 次 の よう な アセ ンプ リ 言 語 コ ー ド を 埋め 込み ます . 


PAGE ] 

15 Aug 687 

19:04:46 
Offset Data Source LineMicrosoft (R) QuickBASIC KANJI Compiler Version 4.20 


0030 0006 sum = 
0030 0006 FORk = 1 TO 10 


0030  ** I00002: mov bx,offset <00000000> 
0033  ** call flds 

0038  *#* mOv bx,offset SUM! 

003B  *#* call  __fstsp 

0040  *#* mOv bx,offset < く 0000803F> 


時 /AH ( 動 的 配列 に 対す る メモ リ の 解放 ) 


動 的 配列 に 利用 可能 な すべ て の メモ リ を 解放 し ます . この オプ ショ ン を 指定 し な け 
れ ば , 1 つの 配列 に 対す る 最大 サイ ズ は 64KB で す . 


INPUT N 

DIM A(N) … 動 的 配列 、/AH を 付け れ ば 64KB 以上 で も メモ リオ ー バ ・ エ 
ラー に な ら な い 、. 

DIM B(30000) … 静 的 配列 .、64KB 以上 は と れ な い . 


時 / 必 : ロ (通信 ホー ト ・ バ ッ フ ァ の サイ ズ ) 
通信 ポー ト の 非同期 通信 アダ ブタ を 使用 し て , リモ ー ト デー タ を 受信 する た め の バ 
ッ フ ァ サ イズ を n バ イト に 設定 し ます . デフ ォ ル ト は 256 バイ ト で す . 





画 /| (ラン タイ ム ・ エ ラー 用 デバ ッ グ ・ コ ー ド の 生成 ) 
ラン タダ タイム ・ エ ラー を 調べ る た め の 。 デパ バッグ ・ コ ー ド を 埋め 込み ます . これ に よ 
り |STOP| を 押す と , プロ グラ ム の 実行 を プレ ー ク する こと が で きま す . 
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時 /E /X (HESUME ステ ー ト メン ト の 使用 ) 


/E は RESUME linenumber ステ ー ト メン ト を 使っ た , ON ERROR ステ ー ト メ 
ント を プロ グラ ム で 使用 し て いる 場合 に 指定 し ます . 

/X は RESUME, RESUME NEXT. RESUME 0 ステ ー ト メン ト を 使っ た ON 
ERROR ステ ー ト メン ト を ブロ グラ ム で 使用 し て いる 場合 に 指定 し ます . 

第 5 章 の 5 -11 を 参照 し て くだ さい . 


胃 /F ロ | / (ライ ブラ リ の 指定 ) 

ライ ブラ リ と し て 以下 の 4 種類 の どれ を 使用 する か を 指定 し ます . 

/FP| は エミ ュ レ ー ト ・ ラ イブ ラリ の 指定 ,/0 は スタ ンド アロ ン ・ ラ イブ ラリ の 指定 
を 行い ます . 





/FPl 
\ 


還 還 5 前 衣 代替 数 値 演算 8087780287 エ ミュ レー ト 
| メタ ンド アロ ン 型 | BCOM42A.LIB ウン BCOM42E.LIB 


し た が っ て , /O と /FPI の 組み 合わ せ は 以下 の 4 種類 と な り ま す . 









/O つ 


デフ ォ ル ト ③ 
/O ① 
/FPI ④ 
/O /FPFI ② 


注 ) Ver.4.5 で は , 明示 的 に 代替 数 値 演算 を 指定 する /FPA が 追加 され まし た . 


叶 /MBF (数値 形 式 の 指定 ) 


MK~-$, CV 一 な どの 変換 関数 に 対し , IEEE 形式 の 数 値 を マイ クロ ソフ トバ イナ 
リ 形式 の 数 値 と し て 扱う よう に し ます . 
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量 / ロ (配列 要素 の メモ リ 格 納 順 序 ) 


配列 要素 の メモ リ 格 納 順 庁 を 行方 向 に し ます . FORTRAN は この 順序 で 格納 し ま 


す 










と 


時 /G (引用 文字 列 の 埋め 込み 方 法 ) 


引用 文字 列 を シン ボル テー ブル で な く , オブ ジェ クト ・ フ ァイル に 書き 込み ます . 


園 / ソ /W (イベ ント ・ ト ラッ ピン グ の 使用 ) 

通信 (COM) , タイ マ (TIMER) 」 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー(KEY) な どの イベ ント ・ ト ラ 
ッ ピ ング を 可能 に し ます 。 

/V は ステ ー ト メン ト 間 で 発生 する イベ ント を チェ ッ ク し , /W は 行間 で 発生 する 
イベ ント を チェ ッ ク し ます . 


還 / 有 ロリ /Z| (デバ ッ ガ 用 コー ド の 指定 ) 


/ZD は ,。 SYMDEB で デバ ッ グ する た め の デ バッ グ 情 報 を 埋め 込み ます . 
/Z| は , Code View で デバ ッ グ する た め の デ バッ グ 情 報 を 埋め 込み ます . 
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リン カ (LINK) 


リン カ は ,。 リロ ケー タプ ブ プル ・ オ プ ジ ェ クト ・ フ ァイル (.OBT) か ら 実 行 可 能 フ ァ イ 
ル (.EXE) を 生成 し ます . その 際 必 要 に 応じ て ライ ブラ リ を 結合 し ます . 


0 
実行 可能 ファ イル 





1| LINK の 起動 法 


LINK は デフ ォ ル ト ・ ラ イブ ラリ お よび Libraries プロ ンプ ト に 対し ファ イル 名 の 
み 与 えら れ た だ ライブ ラリ に つい て は , 次 の 順 訂 で ライ プラ リ ・ フ ァイル を 探し 。 ユー 
ザ ・ オ プ ブ ジ ェクト ・ フ ァイル に 結合 し ます . 


1 カレ ント ・ デ ィ レ クト リ 
2 Libraries [.LIB] プ ロン プ ト に 対し て 指定 し た ディ レク トリ 
3 LIB 環境 変数 で 指定 され て いる ディ レク トリ 


パパス の 指定 され た ライ ブラ リ ・ フ ァイル は , 上 の 順序 と は 関係 な く 指 定 さ れん た パス 
位置 を 探し ます . 

Quick BASIC の 標準 ライ ブラ リ (BCOM42A.LIB, BCOM42E.LIB. BRUN42 
A.LIB. BRUN42E.LIB) は , コン パイ ル 時 に , どの ライ ブラ リ を 結合 する か の 指示 
が オブジェ クト ・ フ ァイル 中 に 埋め 込ま れ て いる の で , Libraries プロ ンプ ト に 対し 
て 指定 する 必要 は あり ませ ん . 
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LINK に 入力 する 4 つの ファ イル の 意味 は 次 の と お り で す . 


マ LINK に 入力 する ファ イル 


リン ク す る オプ ジェ クト ・ モ ジュ ー ル . オプ ジェ クト が 複数 ある 場 
合 は , プラ ス ( 十 ) また は 空白 (」) で 区 切る . リン カ は 並べ られ 
た 順に 同じ クラ ス 名 の セグ メン ト を まとめ て ロー ド す る 


オプ ジェ クト ・ フ ァイル 
Object Modules[.OBJ] 


実行 可能 ファ イル . ファ イル ・ タ イプ に は .EXE 以外 を 与え な い 方 が 
よい . ファ イル 名 を 省略 する と オプ ジェ クト ・ フ ァイル ・ リ スト の 先 
頭 の ファ イル 名 が 採用 され る 


ラン ・ フ ァイル 
Run File[Object.EXE ] 


リス ト ・ フ ァイル ロー ド さ れ た モジ ュー ル の 各 セ グ メ ント に 対す る エン トリ を マッ プ 
List File[NUL. MAP] し た リス ト ・ フ ァイル 


ライ ブラ リ ・ フ ァイル は ライ ブラ リ ・ マ ネジ ャ LIB に より 作成 され 
た も の で な けれ ば な ら な い . ライ ブラ リ が 複数 ある 場合 は , プラ ス 
( 十 ) ま た は 空白 (し 」) で 区 切る 


ライ ブラ リ ・ フ ァイル 
Libraries[ .LIB ] 





LINK の 起動 法 に は 次 の 3 つの 方 法 が あり ます . 


時 方 法 1 単独 で 起動 する 


A>LINK| ン | 


Object Modules[ .OBJ]: オブ ジェ クト ・ フ ァイル ・ リ スト 名 | 
Run File[Object. EXE ]: ラン ・ フ ァイル 名 |/| 

List File [NUL. MAP]: リス ト ・ フ ァイル 名 | ン | 

Libraries [ .LIB]: ライ ブラ リ ・ フ ァイル ・ リ スト 名 | レン | 


各 プ ロン プ ト に 対応 する ファ イル 名 を 入力 し ます . | 忌 | の み 入 力 す る と , [ 」 で 囲ま 
れ た デフォ ルト の ファ イル 名 が 付け られ ます . ファ イル の タイ プ を 省略 する と , [| ] 
内 の タイ プ が 採用 され ます . 各 応 答 の 最後 に “"/" で 始ま る スイ ッ チ を 指定 する こと が 
の 全 導 ます 、 

プロ ンプ ト に 対し て セミ コロ ン ( : ) を 入力 する と , それ 以後 の プロ ンプ ト は 表示 さ 
れず , デフ ォ ル ト の ファ イル 名 が 採用 きれ ます . 

NUL と は ファ イル を 何 も 作 ら な いと いう こと を 意味 し て いま す . ファ イル は カレ 
ント ・ ド ライ ブ の カレ ント ・ デ ィ レ クト リ に 作ら れ ま す の で , ほか へ 作り た いと き は 
ドラ イブ 名 また は パス 名 を 付け て て だ きい 。 

< く オプ ジェ クト ・ フ ァイル ・ リ スト 名 > と < ライ プラ リ ・ フ ァイル ・ リ スト 名 > に 書く 
各 フ ァイル は 空白 また は プラ ス ( 十 ) で 区 切り ます . 1 行 に 書き きれ な い 場 合 は , 行 の 
最後 に 十 を 置い て [| を 入力 する と 次 の 行 に 継続 で きま す . 
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A>LINK 轄 
Microsoft (R) Overlay Linker Version 3.65 
Copyright (C) Microsoft Corp 1983-1988. All rightS reserved. 


Object Modules [.0BJ]: test 
Run File [TEST.EXE]: 避 

List file [NUL.MAP]: test 団 
Libraries [.LIB]: 避 








方 法 ? ファ イル 名 を コマ ンド ・ ラ イン に 与え て 起動 する 
A>LINK [ププ オプ ショ ン 」 オ プ ジ ェ クト ・ リ スト , [ラン ・ フ ァイル 」], [リス ト ・ 
ファ イル ], [ライ ブラ リ ・ リ スト ]] ノ | 


ファ イル は 方 法 1 の 場合 と 同様 の も の で す . ファ イル 名 を 指定 せ ず に カン マ (,) の 
み を 置く と 。 そ の ファ イル 名 は デフ ォ ル ト 人 解 羽 さ れ ま す . また ,。 セミ コロ ン ( ? ) を 年 
く と, それ 以後 の ファ イル 名 は すべ て デフ ォ ル ト 解 釈 さ れ ま す . 


A>LINK B : TEST, B : , , MYLIB| | 
… ド ライ ブ B の "TEST.0BJ" を ロー ド し , MYLIB_LIB と リン ク し て “TEST.EXE" と いう 実 
行 可 能 フ ァイル を ドラ イブ B に 作成 する . 
A>LINK TEST 填 SMOD1 寺 SMOD2 : 
…TEST.0BJ", “SMOD1.0BJ", “SMOD2.0BJ" を リン ク し て , "TEST.EXE" を 作る . . 





時 方 法 3 応答 ファ イル 名 を コマ ンド ・ ラ イン に 与え て 起動 する 
A>LINK @filenamel | 

filename で 示さ れる 応答 ファ イル に は , LINK に 応答 する 4 種類 の ファ イル 名 を 

あら か じ め エ ディ タ で 作成 し て お きま す . filename の ファ イル ・ タ イプ は 何で あっ て 


も か まい ませ ん . 
た と えば 。 次 の よう な 応答 ファ イル LINKE を エディ タ で 作成 し た と し ます . 


応答 ファ イル LINKF 


B : TEST| ノ 
B : | 


MYLIB ノ 





8/ 


この と きま 。 
A>LINK @LINKF 


と する と , “B:TEST.OBT" が “MYLIB.LIB" と リン ク され ,“B : TEST EXE”" フ 
ァイル が 作成 され ます . 


| LINK の リン カ ・ オ プシ ョ ン 


リン カ ・ オ プシ ョ ン は LINK に 対し 細か な 指示 を する た め の も の で , スラ ッシュ 
(/) で 始ま る 英 数 文字 列 で す . オプ ショ ン 文 字 の 大 / 小 は 区 別 さ れ ま せん . 

リン カ ・ オ プシ ョ ン は , フル ・ ス ペル と 省略 形 の 2 通り の 指定 が 可能 で , 一 般 に 省 
略 形 を 用 いま す . た と えば , /BATCH は /B と 省略 し て 書け ます . 

以下 に Quick BASIC の プロ グラ ム を リン ク す る 際 に よく 使う , リン カ ・ オ プシ ョ 
ン を 説明 し ます . 


量 / 巳 (BATOCH : リン カ の 継続) 


リシン シカ が 。 ラオ プラ リ 邊 オプ ジェ クト ・ フ ァイル を 各 つ けら れ か く て も 。 の まま 
リン カ 処 理 を 続け させ ます . 


時 /CD (COUDEVIEW : デバ ッ ガ 用 オブ ジェ クト の 生成 ) 


Code View デバ ッ ガ 用 の オプ ジェ ク ト を 生成 し ます . 
コン パイ ラ ・ オ プシ ョ ン /Z| を 指定 し て コン パイ ル し た オブジェ クト に 対し て 有効 
で です 。 


量 /E (EXEPACK : 実行 可能 ファ イル の バッ ク ) 


作成 する EXE ファ イル 中 の 初期 化 デ ゲー タ の 中 で , 同一 の 文字 が 並ん で いる も の を 
圧縮 し 。 リ ロケ ーション ・ テ ー ブ ル を 最適 化し ます . これ に より ファ イル ・ サ イズ の 
容 小 と ロー ド 時 間 の 短い EXE ファ イル が 生成 され ます . 


時 /H ビ (HELP : ヘ ルプ 表示 ) 
利用 で きる リン カ ・ オ プシ ョ ン の 一 覧 を 表示 し ます . 


是 /INF (INFOMATION : リン ク 情 報 の 表示 ) 


リン タク 情報 (リン ク の フェ ー ズ や リン ク 中 の オプ ジェ クト ・ フ ァイル 名 な ど ) を 表示 
し ます . 
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時 /L| (LINENUMBEHR : 行 番号 付き の リス ティ ング ) 
ソー ス ・ フ ァイル に 対応 し た 行 番号 付き の リス ティ ング ・ フ ァイル を 作成 し ます . 


時 /M[: hn] (MAP : マッ プ ・ フ ァイル の 作成 ) 


マッ プ ・ フ ァイル を 作成 し ます . n は マッ プ ・ リ スト 中 の ソー ト さ れる シン ボル の 
数 で 1 一 65535 で す . デフ ォ ル ト は 2048 で す . 


量 /NOD NODEFAULTLIBRARYSEARCH: デ フト ライ フラ U0 舞 


オブ ジェ クト ・ フ ァイル に 埋め 込ま れ て いる デフ ォ ル ト の 標準 ライ ブラ リ の 結合 指 
示 を 無視 し ます . 
この オプ ショ ン を 指定 し た 場合 は , Libraries プロ ンプ ト に 対し , 次 の 順序 で ライ 
プラ リ を 指示 し ます . 
1 . ほ あー ザラ イオ プラ タリ 
2 .Quick BASIC の 標準 ライ ブラ リ 


時 /NDE (NOEXTDICTIUNARY :. 拡 苦 デ イク ツ ョ ナリ を 検索 し な り ) 


拡張 ディ クシ ョ ナリ (リン カ が 保守 する シン ボル 位置 の 内 部 リス ト ) を 検索 し ませ 
ん .。 この オプ ショ ン は ライ ブラ リ ・ シ ン ボ ル が 再 定義 され る と き に 使い ます . 


時 /NOI (NOIGNORHEOCAEE : 大 / 小 文字 の 区 別 ) 


大 文字 と 小文字 を 区 別 し ま す . つま り グ ロー バル ・ シ ン ボル upper と UPPER は 異 
な る も の と 判断 し ます . 


時 /NDP (NOPACKCODE : セク メン ト の グル ー プ 化 を し な い ) 
/PACL n] (PACKCODE : セグ メン ト の グル ー プ ブ 化 を する ) 


連続 する 論理 コー ド ・ セ グ メ ント を グル ー プ 化す る (/PAC) . し な い (/NOP) を 指定 
し ます 
n は 新しい グル ー プ 化 を 始め る 範囲 で 」。 デフ ォ ル ト は 64K で す . 
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量 /PAU (PAUSE : リン ク の 一 時 停止 ) 


実行 可能 ファ イル を ディ スク に 書き 出す 前 に メッ セー ジ を 出し て , リン ク 作 業 を 一 
時 停止 し ます . これ に より 。 実行 可能 ファ イル を 別 の ディ スク に セー プ ブ す る こと が で 
きま す . | ン | を 押す と リン ク が 再開 され ます . 


時 /Q (QUICKLIB : クイ ッ ク ・ ラ イブ ラリ の 作成 ) 


オプ ブ ジ ェクト (.OBJ) を 実行 可能 ファ イル (.EXE) に せ ず に , クイ ッ ク ・ ラ イブ ラ 
リ (.QLB) と し て 作成 し ます . 

/Q オ プシ ョ ン を 使用 する 場合 は ,。 クイ ッ ク ・ ラ イブ ラリ ・ サ ボー トル ー チ ン 
BQLB42 .LIB を ライ ブラ リ ・ リ スト に 必ず 指定 し て くだ さい . 


LINK /Q GCOPY, GCOPY.QLB, , BQLB42 .LIB 
…GCOPY .0B」 か ら ク イッ ク ・ ラ イブ ラリ GCOPY.QLB を 作成 


叶 /SE:n (SEGMENTS : セグ メン ト 数 の 指定 ) 


プロ グラ フラム に 許さ れる セグ メン ト 数 を n(1 1024) に 制限 し ます . デフ ォ ル ト は 
128 で す . 
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ラム 開発 の 生産 性 を 向上 させ ます . 

リロ ケー タブ ル ・ オ ブ ジ ェクト (.OBJ) の レベ ル で LINK 時 に リン ク す る こと も 考 
えら れ ま す が , これ が 何 本 に も 増え て くる と ひと か た まり の ライ ブラ リ ・ フ ァイル に 
し て お いた ほう が 便利 で す 、 リロ ケー タブ ル ・ オ プ ジ ェ クト (.OBT) を ライ プラ リ ・ フ 
ァイル (.LIB) に する の が ライ ブラ リ ・ マ ネジ ャ (LIB) で す . 

Quick BASIC で は , 


・ ス タン ドア ロン ・ ラ イブ ラリ (.LIB) 
・ ク イッ ク ・ ラ イブ ラリ (.QLB) 


と いう 2 種類 の ライ ブラ リ を 扱う こと が で きま す . 

ライ プラ リ ・ マ ネジ ャ LIB は ,。 スタ ンド アロ ン ・ ラ イプ ブラリ を 管理 する も の で す . 
クイ ッ ク ・ ラ イブ ラリ に つい て は 第 2 章 2-6 の 3 を 参照 し て くだ さい . 

さて , ライ ブラ リ ・ マ ネジ ャ に つい て 説明 する 前 に , オプ ジェ クト ・ フ ァイル と オ 
プ ジ ェ クト ・ モ ジュ ー ル と いう 語 に つい て ここ で 定義 し て お く こ と に し ます . 

オプ ジェ クト ・ フ ァイル と は 。 コン パイ ル ( ま た は アセ ンプ ブル ) に より 生成 され た リ り 
ロケ ー タ ブル オプ ジェ クト で ぜ です 。 た と えば, 


B : MODUL1 .0BJ 


の よう に ドラ イブ 名 と ファ イル ・ タ イプ (.OBJ) を 持つ も の で す . 

一 方 。 オプ ジェ クト ・ モ ジュ ー ル と は , オプ ジェ クト ・ フ ァイル を LIB( ラ イブ ラ 
リ ・ マ ネジ ャ ) に より ライ ブラ リ と し た と き の 個 々 の モジ ュー ル を 指し ます 。 だ と え 
ば 上 の 例 の ドラ イプ 名 と ファ イル ・ タ イプ を と っ た MODUL1 が ライ プラ リ ・ フ ァ イ 
ル 内 で の 名 前 と な り ま す . 

ライ ブラ リ ・ マ ネジ ャ の 機能 の 概要 を 以下 に 紹介 し ます . 
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諸 ラ イブ ラリ の 新規 作成 


一 般 に , ユー ザ ・ ラ イブ ラリ は 何 も な い 状 態 か ら 新規 に 作成 され て いき ます . そこ 
で , MODUL1.0BT と MODUL2.OBJ と いう リロ ケー タブ ル ・ オ プ ブ ジ ェクト を 
MYLIB.LIB と し て 登録 し ます . 


MYLIB. LIB 


MODUL1. OBJ 
MODUL Z. OBJ 


A>1ib 


Microsoft (R) Library Manager Version 3.11 
Copyright (C) Microsoft Corp 1983-1988. All rights reserved. 


Library name:mYlib 

Library does not exist. Create? (y/n) y 
Operations:+mOdull+modul2 凡 

List file: 久 





國 ラ イブ ラリ へ の 追加 

新規 作成 され た ライ ブラ リ (MYLIB.LIB) へ 新しい モジ ュー ル (MODUL3.0BJ) を 
追加 し ます . 基本 的 に は ライ ブラ リ へ の 追加 も , ライ ブラ リ の 新規 作成 も 同じ 操作 で 
す . 唯一 違う の は , 新規 作成 に お いて は ライ ブラ リ ・ フ ァイル が 存在 し な い ぃ ので , 
LIB か ら の 問い 合わ せ に 対し て “Y” と 答え る こと だ け で す . 


MYLIB. LIB 






MODUL 3. OBJ 


A>lib 


Microsoft (R) Library Manager Version 3.11 
Copyright (C) Microsoft Corp 1983-1988. All rights reserved. 


Library name:mylib 
Operations:+modul3 
List file: 較 

Output Iibrary:mylib 
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時 ライ ブラ リ か ら の 削除 
ライ ブラ リ (MYLIB.LIB) か ら 不 要 に な っ た モジ ュー ル (MODUL2) を 削除 し ます . 


MODUL2 の あっ た 位置 に は 。 下位 に あっ た MODUL3 が 詰め られ る の で ,。 削除 を 繰 
り 返 し て も ライ ブラ リ 内 に は 空き が 生じ し な いよ うに な っ て いま す . 


MYLIB. LIB 


シン ンジ ンジ ジジ 


削除 され , 
] 下 の モ ジュ ー ル が 
上 へ 詰め られ る 





A>lib 較 


Microsoft (R) Library Manger Version 3.11 
Copyright (C) Microsoft Corp 1983-1988. All rights reserved. 


Library name:mylib 
Operations:-modu12 
List file: 較 

Output Iibrary:mylib 





時 ライ ブラ リ の モジ ュー ル 置 換 
ライ ブラ リ MYLIB.LIB の MODUL1 を , 新しい オプ ジェ クト ・ フ ァイル 
MODUL1.0BJ と 置換 し ます . 実際 に は 削除 と 追加 が 行わ れん ます. 


MYLIB. LIB 






MODUL 1.0BJ 


A>lib 


Microsoft (R) Library Manager Version 3.11 
Copyright (C) Microsoft Corp 1983-1988. All rights reserved. 


Library name:mylib 
0perations:-+modul1 
List file: 較 

Output library:mylib 
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| LIB の 起動 法 
LIB に 入力 する 4 つの ファ イル の 意味 は 以下 の の とおり で す . 


マ LIB に 入力 する ファ イル 


ライ ブラ リ の ファ イル 名 . デフ ォ ル ト の ファ イル ・ タ イプ は .LIB 
ライ ブラ リ が 新規 の 場合 だ け こ の 応答 に 対し , LIB は 問い 合わ せ 
を 出す の で “"Y" ま た は “y" と 答え る . それ 以外 の 文字 を 入力 する と 
処理 は 中 断 す る 


コマ ンド ・ キ ャ ラク タ と それ に 続く モジ ュー ル 名 を 並べ た も の て, 
LIB に 対す る 処理 内 容 の 指示 と な る . モ ジュ ー ル 名 の デフ ォ ル ト ・ 
タイ プ は .OBJ. この プロ ンプ トト に | ノ | の み を 入力 する と , ライ ブラ 
リ の 整合 性 の チェ ッ ク の み を 行う 

















ライ ブラ リ ・ フ ァイル 
Library name ・ 





オペ レー ショ ン 
Operations : 


リス ト ・ フ ァイル 
List file : 


出 カ ライ ブラ リ ・ フ ァイル 
Output Iibrary : 


















ライ ブラ リ の 中 に ある モジ ュー ル の PUBLIC シン ボル の クロ ス ・ 
リフ ァ レ ンス ・ リ ステ ィング を 収め る ファ イル 







現在 の ライ ブラ リ ・ フ ァイル 名 と 異な る ライ ブラ リ ・ フ ァイル 名 を 
指定 で きる . デフ ォ ル ト (| ン |) は 現在 の ライ ブラリ ・ フ ァイル 名 で 
ライ ブラ リ が 作成 され る . この と き 前 の ライ ブラ リ は .BAK と い 
う バ ッ ク ア ッ プ ・ フ ァイル に 変更 され る 


オペ レー ショ ン に 書く コマ ンド ・ キ ャ ラク タ に は 次 の よう な も の が あり ます . 一 十 
と 一 ※ は ,。 Ver.3.0 に お ける 追加 キャ ラク タ で す . 


マコ マン ド ・ キ ャ ラク タ 


ライ ブラ リ の 最後 部 に オブ ジェ クト ・ フ ァイル を 追加 
ライ ブラ リ の 1 つの モジ ュー ル を 削除 
ライ ブラ リ か ら モ ジュ ー ル を 切り 出し オプ ジェ クト ・ フ ァイル を 作成 


ライ ブラ リ の モジ ュー ル を 同名 の オプ ジェ クト ・ フ ァイル で 置き 換え 

指定 し た オプ ジェ クト ・ モ ジュ ー ル を ライ ブラ リ か ら 抜 き 取 り , オプ ジェ クト ・ フ 
ァイル に 収め る 

残り の プロ ンプ ト に 対し , デフ ォ ル ト の 応答 を する 

コマ ンド 行 に 書き きれ な く な っ た と き に 次 の 行 へ 継続 
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LIB の 起動 法 に は 次 の 3 つの 方 法 が あり ます . 


時 万 法 | 単独 で 起動 する 


A>LIBI ン | 

Library name: ライ ブラ リ ・ フ ァイル 名 |[/PAGESIZE :n | ン | 
Operations : オペ レー ショ ン |/| 

List file [NUL.MAP] : リス ト ・ フ ァイル 名 | 

Output library : 出力 ライ ブラ リ ・ フ ァイル 名 | ン | 


各 プ ロン プ ト に 対応 する ファ イル 名 また は オペ レー ショ ン を 入力 し ます . | ン | の み 
入力 する と ,| |」 で 囲ま れ た デフ ォ ル ト の ファ イル 名 が 付け られ ます プロ ンプ ト に 
対し て セミ コロ ン ( : ) を 入力 する と , それ 以後 の プロ ンプ ト は 表示 され ず , デフ ォ ル 
ト の ファ イル 名 が 採用 きれ ます . 


虹 方 法 P ファ イル 名 を コマ ンド ・ ラ イン に 与え て 起動 する 





A>LIB ライ ブラ リ ・ フ ァイル 名 [/PAGESIZE : n ][ オ ペレ ーション ] 
思 リス ト ファ イル 中 , 出 カ ライ プラ リ き ファ イル 名 | ン | 


テラ イプ テリ ・ プ ァイル 者 る を オペ ピー ジョ ン の 区 切り は 。 コマ ンド ・ Fw ラク タダ 写 邊 
離し ます . コマ ンド ・ ラ イン の 人 各 項 目 の 途 中 に セミ コロ ン ( : ) を 置く と , それ 以後 の 
項目 は デフ ォ ル ト 値 が 採用 され ます . 


A>LIB MYLIB 一 士 DISP : 
… ラ イブ ラリ MYLIB の モジ ュー ル DISP を , 新しい オブ ジェ クト ・ フ ァイル DISP.0BJ で 
更新 . 
A>LIB MYLIB : 
… ラ イブ ラリ MYLIB の 整合 性 の チェ ッ ク の み を 行う . 


A>LIB MYLIB 二 B : DISP-MODUL1 : 
… ラ イブ ラリ MYLIB に ドラ イブ B の DISP.0BJ を 追加 し , MODUL1 を 削除 . 
A>LIB MYLIB 填 MODUL1 寺 MODUL2 填 MODUL3,。 MYLIB.LST| ン | 


…MODUL1.0BJ, MODUL2.0BJ, MODUL3.0B」 を ライ ブラ リ MYLIB.LIB に 登録 . この と き 
MYLIB._LST と いう リス ト ・ フ ァイル を 生成 する . 
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計 方 法 3 応答 ファ イル 名 を コマ ンド ・ ラ イン に 与え て 起動 する 


A>LIB_@filenamel」 


filename で 示さ れる 応答 ファ イル に は , LIB に 応答 する 4 種類 の ファ イル 名 ( ま 
だ た は オペ レー ショ ン ) を あら か じ め エ ディ タ で 作成 し て お きま す . 人 iename の ファ イ 
ル ・ タ イプ は 何で あっ て も か まい ませ ん . 

filename の 例 を 次 に 示し ます . 










mylib | ニー ライ ブラ リ 
十 modul 1 填 modul 2 | ノ 
abc |Z| = 一 一 出 カ ライ ブラ リ 


オペ ベ ペレ ーション 
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言語 仕様 





ブ プログ ラム の 
基本 構成 要素 


1| Quick BASIC の 文字 セッ ト 


Quick BASIC の プロ グラ ム で 使用 で きる 文字 は , 








・ ア ルフ ァ ベ ッ ト の 大 / 小 文字 
・ 数 字 
・ 特 殊 文字 


で す . 特殊 文字 は プロ グラ ム 中 で 特別 な 意味 を 持つ も の で , 以下 の も の で す . 
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改行 コー ド 

スペース : 空白 

エク スク ラメ イシ ョ ン : 感嘆 符 
シャ ネー ズ ! アン パー 

ドル 

ノ パーセント 

プ アソ イサ ンド 

シン グル ・ ク ォ ー テ ーション : 単 一 引用 符 
レフ ト ・ パ レン シシ ス : 左 か っ こ 
ライ ト ・ パ レン シシ ス : 右 か っ こ 
アス タリ スク 

プラ ス ・ サ イン : 正 符号 

カン マ : 名 読点 

マイ ナス ・ サ イン : 負 符 号 

ピリ オド : 終止 符 

2 ウタ な 

9 和泊 シ 

セミ コロ ン 

レフ ト ・ ア ング ル ・ ブ ラケット : 左 山 か っ こ 
イコ ー ル : 等 号 

ライ ト ・ ア ング ル ・ ブ ラケット : 右 山 か っ こ 
ク ェ ス ショ ン : 疑 間 符 

た ト < マ ー ダ 

レフ ト ・ ブ ラケット : 左 大 か っ こ 
ライ ト ・ ブ ラケット : 右 大 か っ こ 
円 記号 

カレ ッ ト : 脱字 記号 

アン ダー・ ス コア : 下線 


行 の 終了 

文 要素 の 区 切り 

単 精度 デー タ 型 を 表す 

倍 精度 デー タ 型 を 表す 
文字 列 デ ー タ 型 を 表す 
整数 デー タ 型 を 表す 

倍 長 整数 デー タ 型 を 表す 

コメ ント の 開始 

式 要素 の 始め . 配列 添字 の 始め 

式 要素 の 終わ り . 配列 添字 の 終わ り 
乗算 演算 子 . 固定 長文 字 列 の 長 さ 指 定 
加算 演算 子 

リス ト の 要素 の 区 切り 

減算 演算 子 . 範囲 


除算 演算 子 

ステ ー ト メン ト の 区 切り 
リス ト の 要素 の 区 切り 
比較 演算 子 

代入 記号 . 比較 演算 子 
比較 演算 子 
PRINT の 略字 

可変 長文 字 列 フ ィ ー ル ド 
配列 添字 の 始め 
配列 添字 の 終わ り 

整数 除算 演算 子 
べき 乗 演算 子 

プログ ラム 行 の 継続 
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な お 。 コメ ント 中 に は 。 


・ 半 角 カ タカ ナ 
・ 2 バイ ト 文 字 (仮名 , 漢字 ) 


を 使用 する こと が で きま す . 


| プロ グラ ム 行 の 構成 
プロ グラ ム の 各行 は 次 の 構成 と な り ま す . 
[ 行 識別 子 ) ステ ー ト メン ト [ : ステ ー ト メン ト ][' コ メン ト ] 


行 の 終わ り は | で 示し , 1 行 に 最大 256 文 字 ま で 書け ます . 

1 行 に 複数 の ステ ー ト メン ト ( 命 令 文 ) を 書く こと が で きま す . この 場合 は 各 ス テ 
ー ト メン ト を コロ ン (: ) で 区 切り ます . この よう に , 1 行 に 複数 の ステ ー ト メン ト を 
コロ ン ( : ) で 区 切っ て 書く こと を ,。 マル チ ・ ス テー トメ ント と いい ます . 


代行 識別 子 
QB で は 従来 型 BASIC の よう な 行 番号 は 不要 で す . た だ し GOTO 文 の 飛び 先 と 
し て 行 の 先頭 に 行 識 別 子 を 置く こと が で きま す . 
行 識別 子 と し て は 行 番号 (100, 200 な ど ) と ラベ ル (OWARI : な ど ) が 使用 で きま す . 
ラベ ル 名 の 付け 方 の きま り は 変数 名 の 付け 方 の きま り と 同じ で す . 


免 ス テー トメ ント (命令 文 ) 

ステ ー ト メン ト は プロ グラ ム を 構成 する 単 一 の 仕事 を 記述 し た も の で , 命令 語 と オ 
ペラ ンド と か ら な り ま す . 命令 語 と は , IF, FOR, PRINT な どの BASIC が あら か 
じ め 定 め て いる 言葉 で す . オペ ラン ド に は , 定数 , 変数 , 関数 そし て これ ら を 演算 
子 で 結ん だ 式 を 指定 し ます . 


PRINT A 十 日 
命令 語 オペ ラン ト 
ステ ー ト メン ト ( 命 令 文 ) 


@ コ メン ト 

コメ ント は 単 一 引用 符 () に 続い て 書き ます . コメ ント の 開始 に 単 一 引用 符 () を 用 
ぃ た 場合 は コロ ン ( : ) で 区 切る 必要 は あり ませ ん が , REM を 用 いた 場合 は コロ ン 
(:) で 区 切ら な けれ ば な り ま せん . 


Num=40 生徒 の 人 数 
Num=40 ・ REM 生徒 の 人 数 
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注 ) 


0B の エディ タ 以 外 の エディ タ を 使っ て プロ グラ ム を 作成 し た 場合 , 1 行 に 収まら な い 場 合 に , 行末 
に 下線 ( ) を 置く こと で , 次 の 行 に 続け る こと が で きま す . こ の プロ グラ ム を 0B 上 に ロー ド す る 


と , 下線 ( ) は 削除 され , 続く 行 が 結合 され て 1 つの 行 に な り ま す . 


た だ し ,0B の エディ タ 上 で , 下線 ( ) を 使用 し て 行 を 継続 する こと は で きま せん . 





3| 予約 語 





IF,、 FOR, PRINT な どの 命令 語 と , SIN, COS な どの 組み 込み 関数 の 関数 名 は , 
あら か じ め BASIC が 定め て いる 言葉 で , これ を 予約 語 と 呼び ます . 
Quick BASIC の 予約 語 は 以下 の と お り で す . 


ABS 
ACCESS 
ALIAS 
AND 
ANY 
APPEND 
AS 

ASC 
ATN 
BASE 
BEEP 
BINARY 
BLOAD 
BSAVE 
BYVAL 
CALL 
CALLS 
CASE 
CDBL 
CDECL 
CHAIN 
CHDIR 
CHR$ 
CINT 
CIRCLE 
CLEAR 
CLNG 
CLOSE 
CLS 
COLOR 
COM 
COMMAND$ 
COMMON 
CONST 
COS 
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CSNG 
CSRLIN 
CVD 
CVDMBF 
CVI 

CVL 
CVS 
CVSMBF 
DATA 
DATE$ 
DECLARE 
DEF 
DEFDBL 
DEFINT 
DEFLNG 
DEFSNG 
DEFSTR 
DIM 

DO 
DOUBLE 
DRAW 
ELSE 
ELSEIF 
END 
ENDIF 
ENVIRON 
ENVIRON$ 
EOF 
EOV 
ERASE 
ERDEV 
ERDEV$ 
ERL 
ERR 
ERROR 


EXIT 
EXP 
FIELD 
FILEATTR 
FILES 
FIX 

FOR 

FRE 
FREEFILE 
FUNCTION 
GET 
GOSUB 
GOTO 
HEX$ 

IF 

IMP 
INKEY$ 
INP 
INPUT 
INPUT$ 
INSTR 
INT 
INTEGER 
IOCTL 
IOCTL$ 
IS 

KEY 

KILL 
LBOUND 
LCASE$ 
LEFT$ 
LEN 

LET 

LINE 
LIST 





LOC 
LOCAL 
LOCATE 
LOCK 
LOF 
LOG 
LONG 
LOOP 
LPOS 
LPRINT 
LSET 
LTRIM$ 
MID$ 
MKD$ 
MKDIR 
MKDMBF$ 
MKI$ 
MKL$ 
MKS$ 
MKSMBF$ 
MOD 
NAME 
NEXT 
NOT 
OCT$ 
OFF 

ON 
OPEN 
OPTION 
OR 
OUT 
OUTPUT 
PAINT 
PALETTE 
PCOPY 


PEEK 
PEN 
PLAY 
PMAP 
POINT 
POKE 
POS 
PRESET 
PRINT 
PSET 
PUT 
RANDOM 
RANDOMIZE 
READ 
REDIM 
REM 
RESET 
RESTORE 
RESUME 
RETURN 


RIGHT$ 
RMDIR 
RND 
RSET 
RTRIM$ 
RUN 
SADD 
SCREEN 
SEEK 
SEG 
SELECT 
SETMEM 
SGN 
SHARED 
SHELL 
SIGNAL 
SIN 
SINGLE 
SLEEP 
SOUND 
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SPACE$ 
SPC 
SOR 
STATIC 
STEP 
STICK 
STOP 
STR$ 
STRIG 
STRING 
STRING$ 
SUB 
SWAP 
SYSTEM 
TAB 
TAN 
THEN 
TIME$ 
TIMER 
TO 
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TROFF 
TRON 
TYPE 
UBOUND 
UCASE$ 
UNLOCK 
UNTIL 
USING 
VAL 
VARPTR 
VARPTR$ 
VARSEG 
VIEW 
WAIT 
WEND 
WHILE 
WIDTH 
WINDOW 
WRITE 
XOR 
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]1| デー タ 型 の 種類 





デー タ 型 





Quick BASIC に は 次 の よう な デー タ 型 が あり ます . 
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配列 型 
| ン ューrm 


実数 弄 


( 単 精度 ) 整 数 弄 
倍 長 整数 型 


単 精 度 実数 弄 
倍 精 度 実数 型 


可 有 長 文字 列 型 
固定 長文 字 列 弄 


第 4 草 Quick BASIC の 言語 仕様 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 生 き 





g| 定数 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 千 


アロ グラ ム の 実行 中 に 変化 し な い 値 を 定数 と いい 。 以下 の よ の に 分 類 さ れ ま す . 


| 定数 リテラ ル 定 数 | 数 値 定数 1 整定 数 [| 整定 数 [10 進 定数 
8 進 定数 
16 進 定数 


10 進 定数 
8 進 定数 
16 進 定数 


実 定 数 固定 小数 点数 


100, -56 
&123, &077 
&H100, &hFF 


12345678 
&1234 & 
&HFFFFF& 


の は 


単 精度 浮動 小数 点数 1.5E-7 
倍 精度 浮動 小数 点数 1.5D-7 


文字 列 定数 | "Hello", “日 本 語 " 


記 呈 広和 CONST を 使っ て 宣言 し た も の 
この CONST MaxRec 三 100 


記号 定数 


画 リ テラ ル 定 数 


literal は 「 文 字 ど お り の 」 と いう 意味 で す . リテラ ル 定 数 と は , 100 や “Hello" の よ 


うな 数 値 ま た は 文字 列 そ の も の を 表す 定数 で す . 


リテラ ル 定 数 は 数 値 定数 と 文字 列 定数 に 別れ ます . 数 値 定数 の 進数 お よび 精度 は 以 


下 の よ うな 記号 を 用 いて 示し ます . 


・ 8 進数 を 示す に は 。 先頭 に &O, 和 &o また は 鐘 を 付け ます . 
・16 進 数 を 示す に は , 先頭 に &H また は &h を 付け ます . 


・8 進ま た は 16 進 の 倍 長 整定 数 を 示す に は , 未 尾 に & を 付け ます . 
・ 単 精度 浮動 小数 点数 の 指数 を 示す 記号 と し て E ま た は e を 用 いま す . 
・ 倍 精度 浮動 小数 点数 の 指数 を 示す 記号 と し て D ま た は d を 用 いま す . 
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時 記号 定数 
Quick BASIC で は CONST 文 に より 記号 定数 を 宣言 する こと が で きま す . 記号 定 
数 と は , 定数 に 名 前 を 割り 当て , その 名 前 を 定数 と し て 扱え る よう に し た も の で す . 
記号 定数 は 次 の よう に 定義 し ます . 


CONST 記号 定数 名 三 値 , 記 号 定数 名 三 値 … 


記号 定数 の デー タ 型 は , 名 前 に その 型 を 年 言 する 文字 を 付け な けれ ば , 割り 当て ら 
れる 値 ( 式 ) の デー タ 型 に な り ま す . 
記号 定数 名 の 付け 方 の きま り は 変数 名 の 付け 方 の きま り と 同じ で す . 


CONST Boy=20, Girl 三 21,。 Seito テ Boy 十 Girl 
… Seito は 20 十 21=4| と 定義 され る . 
CONST Pai# 三 3.141592657# 
… 記 号 定数 の 末尾 に 付い た %, &, !,# れ $ は 定数 名 の 一 部 で は な く デ ー タ 型 を 示す . 


ヤヤ や わ やわ や や ヤ や 5 ネ や 5 や >5>> 55W〔{〔{t】t{〔〔VV〔〈《〈《#} こ 。 
3| 変数 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 一 待 


量 名 前 の きま り 


プロ グラ ム の 中 で 使う 値 を 格納 する た め の 箱 ( 実 際 は メモ リ ) を 変数 と いい , その 箱 
に 付け る 名 前 を 変数 名 と いい ます . 
変数 名 は 次 の 規則 で 付け ます . 


・ 変 数 名 の 先頭 は 英字 で 始ま り ま す . 

・ 第 2 文字 以後 は 英字 , 数 字 , ピリ オド (.) が 指定 で きま す . 

・ 変 数 名 の 長 さ は 最大 40 文 字 で す . 

・ 巴 約 語 は 使用 で きま せん が それ を 含ん ども の は か まい ませ ん . 

・FN で 始ま る 変数 名 は 許さ れ ま せん . 

・ 英 大 文字 と 英 小文字 は 同じ も の と し て 扱わ れん ます . つま り , SUM, Sum, 
sum な ど は すべ て 同じ も の と し て 扱わ れ ま す . 


記号 定数 。 プ ロ シ ー ジ ャ , 関数 。 ラ ベル に 付け る 名 前 も , この 規則 に 従い ます . 
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叶 変 数 の 型 宣言 


C や Pascal で は ブロ グラ ム で 使用 する 変数 は , 必ず 型 宣言 し な けれ ば な り ま せん 
が , BASIC は こう し た 制約 は な く , 変数 の 型 官 言 を せ ず に 使用 し た 変数 は 単 精度 実 
数 型 と みな され ます . これ を 「 暗 黙 の 型 宣言 」 と いい ます . 

この よう な 暗黙 の 型 官 言 に よら ず 変 数 の 型 を 明示 的 に 宣言 する に は , 次 の よう な 3 
つの 方 法 が あり ます . 





供 変 数 名 の 後に 型 宣言 文字 を 付加 する 
A$, A% の よう に 変数 名 の 後に 型 宣 言 文字 を 付加 し て , その 変数 の 型 を 宣言 する 
こと が で きま す . 型 宣言 文字 と し て 以下 の も の が あり ます . 


92%  ( 単 精度 ) 整 数 型 

& 倍 長 整数 型 

| 単 精度 実数 型 

# 倍 精 度 実数 型 

$ 文字 列 型 注 )A%, A&, A! A# れ A$ は すべ て 異な る 変数 で す . 


喜 言 文 を 使っ て 宣言 する 
次 の よう に 富 言 子 と 型 名 を 指定 し て 変数 の 型 を 宣言 する こと が で きま す . 


子 変数 名 , 変 数 名 ,…AS 型 名 





COMMON … 共用 ーINTEGER … ( 単 精度 ) 整数 型 
DIM … 配列 一 LONG … 倍 長 整数 型 
REDIM … 動 的 配列 の 再 定義 [一 SINGLE … 曲 精 度 実数 型 
SHARED  … プロ シー ジャ 間 の 共用 | 一 DOUBLE … 倍 精 度 実数 型 
STATIC  … ロー カル 変数 ーSTRING … 可変 長文 字 列 型 
STRING ※ 長 さ  … 固定 長文 字 列 型 
タグ 名 … ユー ザ 定 義 型 
(レコ ー ド 型 ) 


DIM A AS STRING *10 

… 変 数 A を 長 さ 10 文 字 の 固定 長文 字 列 型 変数 と し て 宣言 
DIM Sum AS INTEGER 

… 変 数 Sum を 整数 型 変 数 と し て 宣言 
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のび イン プリ シッ ト 宣 言 
DEF typ 文 に より , 変数 の 先頭 文字 で 型 を 分 類 さ きせ る こと が で きま す . 


DEFINT 

DEFLING 

DEFSNG { アル ファ ベッ ト [- ア ルフ ァ ベ ッ ト ],… 
DEFDBL 

DEFSTR 





DEFINT TI-N 


…T エ て N で 始ま る 変数 (Jac. Man な ど ) を 整数 型 と し て 扱う こと を 宣言 
DEFDBL A, 日 , X-Z 


…A。 B,。 X て Z で 始ま る 変数 を 倍 精度 実数 型 と し て 扱う こと を 宣言 
DEFINT A-Z 


… す べ て の 変数 を 整数 型 と し て 扱う こと を 宣言 
信二 言 の 優先 順位 
列 定 言 文字 を 付加 し た 富 言 と , 宣言 文 を 使っ た 定 言 は DEFtyp 文 に 対し 常に 優先 
し まず し 
だ など は 。 


DEFINT Il-N 
DIM Num AS LONG 


の よう な 宣言 に お いて , Num は 倍 長 整数 型 と し て 富 言 され た こと に な り ま す . 
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4| 基本 デー タ 型 


Quick BASIC に お いて , あら か じ め 定 め ら れ た 型 ( い わ め ゆめ る 基本 デー タ 型 ) の サイ 
ズ と デー タ 範 囲 を 以下 に 示し ます . 


デー タ 備 

整数 型 
[ ー2147483648 100000 の よう な 有効 桁 の 長い 整数 を 扱 
[ ー3.402823E+38 3.14159 の よう な 小数 点数 を 扱う 型 . 7 
[ 。 -1.797693134862316D+308 3.1415927… の よう な 有効 桁 の 長い 小 
文字 型 最大 32767 文 字 
注 ) E+38 は 10? を 意味 し ます . 
D 二 308 は 103% を 意味 し ます (D は Double の 意味 ). 





















“Hello" の よう な 文字 を 扱う 型 


整数 型 」 倍 長 整数 型 。 単 精度 実数 型 。 借 精度 実数 型 の 内 部 デー タ 形 式 を 以下 に 示し 
ます , 


15 14 0D 
整数 弄 
符号 
3] 30 0D 
倍 長 整数 型 ト 
符号 
31 30 23 22 D 
単 精度 実数 型 | | 指数 部 仮数 部 
符号 
563 62 52 51 D 


人生 度 実数 弄 仮数 部 
符号 


10Z 


下 固定 長文 字 列 

一 般 に BASIC の 文字 列 は 可変 長文 字 列 で , 文字 列 変数 に 入れ る 文字 列 の 長 さ は 自 
由 自 在 で す . Quick BASIC で は この よう な 可変 長文 字 列 の ほか に , 固定 長文 字 列 を 
サポ ボート し て いま す . 

固定 長文 字 列 の 宣言 は , 型 指定 子 STRING を 用 いて 次 の よう に 行い ます . 


DIM 変数 名 AS STRING * 長 さ 
に と と は 。 
DIM a AS STRING*10 
と 宣言 する と , 変数 3 は 10 文 字 の 文字 を 入れ る 固定 長文 字 列 変数 と な り ま す . 
a 三 “Test" 


と する と , 文字 は 次 の よう に 左 づ めで 格納 され , 残っ た 右 は 空 日 で 埋め られ ます . 


と と と と ーー ズブ 
中 |elslt|l | 1111 
人 


0 文字 


し だ が っ て 。 
IF a 三 “Test" THEN 
と し で る,。 この 示 件 は 一 数 し ませ ん 。 これ は , 
IF a 三 “Test し 」」」」」」 「HEN 


と し な けれ ば な り ま せん 。 

後述 する レコ ー ド 型 の メン バ に は 可変 長文 字 列 を 指定 で きま せん の で , この 固定 長 
文字 列 を 指定 し ます . 

固定 長文 字 列 変数 に 対し , 指定 され た 長 さ より 長 い 文字 列 を 代入 する と , 残っ た 音 
分 は 捨て られ て し まい ます . 


画 又 字 列 の 格納 イメ ー ジ 

文字 列 デ ー タ の メモ リ 上 へ の 格納 イメ ー ジ は , 可変 長文 字 列 と 固定 長文 字 列 と で 異 
な り ま す . 

が だ は 。 
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A$= ニ “abc" 


の よう な 可変 長文 字 列 は 次 の よう に メモ リ 上 に 格納 され て いま す . 
4 バイ ト 









文字 列 が 格納 され 
て いる アド レス の 
先頭 オフ セッ ト 値 
(下位 : 上 位 ) 





上 位 


文字 列 の 長 さ 
(下位 : 上 位 ) 

つま り , 可変 長文 字 列 変数 は 4 バイ ト の サイ ズ で , 先頭 2 バイ ト で 文字 列 の 長 さ , 
後部 2 バイ ト で , 文字 列 が 格納 され て いる アド レス の 先頭 オフ セッ ト 値 を 示し て いま 
す . つま り , 変数 A$ が ある 場所 と , 実際 に 文字 列 が 格納 され て いる 場所 と が 異な 
る わけ で す . 

これ に 対し , 固定 長文 字 列 で は 次 の よう に 変数 の 位置 に 文字 列 が 格納 され ます . 


DIM A AS STRING*5 


Alalplclale 
5| 配列 


ーー ーー 


配列 は 同種 の デー タ を 配列 名 と 添字 ( 妥 素 番号 ) で 管理 する デー タ 構 造 の 1 つ で す . 
配列 の 添字 が 1 つの も の を 1 次 元 配列 。 2 つの も の を 2 次 元 配 列 。 以下 , 3 次 元 , 
4 次 元 …… と 呼び ます . 


配列 の 宣言 は DIM を 用 いて 次 の よう に 行い ます . 





DIM 配列 名 ( 添字 の 最大 値 , 添字 の 最大 値 , …), …LAS 型 名 」 


配列 の 要素 は 通常 0 番 の 妥 素 か ら 始 まり ます が , OPTION BASE 1 と 宣言 する こ 
と で 1 番 の 要素 か ら 始め る こと も で きま す . OPTION BASE 文 は すべ て の 配列 に 
対し て 作用 し ます . 

「AS 型 名 」 を 省略 する と , 単 精度 実数 型 の 配列 と みな され ます . 


109 





添字 の 上 限 を 宣言 する 
DIM A(10) 
配列 名 
河 字 (そえ じ ) 
| AO) | Ad) | A2) | …… | Ad0) | 
11 個 用 意 さ れる 
DIM A(3, 4) OPTION BASE 1 
DIM A(3, 4) 
0 1 2 3 4 

0 ] 2 3 4 

1 A(1, 4) 1 

2 2 A(2, 4) 
3 3 


DIM Sum(I00),A(3, 4) AS LONG 
… 配 列 Sum( ),A(, ) は 倍 長 整 数 型 配列 と し て 宣言 され ます . 


計 部 分 男 囲 指定 


Quick BASIC で は 配列 の 添字 に 部 分 範囲 を 指定 する こと が で きま す . 


DIM 配列 名 ( 最小 値 TO 最大 値 , 最小 値 TO 最大 値 , …) 


例 DIM 時 10 1。5 Ma 7) 
ー 2 
時 一 胃 
1 
晶 配 列 に お ける 留意 事項 


配列 の 添字 の 男 囲 お よび サイ ズ に つい て は 以下 の よう な 制約 が あり ます . 


・ 配 列 の 添字 に は , 一 32768 一 32767 の 値 が 使え ます . 
・ 1 次 元 あ た り の 要素 の 数 は 最大 で 32768 個 まで で す . 
・ 1] つの 配列 の 次 元 の 上 限 は 60 次 元 ま で で す . 
・ 静 的 配列 の 最大 サイ ズ は 64KB( キ ロバ イト ) ま で で す . 
注 ) 静 的 配列 と 動 的 配列 の 違い に つい て は 本 章 1-8 を 参照 し て くだ さい . 
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配列 が 必要 と する メモ リ 量 は , < 配列 の 要素 数 >X く その 型 の サイ ズ > で す . た と える 
は ば , 


DIM A(255) AS LONG 


と いう 配列 の サイ ズ は , 256 X 4 1024 バ イト =1KB( キ ロバ イト ) と な り ま す . 
配列 名 は , 単純 変数 の 名 前 と は 別物 と し て 扱わ れん ます. た と えば , 


DIM A(100) 
DIM A AS INTEGER 


の A(0) 一 Ad00) と A は 別物 で す . し か し , この よう に 配列 名 と 単純 変数 名 に 同じ も 
の を 使う と プロ グラ ム が わか り に くく な る の で , この よう な 合用 は さけ る べき で す . 


レコ ー ド 型 


配列 は 同じ 型 の デー タ を ひと か だ た まり に し た も の で す が , レコ ー ド 型 は 異な る 型 の 
デー ダ を ひと か た まり に し た も の ぞ す , 

下 表 の デー タ は , Galileo( ガ リ レ オ ) が 1610 年 に 発見 し た 木星 の 4 大 衛星 の 衛星 
名 , 光度 , 周期 に 関す る も の で す . 


木星 の 4 つの 衛星 


lo 1 . 7631 


EurODa 3.551Z 


Ganymede /.1545 | / 
Callisto I6.6890 | 1 件 の レコ ー ド と し て 扱う 





こう し た デー タ は , 衛星 名 , 光度 , 周期 を ひと か た まり の デー タ と し て 扱え た ら 便 
利 で す . この よう に いく つか の 項目 を ひと か た まり に し た も の を 「 レ コー ド 」 と 呼び , 
各 項 目 を 「 メ ン バ ( フ フィールド)」 と 呼び ます 。 レコ ー ド 型 は この よう な デー タ を 定義 す 
る の に 便利 で す . 
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画 レ コー ド 型 の 定 表 
レコ ー ド 型 は TYPE-END TYPE 文 を 用 いて 次 の よう に 行い ます . 
TYPE タグ 名 


メン バ 名 AS 下 名 
メン バ 名 AS 下 名 


END TYPE 
これ に より < タグ 名 > で 示さ れる 新しい 型 が 定義 され た こと に な り ま す . この よう に 


ユー ザ が 定義 すむ する 型 を 「 ユ ー ザ 定義 型 」 と いい ます . 
各 メ ン バ を 指定 する 型 名 は 次 の も の で す . 


INTEGER ( 単 精度 ) 整数 型 
LONG 倍 長 整数 弄 
SINGLE 単 精度 実数 型 
DOUBLE 倍 精度 実数 型 


STRING* 長 さ 文字 列 型 (固定 長 ) 


メン バ に 指定 で きる 文字 列 型 は , 固定 長 だ け で , 可変 長文 字 列 は 説 め られ ませ ん . 


先 の 表 ( 木 星 の 4 つの 衛星 )) の よう な デー タ を 扱う レコ ー ド 型 を 定義 すむ する に は 次 の よ 
うに し ます . 


ーー ダグ 
TYPE Eisei エー メン バ の 型 
Star AS STRING * 10 
Kodo AS INTEGER 
Shuki AS SINGLE 


日 TYPE 
メン バ 


これ に より , Eisei 型 と いう 新しい 型 が 定義 され た こと に な り ま す . 
Eiset を タグ , Star, Kodo, Shuki を メン バ と 呼び ます . タグ は 変数 を 宣言 する 
た め の 人 金 型 の よう な 働き を し ます . 
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時 レコ ー ド 型 変数 の 宣言 
TYPE-END TYPE 文 で 定義 し た レコ ー ド 型 の タグ 名 を 用 いて ,。 変数 を 宣言 す 
る に は , 
DIM 変数 名 , 変数 名 … AS タク 名 
も まま 
例 


DIM a AS Eisei 
…・ Eisei 型 の 変数 a を 宣言 


この 新しい 金 型 を 用 いて 
変数 を 宣言 する 
『 


「- = 
変数 a 


レコ ー ド 弄 オ 変 数 の 各 メ ン バ を 参照 する に は ピリ オド (.) を 用 いて , 





St 


Kodo Shuki 





レコ ー ド 型 変数 名 . メン バ 名 


と し ます . た と えば , 衛星 Io( イ オ ) の デー タ を レコ ー ド 型 変数 a に 代入 する に は , 
次 の よう に し ます . 


a.Star 三 "lo" 
a.Kodo 三 4 
a.Shuki= ニ 1.75691 


レコ ー ド 型 デ ー タ は ひと か た まり に し て 代入 で きま す の で 。 DIM b AS 
Eisei と 宣言 され て いる レコ ー ド 型 変数 b に 対 し , 


b 三 8a 
と する こと で , a の 内 容 は 一 括 で b に 代入 され ます . 
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通用 範囲 (スコ ー プ ) 


変数 (ある い は 記号 定数 ) の 内 容 を 参照 で きる 範囲 を . スコ ー プ (通用 範囲 : 有効 範 
囲 ) と 呼び ます . 

スコ ー プ は , グロ ー バ ル (大 域 的 ) と ロー カル (局所 的 ) の 2 種類 に 分 けら れ ま す . グ 
ロー バル な スコ ー プ は ブログ ラム 中 の どの 部 分 か ら も 参照 で きま す が , ロー カル な ス 
コー プ は それ が 宣言 (使用) され て いる プロ シー ジャ の 中 で だ け 参 照 す る こと が で きま 
す . 





還 ロ ー カ ル 変 数 と グロ ー バ ル 変 数 


従来 型 BASIC の 変数 は すべ て グロ ー バ ル 変 数 で し た が , Quick BASIC で は グロ 

ー バ ル 変 数 と ロー カル 変数 の 2 種類 が 指定 で きま す . 

・ 一 般 的 な 変数 は ロー カル 変数 で す . ロー カル 変数 は , それ が 宣言 (使用) され て いる 
プロ シー ジャ の 中 で だ け 有 効 で す . 

・ メ イン ルー チン に お いて , DIM SHARED で 年 言 さ れ た 変数 は グロ ー バ ル 変 数 で 
す . グロ ー バ ル 変 数 は プロ グラ ム の 全域 で 有効 で す . 

・ メ イン ルー チン で 宣言 され た 記 号 定数 は グロ ー バ ル 定 数 で す . SUB ある い は 
FUNCTION プロ シー ジャ の 中 で 宣言 され た 記号 定数 は ロー カル 定数 で す . 


@ プ ログ ラム 

CONST Rd 三 3.14159/180 
DIM SHARED Lpx, Lpx 
FOR K= ニ 1 TO 10 


グロ ー バ ル 定 数 
グロ ー バ ル 変 数 
(プロ グラ ム の 全域 で 有効) 


ロー カル 変数 
の し た が っ て この 3 つの K 











だ け 有 効 . し た が っ て この 3 つの K 
は お の お の 別 の も の と し て 扱わ れる 
同じ も の と し て 扱わ れる 


END FUNCTION 
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時 モジ ュー ル 間 の 変数 の 共有 


DIM SHARED で 宣言 され た 変数 は , それ が 宣言 され て いる モジ ュー ル 内 の すべ 
て の プロ シー ジャ で グロ ー ス ノル で す 。 つ まり 単 一 モジ ュー ルル 内 で の 扱い と な り ま す . 
これ に 対し , COMMON SHARED で 富 言 され た 変数 は , 異な る モジ ュー ル の すべ 
て の プロ シー ジャ で グロ ー バ ル で す . 


COMMON SHARED Lpx, Lpy 


COMMON SHARED Lpx, Lpy 


LDX 
LDy 
END SUB END SUB 
同じ も の と し 
て 扱わ れる 





モジ ュー ル A モジ ュー ル B 
COMMON で 変数 を 宣言 する 場合 , 変数 の 宣言 順序 は , すべ て の モジ ュー ル の 宣 
言 に お いて 同一 に 行わ な けれ ば な り ま せん . し た が っ て , COMMON の 宣言 文 を イ 
ンク ルー ド フ ァイル に し て お き , 各 モ ジュ ー ル で は , この ファ イル を イン クル ー ド す 
る よう に する と 安全 で す . 


時 プロ シー ジャ 間 の 変数 の 共有 


SHARED 文 (DIM や COMMON の と き の SHARED 指定 と は 異な る ) を 使え ば , 
単 一 モジ ュー ル 内 の 複数 の プロ シー ジャ に お いて 変数 を 共有 する こと が で きま す . 


この 中 で A$, B は 共通 変数 と な る 





SHARED A$, B 
END SUB 
SUB 
END SUB 
SUB 
SHARED A$, B 
END SUB 






この 中 で の A$, B は ロー カル 変数 
と な る 
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員 DEF FN 関数 内 の スコ ー プ 


DEF FN 関数 は プロ シー ジャ で は な い の で , その 中 で 使用 きれ て いる 変数 (引数 は 
除く ) は , メイ ン ル ー チ ン の 変数 と 同一 の も の で す . DEF FN 関数 内 の 変数 を ロー カ 
ル に する に は , STATIC 文 を 用 いま す . 


DEF FNAbc(x, y) 
STATIC i ロー カル 変数 の 指定 


FOR i 三 0 TO 10 


END DEF 
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記憶 クラ ス 


変数 を メモ リ の どの よう な 領域 に 割り 当て る か で 記憶 クラ ス が 決ま り ま す . メモ リ 
領域 は 静 的 領域 と スタ ッ ク 信 域 に 大 別 さ れ ま す . メイ ン ル ー チ ン の 変数 や , プロ シー 
ジャ の 中 で STATTIC 宣言 し た 変数 は , メモ リ の 静 的 領域 に 格納 され , プロ グラ ム の 
開始 か ら 終 了 ま で 同じ アド レス に 割り 当て られ て いま す . これ に 対し , プロ シー ジャ 
の ロー カル 変数 は 。 メモ リ の スタ ッ ク 領 域 に 割り 当て られ , プロ シー ジャ の 開始 で 生 
成 さ れ , プロ シー ジャ の 終了 で 消滅 し ます . 

な お , 変数 の メモ リ 格 納 イ メー ジ は , .EXE ファ イル に し た 場合 と , QB 環境 下 の 
場合 と で は 下図 の よう に 多少 異な り ま す の で 注意 し て くだ さい 。 


@ プ ログ ラム 
COMMON Lpx 
DIM X 


@ メモ リ 格 納 イ メー ジ (.EXE ファ イル ) 


call abc 
Call xyz 


メイ ン ル ー チ ン の 変数 
STATIC 変数 





SUB abc 


STATIC Num ーー 


DIM ji kl 

DGROUP 
END SUB (同一 セク 
メン ト ) 


SUB xyz 


STIATIC Man 
DIM a, b 


END SUB 





@ メモ リ 格 納 イ メー ジ (QB 環 境 下 ) 


下位 
六 プロ シー ジャ の 
タ ロー カル 変数 
が 
ク 
静 、 、 
的 メイ ン ル ー チ ン の 変数 
人 自 STATIC 変数 
域 

COMMON 変数 
D 
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時 静 的 変数 と 目 動 変数 


メモ リ の 静 的 領域 に 割り 当て られ て いる 変数 を 静 的 変数 と 呼び メモ リ の スタ ッ ク 
に 割り 当て られ て いる 変数 を 自動 変数 と 呼び ます . 

静 的 変数 は , プロ グラ ム の 開始 か ら 終了 まで 同じ アド レス に 確保 きれ , 消滅 する こ 
と が な い の で , プロ シー ジャ へ の 再 入 時 に , 前 の 値 を 保存 し て いる こと に な り ま す . 
自動 変数 は , それ が 宣言 (使用 ) され て いる プロ シー ジャ が 呼び 出さ れ た と き に ゼロ 
まだ た は ヌル ( 空 文字 列 ) に 初期 設定 され ます . 

次 の 例 は 静 的 変数 を 用 いて , ある イベ ント が 起こ っ た 回 数 を カウ ント する も の で 
す . 


IF ある 条件 THEN call Count 


SUB Count 
STATIC Num 
Num = ニ Num 十 1 


END SUB 


Num は STATIC 変数 な の で , Count が 呼ば れる た びに 前 の Num の 値 を 十 1 し て 
いき ます . も し , Num を STATTIC 指定 し な けれ ば , Count が 呼ば れる た びに Num 
は 0 に 初期 設定 され て し まい ます . 

な お , 次 の よう に プロ シー ジャ 全体 に STATIC 属性 を 与え を る こと で , すべ て の プ 
ロ シ ー ジ ャ 内 の 変数 を STATTIC 変数 に する こと も で きま す . 


SUB プロ シー ジャ 名 (引数 , …) STATIC 


END SUB 
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画 動 的 配列 

プロ グラ ム の コン パイ ル 時 に 記憶 領域 を 与え られ る 配列 を 静 的 配列 と 呼び ブロ グ 
ラム 実行 時 に 領域 を 与え られ る 配列 を 動 的 配列 と 呼び ます . 

宣言 時 に 定数 の 添字 を 指定 し た も の が 静 的 配列 に な り , 変数 の 添字 を 指定 し た も 
の , また は 最初 に COMMON 文 で 年 言 さ れ て いる 配列 は 動 的 配列 に な り ま す . 


| www 


E 






DIM a(100) <- 静 的 配列 


N =50 
DIM b(N) ー 動 的 配列 





ざさ 人 必 乱 詳 生 壁 
SU に と つ 7 69 
( テ Vx さ Nd | 馬 ) ゴ 


COMMON c( ) 
DIM c(50) < 動 的 配列 






far ヒー プ 


動 的 配列 


原則 的 に は , 静 的 配列 は DGROUP セグ メン ト の 静 的 領域 に と られ , 動 的 配列 は 
far ヒー ブ 領 域 に と られ ます が , 配列 の メモ リ 割 り 当 て は .EXE 形式 に し た 場合 と , 
QB 統合 開発 環境 下 の 場 合 と で は 以下 の よう に 異な り ま す . 


上 位 


@.EXE 形式 の 場合 
・ 動 的 配列 は far ヒー プ 領 域 
・ 静 的 配列 は DGROUP 
・ 可 変 長文 字 列 の 配列 は 静 的 配列 , 動 的 配列 と も DGROUP 


@ QB 環境 下 
・COMMON 静 的 配列 , すべ て の 可変 長文 字 配 列 は DGROUP 
・ こ れ 以 外 の 配列 は far ヒー ブ 領 域 


な お , 配列 を 動 的 配列 に する か 静 的 配列 に する か は , $DYNAMIC, $STATIC メ 
タコ マン ド に よっ て も 丘 定 する こと が で きま すず す 。 
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混合 演算 こ 型 変換 


数 値 デ ー タ は , 異な る 型 同士 で も 混合 し て 演算 する こと が で きま す . こう し た 混合 
演算 で は 精度 の 高い 型 に 変換 され て 演算 が 行わ れ ま す . た と えば , 





A#ー10#/3 


は , 10#/3# と し て 演算 が 行わ れ ま す . 
な お , 型 変換 は 式 の 中 の 各 演 算 単位 で 行わ れ て いく の で , 


x9% 三 1 : y! 三 3 : z# ニ 3 
PRINT  x9%% / y! ※z# 


の よう な 式 で は , まず x% / y! が 単 精度 実数 型 と し て 演算 され , その 結果 が 倍 精 度 
に 変換 され z# と 乗算 され ます か ら , 結 索 は 1.0 と は な り ま せん . 

また だ , 数 値 デ ー タ が 異な る 型 の 変数 に 代入 され る と き は , 次 の よう な 規則 で 変換 さ 
れ ま す . 


・ 整 数 型 変数 一 実数 デー タ 
実数 デー タ が 整数 に 変換 され る 場合 は , 小数 点 以 下 が 四 捨 所 入 さ れ ま す . な お , 
実数 デー タ の 整数 部 が 一 32768 一 32767 の 和男 囲 を 越え を て いれ ば エラ ー が 起こ り ま す . 


A% 三 34.4 A% は 34 
B% ニ 34.5 B% は 35 


・ 実数 型 変 数 一 整数 デー タ 
整数 デー タ が 実数 型 に 変換 され る 場合 は ,.0 が 付加 され ます . 


・ 単 精度 実数 型 変数 一 倍 精度 実数 デー タ 
倍 精度 実数 デー タ が 単 精度 実数 型 に 変換 され る 場合 は , 有効 桁 数 が 7 桁 に まる め 
られ ます . 
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葉 ご 演算 子 











な 種類 が あり ます . 
算術 式 1+A* SOR(2) 


関係 式 IF A>B THEN て > 
条件 式 
論理 式 IFA>B AND B>C THEN 一 き 寺 い y9 


文字 式 "Hello" 二 "BASIC" 


] 


3 
4 
9 
5 
7 
6 
10 
] 1 
1 Z 
13 
14 
15 





これ ら の 演算 子 は 見 術 演算 子 。 関係 演算 子 , 論理 演算 子 に 分 類 さ れ ま す . 
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3| 算術 演算 子 


算術 演算 子 と し て 以下 の も の が あり ます . 


@ 算術 演算 子 


整数 の 除算 
整数 除算 の 余り 


っ の 〇 の) oO oO の ひび | 所 〇 ) 








10 \ 3 
… 整 数 型 の 除算 を 行う の で 結果 は 3 


10 MOD 3 
…10 テ 3 の 余り で 1 


10 \ 3 ※* 3 
…\ よ り * の ほう が 優先 順位 が 高い の で 3 * 3 が 先 に 計算 され , 10\ 9 と な る の で 結果 は 1 


|4| 関係 演算 子 


条件 判断 の 際 に 大 きい , 小さ い , 等 し いな どの 大 小関 係 を 判定 する 演算 子 を 関係 演 
算 子 と 呼び 次 の 6 つが あり ます . 








@ 関係 演算 子 


等 し い 
く > ま た は > ぐ く 等 し く な い 


く 小さ い 
く = ま た は = ぐ く 小さ いか 等 し い 
> 大 きい 
> また は = テッ > 大 きい か 等 し い 
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比較 の 結果 は , 条件 を 満た せ ば 式 の 値 は 真 (一 1 ), 満た さ な け れ ば 偽 (0 ) と な り ま 
す . 
一 般 に IF 文 の 条件 式 は 。 条件 式 の 値 が 0 な ら 偽 , 非 0 な ら 真 と し て 判断 され ま 
実数 型 の イコ ー ル 比較 は 誤差 を 伴う の で 避け て くだ さい . た と えば , 

Sumー0.0 
100 Sum ニ Sum 十 0.1 

IF Sum=100.0 THEN 200 


GO TO 100 
200 


の よう な プロ グラ ム に お いて , Sum の 値 が 正確 に 100.0 に な る 保証 は あり ませ ん か 
ら , IF 文 の 条件 式 が 一 致し な い 可 能 性 が あり ます . 





5| 論理 演算 子 
いく つか の 条件 式 を 組み 合わ せる も の を 褒 理 演算 子 と 呼び , 次 の 6 つが あり ます . 


@ 論理 演算 子 


合 定 
か つ 


また は 
排他 的 論理 和 
同値 

包含 





T (TRUE) を 真 , F (FALSE) を 偽 を 示す も の と し て , XX と Y の 論 理 演算 を 行っ た 
と き に 得 ら れる 結果 を 表 に し た も の を 以下 に 示し ます . 


@ 真理 値 表 
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0 く < ニ A AND A< ニ 100 
…A が 0 て 100 の 範囲 に 入る か の 判定 
A<B OR A く CC AND A>10 
… AND の ほう が 優先 順位 が 高い の で A< く C AND A>10 が 先 に 判定 され る . 


田 ビ ッ ト 演 算 

NOTーIMP の 論理 演算 子 は 内 部 的 に は ビッ ト 演 算 を 行っ て いま す . 

また 関係 式 は 比較 の 結果 が 真 な ら ー 1, 偽 な ら 0 となり ます . た と えば , A>B が 
真 ( 一 1 : 和 &HFEFEEF), B>C が 偽 (0 :&HO0000) の 場合 ,A>B AND B>C 
は &HEFFFF AND &H0000 が 行わ れ , ビッ ト ご と の AND が と られ て 結果 は & 
HO0000(0), つま り , 偽 と な り ま す . 

条件 式 の 場合 は , この よう な 内 部 的 な ビッ ト 演 算 は 考え ず , 単に 真 / 偽 だ け を 考え 
れ ば よい わけ で す が , NOTーIMP の 論理 演算 子 を 用 いて 意 較 的 に ビッ ト ご と の 議 
演算 を 行う こと も で きま す . 

ビッ ト 演 算 の 真理 値 家 は , 先 の 真理 値 家 の F を 0, 芽 を 1 に 読み 換え た も の に な 
り ま す . 


@ NOT ( 合 定 : ビッ ト 反 転 ) 
NOT は 各 ビ ッ ト を 反転 し ます . 
た と えば 。NOT &hffla は &h00e5 と な り ま す . 


NOT  )1111 1111 0001 1010 … 鐘 hffla 
0000 0000 1110 0101 …&hOOe5 


@ AND( 論 理 積 ) 
AND は 特定 ビッ ト を マス ク す る と き に よく 使わ れ ま す . 
た と えば , n AND &h7fff は n の 最上 位 ( 第 15) ビット を 強制 的 に '0 "に し ます . 


1111 1111 0001 1010 …m 
AND )0111 1111 1111 1111  …&h7fff 

0111 1111 0001 1010 

| 

0) に マネ スク され た 
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@ OR (論理 和 ) 
OR は 特定 ビッ ト を 立て る と き に よく 使わ れ ま す . 
だ た と えば , n OR &h000f は n の 下位 4 ビット を 強制 的 に "1' に し ます . 


1111 111] 0001 1010 ea 
OR )0000 0000 0000 1111 …&h000f 
1111 1111 0001 1111 


ニニ ーー ンジ 


- 


1 が 立っ た 


人 @ XOR( 排 他 的 論理 和 ) 
XOR は 特定 ビッ ト を 反転 する と き に よく 使わ れ ま す . 
だ たとえば, n XOR 層 h000f1 は n の 下位 4 ビッ ト を ビッ ト 反 転 し ます . 


1111 111]] 0001 1010 …1 
XOR )0000 0000 0000 1111 …h000f 
1111 1]111 0001 0101 
0 
ビッ ト 反 転 


Bl 文字 列 演算 


文字 列 演算 と し て , 連結 と 比較 が 行え ます . 
文字 列 は 演算 子 十 に よっ て 連結 する こと が で きま す . 





A$= ニ “Hello" 土 " Basic” っ A$ や は “Hello Basic" 
A$= “Hello" : B も = “Basic" 
C$=A$ 十 " 十 B$ っ C$ は “Hello Basic" 


文字 列 の 大 小 は アル ファ ベッ ト 順 (辞書 順 ) に 行わ れ ま す . 正確 に いう な ら , 文字 の 
大 小 は その 文字 の アス キー・ コ ー ド の 大 小 で 区 別 さ れ ま す . 2 つの 文字 列 を 比較 し て 
ぃ て , 文字 列 の 片方 が 短く て 比較 が 途中 で 終わ っ た 場合 は , 短い 文字 列 の ほう が 小さ 
凍り まず す 。 

だ と える くば , 次 の よう な 大 小関 係 に な っ て いま す . 


の く の く “AB" く 111 ロ " 仙人 る の く 本 才 


1 つの 文字 定数 お よび 文字 変数 で 扱う こと の で きる 文字 列 の 長き は 32767 文 字 以 下 
で す . 
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Quick BASIC で は , 固定 長文 字 列 を サポ ー ト し ます . 固定 長文 字 列 の 比較 は 注意 
が 必要 で す . 


DIM A AS STRING *10 
A ー"/" 
IF A ="/" THEN- 


の よう な 比較 で は A の 内 容 が , 





と な っ て いる の で , “/” と 比較 し て も 一 致し ませ ん . 
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制 件 構造 








し 
| 構造 化 プ ログ ラミ ング と 近代 的 流れ 制御 構造 


構造 化 プ ログ ラミ ング は , オラ ンダ の ダイ クス トラ (E. W.Dijkstra) が 提唱 し た プ 
ログ ラミ ング の 方 法論 の 1 つ で す 。 
ゲイ み ス トラ は 。 す べ て の プロ グラ テム は , 


・ 連 接 (sequence) 
・ 判 断 (if then else) 
・ 前 判定 反復 (while) 


と ぃ う 3 つの 基本 制御 構造 を 組み 合わ せ て 書く こと が で きる と し まし た . これ を スト 
ラク チャ ー ド 定理 と いい ます 。 
し か し ,。 実際 に プロ グラ ミン グ す る 場合 は 。 


・ 後 判定 反復 (do~loop) 
・ 複 数 条件 判断 (select case) 
・ 所 定 回 反復 (for) 


な ども 必要 に な り ま す . 以上 の 6 つ を 近代 的 流れ 制御 構造 と 呼び ます . 

な お , 連接 と いう の は 単に 実行 文 が 上 か ら 下 に 並ん で いる も の を いい , 特別 な 制御 
文 が ある わけ で は あり ませ ん . 

従来 型 BASIC は , 後 判定 反復 , 複数 条件 判断 な どの 制御 構造 が あり ませ ん で し た 
が , Quick BASIC で は 近代 的 流れ 制御 構造 を 完備 し て いま す . さら に ブロ ッ ク と い 
う 概念 の 導入 に より , IF 文 が 構造 的 に スマ ー ト に 記述 で きる よう に な り ま し た . 
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ーーーー ーーー 一 ーーーーーーーーーーー ーーー 


| 判断 


ーーーー ーー ーー 
条件 に よっ て 分 岐 す る も の で , 単純 IF 文 . ブ ロッ ク IF 文 , SELECT CASE 文 が 
あり ます . 


量 単純 | 上 文 (従来 型 IF 文 ) 


次 の よう に すべ べ て を 1 行 に 書き , 最後 に END IF を 置か な い 形 式 の IF 文 を 単純 
IF 文 (従来 型 IF 文 ) と 呼び ます . 


IF 条件 式 THEN 文 1 ELSE 文 2 
文 は マル チ ス テー トメ ント で 区 切れ ば 複数 書け ます が , 1 行 に 収まる 男 囲 で す . 


時 ブロ ッ ク |F 文 
THEN 節 。 ELSE 節 に ブロ ッ ク を 置く こと が で きる IEF 文 を ブロ ッ ク IF 文 と い 


い ,。 Quick BASIC で 追加 され た 強力 な 制御 構造 で す . 
いく つか の 文 を 文法 的 に ひと か た まり に し た も の を ブロ ッ ク ( 複 文 ) と いい ます . 


IF 条件 式 THEN 





ELSE 
END IF 


巡 の よう に ELSEIF 節 を 置く こと で , 複数 の 条件 判断 を 置く こと が で きま す . 
IF 条件 式 1 THEN 
ブロ ッ ク 1 


ELSEIF 条件 式 2 THEN 
ブロ ッ ク 2 


ELSEIF 条件 式 3 THEN 
ブロ ッ ク 3 


ELSOE 


ブロ ッ ク n 





END IF 


ELSEIF 節 や ELSE 節 は 置く も の が な けれ ば 省略 で きま す が , END IF は 省略 で 
きま せん . 
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還 複 数 条件 判断 (SELECT OAGE 文 ) 


ブロ ッ ク IF の ELSE IF 節 に より , 複数 の 条件 を 判定 する こと が で きま し た が , 
SELECT CASE 文 を 用 いれ ば も っ と スマ ー ト な 複数 条件 判定 を する こと が で きま 
し 


SELECT CASE 条件 式 
CASE 式 1 


CASE 式 2 


CASE 式 m 


CASE ELSE 





END SELECT 


< 条件 式 > と 一 致す る 式 を < 式 1 > か ら 順 に 探し , 一 致し た と ころ の ブロ ッ ク を 実行 し 
て SELECT CASE 文 か ら 抜 け ま す . も し 一 致す る 式 が な けれ ば CASE ELSE 節 の 
プ ブロック が 実行 され ます . CASE ELSE 節 は な く て も か まい ませ ん . 

CASE の 後に 書く 式 は , 5 や "abc" の よう な 値 の ほか に , 次 の よう に 値 の 男 囲 を 指 
決する こと が で きま 


CASE 式 1 TO 式 2 
CASE IS 関係 式 


9| くり 返し 


くり 返し を 行う 制御 文 と し て , 所 定 回 反復 , 前 判定 反復 後 判定 反復 が あり ます . 


ま 





時 所 定 回 反復 (FOR 又 ) 
くり 返し 回 数 が あら か じ め 定 まっ て いる くり 返し を 行い ます . 


FOR ルー プ 変 数 = 初期 値 TO 最終 値 STEP きざみ 値 


NEXT ルー プ 変 数 
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計 前 判定 反復 (WHILEーWEND 文 , D0ーLOOP 文 ) 
前 判定 反復 は 。 くり 返し 回 数 が 定まっ て いな いく < くり返し を 行い ます . そし て , くり 
返し の 終了 判定 を ルー プ の 先頭 で 行い ます . 


前 判定 反復 を 行う 制御 文 と し て DO WHILE-LOOP 文 , DO _ UNTIL 一 LOOP 
文 , WHILE 一 WEND 文 の 3 つが あり ます . 


WHILE-WEND と DO WHILEーLOOP は 同じ 機能 で す . WHILE-WEND は 


従来 型 BASIC に あっ た も の で ,。 DO-ーLOOP は Quick BASIC で 新た に 導入 し た も 
の を ず 


WHILE 条件 式 
プロ ッ ク 


WEND 


DO WHILE 条件 式 
ブロック 





LOOP 


条件 式 > が 真 の 間 , く プ ロッ ク > を くり 返し ます . 


DO UNTIL 条件 式 


LOOP 





< 条件 式 > が 偽 の 間 ( 真 に な る まで ), < ブロ ッ ク > を くり 返し ます . 
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時 後 判定 反復 (DU0~ーLUOUP WHILE 文 」 DU0~LOOP UNTIL 又 ) 
後 判定 反復 は 。 くり 返し 回 数 が 定まっ て いな いく り 返 し を 行い ます . そし て , くり 
返し の 終了 判定 を ルー プ の 後部 で 行い ます . 
後 判 定 反 復 を 行う 制御 文 と し て , DO-LOOP WHILE 文 と DO-LOOP_ UNTIL 
文 が あり ます . 


DO 


LOOP WHILE 条件 式 





< 条件 式 > が 真 の 間 . < く ブ ロック > を くり 返し ます . 


DO 


LOOP UNTIL 条件 式 





< 条件 式 > が 偽 の 間 ( 真 に な る まで ), < ブロ ッ ク > を くり 返し ます . 
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こび 越し 


ほか の 場所 に と び 越 し を 行う 制御 文 と し て , EXIT 文 と GOTO 文 が あり ます . 
EXIT 文 は ルー プ ブ 中 か ら 強 制 脱出 する 際 に よく 使い ます が , GOTO 文 は ほとん ど 使 
う 必要 は あり ませ ん . 


一 ビビ XIT 文 


EXIT 文 は 。 ルー プ の 途中 で ルー プ か ら 抜 ける 場合 に 使い ます . 


DO WHILE 条件 式 
IF 脱出 条件 THEN EXIT DO 


LOOP 





EXIT DO は DO0ーLOOF か ら 抜 け する も の で す が , この 他 に EXIT DEF, EXIT 
FOR, EXIT FUNCTION, EXIT SUB が あり ます . 


員 GOTO 文 


GOTO  OWARI 
OWARI: ーー 


構造 化 プ ログ ラミ ング と いう 考え 方 で は , GOTO 文 は ブロ グラ ム の 流れ を わか り 
に くく する の で で きる だ け 便 わな いよ うに し て いま す . 
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Yoo 


ブロ シー ジャ 








1| 従来 型 サ ブル ー チ ン と プロ シー ジャ 


従来 型 の サブ ルー チン (GOSUB 文 で 呼び 出す も の ) は メイ ン ル ー チ ン に 従属 する 一 
部 と し て 構成 され ます . 

サブ ルー チン は , ある ひと か だ た まり の 処理 を 記述 し だ た 小 プ ログ ラム と 考え る こと が 
で きま す . サブ ルー チン は GOSUB 文 に より 必要 に 応じ て 呼び 出す こと が で きま す . 
サブ ルー チン の 入口 は 行 番号 また は ラベ ル で 管理 きれ ます . サブ ルー チン の 
RETURN 文 が 実行 きれ る と , GOSUB 文 の 次 の 文 に 戻っ て きま す . サブ ルー チン か 
ら 別 の サブ ルー チン を 呼び 出す こと も で きま す . 

この プロ グラ ム が 実行 され た と き の 流 れ を 下図 に 示し ます . 





GOSUB ー ノ 


ABC ・ サブ ルー チン 


GOSUB AAA 


サ プ ル ー チ ジン 
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サブ ルー チン 


サナ ルー チッ 
GOSUB ABC 
GOSUB AAA 


RETURN 


RETURN 





従来 型 の BASIC で 扱っ て いる サブ ルー チン は , 次 の よう な 欠点 を 持っ て いま し 
し 


・ サ ブル ー チ ン 間 の デー タ 授 受 は 共通 変数 を 介し て 行う た め , それ と 異な る 変数 
を サブ ルー チン に 渡す 場合 は 炉 雑 に な る . 

・ メ イン ルー チン と サブ ルー チン で 使う 変数 は すべ て 共通 な た め , 各 ル ー チ ン 間 
の 独立 性 が 保 て な い . 


Quick BASIC で は , 従来 型 BASIC の 欠点 を 改良 し た サブ ルー チン を サポ ー ト し 
ます . この 新しい 形態 の サブ ルー チン を プロ シー ジャ (手続 き ) と 呼び ます . プロ シー 
ジャ は 次 の 特徴 を 持ち ます . 


・ プ ブロ シー ジャ 間 の デー タ 授 受 は 引数 (ひき すう ) を 用 いて 行う た め , 汎用 的 な デ 
ー タ 授受 が 行え る. 

・ 各 プロ シー ジャ 内 の 変数 は それ ぞ れ 独立 (これ を ロー カル 変数 と いう ) な の で , 
同じ 名 前 の 変数 を 使っ て も 混同 され な い . 

・ ほ か の モジ ュー ル か ら 使 用 する こと が で きる . 


Quiok BASIC の プロ ジー ジャ は , SUB 一 BND SUB( サ プル ー チ ン ・ プ ロジ ー ジ 


ャ ), FUNCTIONーEND FUNCTION (関数 プロ シー ジャ ) の 2 種類 で 実現 され ま 
す . 
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Ii@| サブ ルー チン ・ プ ロ シ ー ジ ャ 


サブ ルー チン ・ プ ブロ シー ジャ の 定義 方 法 , 呼び 出し 方 法 を 以下 に 示し ます . 


DECLARE SUB プロ シー ジャ 名 ( 仮 引数 , 仮 引 数 …) 一 ① 宣 言 


プロ シー ジャ 名 実 引数 , 実 引数 …-② 呼 び 出 し 


SUB プロ シー ジャ 名 ( 仮 引数 , 仮 引数 …) | -③ プ ロ シ ー ジ ャ 本 体 の 定義 


プロ シー ジャ 本 体 


END SUB 





① プ ロ シ ー ジ ャ の 宣言 
メイ ン ル ー チ ン に お いて , プロ シー ジャ の 呼び 出し を 可能 と する た め に , プロ シ 
ー ジ ャ の 名 前 と 引数 を 宣言 し ます . 
も し 。 こ の DECLARE 文 を ブ プログラマ が 記述 し な けれ ぽ ぼ 。 プ ログ ラム を セー プ 
し た と き に QB の エディ タ が プロ シー ジャ の 定義 部 を 参照 し て 自動 的 に 生成 し ま 
が 


② プ ロ シ ー ジ ャ の 呼び 出し 
DECLARE で プロ シー ジャ を 冨 言 し て いる の で , プロ シー ジャ 名 を 書く だ け で 
(CALL 命令 を 使わ ず に ) プ ブ プロシージャ を 呼び 出す こと が で きま す . プロ シー ジャ 
名 の 後に プロ シー ジャ に 渡す デー タ を カン マ (,) で 区 切っ て 書き ます . これ を 実 
引数 ( じ つ ひ きす う ) と いい ます . 


③ サ ブル ー チ ン ・ プ ロ シ ー ジ ャ の 定義 
サブ ルー チン ・ プ ブ プロシージャ は SUB と END SUB の あい だ に 定義 し ます . SUB 
の 後に プロ シー ジャ 名 を 書き , その 後に デー タ を 受け と る 変数 名 を カン マ (, ) で 区 
切っ て 書き ます . これ を 仮 引数 (か り ひ きす う ) と いい ます . 
仮 引数 に は 型 宣言 を する こと も で きま す が , 省略 する と 暗黙 の 型 定 言 と みな され 
表 まず 
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3| 関数 プロ シー ジャ 


サブ ルー チン ・ プ ブ プロシージャ と 関数 プロ シー ジャ の 大 き な 違 い は 。 前 者 が 戻り 値 を 
持た な い の に 対し , 後者 は 戻り 値 を 持つ こと で す . 
関数 プロ シー ジャ の 定義 方 法 , 呼び 出し 方 法 を 以下 に 示し ます . 


DECLARE FUNCTION プロ シー ジャ 名 ( 仮 引数 , 仮 引 数 …) 一 ① 宣 言 


A= ブ プロ シー ジャ 名 ( 実 引 数 , 実 引数 , 実 引数 …) 一 ② 呼 び 出 し 


FUNCTION プロ シー ジャ 名 ( 仮 引数 , 仮 引数 …) | 一 ③ プ ブ プロシージャ 本 体 の 定義 


プロ シー ジャ 名 = 値 


END FUNCTION 





① 関 数 プロ シー ジャ の 宣言 
メイ ン ル ー チ ン に お いて プロ シー ジャ の 呼び 出し を 可能 と する た め に , プロ シー 
ジャ の 名 前 と 引数 を 宣言 し ます . 
な お , この DECLARE 文 を も し ブロ グラ マ が 記述 し な けれ ば 。 プログ ラム を セ 
ー ブ し た と き に QB の エディ タ が プロ シー ジャ の 定義 部 を 参照 し て 自動 的 に 生成 し 
ます 、 


② 関 数 プロ シー ジャ の 呼び 出し 
関数 プロ シー ジャ の 呼び 出し は , 「 関 数 プロ シー ジャ 名 (引数 , …)」 で 行い ます . 
関数 プロ シー ジャ の 呼び 出し は 単独 の 文 で は な く , 式 の 中 の 一 部 と し て 記述 し ま 
す . SIN( ), COS( ) な どの 関数 の 扱い と 同じ で す . 


③ 関 数 プロ シー ジャ の 定義 
関数 プロ シー ジャ の 定義 は , FUNCTION と END FUNCTION の 間 に し ます . 
FUNCTION の 後に 関数 プロ シー ジャ 名 を 書き , その 後に デー タ を 受け と る 引数 
を カン マ (, ) で 区 切っ て 書き ます . 
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仮 引 数 に は 型 宣 言 を する こと も で きま す が , 省略 する と 暗黙 の 型 宣 言 と みな され 
ます 。 
関数 プロ シー ジャ は 値 を 呼び 出し 元 に 返す た め , 必ず 一 度 , 


関数 プロ シー ジャ 名 = 
と いう 代入 文 を 行わ な けれ ば な り ま せん . この 日 の 値 が , 関数 プロ シー ジャ の 値 
(戻り 値 ) と し て 呼び 出し 元 に 返さ れ ま す . 


嘆 サブ ルー チン ・ ブ プロ シー ジャ と 関数 プロ シー ジャ の 違い 

サブ ルー チン ・ プ プロシージャ と 関数 プロ シー ジャ の 違い を 以下 の 表 に まとめ まし た . 
この 点 以 外 は 。 サ プル ー チ ン ・ プ ロ シ ジ シー ジャ も 関数 プロ シー ジャ も まっ だ く 同 じ で 
す 。 





@ サ ブ プルー チン ・ プ ブロ シー ジャ と 関数 プロ シー ジャ の 違い 


to サブ ルー チン ・ プ ロ シ ー ジ ャ 関数 プロ シー ジャ 


1 つの 文 と し て 行う 式 の 中 の 一 部 と し て 行う 
実 引数 は ( ) で 囲ま な い 実 引数 は ( ) で 囲む 


















Disp “Hello", 5,3 Heikin=Sum(a( ),10)/10 













サブルーチン ・ プ ロ シ ー ジ ャ 自体 は 値 
を 持た な い 


関数 プロ シー ジャ 自体 が 値 を 持つ . こ 
れ を 戻り 値 と いう . つ まり Sum(a( ), 
10) が 合計 の 結果 の 値 を 持っ て いる と 
考え られ る 


4| プロ シー ジャ の 留意 事項 





QB で は 各 プ プロシージャ を それ ぞ れ 別 の ウィ ンド ウ で 管理 し て いる た め , メイ ン / 
ー チ ン と プロ シー ジャ を 同じ ウィ ンド ウ 内 で は 見 られ ませ ん . 得 プ ロ シ ー ジ ャ お よび 
メイ ン ル ー チ ン は , |SHIFT|+[IF・2| に より 順次 切り 換え て 画面 に 表示 で きま す . 

また , QB の エディ タ 上 で 「SUB プロ シー ジャ 名 (引数 )|/|」 と 入力 する と, 自動 的 
に プロ シー ジャ を 記述 する ウィ ンド ウ に 切り 換わり ます . 

プロ シー ジャ の QB 上 で の 操作 方 法 は 第 2 章 2-4 の 5 を 参照 し て くだ さい . 


13/ 





SUB Disp( Moji$ Num, Col) 
E 
で 順次 画面 が END SUBー 自 動 的 に 生成 され る 


切り 換わる 
DECLARE SUB Disp(Moji$, Num. Col) 


CLS 
Disp “Hello" 


の ひざ 薄 ご 苔 さ 団 較 


Disp “Hello" 
END 


SUB Disp(Moji$, Num, Col) 


プロ シー ジャ 定義 内 で は 以下 の ステ ー ト メン ト を 使用 で きま せん . 


DEF FN 一 END DEF, FUNCTIONCEND _ FUNCTION,。 SUB-END SUB 
COMMON 

DECLARE 

DIM SHARED 

OPTION BASE 

す ャ に セー 区 PND 1 Y ド も 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 一 織 


5| 引数 渡し 


従来 の サブ ルー チン は 引数 と いう 概念 を 持た な いた め , サブ ルー チン 内 で 使用 し て 
いる 変数 に メイ ン 側 で デー タ を 代入 し て か ら , サブ ルー チン コー ル す る と いう 類 雑 な 
処理 に な っ て し まい ます . 

と ころ が , プロ シー ジャ を 用 いれ ば 引数 を 用 いて 次 の よう に 簡単 に , し か も 江 用 的 
に デー タ を 渡す こと が で きま す . 





Disp “Hello _ Quick BASIC"。 2, 3 

[ | ーー ン ン ン 引 渡 し 
SUB Disp(Moji も や,。 Num, Col) 
ャ ーー 証 記 ーー 人 ジ 
END SUB 
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プロ シー ジャ の 呼び 出し 時 に 書く 引数 は , プロ シー ジャ に 渡す 実際 の デー タ な の で 
実 引数 (し じ つ ひ きす う ) と 呼び , 変数 , 定数 , 式 が 書け ます . 

これ に 対し , プロ シー ジャ の 定義 側 で 書く 引数 を 仮 引数 (か り ひ きす う ) と 呼び ま 
す . 仮 引数 は デー タ を 受け と る も の な の で 変数 し か 指定 で きま せん . 

実 引数 と 仮 引数 の 名 前 は 違っ て いて も よい で す が , デー タ の 型 は 一 致し て いな けれ 
ば な り ま せん 、. 


e 従来 型 サ プルー チン @ プロ シー ジャ 


引 
数 引 
数 


Quick BASIC の 引数 渡し で は , 参照 に よる 呼び 出し (call by reference) と , 値 に 
よる 呼び 出し (call by value) と いう 2 つの 方 法 が 行え ます . 





量 参 照 に よる 呼び 出し (call Dy referenCBg) 
Quick BASIC の プロ シー ジャ 間 の 引数 渡し は , 原則 的 に は 参照 に よる 呼び 出し で 
行わ れ ま す . 


Abc a( ).r うし | 1] 一] ] nl 


SUB Abc(b( ), m) 





参照 に よる 呼び 出し で は , 実 引数 の アド レス が 仮 引数 に 渡さ れ , プロ シー ジャ 側 で 
は この アド レス を も と に , 呼び 出し 元 の 仮 引数 を 参照 し ます . し た が っ て , プロ シー 
ジャ 側 で 引数 の 値 を 変更 する と , 呼び 出し 側 の 引数 の 値 も 変化 する こと に な り ま す . 

つま り , 仮 引数 は 実 引数 と 連動 し て いて , プロ シー ジャ 側 で 仮 引 数 の 値 を 変え れ ば 
その 結果 は 実 引数 に も 影響 を お よ ぼ し ます . 
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a ふ ニー “Quick" 
n 三 3 


因 RS 


SUB Disp (Moj 
Moji や =“"Turbo" 
Num 三 7/ 


END SUB 


プロ シー ジャ で 引数 Moji$。 Num の 値 を 変え て いま す が , これ は 同時 に メイ ン ル 
ー チ ン の 引数 A$,n の 値 を 変え て いる こと に な る の で す . し た が っ て , プロ シー ジャ 
か ら 戻 っ た と き の a$, n の 値 は それ ぞ れ “Turbo", 7 に な っ て いま す . 

これ は あたかも , Moji$, Num を 介し て メイ ン 側 の a$, n に 値 を 返し て いる よう 


な も の で す . 


時 値 に よる 呼び 出し (call Dy ValUBe) 


(Quick BASIC の 引数 渡し は , あく まで も 参照 に よる 呼び 出し で 行っ て いま す が , 
仮 引 数 を 式 と し て 与え る こと に より , 値 に よる 呼び 出し と 同じ 機能 を 実現 で きま す . 
式 と は ば 1 土 ]。 5。 (BL) な ど で す . ( ) を つけ れ ば , 式 に で きる こと に 注意 し て くだ 


さい 、. 
Abc (n) n | | 


式 の 計算 
値 が 渡さ れ た の と TA 
同じ 効 末 に な る 


SUB Abc(m) 


一 時 的 な 
アド レス 





仮 引 数 を 式 と する こと で , その 値 が 一 時 的 な アド レス に 記憶 され , その アド レス が 
実 引数 に 渡さ れる こと に な り ま す . し た が っ て , プロ シー ジャ 側 で m の 値 を 変え て 
も , 呼び 出し 側 の n の 値 は 変化 を 受け ませ ん . 

値 に よる 呼び 出し は , 再帰 プロ シー ジャ を 記述 する 際 に 使い ます . 


時 配列 デー タ を 渡す 


配列 デー タ の 全体 を プロ シー ジャ に 渡す に は , 引数 と し て 配列 名 の 後に 変 字 の な い 
( ) を 付け た 「 配 列 名 ( )」 を 用 いま す . 
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第 4 草 Quick BASIC の 言語 仕様 









DIM a(100) a(0)a(1) a(100) 
Calc a( ) 
配列 全体 を 渡す 
(実際 は 配列 の 先頭 
アド レン 6 あ 導 し て 作り 0 
SUB Calc(b( )) の に ーー 
| 
I | 1 | 
b(1) ニ 10 


プロ シー ジャ 側 で は b(0) 一 b(100) と いう 
END SUB 名 前 を 使っ て メイ ン の sa(0) 一 a(100) の デ 
ー タ を 参照 で きる 


プロ シー ジャ 側 で は , b(0) 一 b(100) と いう 配列 を 使っ て メイ ン 側 の a(0) ~-a(100) 
と いう 配列 を 操作 する こと が で きま す . また , プロ シー ジャ 側 で b(1) ニ 10 な ど と す 
る と , メイ ン 側 の a(1) も 10 に 変わ り ま す . 

この よう に , メイ ン 側 の a(0)~a(100) と プロ シー ジャ 側 の b(0) -b(100) は 連動 し 
て いて , ブロ シー ジャ 側 で b(0) -b(100) を 変化 させ る と , メイ ン 側 の a(0) 一 a(100) 
も 変化 し ます . この こと を 利用 し て , プロ シー ジャ 側 か ら メ イン 側 に 配列 デー タ を 返 
7 と ちの き 志す 

な お , ブロ シー ジャ 側 で は , 渡さ れ た 配列 に つい て , その 先頭 アド レス し か わか っ 
て いま せん . 配列 の サイ ズ を 調べ た いと き は , LBOUND / UBOUND 関数 を 用 い 
て くだ さい . 


時 レコ ー ド ・ デ ー タ を 渡す 
レコ ー ド ・ デ ー タ は , 全体 で も メン バ 単 位 で も プロ シー ジャ に 渡す こと が で きま 
す . 


TYPE Eisei 
Star AS STRING *10 
Kodo AS INTEGER 
Shuki AS SINGLE 

END 「YPE 


DIM aa AS Eisei 


レコ ー ド ・ デ ー タ 全体 を 渡す 
SUB 間 b AS Eisei) 
END SUB 仮 引数 の 型 宣 言 を する 
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DEF FN 関数 


DEF FN 関数 は , 関数 プロ シー ジャ と 付 て いま す が , プロ シー ジャ で は あり ませ 
ん . DEF FN 関数 が 定義 され て いる モジ ュー ル 以 外 か ら 呼 び 出 すこ と は で きま せん . 
DEF FN 関数 は 次 の よう に 定義 し ます . 
DEF FNMax(a。b) 


FNMax=[ 」 
END DEF 


関数 名 は FN で 始め ます . DEF FN 関数 の 引数 渡し は , 値 に よる 呼び 出し (call 
by value) で 行い ます か ら , 関数 側 か ら 呼 び 出 し 元 に 引数 を 介し て デー タ を 返す こと 
は で きま せん . 

DEF FN 関数 は 再帰 的 に 使う こと は で きま せん . 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 符 


7| 再帰 


Quick BASIC で は , 再帰 呼び 出し (recursive call) が 行え ます . 再帰 呼び 出し は , 
プロ シー ジャ の 内 部 か ら 自 分 自身 の プロ シー ジャ を 呼び 出す コー ル 方 法 で す . 
再帰 呼び 出し は , 一 般 に 次 の よう な 形式 を と り ま す . 
rproc [ 実 引数 , …] < 一 再帰 プロ シー ジャ の 最初 の 呼び 出し 


SUB rproc ([ 仮 引数 ,。…]) 再帰 プロ シー ジャ の 定義 
IF 脱出 条件 THEN EXIT SUB ーー 再帰 呼び 出し か ら の 脱出 


rproc | 実 引数 , …] 一 一 再帰 呼び 出し 


END SUB 
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語 仕様 


第 4 章 Quick BASIC の 


ハノイ の 塔 問題 の 再帰 解 を QB で プロ グラ ム し た も の で す . 


し に 移動 " 


> Bb 表 。 


n% 


り ロ ロロ ロウ DDDDpp 


の ロ 〇 の 〇 GO の OO の OO GoQ@e GO 


* い 
公 
の < う 
〇 9 ぐる ぐう 
の 
_ 9 wmNwNeNewRn 束 応 軍 京 軍 宮 宮 軍 訪 癌 
の 殆 の へ いま いま いま いま いま いま いま NN まい まい まま へい 
物 


4n4n4Q nA 40 4O4O4O 4n 4 40 4 で 4 
会 全会 会 全 評 全会 会 会 全 僚 友人 友 会 
c oO QooQOQGQGoO の OO お の GO 
ュ 人 40 2 人 2 3 2 20 4 人 28 0 
EE まこ たま た た ここ まこ 
ocSSSGSGSGSSGSGSGSGSGSSGSS 
Ma 四 拘 申 申 
町 


>。 5 


PRINT n%: 
Hanoi n% - ], 


[F (n% > 0) THEN 
Hanoi n% - ]1, 


て 一 CO mm マ で す ーQー CO mm ーー 


ーー-/* ハノイ の 塔 問題 の 再帰 解 */--- 


DECLARE SUB Hanoi (n%, a$, b$, 
INPUT “円盤 の 枚数 ": 

Hanol n%, "a" 

END 

SUB Hanoi (n%, a$, b$, c$) 
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SSR 


メタ コマ ンド 








]1| メタ コマ ンド と は 





メタ コマ ンド は 。 コ メン トス テー トメ ント (また は REM) の 後に 次 の よう に 書き ま 
す . 


や メタ コマ ンド 


メタ コマ ンド は , ブロ グラ ム の 実行 に 先立っ て , Quick BASIC に 対し , ある 処理 
を 指示 する も の で , $INCLUDE, $DYNAMIC, $STATIC の 3 つが あり ます . 








g| お INCLUDE 





$INCLUDE は , 別 の ブ プログ ラム ・ フ ァイル を 取り 込む も の で 次 の よう に 書き ま 
中 


' も INCLUDE : "ファ イル 名 


これ で , この 位置 に く フ ァイル 名 > で 指定 され る ファ イル を 取り 込み ます . 

イン クル ー ド ・ フ ァイル は テキ スト ファ イル で な けれ ば な り ま せん . イン クル ー ド ・ フ 
ァイル の 作り 方 は , 第 2 章 2-4 の 7 を 参照 し て くだ さい . 

イン クル ー ド ・ フ ァイル に は プロ シー ジャ を 記述 で きま せん . 





3| お DYNAMIC, お STATIC 


$DYNAMIC と $STATIC は , 配列 の 記憶 領域 の 割り 当て 方 を 指示 する も の で , 
削 者 は 動 的 配列 。 後者 は 静 的 配列 の 割り 当て を 指示 し ます . 





' ゆ DYNAMIC 

DIM a(100) 動 的 配列 
' ゆ STATIC 

DIM b(100) 

DIM c(100) 静 的 本 2 
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gg ミミ ee 
プロ グラ ム の 流れ を 制御 する ステ ー ト メン ト で , プロ グラ ム を 作る 上 で 基本 に な る 
も の で す 。 詳し く は 上 第 4 章 4-4 を 参照 し て くだ さい . 
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CHAIN 

DO 一 LOOP 

EXIT 

FOR TO STEP<-CNEXT 
GO TO 

GOSUB 

IF GOTO ELSE 

IF THEN ELSE 

IF THEN て ELSEIF て END IF 
ON GOSUB 

ON GOTO 

RETURN 

SELECT CASE 

STOP 

WHILE-CWEND 


実行 制 促 


別 の プロ グラ ム に 実行 を 移す 
前 判定 / 後 判定 反復 

ルー プ , プロ シー ジャ か ら の 脱出 
所 定 回 反復 

分 岐 

サブ ルー チン の 呼び 出し 
単純 IF 

単純 IF 

ブロ ッ ク IF 

条件 に よる サブ ルー チン ・ コ ー ル 
条件 に よる 分 岐 

サブ ルー チン か ら の リタ ー ン 
複数 条件 判断 

実行 の 停止 

前 判定 反復 





第 5 草 ステ ー ト メン ト と 関数 の 概要 





サフ モジ ュー ル 


プロ シー ジャ の 富 言 , 定義 , 呼び 出し を 行う ステ ー ト メン ト で す . 詳し く は 第 4 章 
4-5 を 参照 し て くだ さい . 


プロ シー ジャ の 呼び 出し 
CALLS 引数 を far アド レス と し て 渡す プロ シー ジャ ・ コ ー ル 
DECLARE SUB サブ ルー チン ・ プ ロ シ ー ジ ャ の 言 


DECLARE FUNCTION 関数 プロ シー ジャ の 宣言 

DEF FN 関数 の 定義 (1 行 ) 

DEF FN て END DEF 関数 の 定義 (複数 行 ) 
FUNCTION て END FUNCTION 関数 プロ シー ジャ の 定義 
SUB<END SUB サブ ルー チン ・ プ ロ シ ー ジ ャ の 定義 





14/ 





受 数 菅 理 


変数 の 型 官 言 .。 レコ ー ド 型 の 定義 , 変数 の スコ ー プ 指定 , 変数 の 初期 化 , 変数 の 割 
り 当て られ て いる アド レス の 取得 な ど を 行う ステ ー ト メン ト と 関数 で す . 詳し く は 上 第 
4 章 4-2 を 参照 し て くだ さい 、. 


TEDTHNNP W 


COMMON 共用 変数 の 宣言 
CONST 記号 定数 の 定義 
DIM 
DEF INT/SNG/DBL 
/LNG/STR 
SHARED プロ シー ジャ 間 の 変数 の 共有 
STATIC 静 的 変数 の 宣言 
TYPE- て END TYPE レコ ー ド 型 の 定義 


変数 の 初期 化 
配列 変数 の 初期 化 と 解放 
動 的 配列 の 割り 当て スペ ー ス の 変更 





河合 正剛 


SADD 文字 列 が 格納 され て いる アド レス の 取得 
VARPTR 変数 の アド レス の オフ セッ ト 値 の 取得 
VARPTR$ 変数 の アド レス を 文字 列 と し て 取得 
VARSEG 変数 の アド レス の セグ メン ト 値 の 取得 


初 
期 
化 
数 
の ) 
ア 

ド 
レレ 
スズ ス 


OPTION BASE 配列 添字 の 下限 デフ ォ ル ト 値 の 設定 
LBOUND 配列 添字 の 下限 値 の 取得 

UBOUND 配列 添字 の 上 限 値 の 取得 

LEN 変数 の サイ ズ の 取得 





セグ メン ト 値 と オフ セッ ト 値 に つい て は , 本 章 5-13 を 参照 し て くだ さい . 
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ー4 ファ イル 処理 


第 5 草 ステ ー ト メン ト と 関数 の 概要 


ファ イル の オー プン / ク ロー ズ 。 ファ イル と の デー タ の 入出 力 。 フ ァイル 情報 の 取 


得 を 行う ステ ー ト メン ト と 関数 で す . 


還 区 CPP 


ARN・ で +VV 寺 ーV 


ラ 
タダ" 
ア ュ 、 
和 
の 
3 
ズ 


に | 


OPEN 
CLOSE 
LOCK 
UNLOCK 


(関数 ) 
(7) 


INPUT$ 
INPUT\ 
INPUT # 
LINE INPUT # 
PRINT # 
WRITE# 


EOF 
FILEATTR 
FREEFILE 
LOC 
LOF 
SEEK 
SEEK # 





ファ イル の オー プン 

ファ イル の クロ ー ズ 

他 の プロ セス か ら の アク セス の 禁止 

他 の プロ セス か ら の アク セス の 禁止 の 解除 


指定 し た バイ ト 数 分 の 文字 列 の リー ド 
指定 し た 長 さ の 文字 の リー ド 

シー ケン シャ ル ・ フ ァイル か ら の リー ド 
シー ケン シャ ル ・ フ ァイル か ら 1 行 単位 で リー ド 
シー ケン シャ ル ・ フ ァイル へ の ライ ト 

シー ケン シャ ル ・ フ ァイル へ の ライ ト 


ファ イル バッ ファ の 設定 

ファ イル バッ ファ へ の 値 の 設定 
ファ イル バッ ファ へ の 値 の 設定 
ラン ダム ・ フ ァイル か ら の リー ド 
ラン ダム ・ フ ァイル へ の ライ ト 


ファ イル 終わ り の 検知 
ファ イル 属性 の 取得 

未 使用 ファ イル 番号 の 取得 
ファ イル 現在 位置 の 取得 
ファ イル サイ ズ の 取得 
ファ イル 現在 位置 の 取得 
ファ イル 現在 位置 の 移動 


149 


男 フ ァイル の 種類 


BASIC で 扱え る ファ イル は ,。 シー ケン シャ ル ・ フ ァイル と ラン ダム ・ フ ァイル の 2 
uk 硬 

シー ケン シャ ル ・ フ ァイル は , デー タ を ファ イル の 先頭 か ら 順 次 リー ド / ラ イト し て 
いく も の で す . 

1 件 の レコ ー ド の 長 さ は 可変 長 で あっ て も か まい ませ ん . 


シー ケン シャ ル ・ フ ァイル 


レコ ー ド 1 レコ ー ド 2 





に se 
デー タ は ファ イル の 先頭 か ら リ ー ド / ラ イト する 


これ に 対し ラン ダム ・ フ ァイル は , 任意 の レコ ー ド 位置 の データ を リー ド / ラ イト す 
る こと が で きま す . 1 件 の レコ ー ド の 長 さ は , 固定 長 で な けれ ば な り ま せん . 


レコ ー ド 番号 . 
ラン ダム ・ フ ァイル 


位置 の 。。 2[ 名 前 | 年 齢 
リー ミン ラー 3 


イト で きる 


n| 名 前 | 年 齢 


固定 長 レ コー ド 
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第 5 章 ステ ー ト メン ト こ と 関数 の 概要 


ファ イル の オー ブン と ファ イル 番号 


ファ イル の オー プン に より , ファ イル 名 で 示さ れる ファ イル を , 指定 し た ファ イル 
番号 #n) で 処理 で きる よう に な り ま す 。 


INPUT 
OPEN  "d:filename.typ” FOR 1 OUTPUT {: AS #n 
APPEND | ファ イル 番号 


OPEN  "d:filename.typ” FOR RANDOM AS#n LEN= レコ ー ド 長 


オー プン モー ド の 意味 は 下 表 の と お り で す . 


















INPUT すでに 作ら れ て いる ファ イル か ら デ ー タ を 読む 
OUTPUT 新規 に ファ イル を 作成 し , デー タ を 書く 
APPEND すでに ある ファ イル の 後に デー タ を 追加 書き 込み 





SANDOM | ラン ダム ・ フ ァイル と し て リー ド / ラ イト モー ド で 
オー プン 


イナ リモ ー ド で オー フン 


ファ イル へ の デー タ 処 理 が 終了 したら, 
CLOSE #n 
に より , ファ イル を クロ ー ズ し て ファ イル 番号 を 解放 し ます . 


QB で 扱う ファ イル 名 は , 以下 に 示す MS-DOS の ファ イル 名 の 規則 に し た が いま 
す . 


hpilplrlslmlely[rHililelslslmlel、 Llylp| 
L_ バス 名 L_ ファ イル ・ タ イプ 名 (3 文字 以内 ) 
ドラ イブ 名 (A, B…) プラ イマ リー・ フ ァイル 名 (8 文字 以内 ) 


な お , ファ イル 名 の 英字 の 大 小文字 は 区 別 さ れず 同じ も の と し て 扱わ れ ま す . つ 
まり test.dat と TEST .DAT は 同じ ファ イル 名 と な り ま す . 
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較 シ ー ケ ン シ ャ ル ・ フ ァイル の リー ド / ラ イト 


ファ イル ・ オ ー プ ン さ れ て いる ファ イル に は , ファ イル 番号 を 通し て デー タ を リー 
ド / ラ イト し ます . 


井 n( フ ァイル 番号 ) 





シー ケン シャ ル ・ フ ァイル 


ファ イル 処理 の 窓口 


ファ イル を リー ド し て いっ だ た とき, ファ イル の エン ド は EOF 関数 で 調べ ます . 
EOE (nm) は ファ イル 番号 n の ファ イル が ファ イル ・ エ ンド な ら 上 真 (一 1) を 返し ます . 
し た が っ て ,。 ファ イル ・ エ ンド まで ファ イル か ら デ ー タ を リー ド す る に は , 次 の よう 
に 書き ます . 


WHILE NOT EOF(n) 
INPUT#n,| | 


WEND 


量 ラン ダム ・ フ ァイル の リー ド / ラ イト 


ラン ダム ・ フ ァイル は , 指定 し た レコ ー ド 番号 の デー タ を 即座 に リー ド / ラ イト する 
こと が で きま す 。 





ラン ダム ・ フ ァイル 





ファ イル 処理 の 窓口 


TYPE CDMusic 
Song AS STRING *Z0 
Singer AS STRING*Z0 
Min _ AS INTEGER 
Sec AS INTEGER 
END TYPE 





DIM CD AS CDMusic 
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第 5 草 ステ ー ト メン ト と 関数 の 概要 
レコ ー ド の 長 さ は , 
LEN( レ コー ド 型 変数 名 ) 
で 求め られ , ファ イル の サイ ズ は , 
LOF( フ ァイル 番号 ) 
で 求め ら 札 る ので, ラン ダム ・ プ アァ イル の レコ ー ド は , 
LOF( フ ァイル 番号 ) \ LEN( レ コー ド 型 変数 ) 
で 求め られ ます . 
し た が っ て , ラン ダム ・ フ ァイル (ファ イル 番号 nn) の ファ イル ・ エ ンド の 次 に リー 
ド / ラ イト 位置 を 移動 する に は , 
SEEK n, LOF(n) \ LEN( レ コー ド 型 変数 名 ) 二 1 


と し ほす. 


OPEN cd. rnd" FOR RANDOM AS 壮 1 LEN =LEN(CD) 
ファ イル R/W 位置 


SEEK 1 , Maxrec 十 1 Maxrec 三 LOF(1) \LEN(CD) 


レコ ー ド 型 変数 CD 
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デ バイ ス ・ フ ァイル 


Quick BASIC で は 次 の よう な デバ ィ ス を OPEN に より オー プン する こと で , デ 
ィ ス ク ・ フ ァイル と 同様 に ファ イル と し て 扱う こと が で きま す . 


シリ アル ボート 1 
シリ アル ポ ボート 2 
ペダ サー クア 


キー ボー ド 
プリ ンタ 1 
プリ ンタ 2》 
プリ ンタ 3 
メグ クリ ー ン 





たとえ ば, プリ ンタ の オー プン と それ へ の 出力 は , 次 の よう に 行い ます . 
OPEN "LPT1 :”" FOR OUTPUT AS #2 = プリ ンタ の オー プン 


PRINT #2, “HELLO" ーー プリ ンタ に "HELLO" を 出力 
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第 5 章 ステ ー ト メン ト と 関数 の 概要 








コン ソー ル 入 出力 


キー ボー ド か ら の 入力 。 スクリーン (CRT) へ の 出力 を 行う ステ ー ト メン ト と 関数 































































Lo 
| | ター リント 
INKEY$ 待っ た な し の キー 入力 
INPUT キー ボー ド か ら の デー タ 入 力 
KEY ファ ンク ショ ン キ ー 制 御 
LINE INPUT キー ボー ド か ら 1 行 入力 
CSRLIN 現在 の カー ソル 行 の 取得 
LOCATE カー ソル を 指定 位置 に 移す 
POS (関数 ) 現在 の カー ソル 欄 の 取得 
PRINT スク リー ン へ の 出力 
PRINT USING 書式 指定 付き の スク リー ン へ の 出力 
SCREEN (関数 ) | 指定 位置 の 文字 また は 色 の 取得 
SPC (関数 ) スペ ー ス の 出力 
TAB (関数 ) 表示 位置 の 指定 
VIEW PRINT テキ スト ビュ ー ポ ー ト の 上 下行 の 指定 
WIDTH 画面 幅 の 設定 
WRITE スク リー ン へ の 出力 
時 画面 構成 


テキ スト 出力 画面 は 80 桁 X25 行 の サイ ズ で , 左 隅 上 の 座標 が (1, 1) で す . 
WIDTH 文 が あり ます が , 98 用 Ver.4.2 の 画面 サイ ズ は 80X25 の 固定 で す . Ver.4.5 
で は ,。 80X20 も サポ ー ト し て いま す . 

VIEW PRINT 文 に より 画面 上 へ の 表示 範囲 (ビュ ー ポ ボー ト ) を 設定 する こと が で 
% ま す . CLS 2 に より 消去 され る 範囲 は この ビュ ー ポ ー ト の 中 だ け で す . LOCATE 
で 指示 する 行 位置 は 。 ビュ ー ポ ー ト の 開始 行 で は な く , 物理 画面 の 最上 行 で す . 


ビュー ポ ボ ポート VIEW PRINT y」TO y。 
(スク ロー ル 莉 囲 ) 


表示 領域 
CLS 2 は この 領域 だ け を 消去 





155 





ディ スク 。 フ ァイル 机 作 c 


ディ スク 上 の ファ イル と 階層 ディ レク トリ の 操作 を 行う ステ ー ト メン ト で す . 


カレ ント ・ デ ィ レ クト リ の 変更 
サブ デ ィ レ クト リ の 作成 


egAA ま も | 


サ プ ブ デ ィ レ クト リ の 削除 


ファ イル 一 覧 (ディ レク トリ ) の 表示 
ファ イル の 削除 
ファ イル 名 の 変更 


ざさ いい 





量 階層 ディ レク トリ 


1 つの ディ スク を 複数 の ユー ザ が 共同 利用 する 場合 (特に ハー ド デ ィ スク ・ シ ステ ム 
で この 傾向 が 強い ) や , ファ イル の 種類 が 増え て くる と , 単 一 の ディ レク トリ 構造 で 
は 効率 的 な ファ イル 管理 が 行え を ませ ん . そこ で , 図 に 示す よう な 階層 ディ レク トリ 構 
造 が 考え られ て いま す . 


ー、 ルー ト ・ デ ィ レ クト リ 
@ 放 硬 デ ィ レク トリ 


カレ ント 


か 


サブ ディ レク トリ サブ プ デ ィ レ クト リ た 才 
サブ ディ レク トリ FORMAT.EXE 
WORK 


ファ イル ファ イル 
ee em 
HELLO. BAS 
ABC. TXT 


階 居 デ ィ レ クト リ で は , 一 番 の も と に な る ディ レク トリ を ルー ト ・ デ ィ レ クト リ と 呼 
び , その 下 に いく つか の サブ プ デ ィ レ クト リ を 持っ て いま す . 現在 の 作業 の も と に な っ 
て いる ディ レク トリ を カレ ント ・ デ ィ レ クト リ と いい ます . シス テム 起動 時 は カレ ン 
ト ・ デ ィ レ クト リ は ルー ト ・ デ ィ レ クト リ に 設定 され て いま す . 
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グリ メグ , 


で す . 





第 5 草 ステ ー ト メン ト こ 関数 の 概要 





デバ イス 操作 


通信 回 線 。 入出 力 ポ ー ト な ど に 対す る 操作 を 行う ステ ー ト メン ト と 関数 


ERREEWTHIE 


り 
ッ / 
プ 
ポ 
| 
ト 
入 、 
出 
力 


LPOS 
LPRINT 
WIDTH LPRINT 


OPEN COM 
INP 

OUT 

WAIT 


IOCTL$ 
IOCTL 


(関数 ) 


EU 刷 行 パ ッ フ ァ 内 の プリ ンタ ・ ヘ ッ ド の 現在 位置 の 取得 
プリ ンタ へ の デー タ 出力 
フリ シオ 1 生生 時 人 


通信 ポー ト の オー プン 

ポー ト か ら 1 バイ ト 入 力 

ポー ト へ 1 バイト 出 力 

入力 ポ ボート の 状態 を 調べ る 間 プ ログ ラム を 停止 


デバ イス ・ ド ライ バ か ら 制 御 文字 列 を 取得 
制御 文字 列 を デバ イス ・ ド ライ バ に 送る 





19/ 





文字 列 に 対す る 処理 を 










INSTR 
LEFT$ ( 
LEN ( 
MID$ ( 
MID$ 


RIGHT$ 






KINSTR 
KLEN ( 
KMID$ ( 
KMID 















CDBL$ 


CSNG$ ( 
LCASE$ ( 
UCASE$ 


KEXT$ ( 
LTRIM$ ( 
RTRIM$ ( 
SPACE$ ( 
STRING$ ( 
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旨 ステ ー ト メン ト / 関 数 


文字 列 処 理 


行う た め の ス テー トメ ント と 関数 で す . 






文字 列 の 検索 
左 部 分 文字 列 の 取得 
文字 列 長 さ の 取得 
中 間 文字 列 の 取得 
文字 列 の 置き 換え 
右 部 分 文字 列 の 取得 













INSTR の 漢字 対応 
関数 ) LEN の 漢字 対応 
/ ) 中 間 文 字 列 の 取得 
文字 列 の 置き 換え 





文字 を ASCII コー ド に 変換 
ASCII コー ド を 文字 に 変換 
文字 を JIS コー ド に 変換 


1 バイ ト 文 字 を 2 バイ ト 文 字 に 変換 











/ ) 2 バイ ト 文 字 を 1 バイ ト 文 字 に 変換 
/ ) 小文字 に 変換 
大 文字 に 変換 


左側 スペ ー ス の 削除 
右側 スペ ー ス の 削除 
スペ ー ス の 生成 

文字 列 の 生成 















文字 を 句点 コー ド ま た は ASCII コー ド に 変換 












1 バイ ト 文 字 ま た は 2 バイ ト 文 字 の 抽出 


第 5 草 ステ ー ト メン ト こ と 関数 の 概要 


画 治 字 の 扱い 
文字 列 中 の 漢字 は , シフ ト JIS コー ド で メモ リ 上 に 上 位 バ イト , 下位 バイ ト の 順に 
格納 され て いま す .。 た と えば ,。 次 の よう に で す . 


下位 
トー 日 本 語 " 上 





と ころ で , ASC,CHR$ で 扱う 漢字 の コー ド は シフ ト JIS コー ド で は な く , 漢字 連 
続 コ ー ド と いう 特殊 な も の で , 次 の よう に 対応 し て いま す . 


&H8140 
&H8141 


&H889F 
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5-9 wwss 


数 値 処 理 を 行う ため の ステ ー ト メン ト と 関数 で す . 















ステ ー ト メン ト / 関 数 





絶対 値 

アー クタ ンジ ェ ン ト 
コザ サイ ン 

指数 

小数 部 切り 捨て 
小数 部 切り 捨て 
自然 対 数 

正 ・ 負 符号 
の 

ルー ト 

な レシ ジェ シト 


乱 RANDOMIZE 乱数 列 の 初期 化 
数 | RND (関数 ) | 乱数 の 発生 






2 





の 
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第 5 草 ステ ー ト メン ト と 関数 の 概要 





デー タ 型 の 変換 


数 値 デ ー タ 間 の 型 変換 数 値 デ ー タ 文字 デー タ 間 の 型 変換 . マイ クロ ソフ ト ・ バ 
イナ リ 形 式 ー IEEE 形式 の 変換 を 行う た め の 関 数 で す . 





式 の 値 を 整数 型 に 変換 

式 の 値 を 倍 長 整数 型 に 変換 
式 の 値 を 単 精度 実数 型 に 変換 
式 の 値 を 倍 精度 実数 型 に 変換 


8 バイ ト 文 字 列 を 倍 精度 実数 値 に 変換 
2 バイ ト 文 字 列 を 整数 値 に 変換 

4 バイ ト 文 字 列 を 倍 長 整数 値 に 変換 

4 バイ ト 文 字 列 を 単 精度 実数 値 に 変換 
数 値 を 16 進 文字 列 に 変換 

倍 精度 実数 を 8 バイ ト 文 字 列 に 変換 
整数 を 2 バイ ト 文 字 列 に 変換 
倍 長 整数 を 4 バイ ト 文 字 列 に 変換 

単 精度 実数 を 4 バイ ト 文 字 列 に 変換 
数 値 を 8 進 文字 列 に 変換 

数 値 を 10 進 文字 列 に 変換 

文字 列 を 数 値 に 変換 


IE 


数 
値 
1 
て 
字 
変 
換 


CVSMBF 4 バイ ト の MBF 文字 列 を IEEE 形式 の 数 値 に 変換 
CVDMBF 8 バイ ト の MBF 文字 列 を IEEE 形式 の 数 値 に 変換 
MKSMBF IEEE 形式 の 数 値 を 4 バイ ト の MBF 文字 列 に 変換 
MKDMBF IEEE 形式 の 数 値 を 8 バイ ト の MBP 文字 列 に 変換 





mmmm ロ る 
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一 マイ クロ ソフ ト ・ バ イナ リ 形 式 こ IEEE 形式 


浮動 小数 点数 の 内 部 デー タ 形 式 は , マイ クロ ソフ ト ・ バ イナ リ 形 式 と IEEE 形式 と 
が あり ます . 従来 の マイ クロ ソフ ト BASIC は マイ クロ ソフ ト ・ バ イナ リ 形 式 を 用 い 
て いま し た が , Quick BASIC で は IEEE 形式 を 採用 し まし た . IEEE 形式 は ,。 イン 
テル の 数 値 演算 コ ・ プ ロ セ ッ サ 8087 と の 相性 の よい 標準 的 な デー タ 形 式 で す . 

以下 に 単 精度 実数 の マイ クロ ソフ ト ・ バ イナ リ 形 式 と , IEEE 形式 の デー タ 表 現 を 
示し ます . 


⑱$ マ イク ロ ソ フト ・ バ イナ リ 形 式 


A B C D 


〔 下位 
ーー 
仮数 部 指数 部 
6 を 


_s se 
メモ リ 格 納 
イメ ー ジ 
僅 IEEE 形式 
A B C D 二 
ーー っ ト 5 
[ーーーーーー ーー ポ ーー ーーーーーーーーーーー ーー 
| 指数 部 仮数 部 
符号 | BB 
> ge 
メモ リ 格 納 
イメ ー ジ 


IEEE 形式 の 数 値 を . マイ クロ ソフ ト ・ バ イナ リ 形 式 の メモ リ 格 納 イ メー ジ の 文字 
列 に 変換 し た り , その 逆 を 行う 関数 が CVSMBF,CVDMBF,MKSMBF, MKDM- 
BF で す . 
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第 5 草 ステ ー ト メン ト こ と 関数 の 概要 


エラ ー 処 理 と トラ ッ ピ ング 


エラ ー が 発生 し た と き の エ ラー 情報 の 取得 , エラ ー が 発生 し た と き に 分 岐 す る トラ 
ッ ピ ング ルー チン の 設定 , イベ ント が 発生 し た と き に 分 岐 す る トラ ッ ピ ング ルー チン 
の 設定 を 行う ステ ー ト メン ト と 関数 で す . 


RESTEROETHEMETSREI 


SE ag が あっ た 行 番号 の 取得 
ー コ ー ド の 取得 
デバ イス の エラ ー コ ー ド の 取得 
エラ ー が 発生 し た デバ イス 名 の 取得 
エラ ー コ ー ド に 対応 し た エラ ー メ ッ セ ー ジ の 表示 





| ON ERROR GOTO エラ ー・ ト ラッ ピン グル ー チ ン の 設定 
RESUME エラ ー・ ト ラッ ピン グル ー チ ン か ら の 復帰 


ON event GOSUB イベ ント ・ ト ラッ ピン グル ー チ ン の 設定 
event ON/OFF/STOP イベ ント ・ ト ラッ ピン グ の 起動 / 無 効 / 中 断 
RETURN イベ ント ・ ト ラッ ピン グル ー チ ン か ら の 復帰 





圏 エ ラー・ ト ラッ ピン グ 

プロ グラ ム 実 行 中 に エラ ー が 発生 し た 場合 , ブログ ラム を 中 断 し て , 割り 込み に よ 
り エ ラー 処理 ルー チン に 分 岐 さ せる こと を エラ ー・ ト ラッ ピン グ と いい ます . エラ ー 
処理 ルー チン の 設 X 定 は , ON ERROR GOTO 文 を 用 いて 一 度 行 っ て お け ば , エラ ー 
が 発生 する た びに , 設定 し た 処理 ルー チン へ 分 岐 し ます . 


ON ERROR GOTO Trap =ー エ ラー 処理 ルー チン の 設定 (一 度 行っ て 
お け ば よい ) 


エラ ー 処 理 ル ー チ ン 







ERR 関数 を 用 いて エラ ー の 種類 を 調べ , 
エラ ー の 処理 を する 


RESUME また は RESUME NEXT 


RESUME は エラ ー の あっ た 文 に 戻る の に 対し , RESUME NEXT は エラ ー の あ 
っ た 文 の 次 の 文 に 戻り ます . 
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ON ERROR GOTO Trap (一 度 行っ て お け ば よい ) 


Trap ・ 





還 RESUME また は RESUME NEXT 


園 イ ベン ト ・ ト ラッ ピン グ 

エラ ー・ ト ラッ ピン グ と 同様 な 処理 を , イベ ント の 発生 に より 行わ せる こと を イベ 
ント ・ ト ラッ ピン グ と いい ます . イベ ント ・ ト ラッ ピッ グ 処 理 ル ー チ ン は , ON event 
GOSUB 文 に より 設定 する こと が で きま す . event と し て は , 次 の 3 つが 指定 で きま 
還 


COM(portnumber)  … シリ アル ポー ト に デー タ を 受信 し た と き 
KEY(keynumber) … 指定 され た キー が 押さ れ た と き 
TIMER(interval) … 指定 秒 が 経過 し た と き 


な お ,。 イベ ント ・ ト ラッ ピン グ を 可能 に する た め に は , event ON に より トラ ッ ピ 
ング を 有効 に し て お きま す . 

だ た と えば , ファ ンク ショ ン キ ー の |fx1l が 押さ れ た 場合 の 処理 ルー チン は 次 の よう に 
な り ま す . 


ON KEY (1) GOSUB FunkKey1 
KEY(1) ON 


=ーー ブ ログ ラム 本 体 





FunkKey 1 : ーーー イ ベン ト 処 理 ル ー チ ン 
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第 5 草 ステ ー ト メン ト こ と 関数 の 概要 


量 複 数 モジ ュー ル で の トラ ッ ピ ング 

複数 モジ ュー ル で の トラ ッ ピ ング 処理 は 。 エラ ー・ ト ラッ ピン グ と イベ ント ・ ト ラ 
ッ ピ ング で 多少 異な り ま す . 

エラ ー・ ト ラッ ピン グ で は , ほか の モジ ュー ル の トラ ッ ピ ング ルー チン を 呼び 出し 
た 場合 , 戻っ て これ ませ ん の で , モジ ュー ル 単 位 で 固有 の トラ ッ ピ ング ルー チン を 設 
定 し な けれ ば が な り ま せん 。 


モジ ュー ルム A 


ON ERROR GOTO Trap 
abc 
XYZ 


Trap ・ 


RESUME NEXT 


SUB abc 


エラ 





モジュール 


TraD ・ 還 


RESUME NEXT 


モジ ュー ル ご と に エラ ー・ ト ラッ プ ・ 
ルー チン を 作る 












SUB xyz 
ON ERROR GOTO Trap 


に fo 





END SUB 


これ に 齋 し 。 イ ペン ト ・ ト ラッピング で は 。 ほ か の モジ ュー ル の トラ テッ ピ シ グ ルー 
チン を 使用 する こと が で き , トラ ッ ピ ング ルー チン は モジ ュー ル 間 で 共通 に 利用 され 
ます 。 
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モジ ュー ル A 


ON KEY(1) GOSUB Trap 
KEY(1) ON 

abc 

XYZ 


レレ Trap : 共通 の イベ ント ・ ト ラッ プ ・ ル ー チ ン 


RETURN 


END SUB 





還 コ ン バ パイ ル ・ オ ブシ ョ ン 
エラ ー・ ト ラッ ピン グ を 行う ブロ グラ ム を , BC で コン パイ ル す る と き に は 次 の オプ 
ショ ン を 指定 し ます . 


機 能 


ON ERROR GOT0, RESUME line 命令 が プロ グラ ム 中 に 
ある 場合 に 指定 


ON event GOSUB, event ON 命令 が プロ グラ ム 中 に ある 


場合 に 指定 ./V は ステ ー ト メン ト ご と に トラ ッ ピ ング 
を 行い , /W は 行 ご と に トラ ッ ピ ング を 行う 


RESUME, RESUME NEXT, RESUME 0 命令 が プロ グラ ム 
中 に ある 場合 に 指定 





な お , QB 上 か ら BC を 起動 する 場合 は , 自動 的 に これ ら の オプ ショ ン が 選択 され 
ます 。 
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時 間 


時 間 の 設定 / 取 得 を 行っ た り 。 タイ マ ・ ト ラッ ピン グ を 行う ため の ス テー トメ ント と 
関数 で す . 


| | 補っ !Zrk 


DATE$ 現在 の 日 付 の 取得 
DATE$ 現在 の 日 付 の 設定 
TIME$ 現在 の 時 刻 の 取得 
TIME$ 現在 の 時 刻 の 設定 
TIMER 午前 0 時 か ら の 経過 秒 の 取得 





共 言 ヽ 伸 結 融 事 


ON TIMER GOSUB 時 間 経 過 に より サブ ルー チン に 分 岐 
TIMER ON/OFF/STOP タイ マ ・ イ ベン ト ・ ト ラッ ピン グ の 開始 / 禁 止 / 停 目 





16/ 





メモ リ 操 作 


メモ リ の リー ド / ラ イト , メモ リ の 取得 / 解 放 な どの メモ リ 操 作 を 行う た め の ス テー 
トメ ント と 関数 で す . 


ステ ー ト メン ト / 関 数 


DEF SEG セグ メン ト ・ ア ドレ ス の 設定 
FRE 使用 可能 な メモ リサ イズ の 取得 





PEEK メモ リ か ら 1 バイ ト を リー ド 
POKE メモ リ に 1 バイ ト を ライ ト 
SETMEM far ヒー プ で 使用 する メモ リ 量 の 設定 





時 セグ メン ト 値 と オフ セッ ト 値 


8086 で は 。 1MB の メモ リ 空 間 を 64KB の セグ メン ト に 分 割 し て 管理 し て いま す . 
セグ メン ト の 先頭 アド レス を セグ メン ト 値 と いい , 物理 アド レス の 下位 4 ビッ ト を 削 
除 し た も の を 用 いま す . セグ メン ト 内 の アド レス は , セグ メン ト 先 頭 か ら の 距離 で 表 
し 。 これ を オフ セッ ト 値 と いい ます . 

オフ セッ ト 値 は , 0000H-FEFFFH まで の 値 を と る の で , 1 つの 論理 セグ メン ト が 
扱う こと の で きる 最大 メモ リ は , 64KB と な り ま す . 


DEF SEG で 指定 オフ セッ ト 値 
OH 













物理 アド レス 











10000H 
セグ メン ト 値 オフ セッ ト 
レー ニー ニーーーーーーー ニ ーー ニー 12000H 
オフ セッ ト 値 _ 
論理 セグ メン ト 
PEEK/POKE 較 失明 
な ど で 指 定 する 
は し FFFFH 1FFFFH 


メモ リ ・ ア クセ ス す る に は , まず , DEE SEG に より セグ メン ト 値 を 指定 し ます . 
その 後 .PEEK .POKE.BLOAD,BSAVE.,CALL ABSOLUTE で 指定 する アド レス 
は , DEF SEG で 設定 し た セグ メン ト 先 頭 か ら の オフ セッ ト 値 で す . 

DEF SEG で セグ メン ト 値 を 指定 し な けれ ば , BASIC デー タ セ グ メ ント (レジ スタ 
DS で 示さ れる ) が 使用 され ます . 
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DOS 環境 


1 に 
MS-DOS の コマ ンド ライ ン の 取得 , 環境 変数 の 設定 / 取 得 ,。 シス テム コー ル な ど を 
行う ステ ー ト メン ト と 関数 で す . 


ステ ー ト メン ト / 関 数 


CALL INT860LD DOS の シス テム コー ル 
CALL INT86XOLD DOS の シス テム コー ルル 
CALL INTERRUPT DO0S の シス テム コ ゴール 
CALL INTERRUPTX DOS の 9 シス デム コー ルル 


COMMAND$ (関数 ) コマ ンド ライ ン 引 数 文字 列 の 取得 

ENVIRON$ ( / ) | DOS 環境 文字 列 の 取得 

ENVIRON DOS 環境 文字 列 の 設定 

SHELL 実行 中 の ブログ ラム を 一 時 中 断 し て 他 の プロ グラ ム を 実 
行 





ソフ トウ ェ ア 沖 り 込 み と シ ステ ムコ ー ル 

現在 実行 中 の 処理 を 中 断 し て , 別 の サー ビス ・ ル ー チ ン を 実行 し た い 場 合 に , ソフ 
トウ ェ ア 割 り 込 み と い う 手 法 を 用 いま す . 

Quick BASIC か ら ソ フト ウェ ア 割 り 込 み を 行う に は , 





CALL INTERRUPT(n, ) 


を 行い ます . n に は 0-255 を 指定 で きま す . CALL INTERRUPT (n,) が 発生 する 
と , メモ リ 0 番地 か ら 設 定 さ れ て いる 割り 込み ボイン タ ・ テ ー ブ ル の 上 第 n ボイン タ が 
参照 され , それ に よっ て 示さ れる 割り 込み サー ビス ・ ル ー チ ン へ 分 岐 し , 割り 込み 処 
理 終了 後 , 分 岐 し て きた も と の 位置 に 復帰 し ます . 

ソフ トウ ェ ア 割 り 込 み に よ り , MS-DOS シス テム を コー ル す る も の を シス テム コ 
ー ル と いい ます . シス テム コー ル の 21H 番 は ,。 約 90 種 類 の ファ ンク ショ ン ( サ ブル ー 
チ ナン) を 持っ て いま す . 
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3 FEH 
9 。 タイ フ FFH ポイ ンタ ] CS : P の 値 を 示す 4 バイ ト の 飛び 先 アド レス 


| 呈 請 議 
タイ プ 21H ポイ ンタ 
MS-DOS の サー ビス ・ ル ー チ ン 
| 00H プロ グラ ム の 終了 


タイ プ 01H ポイ ンタ 01H | キー ボー ド か ら の 1 文字 入力 
人 ii タイ プ 00H ポ ボ ポイ ンタ スク リー ン へ の 1 文字 出力 


"| | AH に コ 
割り 込み ポイ ンタ ・ テ ー ブ ル =] ? 上 


ゴロ m ロ コー 
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グラ フィ ッ ク 


グラ フィ ッ ク 処 理 を 行う ため の ステ ー ト メン ト と 関数 で す . 


し ON 


Xa 回 国 


COLOR 


PALETTE 
PALETTE USING 


CIRCLE 
DRAW 
GET 
LINE 
PAINT 
PCOPY 
PRESET 
PSET 
PUT 





画面 の クリ ア 

画面 モー ド の 設定 
ウィ ンド ウ の 設定 
ビュ ー ボ ポート の 設定 


論理 座標 一 物理 座標 の 変換 
描画 現在 位置 の 取得 
指定 位置 の 色 の 取得 


表示 色 の 指定 
パレ ッ ト の 設定 
パレ ッ ト の 設定 


円 の 描画 

マク ロコ マン ド に よる 描画 
画面 イメ ー ジ の 保存 

直線 の 描画 

閉 ル ー プ 内 の ぬり つぶ し 

スク リー ン ペ ー ジ を 別 の ペー ジ に コピ ビ ピー 
指定 点 の ドッ ト の 消去 
指定 点 に ドッ ト の 表示 
保存 イメ ー ジ の 描画 


時 グラフィック 座標 

グラ フィ ッ ク 処 理 で は , ワー ルド 座標 。 オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 スク リー ン 座 
標 と いう 3 つの 座標 を 扱っ て いま す . 

LINE や CIRCLE で の 作図 は ワー ルド 座標 に 行わ れん ます. ワー ルド 座標 の どの 重 
囲 を CRT ディス プレ イ へ の 表示 範 半 に する か を WINDOW 文 で 指定 し ます . この 
範囲 を ウィ ンド ウ と 呼び ます . 

CRT ディ スプ レイ 上 の 表示 範囲 は VIEW 文 で 指定 し ます . この 範囲 を ビュ ー ポ ボー 
ト と 呼び ます . CRT ディス プレ イク の 左 隅 上 の 点 を (0, 0) と する 座標 を オリ ジ ナ 
ルス クリ ー ン 座標 と 呼び ます . 
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CLS まだ た は CLS 1 で 消さ れる 男 囲 は ビュ ー ボ ー ト の 中 だ け で す . 
ワー ルド 座標 


オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 






すま ィ ス プレ イ 


ビ ピュー ポー ト (639, 399) 


Quick BASIC で は , WINDOW 文 に よる ウィ ンド ウ の 切り 方 に 2 通り の 方 法 が あ 
り ま す . WINDOW 文 に SCREEN オプ ショ ン を 付け る と , 下方 を Y 座 標 の 正 の 向 
き と す る ワー ルド 座標 を を の まま の 向き で ビュ ー ボ ー ト に 取り 出し , SCREEN オプ 
ショ ン を 付け な ぃ いと, Y 方 向 を 逆転 し て ビュ ー ポ ボー ト に 取り 出し ます . 


WINDOW (一 50, 一 100) 、 ,、。 WINDOW SCREEN (一 50, 一 100) 
ー(500, 150) 和 ー(500, 150) 
(一 50, 一 100) 





虹 田面 モー ド 

回 国 セ モー ド 和 は ナギ 大 よ * モ ー ド 。 グラ ディッ グ * ャ 一 F。 デキ え ト * モー ドド と グラ 
フィ ッ ク ・ モ ー ド を 同時 に 表示 する スー パー イン ボー ズ ・ モ ー ド に 分 か れ ま す . さら 
に , グラ フィ ッ ク ・ モ ー ド は ドッ ト 構 成 で , 640 X200( 低 解 像 ) と 640 X 400 ( 高 解 像 ) に 
分 か れ ま す . 

これ ら の 画面 モー ド は SCREEN 文 で 指定 し ます . 


SCREEN 画面 モー ド 


8 1 … テキ スト 
84 … 540X200 スー パー イン ボー ズ 
87 … 540X400 グラ フィ ッ ク 


88 ま た は 0… 640X400 スー パー イン ボー ズ 
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SCREEN 0 が 実行 きれ た 直後 の ウィ ンド ウ と ビュ ー ポ ー ト は , 


WINDOW SCREEN (0, 0)-(639, 399) 
VIEW (0, 0)-(639, 399) 


が 指定 され た の と 同じ 状態 で す . 
四 表示 色 


使用 で きる 表示 色 の 種類 は SCREEN 文 で 指定 する パレ ッ ト ・ モ ー ド に より 半 な り 
夫 ず 。 





SCREEN 画面 モー ド 。 バ パ バレット ・ モ ー ド 
1 … 15 色 中 16 色 . 色 番 号 0- 15 
2… 64 色 中 16 色 . 色 番 号 0-- 63 
3 …4096 色 中 16 色 . 色 番 号 0 4095 


LINE や CIRCLE で 指定 する 色 は , 実際 の 色 番 号 で は な く , 属性 番号 (0 一 15) で 
行い ます . 
属性 番号 と 色 番 号 は PALETTE 文 に より 対応 付け られ て いま す . 


PALETTE 属性 番号 , 色 番 号 
4095 
l 李 6 イメ レ ッ ト - モ ー ド 3 
番号 [| ” 。 。 。  / 固 パ レッ トモ ー ド 2 
パパ 生 バ レ ッ ト - モ ー ド 1 






パパ レット ・ モ ー ド 1 (16 色 モー ド ) の と き の , 色 番 号 と 色 の 対応 は 以下 の と お り で 


す . 
CDE 区 EEE 
slimlslslslwl*lm|wse 


EEIEEE3EL 
世 拓 EELIEIESEJEJEIEIE 


注 ) デジ タル ・ デ ィ 区 ダレ イ で は ほ は. 0 / だ けが 表示 で き まお 9 。 
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ア クティ ブ ・ ペ ー ジ と ディ スプ レイ ・ ペ ー ジ 


アク ティ ブ プ ・ ペ ー ジ は グラ フィ ッ ク デ ー タ を 書き 込む 画面 。 デ ィ ス プレ イ ・ ペ ー ジ 
は CRT ディ スプ レイ に 表示 する 画面 で , SCREEN 文 に より 指定 し ます . 


SCREEN 画面 モー ド , パレ ッ ト ・ モ ー ド , アク ティ ブ ・ ペ ー ジ , ディ スプ レイ ・ ペ ー ジ 


IT ティ ブ ・ ペ ー ジ を 示す 番号 
1 


LINE(100, 100) 一 (200, 200) 





CRT ディ スプ レイ 


4 スプ レイ ・ ペ ー ジ を 示す 番号 
注 ) 640X200 モ ー ド で は 0 一 3 の 4 画面 が 指定 で きま す . 
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ぃ いま まで の 分 類 に 入ら な い ス テー トメ ント で す . 


BEEP 

LET 

READ- ン DATA プロ グラ ム 中 の デー タ を 読む 
REM se 

RESTORE リー ド デ ー タ 位置 の 設定 
SWAP 変数 の 内 容 を 交換 


BLOAD メモ リ イ メ ー ジ の ファ イル を メモ リ に ロー ド 





BSAVE メモ リ イ メ ー ジ を ファ イル に セー プ ブ 
CALL ABSOLUTE 機械 語 プ ロ シ ー ジ ャ の コー ル 


プロ グラ ム の チェ イン 

ブロ グラ ム の 実行 

すべ て の ディ スク ・ フ ァイル を クロ ー ズ 
プログ ラム を 終了 し , 0S に 戻る 
トレ ー ス ・ オ ン 

トレ ー ス ・ オ フ 





1/ ゝ 











ABS(x) 


機 能 引数 x の 絶対 値 を 返し ます . 





ー 文 字 列 


村 “ 能 文字 列 str の 先頭 1 文字 の コー ド を 返し ます . その 文字 が ASCII 文 
」 字 な ら ASCII コー ド , 漢字 な ら 2 バイ ト の 漢字 コー ド で す . 


PRIIMNT 4 --> : ASC('4 ') 
PRINT “ 亜 -->~: ASC(" 亜 ") 





A --> 65 
亜 --> 1666 






ATN(x) 





x の アー クタ ンジ ェ ン ト を 返し ます . 結果 は ー ァ /2ー ヶ /2 の 範囲 で す . 








BEEP 





ビー プ 音 を 発生 させ ます . 
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BLOAD filename[ ,offset] 
トー ロード する メモ リ の 先頭 オフ セ 


ファ イル 名 





BSAVE で セー ブ し た メモ リ イ メ ー ジ の ファ イル を 。 offset で 示さ れ 
る メモ リ に ロー ド し ます . offset を 省略 する と , BSAVE で セー ブ す る 
と き に 指定 し た アド レス が 使わ れ ま す . 





BSAVE filename , offset,n 
[- セ ー プ する メモ リ の サイ ズ ( バ イト ) 


セー プ ブ す る メモ リ の 先頭 オフ セッ ト 値 
ファ イル 名 








offset 以後 の n バイ ト の メモ リ の デー タ を , filename で 示さ れる フ 
ァイル に セー ブ し ます . n は 0 -~-65535 ま で で す . 


PC-9801 シ リー ズ の グラ フィ ッ ク デ ー タ は, A8000 番 地 以 後 の 
VRAM と いう 領域 に 格納 され て いま す . 

この デー タ を BSAVE で ファ イル に セー ブ プ ブ し, BLOAD で 再び 
VRAM 上 に ロー ド す る 方 法 を 示し ます . 


” =---/* グラ フイ ッ ク 画 面 の セー プ ブ #/--- A8000 
DEF SEG = &HA800 
BSAVE "b:gdatal.dat", &HO, &HFFFF 
DEF SEG = &HB800 
BSAVE `b:gdata2.dat", &HO. &H8000 PWM 
DEF SEG = &HE000 
BSAVE "b:gdata3.dat", &HO, &H8000 
B8000 
"=---/* を グラ フイ ッ ク ・ デ ー タ の ロー ド #/--- 
DEF SEG = &HA800 
BLOAD "b:gdatal.dat", &HO 
DEF SEG = &HB800 
BLOAD “b:gdata2.dat", &HO 
DEF SEG = &HE000 E0000 


BLOAD "b:gdata3.dat", &HO 








CALL name[(arg,…)] 


トー 引数 
プロ シー ジャ 名 





name で 示さ れる プロ シー ジャ を コー ル し ます . DECLARE 文 に 
り プ ロ シ ー ジ ャ name が 宣言 され て いれ ば , CALL を 付け ず に プロ シ 
ー ジ ャ 名 を 書く だ け で , プロ シー ジャ を コー ル す る こと が で きま す . 





CALL name[ [ {BYVAL | SEG) ] arg, …」 





プロ シー ジャ 名 引数 渡し の 方 法 


CALLS name[(arg, …)] 


ーー 引数 
プロ シー ジャ 名 


他 言 語 プ ロ シ ー ジ ャ を コー ル し ます . 引数 の 前 に BYBAL また は 
SEG を 指定 し て , 引数 渡し の 方 法 を 指定 する こと が で きま す . 指定 
な けれ ば , near 参照 に より 引数 が 渡さ れ ま す . 

BYVAL … 値 に よる 渡し 
SEG … far 参照 





CALL ABSOLUTE([ arg,…」 offset) 
ー プ ロ シ ー ジ ャ が 置か れ て い 


引数 アド レス (オフ セッ ト 値 





offset で 示さ れる メモ リ に 置か れ て いる , 機械 語 ル ー チ ン を コー ル し 
す . セグ メン ト 値 は , DEEF SEG を 用 いて 設定 し て お いて くだ さい . 


offset セグ メン ト 


CALL ABSOLUTE 
RET 
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CALL INT860LD/INT86XOLD(n, inarray(), outarray()) 
ト - シ ステ ムコ ー ル 後に 返さ れる 


レジ スタ の 値 を 入れ る 配列 
レジ スタ に 渡す デー タ を 入れ た 配列 
割り 込み 番号 


割り 込み 番号 n の ソフ トウ ェ ア 割 り 込 み を 行い ます . inarray( ) と 
outarray( ) は , レジ スタ と の 間 の デー タ 授 受 を 行う た め の 整 数 配列 
で 。 次 の よう に レジ スタ と 対応 し て いま す . 


レジ スタ 
inarray(0) AX 
(|) BX 
(2) CX 
(3) DX 
(4) BP 
(5) SI 
(6) D|I 
(7) FLAGS 
(8) DS ] INT86XOLD の と きだ け 
(9) ES 使用 する 


INT86OLD と INT86XOLD の 違い は , レジ スタ DS.ES の デー タ 授 
受 が 行え る か 否 か と いう こと で す . 

INT86OLD と INT86XOLD プ ロ シ ジ シー ジャ は 。 ク イッ クラ イブ ラリ 
(OB QOLB)。 お よび ライ プ ブラリ (QB. LTB) に 含ま れ て いま す の で , ⑯⑩B 
環境 で 使用 する に は QB 起動 時 に , 


QB /L 
と し て , クイ ッ ク ラ イブ ラリ (QB.QLB) を 組み 込ん で お か な けれ ば な り 
ませ ん . 
---/* シス テム 時 間 の 取得 */--- 
DIM inarray%(9), outarray%(9) 


inarray%(0) = &H2C00: 時 間 の 取得 


CALL INT860LD(&H21. inarray%(), outarray%() ) NZ 3 





IF (inarray%(7) AND &H1) = 0 THEN シス テム コー ル に エラ ー が 発生 する と 
h% = outarray%(2) Y &H100: ' 時 ーー 「LAGS の 最 下 位 ビッ ト が セッ ト さ れる 


m% = outarray%(2) AND &HFF: ' 分 て) 贅 の 上 位 バ イト を 取り 出す 
s% = outarray%(3) Y &H100: ' 秒 CX の 下位 バイ ト を 数 り 出 す 
PRINT "Time= : h%: : | mi |: : S% 

ELSE 
PRINT “Time error'" 

END【F 
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CALL INTERRUPT/INTERRUPTX(n, inregs, outregs) 
(- シ ステ ムコ ー ル 後に 返さ れる 
レジ スタ の 値 を 入れ る レコ ー 
ド 型 変数 
レジ スタ に 渡す デー タ を 入れ た レコ ー ド 型 
割り 込み 番号 変数 


割り 込み 番号 nn の, ソフトウェア 割り 込み を 行い ます .inregs と 
outregSs は , レジ スタ と の 間 の デー タ 授 受 を 行う た め の レ コー ド 型 変数 
で , その 型 RegType は QB.BI の 中 で 型 宣言 され て いま す . 


TYPE RegType 
AX AS INTEGER 
BX AS INTEGER 
CX AS INTEGER 
DX AS INTEGER 
BP AS INTEGER 
SI AS INTEGER 
DI AS INTEGER 
FLAGS AS INTEGER 


DS AS INTEGER INTERRUPTX の と きだ け 
ES 。 AS INTEGER 使用 する 
END TYPE 


INTERRUP] と INTERRUPTX の 違い は , レジ スタ DS,ES の デ 
ー タ 授受 が 行え る か 否 か と いう こと で す . 

INTERRUPT と INTERRUPTX ブ プロ シー ジャ は , クイ ッ ク ラ イブ 
ラリ (Q⑩B.QLB), お よび ライ ブラ リ (QB.LIB) に 含ま れ て いま す の で , 
QB 環境 で 使用 する に は ,QB 起動 時 に , 


QB /L 


と し て , クイ ッ ク ラ イブ ラリ (QB.QLB) を 組み 込ん で お か な けれ ば な 
り ませ ん. 「 

CALL INT86OLD/CALL INT86XOLD と CALL INTERRUPT/ 
CALL INTERRUPTX は 機能 的 に は 同じ も の で す が 。 レジ スタ 引数 に 
前 者 は 配列 後者 は レコ ー ド 型 を 用 いて いる 点 が 異な り ま す . デー タ を 
スマ ー ト に 記述 する た め に は , 後者 を 用 いる の が よい で し ょ う . 








ジス テム コー ル (21H) の ファ ンク ショ ン 2 し CH を 用 いて 。 シス テム 時 
間 を 取得 する も の で す 。 





"$INCLUDE: 'qb.bi' RegType 型 が この 中 で 宣言 され て いる の で 必ず 取り 込む 


DIM InRegs AS RegType, OutRegs AS RegType 


InRegs.ax = &H2CO0: ′ 時間 の 取得 本 ー 
CALL INTERRUPT(&H21, InRegs. OutRegs) | ソフ フィー コー ル 





IF (OutRegs.flags AND &H1) = 0 THEN シス テム コー ル に エラ ー が 発生 する と 


h% = OutRegs.cx Y &H100: … 時 ーー flags の 最 下 位 ビッ ト が セッ ト さ れる 
m% = OutRegs.cx AND &HFF: ' we の 上 位 バ イト を 取り 出す 

s% = OutRegs.dx Y &H100: ' 秒 CX の 下位 バイ ト を 取り 出す 

PRINT "Time= : h%: | : 本 S% 


PRINT ~Time error~ 





CDBL$(str) 
str で 示さ れる 文字 列 中 の 1 バ 字 ぞ を, 2 バ 字 に 変換 し ま 


a$ = “Quick 123 !“ 
PRINT a$: “--->": CDBL$S(a$) 


Quick 123 !--->CO ma 
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CHAIN “filename" 
!- チ ェ イ ン す る ファ イル 


現在 実行 中 の ブ プログ ラム を メモ リ 上 か ら 解 放し , filename で 示さ れ 
る ファ イル を ロー ド し , 制御 を 移し ます . 

QB 上 で filename の 拡張 子 を 省略 する と , .BAS と みな され , コマ ン 
ドラ イン で の 実行 で は .EXE と みな され ます . 

変数 の 値 を . チェ イン する ブロ グラ ム に 引き 渡す に は , COMMON 
定 言 し て お きま す 。 

.EXE ファ イル で チェ イン する 場合 , BCOM42A.LIB( ス タン ドア ロ 
ン 型 ) は COMMON を サポ ー ト し な い の で , COMMON を 使用 する 場 
合 は , BRUN42A.LIB( ラ ンタ イム 分 離 型 ) を 使用 し て くだ さい . 

Ver.4.5 で は BCOM45A.LIB と BRUN45A.LIB と な る . 


COMMON Lpx, Lpy COMMON Lpx, Lpy 


XYZ.BAS が メモ リ 
CHAIN “XYZ" に ロー ド さ れる 





メモ リ メモ リ 


カレ ント ・ デ ィ レ クト リ を , path で 指定 し た サブ ディ レク トリ に 移し 


CHDIR “\SUZUKI\WORK" 






CHDIR_ "WORK" | 


SUZUKI 
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CHRS$S(code[ ,code…]) 


IL-ASCII コー ド 
能 code で 示さ れる ASCII コー ド , また は 漢字 連続 コー ド を 対応 する 文 
字 に 変換 し ます . code を 複数 指定 し た 場合 は , それ ら の 文字 が 連結 さ 
れ ま す . CHR$(65,1666) は “A 亜 を 返し ます . 漢字 連続 コー ド に つい 
て は ASC を 参照 くだ さい . 
CLS 


FOR k = 128 TO 255 
PRINT k: CHRS(k): | 「:| 
NEAI K 


S 


0 1 く の OO ン 
で] ーー 
と 〈 〇 CO 
び 1 び 1 1 


中 と 矯 ーーー ト リー トイ 


と 4S 
OO 





機 能 x で 示さ れる 式 の 値 を 四捨五入 し て 整数 値 に 変換 し ます . 


INT 参 早 . 
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CIRCLE [STEP](x,y) ,r hy "で 1 mM 


[縦横 比 
し 7 
ュー 開始 角 


中 心 (x,y) で , 半径 r の 円 を 色 c で 描き ます . 色 c を 省略 する と . 
COLOR で 指定 され て いる 色 と な り ま す . 
start と end は , 円 の 開始 角 と 終了 角 で ラジ アン で 指定 し ます . 


Gi 
\ end 


で と f start 


start と end に 負 の 値 を 指定 する と , 絶対 値 を と っ た 値 で 円 統 を 描 
き , 中 心 と 始点 , 中 心 と 終点 を 結び ます . つま り 次 の よう な 扇形 を 描き 
ます 。 


aspect は 縦横 比 で , aspect が 1 より 小さ い 場 合 は , x 軸 方 向 が 長 軸 
と な り , 1 より 大 きい 場合 は , y 軸 方 向 が 長 軸 に な り ま す . r の 値 が 長 
軸 と な り ま す . 

(x,y) の 前 に STEP を 指定 する と , (x,y) は 絶対 座標 で は な く , 現在 
位置 (LP 位置 ) か ら の 相対 座標 と な り ま す . 

CIRCLE 文 実行 後 の 現在 位置 (LP 位置 ) は 円 の 中 心 に 移り ます . 
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ーーー~-/* 醒 円 4/--- 
SCREEN 0: CLS 
FORk=1 TO10 
CIRCLE (320. 200), 100, , , . k / 10 
CIRCLE (320, 200). 100. , , , 10 /k 
NEXI k 


L! 
7 イー や 
TLTTT 


の ぼ Z/ 
7/// 
アンジ 








すべ て の 変数 を クリ ア ( 数 値 変数 は 0, 文字 列 変数 は ヌル ) し ,。 すべ て 


の ファ イル を クロ ー ズ し ます . 
stack を 指定 する と , < く デ フォ ルト の スタ ッ ク サ イズ 十 stack> の サイ 


ズ の スタ ッ ク を 確保 し ます . 





式 x の 値 の 小数 点 以 下 を 四捨五入 し て , 倍 長 整数 値 に 変換 し ます . 





ファ イル 番号 n で 示さ れる ファ イル を クロ ー ズ し ます . n を 省略 する 
と オー プン され て いる すべ て の ファ イル を クロ ー ズ し ます . 
クロ ー ズ に より , ファ イル 番号 が 解放 され , 出力 バッ ファ に 残っ て い 
る デー タ は ファ イル に 書き 出さ れ ま す . 














CLS 01112 
ヒー クリア ・ モ ー ド 


リ デ ・ ギ モー ド に し ね が っ て 画面 を クリ ア し ます 。 


すべ て の テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 を クリ ア 
ラフ ィ ッ ク 画 面 の ビュ ー ポ ボー ト 内 を クリ ア 


画面 の 最 下行 を 残し て , テキ スト 画面 の ビュ ー ポ ボート 内 を 
2 の 


グラ フィ ッ ク 画 面 と テキ スト 画面 の ビュ ー ポ ー ト 内 を クリ 
ア . 画面 の 最 下行 に ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 を 復帰 させ る 





COLOR [fore][,back] 
(バッ ク グ ラウ ンド ・ カ ラー 
フォ アグ ラウ ンド ・ カ ラー 


フォ アグ ラウ ンド ・ カ ラー と バッ ク グ ラウ ンド ・ カ ラー を , 指定 し た 
に 設定 し ます . PC-9801 シ リー ズ で は , テキ スト 画面 に 対す る バッ 
ラウ ンド ・ カ ラー は 指定 で きま せん . 

色 の 値 は 。 テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 と で は 意味 が 異な り ま 
C-9801 シ リー ズ の 場合 ). 


・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 「 
色 の 値 は , 属性 番号 (アト リ ビ ュ ー ト ) を 指定 し ます . 
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・ テ キス ト 画 面 
色 の 値 は , 色 番 号 ( カ ラー コー ド ) を 指定 し ます . 
属性 番号 と 色 番 号 は , PALETTE 文 に より 対応 付け られ ます が , 
SCREEN 文 実行 に より デフ ォ ル ト 値 に 対応 付け られ ます . 
グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 で きる 色 の 種類 は , SCREEN 文 で 指定 する 
パパ レッ ト ・ モ ー ド , お よび コン ピュ ー タ の 機種 (アナ ログ 機 / デ ジタル 
機 ) に より 異な り ま す . 


SCREEN 画面 モー ド , パ レッ ト ・ モ ー ド 
1 …16 色 中 16 色 . 色 番号 0--15 
2 …64 色 中 16 色 . 色 番号 0--63 
3 …4096 色 中 16 色 . 色 番号 0--4095 


fore,back に 指定 で きる 属性 番号 お よび 色 番 号 は , 次 の と お り で す . 


PWRPTHIPOMINE 旧 PH 是 思 つ 
アナ ログ 機 
0 て 15( 属 性 番号 ) 0 て 15( 属 性 番号 ) 
デジ タル 機 
0 て 7( 属 性 番号 ) 0 て 7.( 属 性 番号 ) 


テキ スト に 指定 する 色 番 号 と 色 の 対応 は , 以下 の と お り で す . 


ECIPIEECE ロ E 
=HIHHEEILIEEESZ 身 還 TT 和 


グフ フィ ッ ク 画 面 に 指定 する 属性 番号 と 色 の 対応 は , PALETTE 文 
















式 COM (n) {ON | OFF | STOP\ 
ー 通 信 ポ ー ト 番号 (1 また は 2 ) 
n で 示さ れる 通信 ポー ト の イベ ント ・ ト ラッ ピン グ を 次 の よう に 設定 し 
機能 


ON … 許可 
OFF _ … 禁 止 
STOP … 停 止 (停止 中 に 受信 し た イベ ント は 保管 され て いる ) 
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COMMANDS 


A>pro1L」abc し 」xyz 
! 
COMMAND$ 
コマ ンド ・ ラ イン 引数 の ブロ グラ ム 名 以後 の 文字 列 を COMMAND$ に 
取得 し ます . コマ ンド ・ ラ イン の 小文字 は 大 文字 に 変換 され て ,。COM- 
MAND$ に 渡さ きれ ます . 


DIM Argv$(20) 





引数 を 入れ る 文字 配列 


1 = 1 

FOR k = 1 TO LEN(COMMAND$) 
c$ = MID$(COMMAND$, k, 1) 
【F 





C$ <> " "THEN 
sflag = 1 空白 が 続く 場合 は | を 十 | し な いた め の 
ELSEIF sflag = 1 THEN フラ グ 
1 = ji+† ] 
sflag = 0 
END IF 
NEXT k 
Argc = 1 引数 の 数 を Argc に 入れ る 


FOR k = 1 TO Argc 
PRINT Argv$(k) 
NEXT k 


この ブロ グラ ム は , COMMAND$ に 取得 し た コマ ンド ・ ラ イン 引数 文 
子 列 を 空 日 ご と に と り 出 し , Argv$(1) , Argv$(2)… に 格納 し , Argc に 
と り 出 し た 引数 の 数 を 格納 する も の で す . 


A>pro 1 に 9DCL_ XYZ」 」5 
\ 
COMMAND$ 


1 
Argv$(1) Argc [3| } 引数 の 数 


Argv$(2) 
Argv$(3) [5| 
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COMMON [SHARED」 [/blockname/] var [AS type」, var…… 


| し - 型 名 
変数 名 
COMMON ブロ ッ ク 名 


var で 示さ れる 変数 を , 複数 の モジ ュー ル 間 で 共用 する こと を 宣言 し 
ます 

COMMON ステ ー ト メン ト で 宣言 され た 変数 は , 特別 な 場所 に 領域 
を 確保 し 。 そこ を 複数 の モジ ュー ル が 共用 し ます . この た め , COML- 
MON に よっ て 年 言 さ れる 変数 は , 名 前 で は な く , 宣言 され た 順序 と 型 
に 依存 し ます . 


吊 







COMMON A, B$ 


モジ ュー ル 1 
COMMON A, C$ 





モジ ュー ル 2Z 


モジ ュー ル 1 の B$ と モジ ュー ル 2 の C$ は , 変数 名 が 異な り ま す が , 
共用 され て いま す . 

COMMON A, B$ と COMMON O.A の よう に , 2 つの モジ ュー 
ル で 異な る 型 の 順序 で COMMON 宣言 する と エラ ー と な り ま す . 
COMMON 文 は 。 すべ て の 実行 ステ ー ト メン ト に 先立っ て 宣言 する 
必要 が あり ます . 実行 ステ ー ト メン ト に 属さ な い ス テー トメ ント は 以下 
の も の で す . 


COMMON, CONST, DATA, DECLARE, DEFtyp, DIM, 
OPTION BASE ,REM ,SHARED , STATIC , TYPE- ン END TYPE , 
メタ コマ ンド 


人 @ SHARED 属性 


SHARED 属性 を 付け て COMMON 宣言 する と , その 変数 は , モジ 
ュー ル 内 の すべ て の プロ シー ジャ 間 で 共用 され ます . 
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COMMON A, B A _B は ブロ シー ジャ 内 で は 共用 
COMMON SHARED Lpx, Lpy され な い 


SUB 


END SUB 





Lpx, Lpy は すべ て の プロ シー ジャ 内 に 
お いて も 共用 され る 


COMMON A, B 
COMMON SHARED Lpx, Lpy 


SUB 


END SUB 





@ COMMON ブロ ッ ク 名 
COMMON で 宣言 され た 変数 は , 宣言 され た 順に 共用 領域 に 割り 当 
て られ て いき ます か ら ,。 すべ て の モジ ュー ル で 同じ 順序 に 宣言 し な け 
れ ば な り ま せん . 
すべ て の 変数 を 共用 せ ず に ある 変数 だ け を 共用 する に は , COM- 
MON ブロ ッ ク 名 を 指定 し ます . 


COMMON ブロ ッ ク 名 


COMMON /Boy/ A, B, C 
COMMON /Girl/ X, Y, Z 


ー A, B, C の 共用 


X, Y, Z の 共用 





COMMON /Boy/ A, B, C 


COMMON /Girl/ X, Y, Z 





COMMON ブロ ッ ク 名 を 指定 し た も の を 名 前 付き COMMON, 
COMMON ブロ ッ ク 名 を 指定 し な いも の を 空 日 の COMMON と いい 
ま 幸 

名 前 付き COMMON 変数 は , CHAIN で 引き 継げ け ま せん . 
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久 静 的 配列 , 動 的 配列 の COMMON 宣言 
静 的 配列 の COMMON 宣言 は , 次 の よう に COMMON 富 
配列 の サイ ズ を 指定 し ます . 





の 前 に 


中 


DIM A(500),B(1000) 
COMMON A( ),B( ) 


動 的 配列 の COMMON 宣言 は 次 の よう に COMMON 宣言 の 後 で 
配列 の サイ ズ を 指定 し ます . 


COMMON A( ),B( ) 
DIM A(500),B(1000) 








CONST constname = expreSsSsion, …* 
ー 式 
記号 定数 名 


constname で 示さ れる 記号 定数 に expression で 示す 式 の 値 を 定義 し 
ます . 

式 は ,。 リテラ ル 定 数 , 記号 定数 , 算術 演算 子 (べき 乗 を 示す は 含ま な 
い ), 論理 演算 子 か ら 構 成 さ れる も の で す . 式 の 中 に 変数 や 関数 を 含め 
る こと は で きま せん 。 

記号 定数 を 式 の 中 に 含め る 場合 は , それ が 以前 に 定義 され て いな けれ 
ば な り ま せん . 

プロ シー ジャ 内 で 定義 され た 記号 定数 は , その プロ シー ジャ の 中 だ け 
で ロー カル で す . プロ シー ジャ 外 で 定義 され た 記号 定数 は , モジ ュー ル 
多 必 で グロ ー バ パル で す 。 





CONST Boy 三 20 





CONST Girl 三 2| 





プロ シー ジャ 


記号 定数 名 に 型 宣言 文字 (%, 層 , !, れれ $) を 付け 加え て , 型 を 
示す こと も で きま す . この よう に , 型 冨 言 文字 を 付加 し て 定義 きれ た 
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号 定数 を 使用 する 際 に , 型 宣言 文字 を 省略 する と , 定義 きれ た 型 と みな 
され ます 。 


CONST Boy= ニ 20, Girl=Z| 
CONST eito 王 Boy 十 Girl Seito は 20 十 2|=41 と 定義 され る 


DIM Point(Seito) 


ONST MaxRec %=I00 


DIM  A(MaxRec) 
1_ 整数 型 (%) と し て 扱わ れる 


CONST Seito=Boy 十 Girl, Boy ニ 20, Girl ニ Z| 
1 Boy と Girl が 先 に 定義 され て いな い の で エラ ー 








CSNG$(str) 
ー 文字 列 


str で 示さ れる 文字 列 中 の 2 バイ ト 文 字 を 1 バ 字 に 変換 し ます . 
CDBL$ の 逆 の 機能 で す . 


第 5 章 ステ ー ト メン ト ・ 関 数 リフ ァ レ ンス 





式 CSRLIN 





機 能 カー ソル が 現在 位置 し て いる 行 を 返し ます . 


例 スク リー ン 上 の デー タ を 格納 する 配列 Canvas(80,25) を 用 意 し て お 
き , スク リー ン 上 の 現在 位置 を 取得 し て , それ に 対応 し た 配列 愛 素 に , 
スク リー ン 上 の 文字 を 格納 する も の で す . 





スクリ ー シ 


Canvas(80, 25) 


DECLARE FUNCTION GetText! () 
DIM SHARED Canvas(80, 25) AS STRING *] 


CLS 
WHILE GetText <> -]1 
WEND 


CLS 
FOR y = 1 TO 25 
FOR x = 1 [0 80 


PRINT Canvas(x, y) : 配列 に 取得 し た 
NEXI X デー タ の 表示 


NEXI y 


FUNCTION Getlext 
c$ = INKEYS 





クン 臼 
IF c$ <〉 "" THEN PRINT c$: / / 吉 在 位置 の 取得 
IF c$ >= “" " THEN Canvas(POS(0), CSRLIN) = c$ 
IF cS = CHRS(27) THEN GetText = -1 IESCI キ ー が デー タ 入 力 の 
END FUNCITON 終わ り 
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CVI(2-byte-string) <- 整数 値 に 変換 
CVS(4-byte-string) <- 単 精度 実数 値 に 変 
CVL(4-byte-string) <- 倍 長 整数 値 に 変換 
CVD(8-byte-string) <- 倍 精度 実数 値 に 


ラン ダム アク セス ファ イル か ら , FIELD で 定義 し た 文字 列 変数 に リ 
ー ド し た デー タ ( 内 部 コー ド 形 式 の 文字 列 ) を , 実際 の 数 値 に 変換 し 


ーー--/* を ラン ダム ・ フ ァイル の 読み 込み */--- 





Rec No? 1 
OPEN "b:name.dat" FOR RANDOM AS #1 LEN = 18 tb 由 
FIELD #1. 16 AS Name$, 2 AS Year$ き 夫 93 

Rolla 

/ 
INPUT "Rec No ~: Rec Rec No? 0 
WHILE Rec > 0 
GET #1. Rec 





PRINT Name$: CVI(Year$) Year$ の デー タ を 整数 値 に 変換 


[INPUT "Rec No ": Rec 
WEND 
CLOSE #1 


リー ド ( 文字 列 イメ ー ジ で 行わ れる ) 


フィ ー ル ド name.dat 


name$ year$ 


CVI(year$)…… 整 数 値 に 変換 








CVSMBF(4-byte-string) < IEEE 形式 の 単 精度 実数 値 に 変換 
CVDMBF(8-byte-string) <- IEEE 形式 の 倍 精度 実数 値 に 変換 
1-MBF 文字 列 


マイ クロ ソフ ト ・ バ イナ リ 形 式 (MBF) の 文字 列 を , IEEE 形式 の 数 値 
に 変換 し ます . 
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DATA constant1, … 
し 定数 





READ 文 で 読む ゲー タ を 定義 し ます . 定数 に は リテラ ル 定 数 を 指定 
ます . 記号 定数 を 指定 し た 場合 , それ は 記号 定数 と し て で は な く 単 な 
文字 列 と し て リー ド さ れ ま す . 
字 列 は 二 重 引用 符 (^) で 囲む 必要 は あり ませ ん が , ンマ や コロ ン 
字 列 中 に 含め る 場合 は , 二 重 引用 符 で 囲ん で くだ さい . 
デー タ の 並び の 中 に は , ヌル デー タ 項 目 ( カ ンマ だ け で 区 切ら れ て い 
て デー タ が な いも の ) を 置く こと が で き , その 項目 の デー タ は , 数 値 変 
に 読ま れれ ば 0, 文字 列 変 数 に 読ま れれ ば ヌル ("“) と な り ま す . 





DATA 10,Hello, ,20, 日 本 語 , "a,b “ 
ヌル デー タ 項 目 





在 日 付 を , yyyy-mm-dd の 10 バ 字 列 と し て 取得 し ます . 


YYVV : (1980--2099) 
mm: 月 (01-12) 
dd : 日 (01 一 31) 


PRINT "現在 の 日 付 -->~: DATES 
INPUT “年 , 月, 日 ": year$, month$, day$ 


DATES = year$+ “-" + month$ + “- + day$ 


付 -->1990-03-31 


7 1990,.4,1 











ATES = str 
ー 日付 を 示す 文字 列 


str で 示す 日 付 に 現在 日 付 を 設定 し ます . str は , yyyy-mm-dd また 
y-mm-dd の 文字 列 で す . 


yyyy : 年 (1980 一 2099) 
yy : 年 (00 一 99) 
mm: 月 (01 て 12) 
dd : 日 (01 一 31) 


日 付 は , -( ハ イフ ン ) の 代わ り に /( ス ラッ シュ ) で 区 切っ て も か まい 








DECLARE {FUNCTION | SUB ) name(var[AS type],… 


| ト - 引 数 の 型 
引数 
プロ 


シー ジャ 名 


プロ シー ジャ の 使用 に 先立っ て , プロ シー ジャ 名 と 引数 の 型 を 宣言 
ます . 

QB 統合 環境 に お いて , プロ グラ ム を セー ブ す る と , SUB プロ シー 
ジャ ,FUNCTION プロ シー ジャ 定義 に 対応 し た ,。 DECLARE ステ ー 
トメ ント が 自動 的 に 生成 され ます . 





SUB Disp(D$, Num) 


ー プ ロ シ ー ジ ャ の 定 
END B 
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ブロ シー ジャ 名 オプ ジェ クト 中 の 別 f 
DECLARE FUNCTION | SUB ) name [CDECL] [ALIAS “aliasname /] 
LtBYVAL | SEG | arg [AS type],… 


| ト -- 引数 の 弄 
引数 


機 能 BASIC 以外 の 言語 で 書か れ た だ た 外部 プロ シー ジャ の プロ シー ジャ 名 と 

引数 の 型 の 定 言 を し ます . 

CDECL… プロ シー ジャ が C 言 語 の コー ル 手 順 を 使用 する こと を 意味 
し ます . CDECL を 指定 する と , 引数 は 右 の も の か ら ス タッ 
ク に 積ま れ , プロ シー ジャ 名 name は 小文字 に 変換 され て , 
アン グー バー が 先頭 に 付加 され ます . 

ALIAS … プロ シー ジャ が オプ ジェ クト ・ フ ァイル (ライ ブラリ ・ フ ァ イ 
ル ) 中 で , 別 の 名 前 で 登録 され て いる こと を 示し ます . 別名 
を aliasname で 指定 し ます . 

BYVAL… 引数 が 参照 (デフ ォ ル ト ) に よっ て で は な く , 値 に よっ て 渡さ 
れれ る こと を 浅 味 し まず が 

SEG  … 引数 が far 参照 で 渡さ れる こと を 意味 し ます . 








式 ①DEF FNname[(arg [AS type」, …)]=expression 
1 | ー 引 数 の 型 ー 式 
関数 名 一 引数 

②⑦② DEF FNname[(arg [AS type」, …) ] 
< ー 職 る 引数 ー 引 数 の 型 
FINname 三 expreSssion 
< ー 式 
END DEF 





機 能 ① の 書式 は 1 論理 行 に 収まる 男 囲 で 関数 を 定義 で き , ⑦ の 書式 は 複数 

行 に 渡っ て 関数 を 定義 で きま す . 

関数 名 の 先頭 に は 必ず FN が 付き ます . 関数 の 定義 は 呼び 出し の 前 
に 行わ れ て いな けれ ば な り ま せん . 

DEF FN 関数 は 再帰 的 (自分 自身 の 定義 内 か ら 自 分 自身 を 呼び 出す ) 
に 定義 で きま せん . 

DEF FN 関数 内 の 変数 は グロ ー バ ル 変 数 で す . ロー カル 変数 に し た 
ぃ 場合 は , その 変数 を STATIC 宣言 し て くだ さい . 
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「 ーー-/* 関数 の 定義 */ーー- 








例 
DEF FNHeihouwa (a, b) = a*a+b*b a* 十 b* を 求め る 関数 
DEF FNMax (a. b) 
IF a > b THEN 
FNMaxX = 4 
FLSE a と b の 
FNMax = b 大 きい 方 を 返す 関数 
END IF 
END DEF 


PRINT FNHeihouwa(3, 4) 
PRINT FNMax(10, 20) 





書 式 DEF SEG [ = address」 
ーー セグ メン ト ・ ア ドレ ス 


機 能 セグ メン ト の 先頭 アド レス を , address で 示さ れる セグ メン ト 値 に 設 
" 定 し ます . BLOAD, BSAVE, CALL ABSOLUTE, PEEK , POKE 
で 指定 する オフ セッ ト は , この セグ メン ト ・ ア ドレ ス か ら の 距離 で す . 

address を 省略 する と , BASIC の デー タ セ グ メ ント が 採用 され ます . 


BSAVE 参 鶏 . 











DEFtyp letter1[ - letter2],… 
| 文字 の 範囲 
と 


変数 名 , . 関 数 名 (DEF FN 関数 , FUNCTION プロ シー ジ ャ ) の 先頭 
文字 が letter1 一 letter2 で 示さ れる 文字 で あれ ば , その 変数 名 , 関数 
名 の 型 を type と し て みな す よ うに 宣言 し ます . 

type と し て 湊 の 5 つが あり ます . 


INT … 泡 数 崇 LNG … 倍 長 整数 型 
SNG … 単 精度 実数 型 STR … 文 字 列 型 
DBL … 倍 精度 実数 型 


刑 宣 言 文字 (%, 層 ,!, れ $) は , DEFtyp 文 に 対し て つね に 優先 し ま 


す . 
DEFtyp 文 は 。 レコ ー ド の メン バ 名 に は 効果 を 持ち ませ ん . 
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DEFINT  A-Z … す べ て の 変数 名 , 関数 名 の 型 は 整数 型 と な る . 
DEFDBL  A, S, X-Z …A。 S, X-Z で 始ま る 変数 名 , 関数 名 の 型 は 
倍 精度 実数 型 と な る . 
Sum 倍 精 度 実数 型 


Small % 整 数 型 








DIM [SHARED] var [([lower TO]upper,…)] [AS type],… 
添字 の 上 限 値 変数 の 型 
添字 の 下限 値 
変数 , 配列 


変数 の 型 宣言 , 配列 の サイ ズ と 型 の 宣言 を し ます . 

配列 の 添字 は , TO を 用 いて 下限 値 と 上 限 値 を 指定 する こと も で きま 
す . 指定 で きる 添字 の 値 は 32768ー32767 で す . 

type で 指定 で きる 型 は , INTEGER, LONG, SINGLE, DOUBLE, 
STRING( 可 変 , 固定 長 ) が あり ます . 

SHARED を 指定 する と , その 変数 , 配列 は モジ ュー ル 内 の すべ て の 
プロ シー ジャ で 使用 で きま す . 


DIM A(-5 TO 5, IO TO 20) … 配 列 A( ) の 宣言 


DIM Sum, Num AS INTEGER 
… 変 数 Sum は 単 精度 実数 型 , 変数 Num は 整数 型 . 2 つと も 整数 型 と 
する に は , DIM Sum AS INTEGER, Num AS INTEGER と 宣言 


する . 


TYPE Eisei 
Star AS STRING *I0O 
Kodo AS INTEGER 
Shuki AS SINGLE 
END TYPE 
DIM A AS Eisei …A は Eisei 型 の 変数 
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LOOP {WHILE | UNTIL ) booleanexpression 


トー 条件 式 
②⑦② DO {WHILE | UNTIL ) booleanexpression 
< ー 条件 式 


LOOP 


① ル ー プ の 後部 で くり 返し 条件 を 判定 する 後 判定 反復 

② ル ー プ の 前 部 で くり 返し 条件 を 判定 する 前 判定 反復 

WHILE は 条件 式 が 真 で ある 間 ル ー プ を くり 返し .UNTIL は 条件 式 
が 真 に な る まで ルー プ を くり 返し ます . 

WHILE NOT booleanexpression と UNTIL booleanexpression 
お よび この 逆 は 同じ こと を 表し ます . 


ーーー-/* 繰り 返し */--- 


DIM Name$(100) 
DATA Candy, Eluza,Nina,Lisa. Rolla, / 


Num = 1 

READ Name$(Num) 

DO WHILE Name$(Num) <> ~/^ …Name$() に デー タ を リー ド す る . 
Num = Num+ 1 WHILE 型 の 前 判定 反復 . 
READ Name$(Num) 

L00P 

Num = Num - 1 

Num = 0 

DO 
Num = Num + 1 … 上 と 同じ こと を WHILE 型 の 後 判定 反復 
READ Name$(Num) で 書い た も の . 


L00P WHILE Name$(Num) <> “/" 
Num = Num - 1 


Num = 0 

DO 
Num = Num + 1 … 上 と 同じ こと を UNTIL 型 の 
READ Name$(Num) 後 判 定 反 復 で 書い た も の . 


LO00P UNTIL Name$(Num) = “/" 
NUMm = WUm - 1 
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式 DRAW stringexpression 
ー マ ク ロコ マン ド を 示す 文字 列 式 


機 能 stringexpression で 示さ れる マク ロコ マン ド に し た が っ た 描画 を しま 
す 


マク ロコ マン ド は 以下 の と お り で す . 





線 を 引か ず に 移動 
移動 命令 の 位置 まで 線 を 引き , その 後 (0, 0) の 位 
赴 に 戻る 


n 単位 分 , 上 に 移動 
n 単位 分 , 下 に 移動 
n 単位 分 , 左 に 移動 
n 単位 分 , 右 に 移動 
n 単位 分 上 , n 単 位 分 右 に 斜め に 移動 
n 単位 分 下 , n 単位 分 右 に 斜め に 移動 
n 単位 分 下 , n 単 位 分 左 に 斜め に 移動 
n 単位 分 上 , n 単 位 分 左 に 斜め に 移動 
(x,。 y) 位 置 に 移動 . x,。 y の 前 に 二 ま た は の 符号 
を 付け る と , 現在 位置 か ら の 相対 移動 


以後 描く 図形 を n で 示す 角度 (0 :0', 1: 90', 2・: 
I80', 3 : 270') だ け 回 転 

以後 描く 図形 を n 回 転 . n は 360 て 360 

以後 描く 図形 の 色 を n で 示す 色 に 設定 

以後 描く 図形 の 拡大 倍率 を n 倍 に 設定 .n は 
| と 255 の 値 で ある . M コマ ンド は 相対 移動 の と き 
だ け 倍 率 が か けら れ , 絶対 移動 で は 倍率 は か けら 
れ な い 

現在 位置 を 中 心 に , 色 m で 枠 ど られ た 図形 の 中 を 
色 n で ペイ ント (ぬり つぶ し ) す る 






ANvAMNN 






























尿 ・ 度 ・ 属 回 









か 二 
VARPTR$(st) 


"COmmand=" 
+VARPTR6(mum) 


文字 列 変数 str に 格納 され て いる マク ロコ マン ド 
を 実行 

command で 示す マク ロコ マン ド の 引数 と し て ., 数 
値 式 num で 示さ れる 値 を 用 いる 






きき 3 






プレ フィ ックス B,N は , 次 に 来る 移動 コマ ンド (リーM) に 対し て だ 
け 作 用 し ます . 
ブロ グラ ム 開 始 時 の 描画 現在 位置 は , 画面 の 中 央 (320.200) で す . 
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DRAW  “U100 L150 


現在 位置 





DRAW /C27 一 色 を マゼンダ 
DRAW "F60L120E60′ < 三角形 を 描く 
DRAW “BD607 三角形 の 内 部 に 移動 
DRAW /P1,27 内 部 を ペイ ント 


クム み 


FOR A=0 TO 360 STEP 10 三角 形 の 描画 
DRAW “TA= “ 十 VARPTR$(A) 十 “F60L120E607 
NEXT A 


… 人 へ の 三角 形 を 10' ご と に 回 転 し て 描 〈. 


/ パ 
CS 
さい 唱 と 
| 
SN 必 
\ き 
KK プ ベリ / 
さ ジジ ク っ # ヽ 
ハリ / 


に 3 
AA 一 和 半 馬 還 に ーー 


〆 し 
ct P SS へ 、 YY 
い 人 
上 2 』 
\ 
の ププ 」 Pl 
に * ム Y 


ン / 
1 UN 
CO ーッ グ ム 
の に つも Z( フ 
ベジ て PT / 
へ な が も YY 
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A=100 : 日 =100 


DRAW_“M ヨ 十 VARPTRS(A) 十 /,=/ 十 VARPTRS( 日 ) 


各 引 数 に 対し = を 付け る 
100 


100 











END 
END DEF 


END FUNCTION 
END IF 


END SELECT 
END SUB 


END TYPE 


⑤@@@@@ ご 


① プ ログ ラム の 終了 . この 位置 で プロ グラ ム の 実行 を 停止 し. OS また 
は QB 統合 環境 に 制御 を 戻し ます . 

② DEF FN 関数 の 定義 の 終わ り 

③TFUNCTION プロ シー ジャ の 定義 の 終わ り 

《④ ブ ロッ ク IF 文 の 終わ り 


⑤ SELECT CASE 文 の 終わ り 
⑥ SUB プロ シー ジャ の 定義 の 終わ 
(〈⑦ の ユー ザ 定 義 型 の 定義 の 終わ り 


を 
W 


CN 
ON と 


< 


No 





① ENVIRON$(str) 
② ENVIRONS$(n) 


ー 環境 文字 列 テ ー ブ ル 内 の 番号 


① str で 示さ れる DOS 環境 変数 名 に 割り 当て られ て いる 文字 列 を 取得 
し ます 。 


② 環 境 文字 列 テ ー ブ ル 内 の n 番 の 環境 変数 名 と , それ に 割り 当て られ 
て いる 文字 列 を 取得 し ます . 





環境 変数 が 見 つか ら な けれ ば ヌル 文字 列 を 返し ます . 文字 列 の 大 / 小 
文字 は 区 別 さ れ ま す . 
つま り LIB と lib は 異な る 名 前 と みな され ます . 


ENVIRON$(LIB) …A : \LIB 
ENVIRON$(2) …LIB = A : \LIB 


PATH ニ A :\BIN AE:\ 
LIB= ニ A : \LIB 






環境 文字 列 テ ー ブ ル 


ーー-/* DOS 了 環境 文 字 列 の 取得 *#/--- 


n =1 … 環 境 文字 列 テ ー ブ ル に 登録 され て いる 
DO WHILE ENVIRONS(n) <> ““ 時 ー 

PRINT n: " : ~: ENVIRON$(n) 文字 列 を 表示 

hn =n+ ] 
L00P 


: COMSPEC=A:\COMMAND. COM 
: PATH=A:YBIN 
: LIB=A:YLIB 








ENVIRON “parameter = text“ 
| ーー 文字 列 
環境 変数 名 


機 能 parameter で 示さ れる 環境 変数 に , text で 示さ れる 文字 列 を 割り 当 
て ます . この 環境 変数 は , 環境 文字 列 テ ー ブ ル の 末尾 に 付け 加え られ ま 
す . も し 環境 変数 が すでに テー ブル 内 に あれ ば 削除 され ます . 
text が ヌル 文字 列 ("7) また は セミ コロ ン (”:?) な ら , 環境 文字 列 テ 
ー ブ ル か ら 環 境 変 数 が 削除 され ます . 
parameter = text は parameter text と 書く こと も で きま す . 


例 ENVIRON “PATH=A:\BIN:A:\^ 
…PATH 環境 変数 を A : \BIN : A : \ に 設定 
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EOF(n) 
ト - フ ァイル 番号 


ファ イル 番号 n で オー プン され て いる ファ イル の , ファ イル エン ド 
の 県 一 1) 才 拓 し ます , 

EOF は デバ イス ・ フ ァイル SCRN :,KYBD :.CONS :.LPTn : に は 使 
用 で きま せん 、 

通信 デバ イス を アス キー モー ド で オー プン し て いる 場合 , |CTRL| 二 
Z| の 受信 で EOF は 真 (-1) となり, デバ イス を クロ ー ズ する まで , 真 
の 状態 を 保ち ます . バイ ナリ モー ド で オー プン し て いる 場合 は , 入力 待 
ち 行 列 が 空 (LOC(n) =0) で あれ ば EOF は 真 と な り , 空 で な けれ ば EOF 
は 偽 と な り ま す . 


INPUT$,INPUT#,LINE INPUT# 参 暴 


も 表 








ERASE arrayname ,… 
ー 配 列 名 


① 静 的 配列 の 場合 
理 定 し た 配列 が 静 的 配列 の 場合 , 配列 要素 は , 数 値 配列 な ら 0, 文字 
配列 な ら ヌ ル 文 字 列 に 初期 化 さ れ ま す . 
動 有 時 配 列 の 場合 
呈 定 し た 配列 が 動 的 配列 の 場合 ,、 その 配列 が 割り 当て られ て いる メモ 
リ が 解放 され ます . 


REM $DYNAMIC 
DIM A(100,100) 


ERASE A 配列 A( ) が 割り 当て られ て いた メモ リ を 解放 


REM $STATIC 
DIM B(100,100) 


ERASE B 配列 B( ) の すべ て の 要素 を 0 に 初期 化 


。 





ERDEV 





エラ ー が 発生 し た デバ イス か ら の エラ ー コ ー ド を 返し ます . この 関数 


欄 本 知 叶 ON ERROR 文 で 指定 し た , エラ ー 処 理 ルー チン 内 で 使用 し 
ます . 
エラ ー コ ー ド の ビッ ト の 意味 は 次 の と お り で す . 
15 8 7 0 
トー デバ イス 属性 一 MS-DO0S の エラ ー コ ー ド (0 て 12 の 値 ) 
例 ーー-/* エラ ー・ ハ ンド ラ #/--- 


ON ERROR GOTO PrrorHandler 


OPEN “~b:abc.qat FOR INPUT AS #1 


END 


ErrorHandler: 
PRINT "エラ ー の あっ た デバ イス  : “: ERDEV$ 
PRINT MSDOS エラ ー コ ー ド : ": ERDEY 
RESUME NEXT 





ERDEV$ や 





機 能 エラ ー が 発生 し た デバ イス の デバ イス 名 を 返し ます . この 関数 は 通常 
ON ERROR 文 で 指定 し た , エラ ー 処 理 ル ー チ ン 内 で 使用 し ます . 


例 ERDEV 参照. 
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ERL 


エラ ー が 発生 し た 行 の 行 番号 を 返し ます . な お , その 行 に は 行 番号 を 
すけ て お く 〈 く 必要 が あり ます . この 関数 は 通常 」 ON ERROR 文 で 指定 
し た , エラ ー 処 理 ル ー チ ン 内 で 使用 し ます . 





ERR 参 鶏 . 





ERR 


_ 発生 し た エラ ー の エラ ー コ ー ド を 返し ます . この 関数 は 通常 。ON 
ERROR 文 で 指定 した, エラー 処理 ル ー チ ン 内 で 使用 し ます . 





"=---/* エラ ー・ ハ ンド ラ #/--- 
ON ERROR GOTO ErrorHandler 


100 a = LOG(-1) 





110b=10 /0 
し ーー ーーーーー 行 番 号 
END 
ErrorHandler: 
ErrorNua = ERR ーーーー 一 エフ ラー コー ド 
ErrorLine = ERL - エ ラー の あっ た 行 番号 


PRINT Error in : ErrorLine: | : 「: 
SELECT CASE ErrorNum 
CASE 5 
PRINT “引数 が 許さ れる 範囲 で ご は あり ませ ん " 
CASE 5 
PRINT “計算 結果 が オー バー フロ ー し まし た " 
CASE 7 
PRINT ~ メ モリ が 足り ませ ん "^ 
CASE 9 
PRINT “配列 の 添字 が 許さ れる 範囲 に あり ませ ん " 
CASE 11 
PRINT "0 で 除算 し まし た " 
CASE ELSE 
PRINT “その 他 の エラ ー"^ 
END SELECT 
RESUME NEXT 


Error in 100 囲 で は あり ませ ん 


Error jn 110 
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エラ ー コ ロー ド n(0 王 255) に 入 不 し た ,。 エチ ラー メッ ヤー ジ を 表示 


ERROR 1 画面 上 に 以下 の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 
示さ れ , ERROR 文 の と こ ろ で 実行 を 止め る . 


対応 する FOR が あり ませ ん (ERR =1) 





① EXIT DEF 

② EXIT DO 

3③ EXIT FOR 

④① EXIT FUNCTION 
⑤ EXIT SUB 


① DEE FN 関数 か ら 抜け ます . 

② DO-ーLOOP か ら 抜 け ま す . ルー プ が 入れ 子 に な っ て いる 場合 , その 
ルー プ の すぐ 外側 の ルー プ に 出 ま す . 

③ FOR 一 NEXT か ら 抜け ます . ルー プ が 入れ 子 に な っ て いる 場合 , 
の ルー プ の すぐ 外側 の ルー プ に 出 ま す . 

④ FUNCTION プロ シー ジャ か ら 抜 け ま す . 

⑤ SUB プロ シー ジャ か ら 抜 け ま す . 


「ー ーー-/* ルー プ か ら の 有 出 */--- 


KeyDat = 5 …10 個 の デー タ を 先頭 か ら 調 べ , KeyDat と 同 
じ デ ー タ が 最初 に 見 つか っ た と き に ルー プ か 
FORk = 11010 ら 抜け る . 
READ a 
IF a = KeyDat THEN 
PRINT k, a 
EXIT FOR 
END IF 


NEXI k 


DATA 2.3.1.5.6.0.1.2.1.1 








DECLARE FUNCTION Search! (a!(), KeyDat!, n!) 
ーー-/* 関数 か ら の 脱出 */--- 


DIM a(10) 
FORk = 1 TO 10 
READ a(k) 
NEXAI k 
DATA 2.3,1.5.6.0,.1.2. 1, 1 


PRINT Search(a(), 15, 10) 
PRINT Search(a(), 6, 10) 


FUNCTION Search (a(), KeyDat, n) 


FORk = 1 TOn 
IF a(k) = KeyDat THEN 
Search = k 





EXIT FUNCTION ファ ンク ショ ンプ ロ シ ー ジ ャ Search 
END IF ト e ー/- 主 
か ら 呼 6 
ie ら 呼 び 出 し 元 に 戻る 
Search = -1 デー タ が 見 つか ら な か っ た と き 
END FUNCTION 





…Search は 配列 a) の 中 か ら KeyDat を 探し , 
その 位置 を 返す . 








ェ EXP(x) 


し ます . x に は 88.02969 以 下 の 値 を 与え て 





指数 e* の 値 を 














FIELD |[ 衣 n ,w AS strvar, … 


| [文字 列 変数 
strvar に 入れ る 文字 列 の 長 さ 


ファ イル 番号 
ラン ダム ・ フ ァイル と の 間 の リー ド / ラ イト ・ バ ッ フ ァ の 設定 を 行い 


OPEN "b : name.dat” FOR _ RANDOM AS 講 LEN =18 
FIELD #1,16 AS Name$, 2 AS Year$ 


りー ドイ キー0N' ず PUT | Rec 


和音 
| Names he 一 = 」 
GET | Rec name. dat 
の 
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上 の 例 で は , Name$ , Year$ と いう 2 つの フィ ー ル ド か ら な る 18 バ 
イト の リー ド / ラ イト ・ バ パ バッファ を 設定 し て いま す . GET,PUT は ,。 こ 
の バッ ファ と ファ イル と の 間 で リー ド / ラ イト を 行い ます . 

同じ ファ イル に 対し て , FIELD 文 で 異な る バッ ファ を 設定 する こと 
が で き , これ ら は 同時 に 有効 で す . 

バッ ファ の フィ ー ル ド と し て 年 言 さ れ て いる 変数 (上 の 例 の Name$. 
Year$) に 対し て , INPUT や 代入 文 で 値 を 代入 し な いで くだ さい . 


CVI,MKD$ 参 照 . 











FILEATTR(n,flag) 


ー 取得 情報 の 種類 
ファ イル 番号 


。 flag =1 の と き は , ファ イル 番号 n の ファ イル の モー ド を 次 の 値 で 返 
| 。。 困 す そ 2 


] INPUT 

2 OUTPUT 

1 RANDOM 

6 APPEIND 
32 BINARY 


flag =2 の と き は , ファ イル 番号 n の ファ イル の MS-DOS 上 の ファ イ 
ル ハ ンド ル を 返し ます . 
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例 OPEN "LPT1:~ FOR OUTPUT AS #1 
。 OPEN "abc.dat" FOR INPUT AS #2 


PRINT "ファ イル 番号 "ハンドル", モード" 
PRINT "#1", FILEATTR(1. 2). FILEATTR(1, 1) 
PRINT "#2", FILEATTR(2. 2). FILEATTR(2. 1) 


ファ イル 番号 ハン ドル 
# 1 9 
#2 6 








書 、 式 、 FILES [path] 
ー | 1 ファ イル 名 また は パス 名 


機能 path で 指定 し た ファ イル また は サブ ディ レク トリ 内 の ファ イル の 一 
ーー 覧 を 表示 し ます . 
path を 省略 する と , カレ ント ディ レク トリ 内 の すべ て の ファ イル ーー 
覧 が 表示 され ます . | 
path に ワー ルド カー ド (* と 7? ) を 使う こと も で きま す . 


FILES “B:* .BAS 
… ド ライ ブ BO の ファ イル タイ プ ブ .BAS を 
持つ すべ て の ファ イル を 表示 し ます . 


FILES “\BIN\WORK「『 
… サ プ ブ デ ィ レ クト リ \BIN\WORK の ファ イル を 表示 し ます . 





書式 FX) 


実数 値 x の 小数 部 を 切り 捨て , 整数 部 だ け を 返し ます . 
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FOR var = start TO end [STEP n] 


| ii 一 きざみ 値 


初期 値 
ルー プ 変 数 


NEXT [var, … 


FOR と NEXT で 囲ま れ た を 所 定 の 回 数 だ け く り 返 し ます . 所 
定 の 回 数 と は , 初期 値 か ら 最終 値 ま で ルー プ ブ を 1 回 くり 返す た びに , 

ざ み 値 で 示さ れ た 値 ず つ 増 加 ま た は 減少 させ て いっ た 回 数 で す . 

初期 値 , 最終 値 、。 きざみ 値 に は , 変数 , 定数 , 式 を 書く こと が で き , 
その 値 は 正 で も , 負 で も 小数 で あっ て も か まい ませ ん . 

き さ み 値 n が 1 の と きだ け STEP n を 省略 で きま す . 

FOR の あと の ルー プ 変 数 と , NEXT の あと の ルー プ 変 数 と が 異な っ 
て は いけ ませ ん . た だ し , NEXT の あと の ルー プ 変 数 は 省略 する こと 
が で きま す . 

FOR ルー プ 内 で ルー プ 変 数 の 内 容 を 変更 し た り , GOTO 文 で FOR 
ルー プ 内 に 入っ て は いけ ませ ん . 

FOR ルー プ か ら 強 制 的 に 抜け る に は EXIT FOR を 用 いま す . 





FOR =1 TO 10 ーーJ を | か ら 始 め | きざみ で 10 に な る まで . 
ca FOR と NEXT で 囲ま れ た 部 分 を くり 返す . 
FOR As5 TO 0 STEP -0.5 ーーA を 5 か ら 始 め , 一 0.5 き ざ み で 0 に な る 
NEXT A まで くり 返す . A の 値 は 5, 4.5, 4 … | , 
0.5, 0 と 変化 する . 
FOR J=1 TO 5 に 
2 ーー | nd ミ ー+> 
Pi Su aa 2 重 ル ー プ . 4 ブフ が | 回 まわ る こ 
と に 内 側 の K ルー プ は IO 回 まわ る . 
NEATK し た が っ て , 5 XIO 回 くり 返し が 行わ れる . 


NEXI J 





FRE(flag) 
1_ 調べる メモ リ の 種類 
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flag で 示さ れる メモ リ の 使用 可能 な サイ ズ を 取得 し ます . 
これ か ら 設 定 で きる 最大 の 非 文字 列 配列 の サイ ズ を 
バイ ト 数 で 返す 


スタ ックス ペー ス の 残り バイ ト 数 を 返す 


その 他 の 数 値 使用 可能 な 文字 列記 憶 領域 の バイ ト 数 を 返す 


使用 可能 な 文字 列記 憶 領域 の バイ ト 数 を 返す 


FRE は 使用 可能 な メモ リ ・ サ イズ を 取得 する 前 に , 使用 可能 な 領域 を 
圧縮 処理 し て 1 つの ブロ ッ ク に し ます . 









DECLARE SUB abc () 
PRINT TAB(14) : “文字 列 配列 ", “ 非 文字 列 配列 ", ~ ス タック"^ 
PRINT "main 設定 前 : , FRE(0), FRE(-1), FRE(-2) 


-$DYNAMIC 
DIM a(100), a$(100) "ダイ ナミ ッ ク 配 列 の 設定 


PRINT "main 設定 後 : ", FRE(0), FRE(-1), FRE(-2) 


abc 


REM $STATIC 


SUB abc 

DIM a, b, c "ロー カル 変数 

PRINT "procedure : ",. FRE(0), FRE(-1), FRE(-2) 
END SUB 


文字 列 配列 非 文字 列 配 列 スタ ッ ク 
main 設定 前 : 46670 173822 1152 
main 設定 後 : 46258 172994 衣 52 
DTOCedUTe  : 46258 172994 1130 





FREEFILE 


次 に 使用 で きる ファ イル 番号 を 取得 し ます . この 関数 を 使用 すれ ば , 
プロ シー ジャ に お いて , すでに 使用 し て いる ファ イル 番号 を 二 重 に 指定 
し で て で しま 9 と は あり 当 失 ん 。 
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"ーー--/* 作業 用 ファ イル へ の コピ ー キ #/--- 

DECLARE SUB TempFile (n!) … ブ プロ シー ジャ TempFile は , work.tmp と いう ファ イ 
ル を ファ イル 番号 FileNum で オー プン し , ファ イル 
番号 n の ファ イル を | 文字 単位 で ここ に コピ ー す 
TempFile (1) る . 


OPEN “abc.dat FOR INPUT AS #1 


CLOSE #1 


SUB TempFile (n) 
FileNum = FREEFILE 
OPEN work.tmp FOR OUTPUT AS FileNum 
WHILE NOT EOF(n) 





次 に 使用 で きる ファ イル 番号 の 取得 








4$ = INPUTS(1,. n) ] 文字 入力 
PRINT #FileNum, a$: ] 文字 出力 
WEND 
CLOSE FileNum 
END SOB 





書 式 FUNCTION namel( var [AS type」, …)」 [STATIC] 
| トー 仮 引数 一 仮 引数 の 型 
プロ シー ジャ 名 
name = exDreSSiIOon 
関数 の 戻り 値 
END FUNCTION 


機 能 name で 示さ れる 関数 プロ シー ジャ を 定義 し ます . 関数 の 型 は , 
name の あと に 型 管 言 文字 (%, 和 &,!, あ $) を 付け る か , DEFtyp 文 を 
用 いて 名 前 の イン プリ シッ ト 宣 言 を し て 指定 し ます . 
( ) の 中 に 仮 引数 を 書き ます . 仮 引数 が な けれ ば ( ) を 省略 で きま 
す . 
関数 の 戻り 値 は プロ シー ジャ 名 name に expression で 示す 式 の 値 
を 代入 する こと で 得 ら れ ま す . も し name へ の 代入 が 置か れ て いな けれ 
ば , 数 値 型 関数 の 戻り 値 は 0, 文字 列 型 関数 の 戻り 値 は ヌル 文字 列 と な 
り ます. 
STATIC を 指定 する と , 関数 プロ シー ジャ 内 の ロー カル 変数 は すべ 
て (SHARED 宣言 され て いる 変数 は 除く ) 静 的 変数 と な り ま す . 静 的 
変数 に つい て は 第 4 章 4-2 の 8 を 参照 し て くだ さい 、. 
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ーーー-/* デー タ 人 入力 関数 */--- 

ーーー 関数 プロ シー ジャ Dinput は 引数 x に 入力 デー タ 
DECLARE FUNCTION Dinput! (x!) を 返し . デー タ 入 力 の 終わ り に は 関数 戻り 値 
Sum = 0 ー| を 返す も の と する . 


WHILE Dinput(a) <> -1 
SU = SUW + 4 


WEND 
PRINT “合計 =^~: Sum 
END 


FUNCTION Dinput (x) 
INPUT “data “: x 
IF x = -9999 THEN 
Dinput = -1 "デー タ の 終わ り 
ELSE 
Dinput 
END IF 
END FUNCTION 


1 
ョ ーー 











①DGET [ 衣 n [,rec」 


ト 宇和 征 間 
| 路 8! ”~ 番号 


②GET [ 衣 n ,[reclL,var] 
[一 リー ド ・ デ ー タ を 格納 する 変数 


① フ ァイル 番号 nm の ファ イル か ら , FIELD 文 で 設定 され て いる リー ド / 
テイ オト) プ ァ デー タ を リー ド し きす 。 

② フ ァイル 番号 n の ファ イル か ら , 変数 var に デー タ を リー ド し ます . 
var を 指定 し た 場合 は , FIELD 文 で リー ド / ラ イト ・ バ ッ フ ァ を 設定 
し な だい で くだ きい 。 


rec は ラン ダム ・ フ ァイル で は 読み 出す レコ ー ド 番号 , バイ ナリ ・ フ ァ イ 
ル で は 読み 出し を 始め る バイ ト 位 置 で す . レコ ー ド 番号 , バイ ト 位 置 の 
先頭 番号 は 1 で す . 

rec を 省略 する と , ファ イル 現在 位置 (最後 に GET/PUT で アク セス 
し た レコ ー ド の 次 の デー タ ,。 また は SEEK で 指定 し た デー タ 位 置 ) の デ 
ー タ を リー ド し ます . rec は 1 ~231 一 1 (2147483647) の 男 囲 の 値 を 指定 
し まず 
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OPEN  “b: name.dat ”" FOR RANDOM AS #1 LEN =18 
FIELD 放 , 16 AS Name$, 2 AS Year$ 


INPUT Rec 
GET 独 , Rec < レコ ー ド 番号 Rec の デー タ を FIELD で 設定 し た バッ ファ に リー ド 


TYPE 。 Man 
Namae AS STRING *16 
Year AS INTEGER 
END TYPE 
DIM AAS Man 
OPEN “b: name.dat “" FOR RANDOM AS 書 LEN = LEN(A) 
INPUT Rec 
GET #, Rec,A < レコ ー ド 番号 Rec の デー タ を レコ ー ド 型 変 数 へ に リー ド 








GET [STEP](x1,y1) - [STEP](x2,y2) , var[(n)] 
ー 配 列 要素 番号 


配列 名 
左上 座標 右 下 座標 


(x1,y1) 一 (x2,y2) で 示さ れる 四角 形 の グラ フィ ッ ク 画 面 の デー タ を 
配列 var に 保存 し ます . 


1, y1) 
GET 


ーーーーー- ーー ーーーーーーー ーーー-ーーーーーーー ーー 情 半 wm 


2, y2) 
7 配列 var( ) 


(x1,y1) 一 (x2,y2) の 画面 デー タ を 保存 する た め に 必要 な バイ ト 数 B 
は , 
B =4 十 4* INT(((x2-x1 二 1) 十 7)/8) *(y2-y1 寺 1) 


で 求め られ ます . し た が っ て 必要 な 配列 の サイ ズ A は , 配列 の デー タ 
電 に よっ て 次 の よう に 求め られ ます . 
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A = INT(B/M) 1 


整数 弄 
倍 長 整 数 型 
単 精度 実数 型 
倍 精度 実数 型 


Co - で ト ら うら 


STEP は 相対 座標 を 意味 し , STEP (x1,y1) は 現在 位置 か ら の 相対 
距離 . STEP (x2.y2) は (x1,y1) か ら の 相対 距離 と な り ま す . 

n は , イメ ー ジ を 保存 する 配列 の 格納 開始 要素 を 示す 値 で す . 省略 
する と 配列 先頭 か ら に な り ま す . 


例 "ーー--/* 画面 イオ ー ジ の GET ノ PUT #/--- 


SCREEN 0: CLS 





x = 45: y = 41 領域 の 横 ・ 縦 の ドッ ト 数 
byte = 4+ 4*((x+7) Y8)*y  ' 必要 な バイ ト 数 

s = byteY 2+1 "必要 な 配列 要素 の 数 

DIM p%(s) ”" イメ ー ジ 用 配列 

COLOR 1 

LINE (0, 30)-(10, 40): LINE -(40, 40) 

LINE -(44, 30): LINE -(0, 30) ヨッ ト の 描画 


LINE (24, 0)-(8. 28): LINE -(24, 28): LINE -(24, 0) 
LINE (28, 14)-(28, 28): LINE -(40, 28): LINE -(28. 14) 


GET (0, 0)-(44, 40), p%X ニーーーー ヨ ッ ト ・ パ ター ン の 取得 


CLS 
FOR x = 0 T0 300 STEP 60 _ 
い 吉 い 
PUT (x, 0). p%, PSET | ヨッ ト を 横 に 表示 し て いく 
NEXT x 





書 式 GOSUB line 
ー 飛び 先 


機 能 line で 示さ れる サブ ルー チン を 呼び 出し ます . line に は ラベ ル ま た は 
行 番号 を 指定 し ます . 
サブルーチン か ら は RETURN で 戻り ます . 
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… ラ ベル ABC で 示さ れる サブ ルー チン へ 
分 岐 す る . サブ ルー チン の RETURN に 
より , GOSUB の 次 の 文 に 戻る . 


例 GOSUB 


ABC: 


ABC 
サブルーチン 本 体 


RETURN 


GOSUB 1000 …|000 行 の サブ ルー チン へ 分 岐 す る . 


サ プ ブル ー チ ン 本 体 


RE TURN 





書 ギヤ GOTO line 
| ーー 飛び 先 


、 line で 示さ れる 位置 へ 分 岐 し ます . line に は ラベ ル ま た は 行 番号 を 指 
| 。 1FS: 


GOTO  OWARI … ラ ベル OWRI で 示さ れる 位置 
・ へ 分 岐 する . 


OWARI : 








書 式 。 HExX$(n) 
" トー 数値 


機 能 数 値 n を 16 進 文字 列 に 変換 し て 返し ます . 


例 A$ = HEX$(255) …FF が 返さ れる . 
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①IF p THEN s1 [ELSE s2 


条件 式 


条件 式 
②⑦②1IF p1 THEN 
SE と 設 
[ELSEIF p2 THEN 
s2 | 


[ ELSE 
sn | 
END IF 


① 単 純 IF. 条件 p を 満た せ ば s1 を , 満た さ な け れ ば s2 を 実行 し ます . 
sl Ss2 に は コロ ン ( : ) で 区 切っ て マル チ ・ ス テー トメ ント を 書く こと が 
で きま す . 単純 IF 文 は 1 行 に 収まる 範囲 で す . 


ブロ ッ ク IF. 条件 p1 を 満た せ ば ブロ ッ ク s1 を , そう で な く p2 を 満 
だ た せ ば プ ブロッ ク s2 を , …,。 い ずれ も 滴 た さ な け れ ば プ ブロック sn を 実 
行 し ます 。 

ELSEIF 節 , ELSE 節 は 省略 で きま す が ,END IF は 省略 で きま せ 
ん 。。 

ブロ ッ ク sl1~-sgn は 複数 行か ら な る 文 の 集まり で す . 


IF A>0 THEN SP=SP 土 A ELSE SM=SM 士 A 
…A>0 な ら SP=SP 二 A を , そう で な けれ ば SM =SM+A を 行う . 


IF A>0 THEN …A>0 な ら ブ ロッ ク ⑧ を , そう で な いな ら 
SP=SP 十 A ブロ ッ ク ⑧⑥ を 実行 する . 


PRINT SP 
ELSE ( 





SM= ニ SM 士 A 
PRINT SM 


END IF 
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IF Az80 THEN …A>80 な ら ブ ロッ ク A を , 


> そう で な く A>70 な ら ブ ロッ ク B を , 
ブロ ッ ク A そう で な て ん >60 か な か ら ブ プロ ッ み C を 。 
に に ヽ ナレ が s9 レー 
ELSEIF A>70 THEN それ ら 以 外 な ら ブ ロッ ク D を 実行 する . 





機 能 入力 され だ た キー 文字 を 返し ます . キー 入力 が され て いな けれ ば , ヌル 
文字 列 を 返し ます . 


キー か ら 読 ん だ コー ド が 漢字 コー ド ま た は 拡張 コー ド の 場合 , 2 バイ 
ト 文 字 を 返し ます . 

INKEY$ は 入力 文字 を 画面 上 に エコ ー バ ッ ク し ませ ん . 

炊 の キー は INKEY$ で は 読み 込む こと は で きま せん . 


[CTRL| 十 |C| プロ グラ ム の 終了 
画面 の コピ ー 


だ た だし, コン パイ ル 時 に D/ デ バッグ コー ド ま た は /d オ プシ ョ ン を 措 


定 し て いな い 独 立 型 の .EXE プ ログ ラム は , [CTRL]+[C| を 読む こと が 
人 で 半 まま す 


CLS 
例 D0 
a$ = INKEY$ 


IF a$5 < の "THEN PRINT "> の |: 
LOOP WHILE a$ <> CHR$(27) 


… キ ー を 押す た びに “>" を 表示 する . [EscC| で ルー プ か ら 抜 ける . 


デア 。 





INP(n) 
トー ポー ト 番 号 





n 番 (0 一 65535) の ボー ト か ら 1 バイ ト の デー タ を 入力 し ます . 


Lputc は . ブリ ンタ ボー ト に 直接 デー タ を 出力 する 関数 で す . 
Lputs は , Lputc を 用 いて 文字 列 を プリ ンタ に 出力 し ます . 


DECLARE SUB Lputc (c%) 
DECLARE SUB Lputs (a$) 


Lputs ("Hello Quick') 
Lputc (&HD): Lputc (&HA) 


SUB Lputc (c%) "直接 プリ ンタ 出力 
WHILE (INP(&H42) AND 4) < 4 ] 第 2 ビット が セッ ト ()) 


WEND 9 
0UT &H40, c% され る まで 待つ 


00T &H46, 14 
0UT &H46, 15 


END SUB 


SUB Lputs (a$) ~ 直接 文字 列 出力 
FOR k = 1 TO LEN(a$) 
c% = ASC(MID$S(a$, k, 1) ) 
Lputc c% 
NEXT k 
END SUB 








ェ INPUT$(size[ ,#n ]) 


ト - フ ァイル 番号 
リー ドバイ ト 数 


ファ イル 番号 n の ファ イル か ら size バイ ト の 文字 を リー ド し ます . 
ファ イル 番号 n を 省略 する と , 標準 入力 (通常 キー ボー ド ) か ら リ ー 
ド し ます . 


巡 の ブロ グラ ム は , ファ イル か ら 1 バイ ト 単 位 で リー ド し , スク リー 
ン に 表示 し て いく も の で す . 

MS-DOS の テキ スト ・ フ ァイル の 行末 は CR・LF (&H0D, 層 HO0A) の 
2 バイ ト で 構成 され , QB で この 文字 を スク リー ン に 2 回 表示 する と 改 
行 が 2 度 行わ れる た め , 最初 の &HOD は 出力 し な いよ うに し まし た . 
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・ ーー/* ファ イル の タイ プ $/ 一 - 


CLS 
[INPUT “FileName ": File$ 
OPENFile$ FOR INPUT AS #] 


DO WHILE NOT EOF(1) 
a$ = INPUT$(1, #1) ー | 文字 (バイ ト ) リ ー ド 
IF a$ <> CHRS(&HA) THEN PRINT a$: 





L00P 
CLOSE #1 





INPUT\(size[ ,#n ]) 
| [一 ファ イル 番号 
リー ド す る 文字 数 





機 能 ファ イル 番号 nm の ファ イル か ら , size で 示さ れる 個数 の 文字 を リー 
。 ド し ます . 1 バイト 文字 な ら 1 バイ ト を , 2 バイト 文字 な ら 2 バイ ト を 
1 文字 と し て 扱い ます . INPUT$ は バイ ト 単 位 の リー ド で す . 


_ 例 次 の プロ グラ ム は , ファ イル か ら 1 文字 単位 で リー ド し , スク リー ン 
_ に 表示 し て 行く も の で す . INPUT$ で 示し た 例 と 同じ も の で す が , こ 
ちら は , 2 バイト 文字 を 含む ファ イル に 対し て も 正常 に 動作 し ます . 


” ---/* ファ イル の タイ プ #*/--- 


CLS 
INPUT “FileName ~: File$ 
OPEN File$ FOR INPUT AS #1 


DO WHILE NOT EOF(1) 


a$ = INPUTY(1. #1) | 文字 リー ド 





IF a$ <> CHRS(&HA) THEN PRINT aS$: 
L00P 
CLOSE #1 








書 式 。 INPUT[]['msg ti.)] var… 
1_ 変数 
メッ セー ジ 文 字 列 
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数 var に キー ボー ド か ら デ ー タ を 入力 し ます . 

INPUT 直後 に も ミコ ロン (:) を 置く と , デー タス 入力 時 に [ ノ | を 押し て 
も カー ソル は 同じ 行 に と どまり ます . 

msg は メッ セー ジ 文 字 列 で , その 後に 置く “:” と “.? は 機能 が 異な り 


まず 
) … msg の あと に 9? 示す る . 
,。 msg の あと に ? を 表示 し な い . 
INPUT _ "data" :A 
data ? 20 レ | 


INPUT "data" :X。 A$ 





data ? 20, Hello レ | 


INPUT ”, A 


20 ノレ | 








INPUT #n, var,… 


変数 
ファ イル 番号 


SS ファ イル 番号 n の シー ケン シャ ル ・ フ ァイル か ら , デー タ を 変数 var 
機能 リー ド し まま 


ーー ニー-/* シー ケン シャ ル ・ フ ァイル の 読み 込み #/--- 
OPEN man.dat′ FOR INPUT AS #1 


PRINT "Name , "Year~ 
DO WHILE NOT EOF(1) 
INPUT #1, Name$, Year 
PRINT Name$,. Year 
L00P 
CLOSE #1 


つ 





INSTR ([start,]str, key) 
1 見 つけ る 文字 列 
被 検索 文字 列 
検索 開始 位置 





機 能 文字 列 str 中 か ら key で 示さ れる 文字 列 を 探し , その 位置 (バイ ト 位 
吉 ) を 返し ます . start は 検索 開始 位置 で , 省略 する と 先頭 か ら 検索 を 開 


始 し ます . 
検索 文字 列 が 見 つか ら な けれ ば 0 を 返し ます . 


INSTR(CQuick BASIC”, "BAS")… 7 を 返し ます . 
次 の プロ グラ ム は 文字 列 中 の 空白 の 位置 を 表示 する も の で す . 


Text$ = "THis is a pen'" 
p = INSTR(Text$, " 『) 
DO WHILE p <>0 
PRINT p 
p = INSTR(p + 1, Text$. "「『 
LOOP 空白 の 次 の 位置 を 開始 点 に する 








次 の 例 は INT, CINT, FIX の 違い を 比較 する も の で す . 


用 > は 電 作 。 人 TLM2 > ま 旧 生 4 人 す 
FOR k = 1 TO 4 

READ x 

PRINT x, INT(x), CINT(x), FIX(x) 
NEXT k 


上 衣 よ 朋 ご の 。 ジー を 3 を 6 2、 8 


CINT(x) 
こ 3 
9 





ー ブ プン され て いる デバ イス ・ ド ライ バ か ら 制 御 文字 列 を 取得 し ま 








IOCTL [ 衣 n, str 


ー 制 御 文字 列 
デバ イス ・ ド ライ バ の ファ イル 番号 


オー プン され て いる デバ イス ・ ド ライ バ に 制御 文字 列 を 送り ます 





文字 列 str の 先頭 文字 の JIS コー ド を 返し ます . 先頭 文字 が 1 バ 
字 な ら ASCII コー ド を 返し ます . 


a$ = “ABC 日 本 語 " 
FOR k = 1 TO【LEN(a$) 
b$ = KMID$(a$, k, 1) 
PRINT b$: "="!: JIS$(Db$) 
NEXT k 








KEXT$ (str, func) 


人 -_- 抽 出す る 文字 の 種類 
文字 列 


func =0 の と き は , str か ら 1 バイ ト 文 字 だ け を 抜き 出し て 返し , 
func =1 の と き は, str か ら 2 バイ ト 文 字 だ け を 抜き 出し て 返し ます . 
指定 し た 文字 列 が 存在 し な けれ ば , ヌル 文字 列 が 返さ れ ま す . 


a$ = “日 本 語 ABC 入 門 123" 
PRINT KEXT$(a$, 0), KEXTS(a$, 1) 


ABC123 日 本 語 入門 
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① KEY n, str 


人 4- フ ァ ン クシ ョ ン ・ キ ー に 割り 当て る 文字 列 
ファ ンク ショ ン ・ キ ー の 番号 ( 1 -~10) 


②⑦ KEY LIST 
3③ KEY ON 
(④ KEY OFF 
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機 能 ①n( 1 -10) で 示さ れる ファ ンク ショ ン ・ キ ー に 文字 列 を 割り 当て ます . 
文字 列 は 最大 15 文 字 ま で で , それ を 越え た 文字 は 捨て られ ます . 
② フ ァ ン クシ ョ ン ・ キ ー に 割り 当て られ て いる 文字 列 の 一 覧 を 表示 し ま 


し の 
③ 画 面 の 最 下行 に 各 フ ァ ン クシ ョ ン ・ キ ー に 割り 当て られ て いる 最初 の 
6 文字 を 表示 し ます . 


④ 画 面 の 最 下 行 へ の ファ ンク ショ ン ・ キ ー の 表示 を 行い ませ ん . 


KEY に より 設定 し た ファ ンク ショ ン ・ キ ー が 機能 する の は ,。 プロ グ 
ラム の 実行 中 で , QB 環境 下 で は あり ませ ん . 





CLS 
例 FORk = 1TO5 
READ a$ 
KEY k, a$ IF・ 中 て |F・5| に デー タ を 割り 当て る 

NEXT K 

DATA 国語 , 社 会 , 数 学 , 理 科 , 英 語 

KEY ON 

KEY LIST 

INPUT Text$ 
F1 国語 
F8 0 
F3 了 チ 
F4 理科 _- 
F5 天 記 KEY LIST で 表示 され た も の 
F6 
F7 
F8 
F9 
F19 ー 
? 数 字 |F・3| キ ー を 押す と 表示 され る 

an KEY ON で 表示 され る 

1 国語 2 社会 3 数 学 4 理科 5 英語 6 7 8 9 1g 


メメ 








式 。 ①KEY(n) ON 
② KEY(n) OFF 
③ KEY(n) STOP 


キー 番号 


機 能 ① 指 定 し た キー の トラ ッ ピ ング を 開始 
② 指 定 し た キー の トラ ッ ピ ング を 禁止 
③ 指 定 し た キー の トラ ッ ピ ング を 依 止 . 停止 中 に 発生 し た トラ ッ ピ ング 
は 記憶 され て お り , トラ ッ ピ ング が 許可 (開始 ) され る と た だ ち に イベ 
ント 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 
キー 番号 n と キー の 関係 は 次 の と お り で す . 





ユー ザ 定 義 キ ー は KEY 文 を 用 いて 次 の よう に 定義 し ます . 
KEY n, CHR$(keyflag) 十 CHR$(scancode) 


keyflag の 値 は 以下 の と お り で す . 





scancode は 次 ペー ジ の 表 の と お り で す . 
な だ は 。 
KEY 15, CHR$(&H10) 十 CHR$(&H1E ) 


は , [CTRL|+[S| を 15 番 の キー に 割り 当て . 
KEY 15, CHR$(&H00) 十 CHR$(&H1E) 
は , |S| を 15 番 の キー に 割り 当て ます . 
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@ Scancode 


XFER 
ROLL UP 
ROLL DOWN 
INS 
DEL 


1 
の 
9 
4 
5 
6 
7 
6 
J 
0 


HOMECLR 
HELP 


還 に 和 


アア の ーー 


ら ー こ と こつ る の 志 の ココ 四 学 % 
ー ト 一 トート 一 ト 一 ト 一 ト 一 ト ーー ト 
( ら 〇 COQ = こ J」 の 〇 の) 選 O) PO 


デデデ の m の ささ の XR Rm 


ツ 人 





KEY 15. CHRS(&H10) + CHRS(&HIE) "ユー ザ 定 義 キ ー 一 [CTRL|+[S| を キー 番号 15 に 定義 
KEY(1)0N "トラ ッ プ の 開始 

KEY(15)0N 

ON KEY(1) GOSUB Key1 "トラ ッ プ ・ ル ー チ ン の 設 


ON KEY(15) GOSUB Key2 


= ]: 大 = ] 
WHILE 無限 ルー プ 
WEND 


Key] : 
PRINT m: ":now trap key1~ 
央 = 大 填 1] 

RETURN 


Key15: 
PRINT n: ~:now trap key15 
日 区 親 守 traP key1 
REIURKN trap key15 


traD key] 
traD keyl 
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書 式 KILL filename 
[ファ イル 名 


* 本 カー ド (*,?) を 使う こと も で きま す . 


例 KILL  “"B: *.BAS" 
し 4。 … ド ライ ブ B の ファ イル タイ プ .BAS の ファ イル を すべ て 削除 する . 





書 式 KINSTR([start, ] str, key) 
見 つけ る 文字 列 
被 検査 文字 列 
検索 開始 位置 


機 能 文字 列 str 中 か ら key で 示さ れる 文字 列 を 探し , その 位置 (1 バイ ト 
"”。 。 。 文字 , 2 バイ ト 文 字 と も 1 文字 と し て 数 える ) を 返し ます . start は 検索 
開始 位置 で , 省略 する と 先頭 か ら 検索 を 開始 し ます . 
検索 文字 が 見 つか ら な けれ ば 0 を 返し ます . 


例 ーーー-/* 文字 列 の 検索 */--- 
Key$ = 日記" …Book$ に リー ド し た デー タ の 
FOR k = 1 T0 4 中 に "日記 "と いう 文字 が 入っ 
READ Book$ て いる も の だ け を 表示 する . 
IF KINSTR(Book$, Key$) <> 0 THEN PRINT Book$ 
NEXT k 


DATA 土佐 日 記 . 源氏 物語 , 十 六 夜 日 記 , 方 丈 記 


土 
十 


ト 軒 


記 
日 計 


日 
ヽ 夜 日 記 


2 
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文字 列 の 長 さ を 文字 数 で 返し ます . 1 バ 字 , 2 バイト 文 字 
1 変 字 を し て 義 え ます 


a$ = 日 本 語 ABC^ 


n = LEN(a$) 

mm = KLEN(a$) 

PRINT "バイ ト 数 ミ < 角 
PRINT "文字 数 = : 間 
PRINT ~ 2 バイ ト 文 字 の 数 =*:n-m 





KMID$(str, start[, n]) 


| 一 取 り 出す 文字 
取り 出す 開始 位置 
字 列 


子 列 str の start 位置 か ら , n 個 の 文字 を 取り 出し て 返し ます . 1 
バイ トト 文字 , 2 バイ ト 文 字 と も 1 文字 と し て 数 えま す . 
n を 省略 する と , 文字 列 の 終わ り ま で 取り 出し ます . 


a$ = 日 本 語 abc" 


FOR k = 1 TO KLEN(a$) 
PRINT KMIDS$(a$, k, 1) 
NEAI K 


o の ご どら 品 着 加 








KMID$(strvar, start[ , n])= strexpression 
| | し 置き 換え る 文字 列 
置き 換え る 文字 
置き 換え 開始 位置 
置き 換え られ る 文字 列 


字 列 変数 strvar の start 位置 以後 の 文字 を , strexpression で 置き 
換え ます . n を 指定 する と , strexpression の 先頭 か ら n 文字 分 を 置き 


換え ます . 

Text$ = "これ は 船 M …Text$ 中 か ら Key$ の 文字 列 を 
Key$ = “ 船 " 探し , Rep$ で 置き 換え る . 船 の 
Rep$ = "電車 " 代わ り に 電車 が 入る の で は な 
KMIDS(Text$, KINSTR(Text$, Key$) ) = Rep$ く . 船 に 」 の 代わ り に 電車 が 入 
PRINT Text$ る 





文字 列 str の n 番 目 の 文 字 (1 バイ ト 文 字 , 2 バイ ト 文 字 を 1 文字 と 
える ) が , 先頭 か ら 何 バイ ト 目 に な る か を 求め て 返し ます . 








KTNS$ (str) 
ー 文字 列 


字 列 str の 先頭 1 文字 が 2 バイ ト 文 字 の と き は , それ に 対応 する 名 


点 コ ー ド を , 1 バイ トト 文字 の と き は , それ に 対応 する ASCII コー ド を 
文字 列 の 形 で 返し ます . 
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例 a$ = "0 A ア 巫 日 本 語 ^ 


PRINT TAB(14): "句点 コー ド ", ~」 IS コー ド ^ 
FOR k = 1 TO KLEN(aS) 

b$ = KMID$(a$. k, 1) 

PRINT b$, KTNS(bS), JISS(b$) 
NEXT k 


O 
A 
ま 
亜 
日 
本 
庄 








式 LBOUND(array[ , d]) 
| 1_ 添字 の 次 元 
配列 名 


機能 配列 array の d 次 の 添字 の 下限 値 を 取得 し ます . 
LBOUND, UBOUND は , 引数 渡し され た , 配列 の サイ ズ を 取得 す 
る の に 使い ます . 
DIM A(-10 TO 20, 5 TO 10) 


LBOUND(A, 1) … -10 を 返す . 
LBOUND(A, 2) … 5 を 返す . 


例 プロ シー ジャ SetArray は 2 次 元 配列 を 受け と り , 各 妥 素 を dat で 初 
期 化 し ます . 


DECLARE SUB SetArray (b!(), dat!) 
DIM a(-2 TO 2, 3 TO 5) 


SetArray 4(), -1 


SUB SetArray (b(), dat) 
FOR j = LBOUND(b, 1) TO UBOUND(b. 1) 第 | 次 の 添字 の 下限 と 上 限 
FOR k = LBOUND(b, 2) TO UBOUND(b, 2) ニー 第 2 次 の 添字 の 下限 と 上 限 
b(j, k) = dat 
NEXT k 
NEXT j 
END SUB 
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LCASE$(str) 
ー 文字 列 


柏 能 。 池 列 中 の 大 文字 を 小文字 に 変換 し て 返し ます . 対象 と る 文字 は 1 
。 量 。 ベ イト 文字 , 2 バイ ト 文 字 の AZ で す . 


例 INPUT A$ 
_ IF LCASE$(A$) = "yes" THEN- ン 
…A$ に Yes, YES, な ど が 入力 され て も yes と し て 比較 で きる . 








LEFT$(str, n) 
ー 左端 か ら の 文字 数 
文字 列 


機 能 文字 列 str の 左端 か ら n 文字 (バイ ト ) を 取り 出し ます . n が 文字 列 の 
で で ーー 長 さ より 大 きけ れ ば 文字 列 全 体 を 返し ,n が 0 な ら ヌ ル 文 字 列 を 返し ま 
選 


例 AS = "Hello BASIC" 
Lo B$ = LEFT$(A$, 5) … Hello が 返さ れる . 








LEN(str) 
ー 文字 列 


文字 列 str の 長 さ を 返し ます . 2 バイ ト 文 字 は 2 文字 と 数 えま す . 
日 本 語 を 含む 文字 列 に は KLEN を 使用 し て くだ さい . 


LEN( "Hello") …5 を 返す . 
LEN(" 日 本 語 ABC")… 9 を 返す . 
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LEN(var) 
ー 変 数 名 


機 能 変数 が メモ リ 上 で 使用 する バイ ト 数 を 取得 し ます . 


TYPE Man 
Name AS STRING ※* 15 
Year AS INTEGER 

END TYPE 

DIM A AS Man 


LEN(A) … 16+2=18 バ イト が 返さ れる . 








[LET] var = expression 
ー 式 
変 数 


機 能 変数 に 式 を 代入 する た め の 文 で す . 一 般 に LET は 省略 し , 
アー アデ Var = @exXDrGeSSIOn 


だ け で 代入 文 と し て 扱わ れ ま す . 








LINE [[STEP](x1, y1)] - [STEP](x2, y2), [color],(B 1BFjL, style] 
1 ライ ンス 9 タイル 
始点 La し La Box Fiil 


。 。  ①⑪ 通 常 の 直線 
機 能 LINE (x1, y1) - (x2, y2) [,color] 
色 color を 省略 する と COLOR 文 で 設定 され て いる 色 で 描き ます . 


(l, yl) 
時 color 


(x2, y2) 


23/ 





② 現 在 位置 か ら の 描画 
LINE -(x2, y2)[,color」 


マー 現在 位置 
(x2。 y2) 


始点 座標 (x1, y1) を 省略 する と, 現在 位置 か ら の 搬 画 と な り ま す . 


③ 相 対 指 定 
LINE [[STEP](x1, y1)]-[STEP](x2, y2)[,color] 


第 1 座標 に STEP を 付け る と , 現在 位置 か ら の 距離 , 第 2 座標 に 
STEP を 付け る と , 第 1 座標 か ら の 距離 と な り ま す . 


LINE -STEP(100, 100) 


了 ーーー ト ーー 現在 位置 
へ 


LINE STEP(50, 50)-STEP(50, 50) 





50 IO00 150 





LINE (100, 100)-STEP(50, 50) 


I00 150 
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④ B(Box) , BF(Box Fil) 
B 指定 する と (x1, y1) -(x2, y2) を 対 角 と する 四角 形 を 描き ます . 座 
標 に STEP を 指定 する こと も で きま す . 


LINE (x1, y1)-(x2, y2),[color」, B 


(xl。 yl) 


(2, y2) 


BE 指定 する と (x1, y1) -(x2, y2) を 対 角 と する 四角 形 を 描き , その 
中 を ぬり つぶ し ます . 座標 に STEP を 指定 する こと も で きま す . 


LINE (x1, y1)-(x2, y2) ,[color」, BF 


(Cxl。 yl) 


(x2, y2) 


⑤ ラ イン スタ イル の 指定 
style に 次 の よう な 16 ビ ッ ト の ビッ トバ パタ ー ン 値 を 与え る こと で , 線 
の スタ イル (点線 , 破線 な ど ) を 指定 で きま す . 


し オン 
uc ン 較 。 


ググ ク 帳 韻 グ 四半 ク ク 四 グ ク 下 





(xl。 yl) 


*(x2, 72) 


LINE (x1, y1) - (x2, y2) ,[color」,, &HCCCC 


ライ ンス タイ ル の 指定 は BF オプ ショ ン に 対し て は 機能 し ませ ん . 


239 


ーー-/* 直線 の 描画 */--- 


SCREEN 0: CLS 





LINE (10, 10)-(200. 10),. 1 (① 
LINE (10, 20)-(200, 20), 2, , &HCCCC ーーーー(② 








LINE (10, 30)-(200, 200), 3, B ③ 
LINE (30, 40)-(100, 110), 4, BF (④ 
LINE (110. 110)-(190, 190), 5, B, &HF00F ーー⑤ 


ーーーーー 一 ーー 


⑨ @ @@G 〇 











LINE INPUT [:] "msg”:| strvar 


一 文字 列 変 
ッッ ポ ーー ウツ 


キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た 1 行 の デー タ を strvar に 格納 し ます . デ 
ー タ 中 に カン マ , スペ ー ス ,。 二 重 引 用 符 な ど を 含め る こと が で きま す . 
[| の み 入力 する と ヌル 文字 列 を 返し ます . 

msg は 表示 され る メッ セー ジ で す ., INPUT 文 と 異な り , msg 中 
に ? を 倫 ま せな いか ぎり 。 ? を 表示 し ませ ん 。 

INPUT 直後 に ": "を 置く と , [| を 押し た あと も カー ソル は 同じ 行 
に と どまり ます , 


キー ボー ド か ら 入 力 し た 1 行 を ファ イル に 書き 込み ます . 
入力 の 終わ り は [CTRL|+[ 外 |] と し ます . [CTRL|T [2 は を H1A と い 
りす 


OPEN "text.dat”" FOR OUTPUT AS ] 


LINE INPUT a$ 

DO WHILE MID$(a$, 1, 1) <> CHR$(&H1A) ユー 入力 行 の 先頭 文字 の 判定 
PRINT #], a$ 
LINE INPUT a$ 

LOOP 

CLOSE #] 


< ロ 
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LINE INPUT #n, strvar 


[文字 列 変数 
ファ イル 番号 





ファ イル 番号 nm の シー ケン シャ ル ・ フ ァイル の ファ イル 現在 位置 か 
1 行 を リー ド し , strvar に 格納 し ます . 1 行 の 終わ り は CR・LF コー ド 
で 判定 され ます . 


1 行 単位 で ファ イル か ら リ ー ド し , 行 番号 を 付け て 表示 する も の で 
. この リス ト は この プロ グラ ム 自 身 で 出力 し た も の で す . 


。ーーー/ を 行 番号 付き ファ イル ・ タ イプ #/--- 


INPUT "FileName”, f$ 
OPEN f$ FOR INPUT AS 則 


8 
LINE INPUT #, a$ 

DO WHILE NOT EOFC1) 
9・ PRINT USING " 雑 放 "ni ーー 一 行 番号 の 表示 
10: PRINT a$ 
月 が nh=n+ 1 





| 行 リー ド 


CC ココ の の 〇 の 違 くう トト うー 


に 





行 番号 を | つ 進 め る 


12. LINE INPUT , a$ 
13: LOOP 
14: CLOSE 痢 ] 








LOC(n) 
トー ファ イル 番号 


ラン ダム ・ フ ァイル で は , 最後 に リー ド / ラ イト し た レコ ー ド 番号 を 返 


し 組 すず 。 

シー ケン シャ ル ・ フ ァイル で は , 現在 位置 の バイ ト 数 を 128 で 割っ た 値 
上 選 し ます 、 

バイ ナリ ・ フ ァイル で は , 最後 に リー ド / ラ イト し た バイ ト 位 置 を 返 
二宮 


COM( 通 信 ) デ バイ ス で は 入力 バッ ファ に ある 文字 数 を 返し ます . 


41 
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LOCATE [y」[,[x」L,[flag]L ,[upper」[ ,lower]]]] 
トー カーソル の 下 敵 値 
ー カ ー ソ ル の 上 問 値 
カー ソル 表示 フラ グ 
桁 位置 
ー 行 位置 


カー ソル を (y, x) で 示さ れる 位置 に 移し ます . yy また は x を 省略 す 
る と 現在 の 行 ま た は 桁 位置 が 使わ れ ま す . 


flag =0 と する と , カー ソル を 表示 し ませ ん . flag =1 と する と , カー 
ソル を 表示 し ます . 省略 する と 前 の 状態 を 引き 継ぎ ます . 

upper と lower は カー ソル 形状 の 上 端 値 と 下端 値 で す . lower を 省略 
する と , upper と 同じ 値 が 採用 され ます . 


< 一 UDDer 
< 一 Iower 
回 も ga 
L_ カー ソル 形状 
LOCATE ,, 0 … カ ー ソ ル を 消す . 
LOCATE ,,, 8, 15 … カー ソル 形状 を 下 半 分 ( 画 ) に する . 


LOCATE 2, 10: PRINT 


"ABC" 


10 


| 交 
LT ITII IIIIIII 
| 11IIIIIIMemle 
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式 LOCK [ 衣 n[ ,[start][TO end]] 
| 終末 レコ ー ド 
先頭 レコ ー ド 


ファ イル 番号 
UNLOCK 「[ 衣 nl ,[start」[TO end]」 





機 能 LOCK は ファ イル の start 一 end で 示さ れる 男 囲 を 他 の プロ セス に 対 

し アク セス 禁止 に し ます , start, end は ラン ダム ・ フ ァイル で は レコ ー 
ド 番 号 , バイ ナリ ・ フ ァイル で は 先頭 か ら の バイ ト 位 置 で す . 

UNLOCK は LOCK で ロッ ク し た 範囲 を 解除 し ます . 

start を 省略 する と 1 と みな され ます . TO end を 省略 する と , start 
秋 号 の レコ ゴー ド だ け ロ ッ ク き れ ま す . 

start と end を 共に 省略 する と , ファ イル 全体 を ロッ ク し ます . 

シー ケン シャ ル ・ フ ァイル で は start と end の 指定 は 意味 が な く , い 
つも ファ イル 全体 が ロッ ク さ れ ま す . 

LOCK, UNLOCK を 機能 さき せる た め に は , MS-DOS 上 で 一 度 
SHARE.EXE を 実行 し て お か な けれ ば な り ま せん . 


LOCK #1, 1 TO 4 


例 LOCK #1 5 TO 8 
UNLOCK #, 1 TO 4 0 …… まとめ て , UNLOCK 六 1, 1 TO 8 と し て 
UNLOCK 誕 5TOB8 は いけ な い . LOCK で 指定 し た の と 同じ レコ 


ー ド 番号 を 使わ な けれ ば な ら な い . 





式 LOF(n) 
ト - フ ァイル 番号 





機 能 ファ イル 番号 n の ファ イル の サイ ズ を バイ ト 数 で 返し ます . 
OPEN COM 文 で オー プン し た デバ イス に LOF を 使用 する と, 出力 
バッ ファ 内 の 空き バイ ト 数 を 返し ます . 


TYPE Man 
Namae AS STRING※ 156 
Year AS INTEGER 

END TYPE 

DIM A AS Man 
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と 定義 され た Man 型 の レコ ー ド を セー ブ し た , ファ イル 番号 1 の ファ 
イル が あっ た と き , 


MaxRec = LOF (1)/LEN(A) 
は ファ イル の レコ ー ド 総数 を 示し ます . 
ーー-/* ファ イル ・ サ イズ の 取得 */--- 


TYPE Man 
Namae AS STRING * 16 
Year AS INTEGER 

END TYPE 

DIM a AS Man 


OPEN “"b:name.dat" FOR INPUT AS #1 


ファ イル の バイ ト 5 注 
PRINT ~ フ ァイル の バイ ト 数 : ~: LOF(1) ーー キー : 4 


PRINT "ファ イル の レコ ー ド 数 : “: LOF(1) / LEN(a) 


CLOSE #1 






LOG(x) 





- 機 能 。 自然 対数 log。x を 求め ます . 











式 LPOS(n) 
トー プリ ンタ 番号 


機 能 [ n 番 で 示さ れる プリ ンタ (LPTn :) の ヘッ ド の 現在 位置 を 取得 し ます . 
[ LPOS 関数 は タブ 文字 を 展開 し ませ ん の で , 返す 値 は 必ず し も プリ ン 
タ ヘ ッ ド の 物理 的 位置 と は な り ま せん . 


-ー--/* 印字 位置 の 取得 */--- 


FOR k = 48 10 72 

LPRINT CHRS(k) 

IF LPOS(1) > 10 THEN LPRINT ーー 一 印字 位置 が 10 桁 を 越え た ら 改 行 
NEXT k 
LPRINT 


0123456789 
・: く =>29ABC 


DEFGH 
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LPRINT arg1 ti:|, す … 
出力 デー タ 


arg1 以 下 ひ の データ を ブリ ンタ に 出力 し ます ,。 デー タ の 区 切り に “: ア 
“を 用 いた 場合 の 違い は PRINT と 同じ で す . 
LPRINT は プリ ンタ アデス バイ ス 上 PT を 使用 し ます . 











LPRINT USING format : argt:|, )… 


書式 制御 文字 列 


arg1 以 下 の デ ー タ を format で 示さ れる 書式 に し た が っ て プリ ンタ に 
放し ます 
format の 指定 方 法 は PRINT USING と 同じ で す . 








① LSET strvar = strexpression 


[- 文字 列 
FIELD で 設定 し た 文字 列 変数 


②⑦ LSET recvar1 = recvar2 
Se ド 変数 


① FIELD 文 で 設定 し た リー ド / ラ イト ・ バ ッ フ ァ に 割り 当て られ て い 
変数 に 文字 列 デ ー タ を 左 づ め に し て 格納 し ます . 余っ た 部 分 は 空白 で 
埋め られ ます . 文字 列 が 長け れ ば , は み 出 し た 部 分 は 捨て られ ます . 
FIELD 講 , 16 AS Name$, 2 AS Year$ 


Name$ Year$ 


/ パ ツジ ジア 【『 ド 旧 胡 


LSET Name$, “Ann" 


strvar に は FIELD 文 で 設定 し た 文字 列 変数 で は な く , 一 般 の 固定 
長文 字 列 変数 を 使用 する こと が で きま す . 機能 は フィ ー ル ド ・ バ ッ フ 
ァ へ の 設定 と 同じ で す . 


異な る 型 の レコ ー ド に 対す る 代入 を 行い 
TYPE S2 
Name$ ふ AS STRING * 2 
END TYPE 


1 すら 3 


Name$ AS STRING※* 3 
END TYPE 
DIM A AS S2,. B AS 5S3 


LSET S3 = 532 


同じ 型 の レコ ー ド に 対し て は 単なる 代入 文 で 行え ます . 








LTRIM$(str) 
ー 文字 列 


字 列 str の 左側 に ある スペ ー ス を 削除 し ます . スペ ー ス は , 1 バ 
ト 文 字 , 2 バイ ト 文 字 の スペ ー ス で す . 


人 第 =" Hello , BASIC" 


し に し に に コ 


B$ = LTRIM$(A$) … "Hello こ 」BASIC" を 返す . 








MID$(str, start[, n]) 


1- 取り 出す 文字 
字 列 取り 出す 開始 位置 


隔 文字 列 str の start 位置 か ら n 個 の 文字 を 取り 出し て 返し ます . n を 
省略 する と 文字 列 の 終わ り ま で 取り 出し ます . 


日 本 語 を 含む 文字 列 に は KMID$ を 使用 し て くだ さい 





A$ = "Hello BASIC" 
B$ = MID$S(A$, 7, 3) … "BAS" が 返さ れる . 
C$ = MID$(A$, 7) … "BASIC" が 返さ れる . 
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MID$ (strvar, start| , n])= strexpression 


| 


置き 換え る 文字 列 
置き 換え る 文字 数 
置き 換え 開始 位置 
置き 換え られ る 文字 列 





文字 列 変数 strvar の start 位置 以後 の 文字 を strexpression で 置き 換 
えま す . n を 指定 する と , strexpression の 先頭 か ら n 文 字 分 を 置き 換 
えま す . 置き 換え る 文字 列 が 長 す ぎる 場合 は , は み 出 た 文字 は 捨て られ 


ます . 日 本 語 を 含む 文字 列 に は KMID$ を 使用 し て くだ さい . 


A$ ふ = “This is a pen" 
MID$(A$, 11) = 


"book“" 


… A$ は "This is a boo" と な る . k は 捨て られ る こと に 注意 . 








MKD$(qdouble) 
MKI$(integer) 
MKL$(long) 
MKS$(single) 


FIELD で 定義 し た リー ド / ラ イト ・ バ ッ フ ァ は 文字 列 型 な の で , 


倍 精度 実数 値 を 8 バイ ト 文 字 列 に 変換 
整数 値 を 2 バイ ト 文 字 列 に 変換 
倍 長 整 数 値 を 4 バイ ト 文 字 列 に 変換 
単 精度 実数 値 を 4 バイ ト 文 字 列 に 変換 


テ ーー テ 
トー トー 


に 数 値 デ ー タ を 格納 する 場合 は , MKD$/MKI$/MKL$/MKS$ 関 数 を 


用 いて 文字 列 に 変換 し て か ら 行 いま す . 


” ---/* ラン ダム ・ フ ァイル の 書き 込み */--- 


OPEN "b:name.dat" FOR RANDOM AS #1 LEN = 18 
FIELD ぉ ょ 1, 16 AS Name$,. 2 AS Year$ 


[INPUT “Rec No 
WHILE Rec > 0 


INPUT “name , 


LSET Name$ 
LSET Year$ 


PUT #1, Rec 


Rec 


Ye4Fr 
In$ 


MKIS(a%) 


INPUT "Rec No “: Rec 


WEND 
CLOSE #1 


Rec No 
am , 
Rec No 


name , 
Rec No 
name , 
Rec No 
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Name$ Year$ 


_ 





FIELD 


LSET Year$ ニ MKI$(a ) 


] 
数 値 デ ー タ 








MKDIR path 
ーー サ プ デ ィ レ クト リ 名 


機 能 path で 示さ れる サブ プ デ ィ レ クト リ り を 作成 し ます . 


例 MKDIR "B:\SATO\WORK" 


… ド ライ ブ B の サブ デ ィ レ クト リ SATO の 下 に サブ ディ レク トリ 
WORK を 作る . サブ ディレク トリ SATO は すでに 作成 され て いな け 
れ ば な ら な い . 





MKSMBF$(single) < 単 精度 実数 値 を 4 バイ ト 文 字 列 に 変換 
MKDMBF$(double) 一 倍 精度 実数 値 を 8 バイ ト 文 字 列 に 変換 


IEEE 形式 の 数 値 を マイ クロ ソフ ト ・ バ イナ リ 形式 (MBF) の 文字 列 に 
変換 し ます . 














式 NAME old AS new 


| 1 新しい ファ イル 名 
古い ファ イル 名 


機 能 old で 示さ れる ファ イル 名 を new に 変更 し ます . 


old と new の パス が 異な る 場合 は , サブ ディ レク トリ 間 の 移動 と な 
り ま す . 異な る ドラ イブ 間 の 移動 は で きま せん . 
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NAME "abc.bas”" AS "aaa.bas" 
…・ abc.bas を aaa.bas に リネ ー ム する . 
NAME "abc.bas" AS “work\aaa.bas" 


… カレ ント ディ レク トリ の abc.bas を ,。 サブ ディ レク トリ work に 
aaa.bas と し て 移動 する も. カレ ント ディ レク トリ の sabc.bas は な 





機 能 数 値 n を 8 進 文字 列 に し て 返し ます . 


OCT$(255)  … 377 を 返す . 








ON ERROR GOTO line 
ト - ト ラッ ピン グル ー チ ン の 入口 


エラ ー・ ト ラッ ピン グル ー チ ン の エン トリ ポイ ント を 設定 し ます . 
ine は エン トリ ポイ ント を 示す ラベ ル ま た は 行 番号 で す . 

ine に 0 を 指定 する と , エラ ー・ ト ラッ ピン グ 処 理 を 停止 し ます . つま 
り エ ラー が 発生 する と , エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され プ ブログ ラム の 実行 
は 停止 し ます . 


ON ERROR GOTO ErrorHandler ーーーーー ト ラッ ピン グル ー チ ン の 


2 
本 


FOR k = 1 TO 5 


READ x 
PRINT x, LOG(xX る 
時 ーー エラ ー が 発生 する と 
NEX] k 上 』 
DATA 2.-3.5.-1.6 rror Handler に 移る . 


END 


ErrorHandler: 
PRINT x: “Arg is errOr'" 
RESUME NEXT 





エラ ー の あっ た 文 の 次 の 文 に 移す . 


.6931472 
-3 ATE 1S 6eTTOT 
1.609438 


-] ATE 1S erTTOT 
1.791759 








式 ON event GOSUB line 
トー イベ ント トラ ッ ピ ング ルー チン の 入口 


機 能 event で 示さ れる イベ ント が 発生 し た と き に 分 岐 す る サブ ルー チン を 
設定 し ます 。 line は ラベ ル ま た は 行 番号 で す . 
event と し て 次 の 3 つが 指定 で きま す . 


COM(n) n で 示さ れる 通信 ポー ト に 文字 を 受信 し た と き 
に イベ バシ ント ニー トラ シ ピ シグ 、n は 1 また は 2 





KEY (n) n 番 の キー が 押さ れ た と き に イベ ント ・ ト ラッ 
ピング . n は 1 て 25 で , 対応 する キー は ファ ン 
クシ ョ ン ・ キ ー。, 方 向 キ ー, ユー ザ 定 義 キ ー. 詳し 
く は KEY(n) の 項 を 参照 

TIMER(n) n 秒 経過 し た と き に イベ ント ・ ト ラッ ピン グ 
n は | < て 286400 秒 (24 時 間 ) 


ON event GOSUB 文 は 。 イベ ント ・ ト ラッ ピン グル ー チ ン を 設定 す 
る だ け で す . イベ ント ・ ト ラッ ピン グ を 許可 / 禁 止 / 停 止 す る に は , 次 の 





丈 で 行 ぬ ます 
event ON イベ ント ・ ト ラッ ピン グ を 許可 し ます . 
event OFF イベ ント ・ ト ラッ ピン グ を 行い ませ ん . 


event STOP イベ ント ・ ト ラッ ピン グ を 停止 し ます . 停止 中 
に 発生 し た イベ ント は 記憶 きれ て いま す . 


ON event 文 を 含む プロ グラ ム を コン パイ ラ (bc) で コン パイ ル す る 際 
は 。/v また は /w オプ ショ シ そ を 析 定 し て くだ き ぃ ゅ 。 
例 ーーー-/* 時 計 の 表示 */--- 


ON TIMER(1) GOSUB Clock 





TIMER ON イベ ント トラ ッ ピ ング の 許可 
CLS 
WHILE 1 トー 還 に を 示し り 4 
PRINT ".": 
oWEND 
END 
Clock: 時 間 表 示 ル ー チ ン 
x = POS(0): y = CSRLIN ′ カー ソル 位置 の 取得 
LOCATE 1, 70 
PRINT TIMES … 男 面 の 右上 隅 に | 秒 お き に 
LOCATE y, x ” カー ソル 位置 の 復帰 時 刻 を 表示 する 
RETURN 
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ON n GOSUB Iine1, line2 ,… 
ー サ ブルー チ ン の 入口 


式 n の 値 が 1 な ら line1 で 示さ れる サブ ルー チン , 2 なら line2 で 示さ 
れる サブ ルー チン , … へ 分 岐 し ます . 
line は 行 番号 また は ラベ ル で す . 


ON n GOSUB ABC,AAA, XYZ 


ーー テ 
< …n が | なら ABC, 2 な ら AAA, 3 な ら 
ABC: XYZ の サブ ルー チン へ 分 岐 する . 


RETURN 
AAA: 


RETURN 
Y/: 


RE TURN 











ON n GOTO line1, Iine2, … 
ーー 飛び 先 


式 n の 値 が 1 な ら line1, 2 な ら line2, … へ 分 岐 し ます . 
line は 行 番号 また は ラベ ル で す . 


ON n GOTO ABC, AAA , XY〆Z 
…n が | な ら ABC, 2 なら AAA, 3 なら XYZ へ 分 岐 する . 


] 





0 共有 そ モード 
。。 ① OPEN filename [FOR mode][ACCESS access][lock] AS [ 講 


1 ファ イル 名 | [LEN = reclen] 
ファ イル モー ド トーレ コー ドサ イズ 


* 番号 
n 


アク セス モー ド 
② OPEN mode,[ 衣 n, filename [, reclen] 


| 1- レ コー ド ・ サ イズ 
ファ イル 名 


ファ イル 番号 
ファ イル モー ド 


織 能 。 ①filename で 示さ れる ファ イル を ファ イル 番号 nm で オー プン し ます 
mode は ファ イル の オー プン モー ド で 以下 の も の を 指定 し ます . 










accesSs は ファ イル の リー ド / ラ イト アク セス の モー ド を 設定 する も の 
で 以下 の も の を 指定 し ます . 









READ 読み 出し 専用 モー ド 


WRITE 書き 込み 専用 モー ド 
READ WRITE 読み 出し , 書き 込み 両用 モー ド 
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lock は マル チ プ ロ セ シング 環境 で 意味 を 持ち も 。 オー プン ファ イル へ 
の 他 の プロ セス か ら の アク セス を 制限 する も の で す . 


指定 せ ず 他 の プロ セス か ら ア クセ ス す る こと は で き な い 


他 の プロ セス か ら 読 み 出し モー ド で も 書き 込み モー ド で も アク セ 










ス で きる 


他 の プロ セス か ら こ の ファ イル を 読み 出す こと を 禁止 する 
LOCK WRITE 他 の プロ セス か ら こ の ファ イル に 書き 込む こと を 禁止 する 


LOCK 他 の プロ セス か ら こ の ファ イル に 読み 出す こと , 書 き 込 むこ と を 
READ WRITE 


禁止 する 
reclen は ラン ダム ・ フ ァイル の レコ ー ド 長 ( ヾ イト 数 ) を 指定 し ます . 
シー ケン シャ ルフ ァイル で reclen を 指定 し た 場合 は ,。 リー ド / ラ イト 
用 > パッ ファ の サザ サイ と な り ま ます. デア フォル ト の ペッ プ ァ サイ ええ は 2 
バイ ト で す . 















② filename で 示さ れる ファ イル を ファ イル 番号 n で オー プン し ます . 
この 書式 は 他 の BASIC と の 互換 性 を 保つ た め の も の で す . 
mode は ファ イル の オー プン モー ド で 以下 の も の を 指定 し ます . 


シー ケン シャ ルフ ァイル の 出力 モー ド 
シー ケン シャ ルフ ァイル の 入力 モー ド 


シー ケン シャ ルフ ァイル の アベ ンド モー ド 
ラン ダム アク セス モー ド 
バイ ナリ モー ド 





reclen の 意味 は ① の 書式 の 場合 と 同じ で す . 
①②⑳ の 書式 と も , filename に 次 の よう な デバ イス ファ イル を 指定 
で きま す 。 


KYBD: キー ボー ド 

SCRN: スク リー ン 

COMn: 通信 ポー ト (RS-232C ) 
LPTn: プリ ンタ 

CONS : 標準 出力 
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例 OPEN "abc.dat" FOR APPEND AS #1 


…・ フ ァイル abc.dat を アペンド モー ド で オー プン する . つま りす で に ある 
デー タ の 終わ りか ら デ ー タ を 書き 出す モー ド . 


こ こ か らら データ を 追加 し て いく 


( 
す 終末 
TYPE Man 


Namae AS STRING *16 
Year AS INTEGER 
END TYPE 
DIM A AS Man 
OPEN "abc.rnd" FOR RANDOM AS # LEN = LEN(A) 
…Man 型 の デー タ を レコ ー ド と する ラン ダム ・ フ ァイル の オー プン 
OPEN  "LPT1 : BIN”" FOR OUTPUT AS 衣 
… プ ブリ ンタ デバ イス を バイ ナリ モー ド の 出力 モー ド で オー プン 
OPEN "abc.rnd”" FOR _ RANDOM ACCESS READ LOCK WRITE 


AS 衣 

…abc.rnd を ラン ダム ・ フ ァイル の 読み 出し 専用 ファ イル と し て 

オー プン . この ファ イル は ほか の プロ セス か ら の 書き 込み を 
禁止 し て いる . 








式 OPEN "COMn : optlist1, optlist2" [FOR mode] AS[ 計 n [LEN = reclen] 
ーーーー す my | ヒー レ コー ド ・ 
ファ イル サイズ 
ポー ト 番 号 (1, 2) モード 番号 


機 能 通信 ボー ト の COM1 ま た は COM2 を オー プン し ます . 
optlist1 は 次 の 形式 で す . 
[speed][ ,[parity][ ,[data][ ,[stop]]]] 


ボー レー ト . 9600, 4800, 2400, |200, 600, 300, 150, 75 


バリ ティ チェ ッ ク 。 NMN つ チェ ッ ク し な か ない, E… 偶 数 パリ ティ 。 















0… 奇 数 パリ ティ 


デー タビ ッ ト 5.6。7.8 
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optlist2 に 指定 で きる オプ ショ ン は 以下 の と お り で , 複数 指定 する と 
きき は み カレ ンマ (し) で 区 期 っ て 《 だ さい ゆり 。 



















・ タ ブ を スペ ー ス に 展開 
・ 行 末 に キャ リッ ジリ ター ンコ ー ド を 付加 
・[cTRL|+ [人 を ファ イル の 終わ り と し て 処理 する 

・XON/XOFF 制御 を 許可 する 

・ 通 信 チ ャ ネル を クロ ー ズ し た と き に [CTRL|+ [2Z| コー ド を 送信 


バイ ナリ モー ド で オー プン 
・ タ ブ を 展開 し な い 
・ 行 末 に キャ リッ ジリ ター ンコ ー ド を 付加 し な い 
・[cTRL|+ [ZI を ファ イル の 終わ り と し て 処理 し な い 
・ 通 信 チ ャ ネル を クロ ー ズ し た と き に [CTRLI+ |Z| コー ド を 送信 
し な い 


m ミ リセ カン ド 過 ぎ て も DCD(Data Carrier Detect) が 上 位 に な ら 
な が いと き デ パイ ス の タイ ム ア ウ ト が 趣 こ る 
PC-9801| ン シン リー ズ で は m=0 と する 


m ミ リセ カン ド 過 ぎ て も CTS (Clear To Send) が 上 位 に な ら な い 
と き , デパ イス の タイ ム ア ウ ト が 起こ る 
PC-980| シ リー ズ で は m=0 と する 













m ミ リセ カン ド 過 ぎ て も DSR(Data Set Ready) が 上 位 に な ら な い 
と き デ パイ ス の タイ ム ア ウ ト が 起こ る 


キャ リッ ジリ ター ン 文 字 (0DHJ) の あと に ライ ン フ ィ ー ド 文字 
(0AH) を 自動 的 に 付け 加え る 


オー プン に 成功 する まで の 待ち 時 間 を m ミ リセ カン ド に 設定 す 
る .m を 省略 する と 待ち 時 間 は 無期 限 と な る .OP を 指定 し な いと 
CD と DS で 設定 し た m の 長い 方 に |I0 倍 し た 時 間 待 つ 










受信 バッ ファ の サイ ズ を n バ イト に 設定 
デフ ォ ル ト の サイ ズ は 512 バ イト 


OUTPUT シー ケン シャ ル 出 力 モ ー ド 
INPUT シー ケン シャ ル 人 入力 モ ー ド 
RANDOM メン ダム アダ セス も 一 ド 





は り 


炊 の プロ グラ ム は 2 右 の コン ピュ ー タ 間 で RS-232C を 介し て デー タ 
の 送受 信 を 行う も の で す . 


・ 送 信 側 プロ グラ ム 
OPEN "COM1:9600,N,8,1,ASC" FOR OUTPUT AS 


DO 
INPUT a$ 
PRINT #1, a$ _ 
LOOP WHILE a$ <> "end" ニー-end と いう 文字 列 を 受信 する と 終わ り 
CLOSE 村 


・ 受 信 側 プロ グラ ム 
OPEN "COM1:9600.N.8,.1.ASC" FOR INPUT AS 村 


[INPUT #1, a$ 
DO WHILE a$ <> "end" 
PRINT a$ 
INPUT #1, a$ 
LOOP 
CLOSE #1 





OPTION BASE n 
ー 添 字 の 下限 





配列 添字 の 下限 デフ ォ ル ト 値 を n(0 また は 1) に 指定 し ます . 
OPTION BASE を 行わ な けれ ば , 配列 添字 の 下限 デフ ォ ル ト 値 は 0 と 
な り ま す . 

OPTION BASE 文 は 。 モジ ュー ル 内 の 配列 を 宣言 する 前 に 一 度 し か 

用 で きま せん . 


OPTION BASE 1 
DIM A(20) …A() て A(20) の 配列 が 確保 され る . 
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OUT port, data 


ーー 出力 デー タ ( 1 バ 
ポー ト 番 号 ( 0 -~65535) 





port で 示さ れる ポー ト に data で 示さ れる デー タ を 出力 し ます . 


INP 参 鶏 . 








PAINT [STEP](x, y)[,[c]L,[border][, back]]] 


| トー バッ ク グ ラウ ンド タイ ルス ライ ス 
図形 の 境界 色 


ぬる 色 ま た は タイ ル バ パタ ー ン 
ぬり つぶ し の 開始 点 


border で 示さ れる 色 ( 属 性 番号 ) の 閉 ル ー プ 内 を 色 c( 属 性 番号 ) で ぬ 
りつ ぶし ます . ぬり つぶ し の 開始 点 は (x, ) で す . (x, の 前 に 
STEP を 付け る と 現在 位置 か ら の 相対 距離 と な り ま す . 


border 


(。 y) 


c に タイ ル パ タ ー ン 文字 列 を 指定 する と タイ リン グ を 行い ます . タイ 
ル バ パタ ー ン 文字 列 は , 以下 の よう な 8 ビッ ト 4 段 の デー タ が , 8 ピク セ 
ル 1 行 の パタ ー ン を 示し ます . 


Blue 
Green 


Red 


Intensity 


(輝度 ) 


みや セル 


つま り , タイ ル パ タ ー ン を 構成 する 文字 列 デ ー タ Tile$ は , 次 の よう 
に な り ま す 、. 


Tile$= CHR$(Blue)+CHR$(Green)+CHR$(Red) CHR$(intensity) 


それ で は 次 の よう な パタ ー ン を 薄 色 で タイ リン グ す る た だ ため の 文字 列 
Tile$ を 示し ます . 


ノ 画 画 画 画 還 画 / 皿 
画 / 画 還 画 賠 / 画 了 
-] 較 | 関 | le 
画 加 画 / / 画面 画 還 


Tile$= CHR$(&H81)+CHR$( 
+CHR$(&H42)+CHR$( 
+CHR$(&H24)+CHR$( 

( 








0)+CHR$(&H81)+CHR$(&HFF)< 1 段 目 
0)+CHR$(&H42)+CHR$(&HFF)< 2 段 目 
0)+CHR$(&H24) 二 CHR$(&HFF)< 3 段 目 
+CHR$(&H18)+CHR$(0)+CHR$(&H18)+CHR$(&HFF)< 4 段 目 

1 1 1 | 


Blue の デー タ Green の デー タ Red の デー タ 光度 の デー タ 


ーー まあ が だ あーー 
SCREEN 0: CLS 


TileS = 

FOR k = 1 TO 16 
READ a$ 
2 = VAL("&h" + a$) 
Tile$ = Tile$ + CHR$(a) 


NEXT 【 Red の デー タ 
DATA 81.81.00.ff 輝度 の デー タ 
DATA 42.42.00.ff 

DATA 24.24.00.ff 

DATA 18.18.00.ff 

\ Green の デー タ 

LINE (0, 0)-(100. 100). 7. B ー 
PAINT (50, 50), Tile$. ? Blue の デー タ 
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① PALETTE [attribute, color 


ー 色 番号 
属性 番号 
②⑦ PALETTE USING arrayname[ (n) ] 


ーー 配列 の 要素 番号 
配列 名 


① attribute で 示さ れる 属性 番号 に , color で 示さ れる 色 を 割り 当て ま 
す . パラメータ を 省略 する と, attribute と color の 関係 は デフ ォ ル 
ト 値 に 設定 され ます . 

② 属 性 番号 1 一 16 に 対し , 配列 arrayname(n) , arrayname(n 十 1) … 
arrayname(n 十 15) に 格納 され て いる 人 色 番 号 を それ ぞ れ 設定 し ます . 
添字 の n を 省略 する と , 配列 の 先頭 要素 か ら 採用 され て いき ます . 
配列 の サイ ズ は , n 番 目 の 妥 素 以後 に 属性 番号 の 数 (最大 で 16) 以 上 な 
けれ ば な り ま せん . 


PALETTE 文 に より , 属性 番号 が ほか の 人 色 番 号 に 変更 され る と , す 
で に その 属性 番号 で 描画 され て いる 図形 の 色 は , 新た に 設定 され た 色 番 
号 の 色 に 一 瞬 に し て 変わ り ま す . 

使用 で きる 色 番 号 は デジ タル 機 と アナ ログ 機 。 さら に アナ グロ 機 に お 
いて は パレ ッ ト ・ モ ー ド に より 異な り ま す . 


倫 デ ジタル 機 の 場合 
色 番 号 , 属性 番号 と も に 8 種 (0 一 7 ) で す . 


EEEEEM 
団 | 青 | 緑 | 砂 | 赤 | 業 | 黄 | 

@⑱ ア ナ ロ グ 機 の 場合 
SCREEN 文 の パレ ッ ト ・ モ ー ド 1 一 3 に 対応 し て , 16 色 , 64 色 , 4096 


色 を 使う こと が で きま す . 属性 番号 は いずれ の 場合 も 16 種 (0 一 15) で 
す . 






・16 色 (パレ ッ ト ・ モ ー ド 1) 





も っ 


・64 色 (パレ ッ ト ・ モ ー ド 2 ) 


Mr 黒 。 青 , 緑 , 水 , 赤 , , 貢 , 日 
8 き 一 5 (0 一 7) 十 薄い 青 

16 一 23 (0 一 7) 十 薄い 

24 一 31 (0 一 7) 十 薄い 水色 

92 一 39 (0 一 7) 十 薄い 赤 

40 一 47 (0 一 7) 十 薄い 薄 

46 一 55 (0 一 7) 十 薄い 郊 色 

90 一 53 (0 一 7) 十 薄い 日 


・4096 色 (パレ ッ ト ・ モ ー ド 3) 


&H000(0) 


&HFFF(4095) 


リエ 1 


が | R. G。 B の 輝度 は 0 (暗い ) て F( 明 る い ) の I6 段 階 
の の の あり , この 3 つの 要素 を 合成 し た 色 が 表示 色 と 
輝 輝 洒 m ー 

に 3 度 る の 。 


2 
づつ 
ペー 
っ 
6) 
ペー 
9) 
ーー 


OS PALETTE 1, 2 属性 番号 | に 色 番 号 2 ( 縁 ) を 割り 当て る . すでに 属性 番号 | 
例 で 描画 され て いる 図形 は 一 瞬 に 緑色 に 変わ る . 
PALETTE USING A9% 
… A%(0) の デー タ 5 が 属性 番号 0 に , A%(|) の デー タ 6 が 属 
性 番号 | に , … 以下 同様 に 割り 当て られ る . 


[ 世 番 号 デ ー タ 


4%[5lelgl7ll…v 666# ぞ を ls 


) 1 す は ) 
属性 番号 0 | 2 3 4 15 
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"ーーー/ キ 回 る パレ ッ ト */-ーー 


SCREEN 0: CLS 


FOE k = 1 J0 7 "四角 形 を 描く 
LINE (40 #* k, 40)-(40 * k + 40, 80), k, BF 
NEXI k 
c = 0 
DO 
a$ = INKEYS 
IF a$ <> ” JHEN キー 入力 が あれ ば 


FOR ji = 1 T0 7 
PALETTE i, ((c + i) MOD 7) + 1 一 一 属性 番号 と 色 番 号 の 対応 を 


NEXT j 
C = c + 1 1 つ す - 
END IF 
LO0O0P WHILE a$ <> CHRS$(&H1B ) "ESC キ ー で 終わ り 





PALETTE 属性 番号 と 色 番 号 の 対応 を デ フォルト 値 に 設定 


… この プロ グラ ム で は , 属性 番号 に 対応 する 色 番 号 を 下図 に 下す よう に 1 つ す ずつ 
シフ ト さ せま す . これ に より , 7 つの 四角 形 の 色 が 右 か ら 左 に 移動 し て いく よう に 見 
ます 。 


パレ ッ ト ( 属 性 番号 ) 
| 2 3 4 5 5 7 


)|3( )|4( )5( )|e( )7(@) 





PCOPY source, dest 
人 送り先 の ペー ジ 番 号 
送り 元 の ペー ジ 番 号 


source で 示さ れる 画面 ペー ジ の デー タ を , dest で 示さ れる 画面 ペー 
に コー も し まず す 。 も と の 画面 ペー ジ の デー ダ タダ は や で の まま で す 。 


26 1 
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コピ ー 


PCOPY 0,| 





PEEK( offset) 
ーー オフ セッ ト 値 


offset で 示さ れる メモ リ ・ ア ドレ ス の 1 バイト デー タ を リー ド し ま 
す . 


offset は DEF SEG 文 で 設定 され て いる ,。 セグ メン ト ・ ア ドレ ス か ら 
の オフ セッ ト 値 で す . 


′ テキ スト 画面 の 直接 アク セス 
DEF SEG = &HA000 


FOR k = 01080#*25#*2 - 1 STEP2 
d = PEEK(k) 
IF ASC("A") <= d AND d <= ASC("Z") THEN 
d= d+ (ASC("a") - ASC("A")) 
POKE k, d 
END IF 
NEXT k 


… PC-9800 シ リー ズ の テキ スト VRAM は 以下 の よう に な っ て いる . 


桁 


し L_- アス キー 文字 の 表示 は 偶数 番地 だ け 
を 使用 し , 漢字 の 表示 は 偶数 番地 と 
奇数 番地 を 使用 する 





この ブロ グラ ム は , PEEK で VRAM 上 の デー タ を リー ド し , その 文 
字 が 大 文字 な ら 小 文字 に 変換 し て , VRAM 上 に 書き 直す も の で す . 
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式 PMAP(position, mode) 
し 座標 変換 モー ド 


オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 








スク リー ン 座 標 (物理 座 


論理 座標 (x, y) の 物理 座標 上 の 位置 (X, Y) を 求め た り , その 逆 に 物 
理 座標 (X, Y) の 論理 座標 上 の 位置 (x, y) を 求め ます . 
mode に より 次 の よう な 変換 が 行わ れ ま す . 


論理 座標 x 一 物理 座標 X に 変換 


論理 座標 y 一 物理 座標 Y に 変換 
物理 座標 X つ 論理 座標 x に 変換 
物理 座標 Y 一 論理 座標 y に 変換 





ーー--/* ワー ルド 座標 を スク リー ン 座 標 に 変換 */--- 


SCREEN 0: CLS 
WINDOW (-320, -320)-(320, 320) 
VIEW (100, 100)-(400. 300) 


LINE (-320, -320)-(320, 320). 1. B 
CIRCLE (0, 0), 100, 1 


PRINT "スク リー ン 座 標 x=^: PMAP(0. 0) 
PRINT "スク リー ン 座 標 y=": PMAP(0. 1) 


ーー ビュ ー ボ ポ ボート 
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POINT (x, y) 
[一 スク リー ン 座 標 


スク リー ン 座 標 (x, y) 位 置 の ピク セル の 属性 番号 を 返し ます . 





ーーー-/* 弦 の 長 さ を 求め る */--- 


SCREEN 0: (CLS 
rd = 3.14159 / 180 








CIRCLE (100, 50), 40. 1, 90 * rd. 270 * rd 青 の 半 円 
CIRCLE (100. 50), 40. 2. 270 * rd. 90*rd 緑 の 半 円 
FOR x = 0 10 150 

c = POINT(x, 40) 


IFc = 1 THEN xs = x 
IF c = 2 THEN xe = x 
NEXT x 
PRINT ~Length=": xe - XS 





弦 の 長 さ L 








書 式 POINT (mode) 
ーー 取得 モー ド 


機 能 グラ フィ ッ ク 画 面 へ の 描画 を 行っ た と き , 描き 終わ っ た 最後 の 座標 は 
内 部 的 に 記憶 され て いま す . この 座標 を 描画 現在 位置 また は LP(Last 
referenced point) 位置 と 呼び ます . POINT は , この 描画 現在 位置 の 座 
標 を 取得 し ます . 


2 の ー SG 


物理 座標 で の x 


物理 座標 で の y 
論理 座標 で の x 
論理 座標 で の y 
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ーー-/* 描画 現在 位置 の 取得 */--- 
SCREEN 0: CLS 
PRINT ~ 最 初 の 現在 位置 ~: POINT(0), POINT(1) 


LINE (100, 100)-(200. 200) 
PRINT "line 人 後 -: POINT(0). POINT(1) 


CIRCLE (150, 150), 100 
PRINT "circle 後 “: POINT(0), POINT(1) 








POKE offset, byte 


ーー 書き 出す デー タ 
オフ セッ ト 値 


offset で 示さ れる メモ リ ・ ア ドレ ス に , byte で 示さ れる 1 バイ ト の デ 


ーー を ライ ト し ます ., 
offset は DEF SEG 文 で 設定 され て いる セグ メン ト ・ ア ドレ ス か ら の 


オフ セッ ト 値 で す . 





OS(dumy) 
ダミー の 数 値 引 数 . 通常 0 を 指定 





現在 の カー ソル 位置 の 欄 座 標 (x 座標 ) を 取得 し ます . 


CSRLIN 参照. 





PRESET [STEP](x, y)[,c] 
[表示 色 
指定 点 の 座標 





(xy) 位置 に 色 属 性 c の 色 の ドッ ト を 付け ます . c を 省略 する と , バ 
ッ ク グ ラウ ンド 色 が 採用 され ます . し た が っ て , PRESET (x, y) は 指 
定点 の ドッ ト を 消去 する こと に な り ま す . 





PRINT [argt , 1: )arg … ] 
[出力 デー タ 





arg で 示さ れる デー タ を スク リー ン へ 出力 し ます . 

arg が 数 値 デ ー タ の 場合 , 数 字 の う し ろ に は 必ず 空白 が 付け られ , 数 
字 の 前 に は , 正 の 数 値 の 場合 は 空白 負 の 数 値 の 場合 は 負 符 号 (一 ) が 付 
けら れ ま す . 


1 し | 本 


出力 デー タ が 上 単 精度 実数 お よび 借 精度 実数 の 場合 出力 桁 数 に 応じ て 
固定 小数 点 書式 と 浮動 小数 点 書 式 の 2 通り の 方 法 を と り ま す . 


@ 固定 小数 点 書式 
7 桁 以下 の 単 精度 実数 。16 桁 以下 の 倍 精度 実数 は 次 の よう な 固定 小 
数 点 書 式 で 表示 され ます . 「 
・0000011 
・0000000000000011 


@ 浮動 小数 点 書式 
7 桁 以 上 の 単 精度 実数 , 16 桁 以上 の 倍 精度 実数 は 次 の よう な 浮動 小 
数 点 書 式 で 表示 され ます . 
1.1E-07 
1.1D-16 
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出力 デー タ の 区 切り は "と 7 を 用 い , その 意味 は 以下 の と お り で 
が 

> データ の 出力 幅 を 14 桁 単位 で 区 切っ て 出力 し ます . 

> …・ 前 に 出力 され た デー タ の 直後 に 出力 し ます . 


PRINT 文 の 最後 に “また は “: "を 置く と , 表示 位置 は その 行 に と 
と まり ます . 
引数 の な い 単 独 の PRINT 文 は 改行 の み を 行い ます . 


E 馬 人 [ 1。 "4。 2 
E 症 bR Ak 一 北 
PERIHNE 4。 5。 6 
PINI A | 8 : も 
PRINT .0000001 
PRINT .0000001 / 10 


ABC 
.0000001 
1E-086 








式 PRINT USING format : arg 【, 1: )… 
| 出力 デー タ 
書式 制御 文字 


機 能 format で 示さ れる 書式 制御 文字 に し た が っ て , arg 以後 の ダー タ を 
スグ リー シン に 出力 し ます 。 
format 中 に 指定 で きる 書式 制御 文字 は , 以下 の と お り で す . 


26/ 
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| | wewwss 
ュー の の だけ を 表示 


& と & の 間 に 置 いた 空白 の 数 n 二 2 個 の 文字 を 表示 
文字 列 が n 二 2 より 短い と 文字 列 を 左 詰め に し , 右側 


は 空白 と な る 


@ 可変 長 の 文字 列 フ ィ ー ル ド を 意味 し , 引数 の 文字 列 は 
その まま の 幅 で 表示 され る 


表示 桁 数 の 指定 . # の 個数 が 整数 部 , 小数 部 の それ ぞ れ 
の 桁 数 を 示す 

# で 指定 し た 出力 桁 数 より 出力 デー タ の 桁 数 が 少な け 
れ ぱ ば, 数 値 は 右 詰 め に し て 出力 され る 


数 値 の 前 後に , その 数 値 の 待 号 (+ また は 一 ) を 表示 さ 
せる . 十 を 書式 制御 文字 の 先頭 に 置け ば 数 値 の 前 に + 
を , 書式 制御 文字 列 の 末尾 に 置け ば 数 値 の あと に 符号 
を 表示 する 


書式 制御 文字 列 の 末尾 に 置き , 負 の 数 値 の 前 に 負 符 号 
を 表示 する 


数 値 フ ィ ー ル ド の 空白 を * で 表示 
*※* ネ は 2 桁 分 の 桁 数 指定 と し て 数 えら れる 


数 値 の 直前 に 円 記号 を | つ 表 示 . \\ は 2 桁 分 の 桁 数 指 
定 と し て 数 えら れる 

数 値 フ ィ ー ル ド の 空白 を * で 表示 し , 数 値 の 直前 に 円 
記号 を 表示 

※ ※\ は 3 桁 分 の 桁 数 指定 と し て 数 えら れる 


文 
字 
列 
の 
制 
御 

































整数 部 デー タ を 3 桁 ご と に カン マ (, ) で 区 切る . カン マ 
は 文字 列 中 の 小数 点 の 左側 に 置く 
, は | 桁 分 の 桁 数 指定 と し て 数 えら れる 


E 二 xx の よう な 指数 形式 を 指定 する 
Exxx の よう な 指数 形式 を 指定 する 
数 値 の 前 後に 二 上 また は 一 を 指定 し な いと , 小数 点 の 左 
側 の | 桁 が 空白 また は 負 符 号 の 表示 に あて られ る 


下線 の 右 に ある 文字 を その まま 表示 する 
これ は 書式 制御 文字 を 表示 する の に 使う 


表示 する 数 値 が , 指定 し た 数 値 フ ィ ー ル ド よ り も 長い 
と 数 値 の 前 に % 記 号 を 表示 
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例 
a = 100.56 
bD = 1234567 "HH 
c$ = “Hello BASIC~ 101 

< 100.6 ① 
ee 0.101E+3 
PRINT USING "###.##": a %100 56 
PRINT USING 「######": a 
PRINT USING 幸 計 .#:a り OKojkc 王 すま も 。 すい 
PRINT USING "#.#4 +1234567 
PRINT USING ~#.##": a *# ネ 1234567 ド 

Y1234567 

PRINT 1, 234,.567 
信二 
PRINT _ USING ~+####### せ すす" ・ b ee 
PRINT USING 「**##### す すす すす "・ b ② Hello 
PRINT USING YY"・ b H ③ 
PRINT USING 「# は ### せ きせ, ・ Hello BASIC 
PRINT 
2 11 3 100.56 100.6 101. 
PRINT USING '& &": cS Le 講 し 100.56 100.56 (④ 
PRINT OSING "!": cS ーッ ーーー 
PRINT USING "@": c$ 
PRINT 
1 
PRINT USINO 4 すま ませ. すま すま "・ a・ 4: 4 
PRINT USING "##4#4. は : 3: 4: 4 ④ 


PRINT USING 合計 =4####": b 
6 すす : CS: b 


PRINT USING & 








①PRINT #n , arg1 {, |: )arg2 … 
ー 出力 デ ー タ 
ファ イル 番号 
② PRINT #n , USING format : arg1 { ,|: )arg2 … 
| | 出力 デー タ 
ファ イル 番号 書式 制御 文字 
PRKINT, PRINT _ USING で スク リー ン に 表示 し た の と 同じ イメ ー 
ジ で ファ イル 番号 nm の ファ イル に ライ ト し ます . 
区 切り 文字 と し て カン マ (, ) を 使用 する と , デー タ と デー タ の 間 の 空 
日 (14 桁 区 切り ) も ファ イル に 書き 込ま れる こと に 注意 し て くだ さい . 
ンー ケン シャ ル ・ フ ァイル と し て 書き 出す に は , 区 切り 記号 と し て “.” 
も 書き 出さ な けれ ば な り ま せん . WRITE# を 用 いれ ば この よう みな 類 
奉 さ は あり ませ ん . 
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例 ーーー-/* シー ケン シャ ル ・ フ ァイル の 書き 込み */--- 


OPEN man.dat "FOR OUTPUT AS #1 


[INPUT "Name, year~: Name$, Year 


DO WHILEYear>>0 〆  - す 区切 り と し て ",“" も 書き 出す . 


PRINT #1, Name$: ",": Year 
[INPUT "Name, Year~: Name$, Year 
L00P 
CLOSE #1 


Name, YearT? Ann,18 

Name, Year? Candy, 19 
Name, Year? Eluza, 21 
Name, Year? Rolla, 20 


Name, Year? /, -1 


A>dumD amn.dat 
Dump Version 3.00 


00000000 41 6E 6E 2C 20 31 38 20-0D 04 43 61 6E 64 79 2C Ann, 18 ..Candy. 
00000010 20 31 39 20 0D 04 45 6C-75 74 61 2C 20 32 31 20 0 BUMES、。 2 
00000020 0D 04 52 6F 6C 6C 61 2C-20 32 30 20 xs。 REOlla、 26 








式 PSET [STEP] (x, y)[,c] 
ー 表示 色 
指定 点 の 座標 


機 能 (x, y) 位 置 に 属性 番号 c の 色 の ドッ ト を 付け ます . c を 省略 する と , 
COLOR 文 で 設定 され て いる 表示 色 が 採用 きれ ます . 


例 ーーー-/* PSET.PRESET */--- 
SCREEN 0: CLS 
FOR x = 0 10 200 


PSET (x, 50). 2 = 一 一 緑色 で ドッ ト を セッ ト し て いく . 結果 と し て 直線 が 引け る 
NEXT x 


FOR x = 0 TO 200 STEP 5 
PRESET (x, 50) 
NEXT x 





セッ ト さ れ て いる ドッ ト を 5 つ お き に リセ ッ ト す る . 
結末 と し て 点線 に な る . 
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式 PUT [STEP](x, y) , var[(n)][, mode] 
ー 描 画 モ ー ド 
先頭 デー タ の 要素 番号 
配列 名 
表示 域 の 左上 隅 の 座標 


能 GET で 配列 var( ) に 取得 し て ある イメ ー ジ ・ デ ー タ を , (x, y) を 左上 
機 隅 の 座標 と する 領域 に 描画 し ます . 
n は イメ ー ジ ・ デ ー タ が 格納 され て いる 配列 要素 の 先頭 番号 で す . () 
を 省略 し て 配列 名 だ け を 書く と , 配列 の 先頭 要素 か ら の デー タ が 使わ れ 
ます . 


ーーーーーーー ラ フラ 
配列 var( ) 





mode は 李 画 モ ー ド を 指定 する も の で 以下 の 5 種類 が あり ます . 
mode を 省略 する と XOR と みな され ます . 


その 領域 に 前 に 描か れ て いた も の は な く な る 


PRESET 配列 に 格納 され て いる イメ ー ジ ・ デ ー タ を 反転 (た と えば 白 な ら 
黒 ) し て 表示 . その 領域 に 前 に 描か れ て いた も の は な く な る 


配列 に 格納 され て いる イメ ー ジ ・ デ ー タ を その まま 画面 に 表示 


表示 域 に すでに 描か れ て いる デー タ と ピク セル ご と の AND を 
と っ て 措 く 


表示 域 に すでに 描か れ て いる デー タ と ピク セル ご と の XOR を 
と っ て 描く 
育 景色 を 消さ ず に イメ ー ジ ・ デ ー タタ を 動か す 場 合 に 利用 する 


表示 域 に すでに 描か れ て いる デー タ と ピク セル ご と の OR を と 
っ て 描く 
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ビク セル ご と の 論理 演算 は プレ ー ン ご と に 行わ れん ます . た と えば , 反 
転 (NOT) は 次 の よう に 行わ れ ま す . 


NOT 
黒 (0000 … 111) 日 
青 (001) ご 10) 貢 
(0100 ご 101) 芝 
赤 (100) 〇  (O11) 水 


Red | Blue 
Green 


ーー-/* 背景 の 中 を 移動 させ る /ーー- 


SCREEN 0: CLS 

x = 45: y = 41 

byte = 4+1 4*((x + 7) Y8)*y 
SsS = byte Y 2+l 

DIM p%(s) 


CIRCLE (20,. 20). 15, 1: 円 
PAINT (20, 20), 1, 1 
GET (0, 0)-(44. 40), p% 


CLS 

LINE (0, 20)-(400, 22). 7. BF 
PUT (0. 0). p% XOR 最初 の 位置 に ボー ル を 表示 
FOR x = 0 10 360 STEP 20 


PUT (x, 0), p%. XORE ボー ル を 消す 
PUT (x + 20, 0), p% XOR 一 一 次 の 位置 に ボー ル を 表示 
FOR t = 1 T0 500: NEXT t 

NEXT x 








白色 の 棒 青色 の ボー ル が 左 か ら 右 に 移動 
(ボー ル が この 上 を 移動 
し て も 消え な い ) 
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① PUT [#n][, rec] 
2 イー レコ ー ド 番号 
② PUT [#n],[rec][, var] 
ライ ト ・ デ ー タ が 格納 され て いる 変数 


① FIELD 文 で 設定 され て いる リー ド / ラ イト ・ バ ッ フ ァ の デー タ を ファ 
イル 番号 nm の ファ イル に ライ ト し ます . 

② 変 数 var の デー タ を ファ イル 番号 n の ファ イル に ライ ト し ます . var 
を 指定 し た 場合 は , FIELD 文 で リー ド / ラ イト ・ バ ッ フ ァ を 設定 し な 
いで くだ さい . 


rec は ラン ダム ・ フ ァイル で は 読み 出す レコ ー ド 番号 。 バイ ナリ ・ フ ァ 
イル で は 読み 出し を 始め る バイ ト 位 置 で す . レコ ー ド 番号 , バイ ト 位 置 
の 先頭 番号 は 1 で す . 

rec を 省略 する と , ファ イル 現在 位置 (最後 に GET/PUT で アク セス 
し た レコ ー ド の 次 の デー タ ,。 また は SEEK で 指定 し た デー タ 位 置 ) の デ 
ー タ を リー ド し ます . rec は 1 一 2 1 (2147483647) の 範囲 の 値 を 指 
官 し まず . 


OPEN  "b: name.dat" FOR RANDOM AS #1 LEN =18 
FIELD #, 16 AS Namae$. 2 AS Year$ 
LSET Namae$ "Ann" 
LSET Year$, MKIS(19) 
PUT #1, Rec < FIELD で 設定 し た バッ ファ の デー タ を 
レコ ー ド 番号 Rec と し て ライ ト 
TYPE Man 
Namae AS STRING ※* 156 
Year AS INTEGER 
END TYPE 
DIM A AS Man 
OPEN "b: name.dat" FOR RANDOM AS LEN = LEN(A) 


A.Namae ="Ann“" 
A.Year =19 


PUT #1, Rec, A ーー レコ ー ド 型 変数 AN の デー タ を レコ ー ド 番号 Rec 
と し も フイ ド 
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RANDOMIZE [seed] 
ー 乱数 列 の 種 


seed で 指定 し た 値 (-32768 一 32767) を 使っ て , 乱数 ジェ ネ レ ー タ を 初 
期 化 し ます . 
seed を 省略 する と , 実行 時 に 次 の よう な 問い 合わ せ が あ り ま す . 


新しい 乱数 列 を 入力 し て くだ さい (-32768 to 32767 )->? 





mo/ キ サオ イコ な ーー 

RANDOMIZE TIMER 乱数 列 の 初期 化 

FOR k = 1 TO 10 
= INT(6 * RND + 1) ニーーーー | < 6 の 整数 乱数 を 発生 
PRINT m: 

NEXT k 

PRINT 


3 3? 1 1 6 6 6 1 4 5 





デー タ を 格納 する 変数 


DATA 文 で 定義 きれ て いる ブログ ラム 中 の デー タ を 変数 var に リー 
しま す 。 

変数 と デー タ の 型 が 一 致し て いな けれ ば な り ま せん . また READ 文 
で 指定 し た 変数 の 数 に 対し デー タ が 少な い 場 合 は , "Out of DATA" エ 
メー が 発生 し ます 、 


READ A, BB, C$ …A に 5, B に IO, C$ に "Basic"。 
READ D, D に 1 。E に 6 が リー ド さ れる . 


DATA 5, 10, Basic”, 11, 6 
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REDIM [SHARED] var([lower TO] upper) [AS type], … 


し 配列 の 型 
添字 の 上 限 値 
添字 の 下限 値 
| 名 

動 的 配列 の サイ ズ 恋 設 征 し 直し ます . 配列 の 次 元 を 変更 する こと 
は で きま せん 。 

' ゃ や DYNAMIC 

DIM A(50, 50) 

ERASE A <A が 割り 当て られ て いた 領域 を 解放 し . 


REDIM A(100, 100) 一 再び |I00x100 の サイ ズ て で 割り 当て 直す . 





書 式  ①REM comment 
②) ' comment 


コメ ン 


コメ ント を 記述 し ます . 他 の ステ ー ト メン ト の うし み に ロ メシ ルト 
を 書く 場合 , REM を 用 いる と , ステ ー ト メン ト と の 間 に コ ロン (:) を 必 
妥 と し ます が ( ”) を 用 いる と , コロ ン (:) は 必要 あり ませ ん . 


Sum = 0:REM 初期 化 
Sum = 0 初期 化 





書 式 RESET 


すべ て の ディ スク * プ ァイル を グロ ー ズ し ます 。 を の と よき パッ フ プ ァ 区 
め る デー タ は すべ て プ ァ イル に ライ ト き され ます . 





書 式 RESTORE [line] 


ト - デ ー タ の ある 行 


READ 文 が 実行 さき れる と , DATA 文 の デー タ の リー ド 位 置 は 次 々 に 
先 に 進ん で いき ます . RESTORE 文 に より , この リー ド 位 置 を , 指定 
の 行 位置 の デー タ に 設定 する こと が で きま す . 

line は 行 番号 また は ラベ ル で す . line を 省略 する と , プロ グラ ム 中 の 
最初 の DATA 文 の 先頭 デー タ が リー ド 位 置 と な り ま す . 





例 RESTORE Boy 
READ AS$, B$ …。 A$ に Jimy, B$ に Joe が リー ド さ れる . 


RESTORE Girl 
READ X$, Y$ …。 X$ に Ann, Y$ に Candy が リー ド さ れる . 


Girl : 

DATA Anmn, Candy, Lisa, Eluza, Nancy 
Boy : 

DATA Jimy, Joe, 日 山 , Steave, Tomy 


” ーー-/* カー レー ス を /ー- 


DATA " () ~ 
DATA "0-UU-0" 
DATA " UU " 
DATA “0-VV-0~ 
DATA " 5 
DATA “ 
DATA " 6 
READ 文 で 読む デー タ を プロ グラ ム の 
WHILE 1 | 最初 の DATA 文 の デー タ に 設定 する . 
RESTORE 
TB = [NT(30 * RND + 2) 一 一 自動 車 の 表示 位置 を 乱数 で 求め る . 
FORK = 1T0O7 
READ AS$ 
PRINT "I": TAB(TB): A$: TAB(38): 1" 
NEXTK 
WEND 
END 
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① RESUME [0」 
② RESUME NEXT 
3③ RESUME line 


戻り 先 の 行 番号 また は ラベ ル 


機 能 ① エ ラー を 生じ た 文 に 戻り ます . 
② エ ラー を 生じ た 文 の 次 の 文 に 戻り ます . 
③ line で 指定 し た 行 に 戻り ます . 


ON ERROR GOTO 参 早 . 








RETURN [line ] 
[戻り 先 の 行 番号 また は ラベ ル 


機 能 GOSUB 文 また は ON event GOSUB 文 の 次 の 文 に 戻り ます . line 
。 _ を 指定 する と , 指定 され た 行 番号 また は ラベ ル 位 置 に 戻り ます . 
RETURN は プロ シー ジャ か ら の リタ ー ン に は 使え ませ ん . プロ シー 
ジャ か ら の リタ ー ン に は EXIT SUB, EXIT FUNCTION を 使い 


GOSUB, ON event GO 








RIGHT$(str, n) 
ーー 取り 出す 文字 
字 列 





文字 列 str の 右端 か ら n 文 字 ( バ イト ) を 取り 出し ます . n が 
長 さ より 大 きけ れ ば 文字 列 全体 を 返し , n が 


文字 列 の 
0 な ら メ ヌル 文字 列 を 返し ま 





ーーー~-/* 右 部 分 文字 列 */--- 


CLS 

p$ = Basic World ! ] d 

FOR k = 1 TO LEN(p$) r1d 
PRINT RIGHT$(p$, k) orld 


NEXT k World 


Wor]ld 

Cc World 

1c World 
Sic World 
8Sic World 
Basic World 

















RMDIR path 
ーー プ ディ レク ト 者 


path で 示さ れる サブ ディ レク トリ を 削除 し ます . 削除 する サブ ディ 
レク トリ 内 に は ファ イル が あっ て は いけ ませ ん . 


KILL  "\SATO\WORK \*.*” を 4 1 は 9 トリ WORK 内 の ファ イル 


MDIR _“"\SATO\WORK" “サブ プ デ ィ レ クト リ WORK の 削除 





0 以上 1 未満 の 単 精 度 実数 型 の 乱数 を 1 つ 返 し ます . n の 値 に よっ 
て 乱数 発生 モー ド が 異な り ま す . 


常に 同じ 値 を 返す 


| つ 前 の 乱数 を 返す 
た は 指定 せ ず 次 の 乱数 を 返す 





nーm の 整数 乱数 を 発生 する た め に は 次 の 式 を 用 いま す . 


INT((m-n 寺 1) * RND) +n) 
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---/* サイ コロ の 目 の 和 の 分 布 #/--- 
・ キ ネネ ネネ 
・ キ キキ キキ ネネ キネ オキ 
DIM Histot12) キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ 
ERASE Histo キキ キキ キキ キキ キキ キネ キキ キキ キキ ネネ キネ キキ 
キキ キキ キネ キネ キネ キネ キキ ネネ キネ キネ ネネ キキ 
FOR k = 1 TO0 4000 ・ 本 本 キキ ネネ キネ キネ キ キキ ネネ 本 林 本 キ キネ ネネ ネネ キキ ネ キ 
x = INT(6*RND+ 1) ・ 1 つ 目 の サイ コロ キキ キネ キネ ネネ キキ キネ ネネ キネ ネネ キネ ネネ キキ ネネ キネ 
y = INT(6 * RND+ 1) ” 2 つ 目 の サイ コロ ・ ネ キネ キキ ネネ ネネ キネ ネネ キネ ネネ 本 ネネ キネ キネ 
. . キキ キキ キキ キキ キネ キキ キキ キキ 
+ = + + 
Histo(x +y) = Histo(x + y) + 1 アー 
NEXTK ・ 本 キ 本 キキ 
FORk = 2 TO 12 ′" ヒストグラム の 表示 


PRINT k: TAB(5): 「: : 
FOR j = 1 TO0 Histo(k) / 20 


EE NN ム 肌 が 正規 分 布 に な る よう , サイ コロ を ふる 

PRINT 回 数 を 4000 回 と し て いる た め , その まま の 個 

和 所 数 で 表示 する と 画面 を は み 出 る の で 20 で 割 
つっ て いあ 。 








RSET strvar = strexpreSSion 
| 文字 列 
FIELD て 設定 し た 文字 列 変数 


給 能 。 FIELD で 設定 し た リー ド / ラ イト ・ バ ッ ファ に 割り 当て られ て いる 
変数 に 文字 列 デー タ を 右 詰め に し て 格納 し ます . 余っ た 部 分 は 空白 で 理 
め ら れ ま す . 文字 列 が 長け れ ば , は み 出 し た 部 分 は 捨て られ ます . 


FIELD #1, 16 AS Name$, 2 AS Year$ 


Name$ Year$ 


YN が プア A n_n | 
] 
RSET Name$, “Ann" 


strvar に は FIELD 文 で 設定 し た 文字 列 変数 で は な く , 一 般 の 固定 長 
文字 列 変数 を 使用 する こと が で きま す . 機能 は フィ ー ル ド ・ バ ッ フ ァ へ ヘ へ 
の 設定 と 同じ で す . 

な お 。 LSET で は 異な る レコ ー ド 型 デ ー タ 同士 の 代入 が 行え まし た 
が 。 RSET は で きま せん . 
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| ” ーー-/* 固定 長文 字 列 の 右 詰め */ 
' 例 Hello 
DIMa AS STRING * 10 Hello 








a = "Hello" 堪 詰め 
PRINT a 
RSET a = "Hello" 右 詰め 


PRINT a 





書 式 RTRIM$(str) 
ー 文 字 列 


機 能 文字 列 str の 右側 に ある スペ ー ス を 削除 し ます . スペ ー ス は 1 バイ ト 
還 す 。 文字 , 2 バイ ト 文 字 の スペ ー ス で す . 


例 A$ = Hello ed BASIC IM 
B$ = RTRIM$(A$) 


see"HellO に BASIC" を 返す - 








① RUN [line] 
ー 実 行 開始 行 
② RUN filename 


人 _ 実行 する プロ グラ ム 名 


機 能 ① メ モリ 上 の プロ グラ ム を line で 示さ れる 行か ら 再 実行 し ます . 再 実 
[ 行 に より 変数 の 内 容 は クリ ア さ れ ま す . line に は ラベ ル を 使用 で きま 
せん . line を 省略 する と プロ グラ ム の 先頭 か ら 再 実行 し ます . 
② filename で 示さ れる ファ イル を メモ リ 上 に ロー ド し 実行 し ます . QB 
環境 下 で filename の ファ イル タイ プ を 省略 する と , .BAS と みな さ 
れ , DOS 環境 下 で filename の ファ イル タイ プ ブ を 省略 する と, .EXE 
と みな され ます . 
新しい プロ グラ ム の ロー ド に より , 前 の プロ グラ ム は 消さ れ , オー 
プン ファ イル は すべ て クロ ー ズ され ます . 


例 RUN “"B: \WORK \TEST" 
ワ … ド ライ ブ B の サブ ディ レク トリ WORK の TEST.BAS が 実行 され る . 


280 
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式 SADD(strvar ) 
ーー 文字 列 変数 


A$="abc" の よう な 可変 長文 字 列 の 格納 イメ ー ジ は , 次 の よう に な っ 
機 能 て いま す . 


4 バイト 
0 下位 
AS| | ・ オ ーーーー*| 』 


文字 列 が 格納 され て 

いる アド レス の 先頭 | c 
オフ セッ ト 値 に 4 
(下位 : 上 位 ) 

文字 列 の 長 さ 

(下位 : 上 位 ) 


つま り , 変数 A$ が ある 場所 と , 実際 に 文字 列 が 格納 され て いる 場所 
が 異な る わけ で す . 


SADD は , 可変 長文 字 列 が 実際 に 格納 され て いる メモ リ ・ ア ドレ ス の 


先頭 オフ セッ ト 値 を 取得 し ます . SADD は 固定 長文 字 列 に は 使用 で き 
ませ や ん 。 「 


SADD は BASIC 以外 の 言語 で 書か れん た プロ シー ジャ と の 間 で 文字 列 


デー タ を 授受 する 場合 に よく 使い ます . 


例 「 ーー-/* 文字 列 の 格納 アド レス #*/--- 
DECLARE SUB Disp (adr!) 


p$ = "Hello!" + CHRS(0) 


Disp SADD(pS) N___ 六 守 列 の 終わ り の 印 
SUB Disp (adr) 50 
DO 


a = PEEK (adr) 
PRINT CHRS(a) 
adr = adr + 1 
LOOP WHILE a <> 0 
END SUB 





文字 列 の 終わ り ま で くり 返す . 


… 文字 列 p$ の 格納 アド レス を プロ シー ジャ Disp に 渡し , プロ シー ジャ 側 で 


は , この アド レス を も と に PEEK で | 文字 ずつ 取り 出す . 文字 列 の 終わ り 
の 印 と し て ヌル 文字 (CHR$(0) ) を 置く こと に する . 
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SCREEN(y, x[,flag]) 
ーー 取得 モー ド 
桁 位置 
行 位置 


flag に 真 を 示す 値 (0 以外 の 値 ) を 指定 する と , テキ スト 画面 の (x. 
y) 位 置 の カラ ー 属 性 ( 廊 性 番号 ) を 返し ます . 

flag に 偽 を 示す 値 (0 ) を 指定 する か , flag を 省略 する と , テキ スト 
画面 の (x, y) 位 置 の 文字 コー ド を 返し ます . 


ーー-/* 画面 情報 の 取得 */--- 


FOR y = 1 TO 25 
FOR x = 1 TO0 80 








Col = SCREEN(y, x, 1) 色 の 属性 番号 を 取得 

Cha = SCREEN(y, x) 文字 の コー ド を 取得 

IF Col = 7 THEN 
LOCATE y, x 
COLOR 1 の に える 
PRINT CHRS(Cha) : 

END IF 

NEXT x 
NEXT y … テキ スト 画面 の (x, y) 位 置 に 表示 され て いる 文字 の ASCII コー 


ド と 色 番 号 を 取得 し , も し 色 が 白 な ら そ の 文字 を 青色 に 変え る . 





SCREEN [mode][ ,[pmode][ ,[apage][, vpage]]] 
ディ スプ レイ ペー ジ 
アク ティ プペ ー ジ 
パレット ・ モ ー ド 
スク リー ン モ ー ド 
グラ フィ ッ ク 画 面 の モー ド を 設定 し ます . 
mode は スク リー ン モ ー ド で 以下 の 値 を 指定 し ます . mode を 指定 し 


て SCREEN 文 を 実行 する と , テキ スト 画面 。 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の すべ 
て が 消去 され ます . 


テキ スト 


640X200 スー パー イン ポ ボーズ 
640X400 グラ フィ ッ ク 
640X400 スー パー イン ボーズ 
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pmode は パレ ッ ト ・ モ ー ド で , 使用 で きる 色 番 号 の 種類 を 決め る た め 
の も の で す . 





apage は アク ティ ブ ペ ー ジ ( 反 画 デー タ を 書き 込む ページ ), vpage 
は ディ スプ レイ ページ (スク リー ン に 表示 され る ペー ジ ) で , スク リー ン 
ー ド に 応じ て 次 の 値 を 指定 し ます . 


一 般 の PC-980| PC-9801U 


6 
64 0 て 3 
6 7 0 


"アク ティ ブ ペ ー ジ と ディ スプ レイ ペー ジ 






FOR k =0TO3 
SCREEN 84. , k. k ニーーーー- ア クティ ブ ペ ー ジ , ディ スプ レイ ペー ジ の 指定 
CLS 
WINDOW (0, -2)-(720, 2) 
LINE (0, -1.2)-(0, 1.2) ” 軸線 


LINE (0, 0)-(720, 0) 
FOR x = 0 TO 720 STEP 2 
= SIN((x + 90 *k) * 3.14159 / 180) 
IF x = 0 THEN 
PSET (x, y) ・ 最初 の 点 
ELSE 
LINE -(x, y) 
END IF 
NEXT x 
NEXI k 


= ニーー サ イン カー ブ を 描く 


WHILE 1 
FOR k =0T0O3 
SCREEN , , , k 
FOR t = 1 T0 1000: NEXT t 
NEXT k 
WEND 





ディ スプ レイ ベ ページ の 指定 


サイ ンカ ー ブ の 位相 を 90' ず つ ず らし て 4 画面 に 描き , ディ ス 
プレ イペ ー ジ を 有 返 次 切り 換え る こと に より , サイ ンカ ー ブ が 
還 い て いる よう に 見 える 。 


283 


ペー ジ 0 


ペー ジ | 


ペー ジ 2 


ペー ジ 3 





SEEK(n) 
ト - フ ァイル 番号 





機 能 ファ イル 番号 n の ファ イル の ファ イル 現在 位置 を 取得 し ます . 取得 
され る 値 は ラン ダム ・ フ ァイル に お いて は レコ ー ド 番号 , シー ケン シャ ル 
ファ イル に お いて は 先頭 か ら の バイ ト 数 と な り ま す . 


「 ーー-/* ファ イル 現在 位置 */--- 
OPEN ~abc.dat FOR BINARY AS #1 


DO WHILE NOT EOF(1) 
p = SEEK(1) 
a$ = INPUTS(1, #1) 
IF a <= a$ AND 24$S <= 2Z THEN 

PRINT p: : : a$ 

END IF 

LO00P 

CLOSE #1 


ファ イル 現在 位置 の 取得 
| 文字 入力 








1 
・U 
・ 4 
・b 
> で 
・d 
: 4 
も 





ファ イル か ら | 文字 単位 で リー ド し , その 文字 が 小文字 な ら , 
ファ イル 先頭 か ら の 位置 を 表示 する . 
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ファ イル 番号 nm の ファ イル の , ファ イル 現在 位置 を pos 位置 に 移動 
し ます . pos の 値 は 。 ラン ダム ・ フ ァイル に お いて は レコ ー ド 番号 , シー 
ケン シャ ル ・ フ ァイル に お いて は 先頭 か ら の バイ ト 数 と な り ま す . レコ ー 
ド 番 号 , バイ ト 数 の 先頭 値 は と も に 1 です. 


ーー-/* ファ イル 現在 位置 の 移動 */--- 


OPEN “abc.dat FOR INPUT AS #1 


2 | 文字 単位 で ファ イル か ら リ ー ド 、 
2 行末 に は 0DH, 0AH が 置か れ て いる の で 
4$ = 1 mi 
2 つ を 出力 する と 改行 が 2 度 行わ れる た 
| IP 8 の CRS(AHD) THRM RHNT 48 H め 、GpH は 出力 し な い 、 
CLOSE # 


…。 ファ イル 先頭 か ら 50 バ イト を 読み 飛ば し , それ 以後 を | 文字 ずつ 読ん で いく . 








SELECT CASE test 


ー 被 比較 式 
CASE p-1。 比較 式 


block-1 実行 ブロ ッ ク 
[CASE p-2 
block-2 ] 


[CASE ELSE 
block-n] 
END SELECT 


test と p-1,p-2 … と を 比較 し , 条件 を 満た し た と ころ の block を 実 
行 し 。SELECT CASE 文 か ら 抜 け ま す . も し 条件 を 満た さ な け れ ば ぱ , 
CASE ELSE 節 に 置か れ て いる block-n を 実行 し ます . 

block に は 複数 の 文 を 置く こと が で きま す . 
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test に は 変数 を 含む 数 式 ま た は 文字 列 式 を 書き ます . p-1,p-2。 … に 
は 次 の 書式 の いずれ か を 書き ます . 1 つの CASE 節 に これ ら の 比較 式 
を カン マ (,) で 区 切っ て 複数 指定 する こと も で きま す . 


式 ] 、 et 2 っ 
式 1 TO 式 2 
に 
っ ーー 
ジ 
IS(、 」 式 
穫 。 
INPUT x 
SELECT CASE x 
CASE 1 
NM 中 
x が 1 の と き の 処理 左 の 値 は 右 の 値 よ り 小 さ 
CASE 2105 _。 。 。 、 く な けれ ば いけ な い . 


CASE 6, 8, 9 べ て 書け る . この 場合 は 


x が 6 か 8 か 9 の と き の 処 理 | OR 条件 と 考え て よい . 


CASE IS>=10 x IS>= ニ 10 と いう 意味 に 


x が 10 以 上 の と き の 処 理 考え れ は よい . 


END SELECT 








INPUT Test$ 
SELECT CASE Test$ ゃ 
CASE の A TO AZZZZZ〆ZZ グ の 


Test$ が A で 始ま る 文字 の と き の 処 理 


CASE IS く AA 


Test ゃ が アル ファ ベッ ト 以 外 の 文字 の と き の 処 理 


CASE "Quick" 


Test$ が "Quick" の と き の 処 理 


END SELECT 


第 5 草 ステ ー ト メン ト ・ 関 数 リフ ァ レ ンス 





式 SETMEM(n) 
ー 増 減 す る バイ ト 数 





far ヒー ブ プ メ モリ の サイ ズ を n バ イト 増減 し ます . n に 負 の 値 を 用 い 
機能 る と far ヒー ブ の メモ リサ イズ を 減少 させ ます . 
BASIC で は , プロ グラ ム 起 動 時 に far ヒー プ は 最大 に と られ て いる 
の で , 最初 か ら SETMEM で far ヒー プ を 拡大 する こと は で きま せん . 
SETMEM は 増減 後 の far ヒー プ の バイ ト 数 を 返し ます . し た が っ て 
n に 0 を 指定 する と , 現在 の far ヒー プ の バイ ト 数 が わか り ま す . 


例 PRINT “現在 の ヒー プ ・ サ イズ =": SETMEM(0 ) 
a = SETMEM(-1024) 
PRINT “変更 後 の ヒ ー プ ・ サ イズ =": a 


現在 の ヒー プ ・ サ イズ = 178720 
変更 後 の ヒ ー プ ・ サ イズ = 177696 





式 SGN(x) 





機 能 x >0 の と き 1, x = 0 の と き 0, x く 0 の と き 一 1 を それ ぞ れ 返し 
人 ・ 


例 D=B*Bー4*A*C 
ON SGN(D) 二 2 GOSUB KYOKON, JYUKON, JITSUKON 
判別 式 D の 符号 に 応じ て KYOKON( 虚 根 ), JYUKON( 重 根 ) . 
JITSUKON( 実 根 ) へ 分 岐 する . 
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SHARED var [AS type」, … 
| [変数 の 弄 
変数 


機 能 メイ ン モ ジュ ー ル で 宣言 また は 使用 きれ て いる 変数 を , SHARED 文 
a を 行っ た ブロ シー ジャ で 共有 し ます . 配列 の 場合 は , ( ) を 付け ます . 
SHARED 文 を 置く こと が で きる の は プロ シー ジャ の 中 だ け で す . 
COMMON 文 ま た は DIM 文 に SHARED 属性 を 指定 すれ ば ,。 その 変 
数 は 全 プ プロシージャ で 共有 され ます が , SHARED 文 で 指定 し た 変数 
は , その SHARED 文 が 置か れ て いる プロ シー ジャ だ け で 共有 され ま 
す . 
別個 に コン パイ ル し て リン ク し た プロ シー ジャ と の 間 で は SHARED 
文 は 効果 が あり ませ ん . 


メイ ン モ ジュ ー ル と プロ シー ジャ ABC の 間 で 
A(I0, 20) と Lpx を 共有 する 









DIM A (10, 20), Lpx 





SUB ABC 
SHARED A( ), Lpx 





END SUB 











SHELL [commandstring] 
実行 する プロ グラ ム の コマ ンド ライ ン 文 字 列 


機 能 BASIC ブ ログ ラム 内 か ら ほ か の プロ グラ ム ( こ れ を 子 プ ロ セ ス と 呼 
ぶ ) を 実行 し , 実行 終了 後 , SHELL 文 の 次 の 文 に 戻り ます . 
commandstring は 実行 プロ グラ ム 名 と , それ に 渡さ れる パラ メー タ 
か ら な る 文字 列 で す . 実行 プロ グラ ム の ファ イル タイ プ を 省略 する 
と , .COUM, .EXE,.BAT の 順 で 探し ます . 
commandstring を 省略 する と , COMMAND.COM が 起動 きれ ます . 
この 場合 , プ ログ ラム に 戻る に は A>EXIT| 有 /| と し ます . 
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SHELL 





SHELL "TYPE BB: ABC.BAS" 
…TYPE コマ ンド を 実行 する . 
SHELL "DIR B:*.BAS > DIRFILE" 
…DIR を と っ た 結果 を 1/0 リダイレクト し て , ファ イル DIRFILE に 書き 込む . 





x の サイ ン の 値 を 求め ます . x の 単位 は ラジ アン で す ., ヶ (3.14159) ラ 
ジア ン が 180' に 相当 し ます か ら ,。 A' は A ネ * 3.14159/180 [ラジ アン ] 
と な り ま す . 


ーー-/* 三角 関数 */--- 


rd = 3.14159265# / 180 
PRINT “ x : TAB(23): "sin(x)": TAB(43): “cos(x)": TAB(63): "tan(x)“ 
FOR x = 0 TO 90 STEP 10 
PRINT USING ####.#  「: X: 
PRINT USING は せ # せ # せ すす せ # せ せ せ .# せ せ せ す # せ : SIN(X * rd): COS(x * rd) : TAN(x * rd) 
NEXT x 


Sin(x) 

000000 

173648 
.342020 
.500000 
.642786 
.766044 
.866025 
.939693 
.984808 
000000 


0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
1 


< つ で 己 ご 己 ご ご 己 己 ッッ 


coS(x) 
000000 
9848056 
.939693 
.866025 
766044 
642788 
500000 
342020 
173648 
000000 


-2287733 


tan(x) 
0.000000 
0 1 すげ 6394! 
0.363970 
0.577350 
0.839100 
191754 
732051 
747477 
671280 
000000 
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n 個 の スペ ー ス か ら な る 文字 列 を 生成 し ます . 


ーーー-/* 任意 の 大 き さ の 四角 を 描く *#/--- 


INPUT “ 縦 , 横 ~: mn 


PRINT STRING$(n. "=") ユーーー ニ = を n 個 作る 


FORk =1TOm 
PRINT ~! + SPACES(n - 2) 
NEXI k 


PRINT STRING$(n, “=") 


PRINT また は LPRINT 
に n 個 の スペ ー ス を 出力 


ーー いい 
PRINT “Hello": SPC(5): “Basic~ 


+"[" 








文 と 共に 使用 し , スク リー ン ま だ た は プリ ン 
し ます 。 











STATIC var [AS type」, … 
一 変数 一 変数 の 型 


変数 を 静 的 変数 と し て 宣言 し ます . 静 的 変数 は , それ が 宣言 され て い 
る プロ シー ジャ また は DEF FN 関数 で ロー カル で す . DEE FN 関数 
内 の 変 示 は デフ ォ ル ト で グロ ー バ ル で す .。 これ を ロー カル に し た いと き 
に STATTIC 宣言 を 行い ます . また , 自動 変数 の よう に プロ シー ジャ の 
コー ル / リ ター ン の た びに スタ ッ ク 上 に 生成 / 消 滅 を くり 返さ きず, メモ 
リ 上 の 同じ 領域 に プロ グラ ム の 開始 か ら 終 了 ま で 割り 当て られ て いま す 
か ら , 変数 の 値 は 消 減 せ ず 保存 され て いま す . 

STATIC 文 を 置く こと が で きる の は , ブロ シー ジャ と DFF FN 関 
数 の 中 だ け で す . 

SUB 文 。FUNCTION 文 に STATIC 属性 を 指定 する と , ブロ シー 
ジャ 内 の すべ て の 変数 は 静 的 変数 と な り ま す が , SHARED 宣言 され て 
ぃ る 変数 は この 限り で は あり ませ ん . これ に 対し , STATIC 文 は 指定 
し た 変数 を 静 的 変数 に する も の で , SHARED 宣言 され て いる 共有 変数 
を 無効 に する こと も で きま す . 








ら 10P 


プロ グラ ム の 実行 を 停止 し ます . 

QB 環境 下 で STOP 文 が 実行 きれ る と , QB 画面 に 戻り ます . .EXE 
ファ イル 中 の STOP 文 が 実行 きれ る と , すべ て の ファ イル を クロ ー ズ 
し で 0S に 戻り ます . 

コジ ノイ ラ BC で /d./e、 肥 オプ ショ ン を 指定 し て いる と 。 STOP 文 
が 実行 され た 行 番 号 が 表示 され ます . STOP 文 に 行 番号 が 付い て いな 
けれ ば 最も 近い 位置 の 行 番号 が 表示 され , 行 番号 が どこ に も な けれ ば 0 
が 表示 され ます . 


2 ダ 1 








STR$(n) 
トー 数値 


機 能 数 値 n を 10 進 文字 列 に 変換 し ます . 正 の 値 な ら 先頭 に 空白 が 1 つ 付 
「 けら れ ま す . 


_ PRINT STRS(123) 

例 PRINT STRS(-123) 
PRINT STRS(100.05) 
PRINT STRS(&HFF) 


123 
-123 

100.05 

255 








① STRING$(n, str) 
ー 文字 列 
くり 返し 個数 
② STRING$(n, numeric) 
ーASCII コー ド ま た は シフ ト JIS コー ド 
くり 返し 個数 


機 能 ① 文 字 列 str の 先頭 文字 ( 1 バイ ト 文 字 ま た は 2 バイ ト 文 字 ) を n 個 くり 
に 返し た 文字 列 を 返し ます . 
② numeric で 示さ れる ASCII コー ド , また は シフ ト JIS コー ド に 対応 
し た 文字 を n 個 くり 返し た 文字 列 を 返し ます . 


例 SPACE$ 参 照 . 








SUB name[(var [AS type],…)] [STATIC] 
ト - 仮 引数 の 型 
仮 引数 


ロ シ ー ジ ャ 名 
END 
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機 能 name で 示さ れる サブ ルー チン ・ プ プロシージャ を 定義 し ます . ( ) の 
| 中 に 仮 引数 を 書き ます . 仮 引数 が な けれ ば ( ) を 省略 で きま す . 
STATIC を 指定 する と , 関数 プロ シー ジャ 内 の ロー カル 変数 は すべ 
て (SHARED 定 言 され て いる 変数 は 除く ) 静 的 変数 と な り ま す . 静 的 変 
数 に つい て は 上 第 4 章 4-2 の 8 を 参照 . 


"ーー--/* サブ ルー チン ・ プ ロ シ ー ジ ャ ーー- 


DECLARE SUB Disp (Moji$, Num!, Col!) = ニーー サブ ルー チン ・ プ ブロ シー ジャ の 宣言 


CLS ーーーーーー ミ くり リ 返 し 回 数 


Disp "Hello Quick Basic, 2, 3 
Disp "Hello Quick C, 3, 5 N___ 表示 色 


END 


SUB Disp (Moji$, Num, Co1) 
COLOR Col 


8 た サブ ルー チン ・ プ ロ シ ー ジ ャ の 定義 . 
NEXT k Moji$ の 文字 列 を Num 回 , 色 Col で 
表示 . 





END SUB 








SWAP var1 , var2 
トーー バ ー 交換 する 変数 


2 つの 変数 var1 と var2 の デー タ を 交換 し ます . 2 つの 変数 の 型 は 一 
致し て いな けれ ば な り ま せん . 


A = 10 : B= 
WAP AB …A が 20, B が 10 と な る . 








SYSTEM 


QB 環境 下 で SYSTEM 文 が 実行 きれ る と QB 画面 に 戻り ます . た だ 
し 。QB 起動 時 に /run オプ ショ ン が 指定 され て いた 場合 は , SYSTEM 
文 が 実行 され る と OS に 戻り ます . 

.EXE ファ イル の 中 で SYSTEM 文 が 実行 され る と , すべ て の ファ イ 
ル を クロ ー ズ し て OS に 戻り ます . 

ダイ レク トモ ー ド で SYSTEM コマ ンド を 入力 する と , QB を 終了 し 
て OS に 戻り ます . 
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TAB(n) 
し -_ 画面 左端 か ら の 桁 位置 


PRINT, LPRINT 文 と 共に 用 い , スク リー ン ま た は プリ ンタ の 諾 
端 ( 桁 位置 は 1) から の 表示 / 印 字 位置 を n に 設定 し ます . 

現在 の 表示 / 印 字 位置 より 小さ い n の 値 を 指定 する と , 1 行 改行 され 
て n 桁 目 に 表示 / 印 字 き れ ま す . 

n の 値 が 1 行 の 幅 よ り 大 きい 場合 は , 次 の 行 に 移り , (n MOD 幅 ) の 
位置 に 表示 / 印 字 さ れ ま す . 

n の 値 に 1 より 小さ い 値 を 指定 する と , 1 と みな され ます . 


ーー-/* キ サイ ン ・ カ ー プ #/--- 


rd = 3.14159 / 180 
PRINT TAB(19): “-1 0 較 
PHI JABK20) し 1、。。 ヤ まま 。、。 、 キ 、。。 1" 
FOR x = 0 TO 360 STEP 20 
ts = 30+ 10 * SIN(x * rd) 
PRINT USING ##### す すす #.# す すす ・ X: SIN(x * Td): 
PRINT TAB(ts): “*" 
NEXT x 





表示 位置 


くつ らら ィ 有 有 押 G の らら の っ の らら の ら 





x の タン ジェ ント を 求め ます 。x の 単位 は ラジ アン . 








現在 の 時 刻 を , hh : mm : ss の 8 文字 の 文字 列 で 取得 し ます . 


hh : 時 (00 一 23 
mm : 分 (00-59 
ss : 秒 (00 一 59 


ーー-/* 時 刻 の 取得 と 設定 */--- 





じ CS 「 
PRINT "現在 の 時 刻 -->": TIMES 時 刻 の 取得 
INPUT "時, 分, 秒 ": hour$, minute$, second$ 

TIMES = hour$+":"+minute$+":"+ second$ ニキ ーー 時刻 の 設定 


現在 の 時 刻 -->15:32:16 
時 , 分 . 秒 ? 16.10.00 





TIME$ = str 
ーー 時 刻 を 示す 文字 列 


str で 示す 時 刻 に 現在 時 刻 を 設定 し ます . str は hh: mm : ss の 文字 
列 で す . mm: ss また は ss を 省略 する と , 省略 され た も の は 00 に 設定 


きれ ます . 
hh : 時 (00<23) 
mm : 分 (00 て 59) 
ssS : 秒 (00 て 59) 


2 の 5 






TIMER 





午前 0 時 か ら の 経過 秒 を 取得 し ます . 


OS st& = TIMER 

例 PRINT "これ か ら 3 0 秒間 眠り ます . . . 
WHILE TIMER - st& < 30 
WEND 


…30 秒 間 経 過す る まで WHILE て WEND ルー プ を まわ る . 





① TIMER ON 
② TIMER OFF 
③ TIMER STOP 


① タ イマ イベ ント ・ ト ラッ ピン グ の 開始 

② タ イマ イベ ント ・ ト ラッ ピン グ の 禁止 

⑬③ タ イマ イベ ント ・ ト ラッ ピン グ の 停止 . 停止 中 に 発生 し た トラ ッ ピ ン 
グ は 記憶 さき れ て お り , トラ ッ ピ ング が 許可 (開始 ) され る と , た だ ち に 
イベ ント 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 





、 還 ON event COSUB 参照 . 
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① TRON 
② TROFF 


トレ ジー スモ ー ド を オシ に し ます つまり 。 1 補 ご ょ 楽し み が ぁ 二 
行 を 反転 表示 し ます . 
② ト レー スモ ー ド を オフ に し ます . 


ーーー 


了 


TRON は , D/ デ バッ グ メ ニュ ー の 芽 / ト レー ス を 指定 し た の と 同じ 








効果 が 得 ら れ ま す . 

TRON 
この 範囲 が 実行 され る と き は , 行 行 が | 行 ご と 
反転 表示 され る . 

TROFF 本 








ご レコ ー ド 型 に 付け た 名 前 
TYPE 。 tag 
member AS type 
member AS type 
トー メン バ 
ツメ 
END TYPE 


tag と いう 名 の レコ ー ド 型 を 定義 し , その レコ ー ド を 構成 する メン バ 
の メン バ 名 と メン バ の 型 を 定義 し ます . 

メン バ の 型 に は , INTEGER, LONG, SINGLE, DOUBLE. 固定 長 
文字 列 型 。 ユー ザ 定 義 型 (レコ ー ド 型 ) を 指定 で きま す . 可変 長文 字 列 は 

ン バ の 型 と し て は 使え な いこ と に 注意 し て くだ さい . 

レコ ー ド 型 変 数 は , tag を 用 いて , DIM, REDIM, COMMON. 
STATIC,」 SHARED 文 で 行い ます . 

レコ ー ド の 各 メ ン バ の 参照 は 。 ピリ オド (.) を 用 いて 。, 


レコ ー ド 型 変数 . メン バ 


で 行い ます . 
レコ ー ド 型 の 定義 は プロ シー ジャ の 中 で は 行え ませ ん . 


ーー-/* 木星 の 4 大 衛星 */--- 
例 


TYPE Eisei Eisei 型 の 定義 
Star AS STIRING * 10 
Kodo AS INTEGER 
Shuki AS SINGLE 

END TYPE 


DIM a(4) AS Eisei Eisei 型 変数 の 定 言 
DIM b(4) AS Pisei 


FOR k = 1 TO 4 
READ a(k).Star, a(k).Kodo, a(k). Shuki 
NEXTk メン ババ の 基 靖 
FOR k = 1 TO 4 
b(k) = a(k) ” レコード ・ デ ー タ の 一 括 代 人 
PRINT b(k).Star, b(k).Kodo, b(k). Shuki 
NEXI k 


DATA Io, 5,.1.7691.Europa, 6, 3.5512 
DATA Ganymede, 5,7.1545,.Callisto, 6,.16.6890 


| o 1.7691 
EurTopa 9、9917 
Ganymede #。3945 
Callisto 16.689 








式 UBOUND(array[ ,d]) 
ヒー 添字 の 次 元 
配列 名 


機 能 配列 array の d 次 の 添字 の 上 限 値 を 取得 し ます . 
LBOUND, UBOUND は 引数 渡し され た 配列 の サイ ズ を 取得 する の 
に 使い ます . 
DIM A(-10 TO 20, 5 TO 10) 


UBOUND(A, 1)  … 20 を 返す . 
UBOUND(A, 2) … 10 を 返す . 


例 LBOUND 参 鶏 . 
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UCASE$(str) 
文字 列 


文字 列 中 の 小文字 を 大 文字 に 変換 し て 返し ます . 対象 と な る 文字 は 1 
バイト 文字 , 2 バイ ト 文 字 の a 一 2 で す . 


INPUT A$ 
IF UCASE$(A$)= "YES”" THEN- ン 
…A$ に Yes, yes な ど が 入力 され て も YES と し て 比較 で きる . 








VAL(str) 
ー 文字 列 


文字 列 str を 数 値 に 変換 し ます . 先頭 に &h また は 層 H が あれ ば 16 進 
数 と みな され ます . 文字 列 の 先頭 に ある 空 日 , タブ, ライ ン フ ィ ー ド は 
読み 飛ば され ます が , 文字 列 の 途中 に あっ て は いけ ませ ん . も し , 数 字 
文字 で な い 文 字 が ある と , その 直前 まで の 文字 列 を 数 値 に 変換 し ます . 
最初 の 文字 が 数 字 文 字 で な い 場 合 は 0 を 返し ます . 


VAL("123") 。 … 123 を 返す . 
VAL("&HFF") … 255 を 返す . 
WILCFPP … 0 を 返す . 


ーーー-/* 文字 列 を 数 値 に 変換 */--- 


FOR k = 1 TO 5 

READ a$ 

PRINT VAL(&h" + a$) 
NEXT k 
DATA ff, 1a,1b.80.7f 


… DATA に 置か れ て いる 1|6 進 文字 列 デ ー タ を 数 値 に 変換 する . 








VARPTR(var) 
VARSEG(var) 


一 変数 名 


機 能 変数 var が 割り 当て られ て いる メモ リ 上 の アド レス の オフ セッ ト 値 
*。 。 。 と も セグ メン ト 値 を 取得 し ます . 
配列 の アド レス を 取得 する 場合 は , var と し て 配列 の 第 1 要素 を 指定 
し も て だ さい 。 





セグ メン ト 値 
オフ セッ ト 値 
Var 
メモ リ 
ーーー-/* 変数 へ の 直接 アク セス */--- 
CONST N = 100 … 了 配列 の 先頭 アド レス を 取得 し 
DIM a%(N) POKE を 用 いて その アド レス 
を 直接 アク セス する . 


segment = VARSEG(a%(0) ) 
offset = VARPTR(a%(0) ) 





DEF SEG = segment セグ メン ト の 設定 
FOR adr = offset TO offset+N*2 STEP 2 
POKE adr, &Hl 
POKE adr + 1, &HO 


NEXT adr 





下位 バイ ト 
上 位 パ イト 





FORk=0TON 
PRINT a%(k) : 
NEXT k 
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VARPTR$(var) 
一 変数 名 


変数 var が 割り 当て られ て いる メモ リ 上 の アド レス の オフ セッ ト 値 
を 文字 列 と し て 取得 し ます . 

VARPTR$ は , DRAW の 引数 に 用 いる 変数 の アド レス を 取得 する の 
に 使わ れ ま す . 








VIEW [[SCREEN](x1, y1) - (x2, y2)[,[color][,border]]] 





ビュ ー ボ ー ト 内 を 塗 る 色 
ビュ ー ボ ー ト を 示す 凍 囲 


VIEW (1, y1) - (x2, y2) は オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 上 の (x1. 
y1) - (x2, y2) を ビュ ー ボ ー ト に 設定 し , その 領域 に WINDOW で 指 
定 さ れ た 儲 域 を 表示 し ます . 


オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 


yI 


ワー ルド 座標 VIEW (xl, yl) -(x2, y2) 


これ に 対し , VIEW SCREEN (x1, y1) - (x2, y2) は , WINDOW で 
且 定 され た 領域 を オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 上 ((0.0) -(639 , 399)) に 
表示 し ます が , 実際 に 表示 する 範囲 を (x1, y1) - (x2, y2) の 範囲 に 
限定 し ます . 
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オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 





ワー ルド 座標 VIEW SCREEN (xl, y|) -(x2, y2) 


color は ビュ ー ボ ー ト 内 を 塗る 色 , border は ビュ ー ボ ー ト を 示す 四角 
形 の 梓 を 描く 色 で す . 

引数 を 省略 し , 単に VIEW と し た 場合 は 。 画面 全体 が ビュ ー ポ ボー ト 
る 守り ます 。 


倒 「 ーー-/* ビュ ー ポ ー ト の 設定 */--- 


SCREEN 0: CLS 
WINDOW (-50. -50)-(50, 50) 


も まま > 9 すま きま 3 

XZ w 201: Y2 * 201 

Oks0T04 ェ ーーー ビ ュー ボート 梓 を 青色 で 表示 
TIEW (kt。 71-(X2、y27。 。 1 
CIRCLE (0, 0), 50 
X1 = Xi1†+ 20: y1 =Y1+ 20 
ーー 9 = 5 一 凍 

NEXI k ' 


トー ビュ ー ボ ポー ト を 狭く し て いく 
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デ VIEW PRINT [top TO bottom] 


ー 最 下行 
最上 行 


テキ スト ・ ビ ュー ポー ト の 上 下行 を 指定 


top 


bottom 





画面 の 最上 行 は 1 行か ら で す . 
引数 を 省略 する と 画面 全体 が テキ スト ・ ビ ュー ポート に な り ま す . 


ーー-/* テキ スト ・ ビ ュー ポ ー ト の 設定 */--- 





VIEW PRINT 5 TO0 15 テキ スト ・ ビ ュー ポート を 5 行 て 15 行 に 設定 . この 範囲 が 
表示 域 と な る . 


FORk = 1 TO 100 


PRINT k, "Hello" 
NEXT k 








WAIT n, and-expression| , xor-expression ] 
ーXOR を 行う 整数 式 
AND を 行う 整数 式 
ポー ト 番 号 

ポート n か ら デ ー タ を 読み , その デー タ と xor-expression と の 
XOR を と り , さら に その 値 と and-expression と の AND を と り ま す . 
そし て その 値 が 0 な ら 再 び ポ ボー ト か ら デ ー タ を 読み 同じ こと を くり 返し 
ます . 値 が 0 で な く な っ た と き に WAIT 文 の 次 の 文 に 進み ます . xor- 
expression は 省略 する こと が で き , その と き は , AND 演算 か ら 行 われ 
ます 。 


例 ”。 ーー--/* を プリ ンタ ・ ポ ー ト へ の 1 文字 出力 */--- 
DECLARE SUB lputc (c%) 
lputc (ASC("a")) 
lputc (ASC("b") ) 
lputc &HD: lputc &HA ” 改行 


SUB lputc (c%) 





WAIT &H42, 4 ポー ト &H42 の デー タ の 第 2 ビッ ト が 
0UT &H40, c% | に な る まで 待つ . 
00T &H46, 14 
0UT &H46, 15 
END SUB 


…Iputc(c%) は ASCII コー ド c% に 対応 する 文字 を 
プリ ンタ に 出力 する . 





WHILE condition 


一 条件 式 
WEND 





機 能 条件 式 condition が 真 の あい だ , ルー プ を くり 返し ます . WHILE 

、 <WEND は DO WHILE-ーLOOP と 同じ で す . た だ し , DO-LOOP 
は DO EXIT に より ルー プ 外 に 脱出 で きま す が , WHILEー-WEND で 
は GOTO で 脱出 する し か あり ませ ん . 


ーーー-/* 前 判定 反復 』/-- 
例 

SUm = 0 

INPUT a 


WHILE a <> -9999 
SU = SU † a 
INPUT a 

WEND 


PRINT "合計 =": Sum 
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WIDTH [column][ ,Iline] 
| し 行 数 
桁 数 


テキ スト 画面 の サイ ズ を 設定 し ます . Ver.4 .2 で は column に 80), 


機能 jne に 25 以 外 の 値 を 指定 する こと は で きま せん . Ver.4.5 で は , line に 
20 も 指定 で きま す . 








① WIDTH #n, width 
トー 1 行 の 長 さ 

ファ イル 番号 

②⑦ WIDTH device, width 
| [- 1 行 の 長 さ 

デバ イス ・ フ ァイル 名 

③ WIDTH LPRINT width 
ー 1 行 の 長 さ 


機 能 ① フ ァイル 番号 n で オー プン され て いる デバ イス ・ フ ァイル の 1 行 の 長 
0 さ を width に 設定 し ます . 
② device で 示さ れる デバ イス ("cons :" な ど ) の 1 行 の 長 さ を width に 
設定 し ます . この 命令 が 効果 を 現す の は , この デバ イス が 次 の 
OPEN 文 で オー ブン され て か ら あ と で す . 
③ 以 後 の LPRINT 文 を 使用 する ライ ンプ リン タ の 1 行 の 長 さ を width 


に 設定 し ます . 
BB ーーー-/* を プリ ンタ の 出力 幅 の 設定 */--- 
例 abcde 
。 本 fghij 
a$ = "abcdefghijklmnopqrstuVwXYZ 
klmno 
WIDTH LPRINT 5 ーー 
LPRINT a$ 2 6 
abcdefghij 
WIDTH LPRINT 10 klmnopqrst 
LPRINT a$ UVWXYZ 
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WINDOW [[SCREEN] (x1, y1) - (x2, y2)] 
[ウィ ンド ウ の 座標 


ワー ルド 座標 の (x1, y1) - (x2, y2) の 範囲 を . ウ ィ ン ド ウ と し て 設 
定 し ます . 

(Quick BASIC で は , WINDOW 文 に よる ウィ ンド ウ の 切り 方 に 2 通 
り の 方 法 が あり ます . WINDOW 文 に SCREEN オプ ショ ン を 付け る 
と , 下方 を Y 座 標 の 正 の 向き と する ワー ルド 座標 を を の まま の 向き で 
ビュ ー ポ ボー ト に 取り 出し , SCREEN オプ ショ ン を 付け な いと , YY 方 向 
を 逆転 し て ビュ ー ポ ー ト に 取り 出し ます . 


WINDOW (-50, -I00) WINDOW SCREEN (-50, -|00) 
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-(500, 150) ウィ ンド ウ -(500, 150) 


(500, 150) 
ビュ ー ボ ポート 


Y 
ワー ルド 座標 


ーーー-/* ウィ ンド ウ の 設定 */--- 


SCREEN 0: (CLS 





rd = 3.14159 / 180 
XI = -5: Yi = -$ 
2 ゃ 5: WM ゃ る 8 
VIEW (200. 100)-(400, 300), , 1 = ニーー- ビ ュー ポー ト の 設定 
FOR k = 1 10 10 
CLS 
WINDOW (xl, yl)-(x2, y2) ウィ ンド ウ の 設定 


FOR j = 0 TO 360 STEP 4 
X = SIN(2 * j* rd): y = SIN(3 * ] * Td) 
IF x = 0 THEN 
本 上 ーーー リ サジ ュー 有 曲線 の 描画 
LINE -(x, y) 
END IF 
NEXT j 
人 か 。 二 = 圭 。。 
トー2 ィ >reowmemevcmwe 
NEXT k 抜天 きれ て いく ) 


数 リフ ァ レ > 


ロレ 
kl 
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ー 出力 デー タ 


b0 
に 
Q① 
に 
テ 





圧 
。 nn 
%U 個 
っ) ] | 
ぐ 。 
ょ ) 30 
. アソ 
も に 
J6 局 
3 
| 民 所 
De 
oe 
| 詳 
ー、4U 
S、 て 
K 
3S) 人 
Sv ペペ 
jk、 
R ハ 
攻 
no 
ご 
較 
| 民 
し で 
sc0 ふ 
G 
トト 


日 を 付け 加え 


ーー テ 
ーー 


ーー タ を 表示 する 際 , 前 後 ( 


ey 


人 符 () で 囲ま れ ま す . 数 値 


ませ ん . 


10 
b$ = "Hello" 


20 


b$, c 
b$, 


WRITE a, 


C 


PRINT a, 





出力 デー タ 
号 


ファ イル 番 


arg で 示さ れる 出力 デ 


o0 
し 
Q⑩ 
ー 
キモ 
ビ 
テ 





フォ オ か し 


ーー 
ーー 


タ を ファ イル 番号 n の ファ イル ( 


ぐ 国 
ふく 
人 ト 、 ミン 
移 征 
\ ソ 
ー) rh 
KR 個 に 
り 11 1 
NN 。 氷 
紀 8 る 
・ や 豆 
mw | っ) 
H6 中 手 
… 所 ロ 
さや h 
凶 所 選 
ウー 中 
ェ 。 応 机 
、 ン 9) 2 
> べく で 
^ 骨 』) 
6 。 
329 や 
く 、 ご 6 
」 t で 
中 、 ハ へ 4 
PE Nd 
寺 り 妥 
地 居 レ 
、 民 
が 


30/ 


”---/* シー ケン シャ ルフ ァイル の 書き 込み #/--- 
OPEN “man.dat FOR OUTPUT AS 
INPUT "Name, year : Name$, Year 


DO WHILE Year >= 0 

WRITE #1, Name$, Year 

INPUT “Name, Year~: Name$, Year 
LO0P 
CLOSE #1 


A>dump man.dat 
Dump Version 3.00 
00000000 22 41 6E 6E 22 2C 31 38-0D 0A4 22 43 61 6E 64 79 


00000010 22 2C 32 31 0D 04 22 45-6C 75 74 61 22 2(C 31 39 
00000020 0D 0 22 52 6F 6(C 6C 61-22 2( 32 30 0D 04 
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第 5 草 ステ ー ト メン ト ・ 関 数 リフ ァ レ ンス 








式 {REM | }$INCLUDE : filename' 
一 取り 込む ファ イル 名 


機 能 filename で 示さ れる ファ イル を , この 位置 に イン クル ー ド (取り 込 
_ み ) し ます . 

イン クル ー ド ・ フ ァイル は , テキ スト ファ イル で な けれ ば な り ま せん . 
イン クル ー ド ・ フ ァイル の 作り 方 は , 第 2 章 2-4 の 7 を 参照 し て くだ さ 
い . ブログ ラム を イン クル ー ド ・ フ ァイル に する 場合 は , 保存 形式 を 
「T/ テ キス ト フ ァイル 」 に 指定 し て くだ さい . 

イン クル ー ド ・ フ ァイル に は , プロ シー ジャ (SUB や FUNCTION) 
を 記述 で きま せん . 

filename の ファ イル タイ プ ブ を 省略 する と , .BAS と みな され ます . 


'$INCLUDE : bb: my. bi 

DIM a AS Eisel 

PRINT Lpx, Lpy TYPE Eisei 

GCcODy Yamae AS STRING * 10 
Kodo AS INTEGER 


Shuki AS SINGLE 
END TIYPE 


COMMON SHARED Lpx. Lpy 


DECLARE SUB Gcopy() 





MY. Bl 
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(REM | j も DYNAMIC 
(REM 1 ' 名 STATIC 


機 能 ① 以 後 の 配列 を 動 的 配列 と し て 割り 当て ます . 
② 以 後 の 配 列 を 静 的 配列 と し て 割り 当て ます . 


$DYNAMIC/$STATIC を 用 いて 指定 し な い 場 合 , 定数 の 添字 を 用 
いて 宣言 し た 配列 は 静 的 配列 。 変数 の 添字 を 用 いて 宣言 し た 配列 また は 
最初 に COMMON ステ ー ト メン ト で 宣言 され て いる 配列 は 動 的 配列 と 
な り ます 。 


' や も DYNAMIC 
DIM a(100) 動 的 配列 


' や STATIC 

INPUT n 

DIM b(n) < 変数 添字 な の で '$STATIC が 指定 され て も 動 的 配列 
DIM c(100) < 静 的 配列 








Ver.4.5 に お ける 
主 な 変更 点 


Ver.4.2 か ら Ver.4.5 へ の バー ジョ ン ア ッ プ に 伴い , 変更 され た 主 な 点 は 以下 の と 
お ぉ おり で す . 








・ PC-9801 の 最初 期 型 (も っ と も 古い タイ プ ブ ) は Ver.4.5 で は サポ ー ト しない. 

・ エ ミュ レー タモ ー ド で 動作 する イン タブ リタ QBE.EXE を サポ ー ト . 

・ 強 力 な オン ライ ン ヘ ルプ (QB アド バイ ザ ) の サボ ポート. 

・ PLAY, SOUND, UEVENT, SLEEP ステー トメ ント の 追加 . 

・ SCREEN, COLOR, WIDTH ステートメント, SCREEN, CSNG$ 関 数 の 機能 
・ 環 境 変数 QBGRPNEC の 導入 . 

・ CIRCLE,。 LOCATE, PRINT ス テー トメ ント の 高速 化 . 

・ IHELPI キ ー に よる プロ グラ ム 割 り 込 み の サ ポー ト . 

・ 統 合 環境 の エディ タ の スク ロー ルス ピー ド の 向上 と , カー ソル 情 性 の 改善 . 

・QB チュ ー ト リア ル と いう 学習 ソフ ト の サポ ー ト . 

・ ヘ ルプ 作成 ユー ティ リティ HELPMAKE の サポ ボート 、. 

コニー ザラ イオ プラ リ と し て 相 用 ライ オブ ラリ 。 ゲラ フィック ライ ブラ リ 。 マウ ステ イプ 
ラリ を ソー ス と ライ デラ テリ で サポ ー ト 、 
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_ 維 Ver.4.5 で 提供 され る 
ソフ トウェア 


MG で 。 も セッ ドド デップ ティ スグ 。 プロ グフ プ フ ム ディ スグ 。 ラ イプ ラリ ディ X 
ク , アド バイ ザ デ ィ ス ク の 4 枚 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク が 提供 きれ ま す . 以下 の リス ト 
の 中 で コメ ント の 付い て いる ファ イル が , Ver.4.5 で 追加 され た 主 な も の で す . 
セット アッ プ デ ィ ス ク 














> の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は QB45_SETUP 
たま めし りほ を >: 
LEARN く DIR> まま ー ト よー まう 4:50 
SAMPLE 〈DIR> 93-1 は =15 4:50 
PACKING LST 6974 89-11-15 4:50 
QBE DOC 4475 89-11-15 4:50 
README DOC 9932 89-]1-15 4:50 
SAMPLE DOC 2942 89-11-15 4 :50 
SEIUP 9@66 4099 89-11-15 4:50 
SEIUP EXE 562193 89-11-15 4:50 


8 個 の ファ イル が あり ます . 
614400 バイ ト が 使用 可能 で す . 


ドラ イブ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は QB45 SETUP 
ディ レク トリ は 4A:YLEARN 
<DIR> 89-11-15 4:50 
を <DIR> 89-11-15 4:50 
BALL BAS 1306 89-1Il-15 4:50 
HELP HLP 4302 89-11-15 4:50 
LEARN EXE 167100 89-11-15 mee 98 ま ユ コー ドド ア デル 
MENU ATB 4103 89-Il-15 4:50 
MENU TXT 4103 89-11-15 4:50 
PRINT HLP 1510 89-1Il-15 4:50 
8 個 の ファ イル が あり ます . 
614400 バイ ト が 使用 可能 で す . 





ドラ イプ の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は QB45 SETCP 
ディ レク トリ は A:YSAMPLE 
<DIR> 89-11-15 4:50 
<DIR> 8 9 -11-15 4:50 
ADVR_ EX <DIR> 8 9 -11-15 4:50 
B00K <DIR> 8 9 -11-15 4:50 
EXAMPLE く <DIR> 8 9 -11-15 4:50 
DEMO1 BAS 1934 89-11-15 4:50 
DEM02 BAS 2059 89-11-15 4:50 
DEMO3 BAS 2140 89-11-15 4:50 
QB B! 1783 89-11-15 4:50 
QCARDS BAS 44644 89-11-15 4:50 
QCARDS DAT 2192 89-11-15 4:50 
REMLINE BAS 11712 89-11-15 4:50 
SORTDEMO BAS 20536 89-11-15 4:50 
{ORUS BAS 24275 89-11-15 4:50 
WALTZ BAS 4254 89-11-15 4:50 
15 個 の ファ イル が あり ます . 
514400 パイ ト が 使用 可能 で す . 
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ドラ イブ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は QB45 PGWM 
ディ レク トリ は Az:\Y 
BIN <DIR> 89-11-15 4:50 
MO0USE <DIR> 89-11-15 4:50 


2 個 の ファ イル が あり ます . 
152576 バイ ト が 使用 可能 で す . 


ドラ イブ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は QB45 PGM 
ディ レク トリ は A:YBIN 
<DIR> 8 9 -11-15 4:50 
陣 <DIR> 89 -11-15 4:50 
BC EXE 111479 89-11-15 4:50 
BRUN45A EXE 92329 89-11-15 4:50 
LIB EXE 35643 88-07-26 10:52 
LINK EXE 69133 88-09-07 16:27 
QB EXE 311758 89-11-15 4:50 ーー 27KB 大 きく な っ た 
QB INI 48 89-11-15 4:50 
EVM <DIR> 8 9 -11-10 4:50 







9 個 の ファ イル が あり ます . 
152576 バイ ト が 使用 可能 で す . 





ドラ イフ ブフ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は QB45 PGM 
ディ レク トリ は 4A:YBINYEM 


<DIR> 89-11-10 4:50 
-」 <DIR> 89-11-10 4:50 
BRUN45E EXE 93113 89-11-15 4:50 
QBE EXE 311870 89-11-15 4:50 一 エミ ュ レ ー タ 版 イ ンタ プリ タ 


4 個 の ファ イル が あり ます . 
152576 バイ ト が 使用 可能 で す . 


ドラ イフ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は QB45 PGM 
ディ レク トリ は A:YMOUSE 
く DIR> 8 9 -11-15 4 :50 
く <DIR> 89-11-15 4 :50 
MOUSE C0M 8431 89-10-18 2 :00 
MO0USE DOC 47900 89-10-18 2 :00 
MO0USE S YS 8127 89-10-18 2 :00 


5 個 の ファ イル が あり ます . 
152576 バイ ト が 使用 可能 で す . 


314 


第 7/ 章 Ver.4.P か ら Ver.4.5 へ の 変更 点 


の ラ イブ ラリ ディ スク 








ドラ イフ の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は QB45 LIB 
ディ レク トリ は Ai:Y 

LIB <DIR> 89-11-15 4:50 

USERLIB <DIR> 89-11-15 4:50 


2 個 の ファ イル が あり ます . 
544768 バイ ト が 使用 可能 で す . 


ドラ イブ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は QB45 LIB 

ディ レグ トリ り 和 経 まあ: 才 8 

<DIR> 89-11-15 4:50 
の <DIR> 89-11-15 4:50 
LM 〈DIR> 609=11-15 4:50 
ABSOLUTE ASM 4520 89-12-15 4:20 
BCOM45A LIB 239343 89-11-15 4:50 
BQLB4) LIB 25301 89-11-15 4:50 
BRUN45A LIB 4 まま は ーー よ よ ー ト 5 4:50 
INTRPT ASM 15099 89-12-15 4:20 
QB LIB 2075 89-11-15 4:50 
QB QLB 9814 89-11-15 4:50 


10 個 の ファ イル が あり ます . 
544768 バイ ト が 使用 可能 で す . 





ドラ イブ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は QB45_LIB 
ディ レク トリ は A:\YLIBYEM 
く DIR> まま ー ト ナート 4:50 
si <DIR> 89=-11>15 4:50 
BCOM4SE LIB 229133 89-11-15 4:50 
BRUN45SE LIB 29769 9@9-11-15 4:50 


4 個 の ファ イル が あり ます . 
544768 バイ ト が 使用 可能 で す . 


ドラ イブ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は QB45 LIB 
ディ レク トリ は A:YUSERLIB 
<DIR> 89-11-15 4:50 
ー <DIR> 89=Ec15 4:50 
ALL MAKE BAT 544 89-11-15 。 4:50 
DOSCALL 0B 495 89-11-15 4:50 
GEN BAS 16213 89-11-15 4:50 
GEN BI 旨 弄 0 4 1 aaa と 
GEN LIB 13871 89-11-15 4:50 外用 ライ ブラ リ 
GEN QLB 13843 89-11-15 4:50 
GENDEMO1 BAS 1094 89-11-15 。 4:50 
GENDEMO2 BAS 4039 89-11-15 4:50 
GEN MAKE BAT 351 89-11-15 。 4:50 
GRAPH BAS 6906 89-11-15 4:50 
GRAPH Bl 244 89-11-15 。 4:50 = ea 
GRAPI  LIB 6181 89-11-15 。 4:50 プア イツ グ デブ イプ マリ 
GRAPH  QLB 9295 89-11-15 4:50 
GRPDEMO1 BAS 592 89-11-15 4:50 
GRPDEMO2 BAS 2518 89-11-15 4:50 
GRP MAKE BAT 261 89-11-15 。 4:50 
MOUSE BAS 11059 89-11-15 4:50 
MOUSE Bl 576 89-11-15 。 4:50 | ュー Em 
MOUSE  LIB 5675 89-11-15 4:50 アデ イデ ブッ 
MOUSE  QLB 8083 89-11-15 4:50 
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MOUSEVNT ASM 2237 89-11l-15 4:50 
MOUSEVNT 0B」 225 89-11-15 4:50 
MUSDEMO1 BAS 3392 89-1l-15 4:50 
MUSDEMO2 BAS 1385 89-11-15 4:50 
MUS_MAKE BAT 281 89-11-15 4:50 


27 個 の ファ イル が あり ます . 
544768 バイ ト が 使用 可能 で す . 


@ ア ドバイ ザ デ ィ ス ク 





ドラ イブ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は QB45 ADVR 
ディ レク トリ は Ai:Y 
QBADVR く DIR> 8 9 -1 1 -15 4:50 


| 個 の ファ イル が あり ます . 
549888 バイ ト が 使用 可能 で す . 





ドラ イブ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は QB45 ADVR 
ディ レク トリ は 4:YQBADVRK 
<DIR> 89 -11-15 4:50 

ga <DIR> 89 -11-15 4:50 
HELPMAKE EXE 47951 89-10-18 2:00 ニ ーー ヘル プ 作 成 ユ ー テ ィ リ ティ 
QB45ADVR HLP 421739 89-11-15 4:50 
QB45ENER HLP 69859 89-11-15 4:50 
QB45QCK HLP 121969 89-11-15 4:50 | 一 OB アド バイ ザ 
QB45USER ILP 14216 89-11-15 4:50 
QB45USER QH 21450 89-11-15 4:50 


8 個 の ファ イル が あり ます . 
549888 バイ ト が 使用 可能 で す . 
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人 ? セッ ト ア ッ プ 


Ver.4.2 と 同様 に SETUP ユ ー テ ィ リ ティ を 用 いて ,。 フロ ッ ピ ィ イ ま だ は ハー ドジ ディ 
スク に QB シス テム を セッ ト ア ッ プ で きま す . 





田 ハ ー ド ディ スク 


COMMAND.COM SETUP で は コピ ー さ れ な い の て 必要 に 応じ 
PRINT.SYS ユー ザ が COPY する . 
ATOK.DIC 
ATOK6A.SYS 
ATOK6B.SYS 
NEW-VARS.BAT 
NEW-CONF.SYS 


QB.EXE 
BRUN45A.EXE 
QB.IN1 
LINK.EXE 
LIB. じ XP 

BC.EXE 
HELPMAKE.EXE 
MOUSE.COM 


BQOLB45.LIB 
QB.LIB 
QB.QLD 

っ QB45 LIP BRUN45A.LIB 
BCOM45A.LIB 
GEN.LID 
GEN.QLB 
GRKAPH.LIB 
GRAPH.QLB 
MOUSE.LIB 


MOUSE.QLB 
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QB45QCK.HLP 

QB45ADVK.HLP 
QB45ENEKR.HLP 
QB45USER.HLP 


ADVR 


GEN.DI 
GRAPH.B] 
INCLUDE MOUSE.BI 
QB.BI 
GNCONST.B1 
HWCONST.BI 


ーー 


ザー ーー BASIC ソー ステ キス ト を 置く . 


SETUP に より 作成 され た NEW-VARS.BAT,NEW-CONEF.SYS を も と に , 上 
記 構 成 を 実現 する AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS を 作り ます . 


NEW-VARS.BAT NEW-CONF.SYS 


A>tYDe neW-V4TS.bat 
PATH=4:YQOB45YBIN 

SET LIB=A:YOB45YLIB 

SET INCLUDE=A:YQOB45YINCLUDE 
SET TMP=A:Y 


A>tYDe nHeW-COnf.SYS 
SHELL=A:YCOMMAND.COM Ai:\Y /P 
FILES= 20 

BUFFERS=10 


MOUSE 





\ \ 
AUTOEXEC.BAT CONFIG.SYS 


A>TYPE YAUTOEXEC. BAT A>TYPE \CONFIG.SYS 
PATH=A:YQB45YBIN SHELL=A:YCOMMAND.COM A:Y /P 
SET LIB=A:YQB45YLIB FILES=20 

SET INCLUDE=A:YQB4SYINCLUDE BUFFERS = 10 

SET TMP=A:Y DEVICE = ATOK6A.SYS 


CD A:YQB45YSOURCE DEVICE = ATOK6B.SYS 


MOUSE DEVICE = PRINT.SYS 
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旦 1MB フロ ッ ビ イィ イ (GETUP を 用 いた 場合 ) 


SETUP を 用 いて フロ ッ ピ ィ に セッ ト ア ッ プ する と , 次 の よう な 3 枚 の フロ ッ ピ イィ 
に 分 けら れ て し まい 使い 勝手 は よく あり ませ ん . 





@ QB 起動 ディ スク 
AUTOEXEC.BAT 
CONFIG.SYS 
(OB.EXP 
BRUN45A.EXE 
QB.INI 
BIN MOUSE.COM 
LINK.EXE 
LIDB.EX 
〒 BC.LXE 


BQLB45.LIB 
(QB.LIB 
QB.QLB 
BRUN45A.LIB 
BCOM45A.LIB 
LIP GEN.LID 
GEN.QLB 
GRKAPH.LIB 
GRKAPH.QLB 
MOUSE.LIB 
MOUSE.QLB 


@ QB アド バイ ザ デ ィ ス ク 
QB45QCK.HLP 
QB45ADVKR.HLP 
学 一 一 ご BAIUDVKR QB45ENEKR.HLP 
QB45USEKR.HLF 
HELPMAKE.EXE 
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@ QB ワー ク デ ィ ス ク 
QB45QCK.HLP 
QBADVR QB45ENEKR.HLP 
QB45USEK.HLP 


GEN.BI 
GRAPH.BI 
INCLUDE MOUSE.BI 
QB.BI 
GNCONST.BI 
HWCONST.BI 


量 ]M フロ ッ ビ イィ ( 独 目 に コピ ー し た 場合 ) 

次 の よう に QB イン タブ プ ブリタ だ け の シス テム に すれ ば ,。 1 枚 の フロ ッ ピ ィ に 日 本 語 
辞書 も いっ し ょ に 載せ る こと が で きま す . た だ し , QB アド バイ ザ は 1 枚 に 載せ る こ 
と は で きま せん 。 


COMMAND.COM 
AUTOEXEC.BAT 
CONF1G.SYS 
ATOK.DIC 
ATOK6A.SYS 
ATOK6DB.SYS 
PRKINT.SYS 


す DIN QB.EXE 
QB.INI 

LIP 征 QB.LIB 

ーー QB.QLB 


INCLUDE 一 QB.BI 
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7-4 メニ ュー 画面 


Ver.4.5 で は , て er.5 で は QB 起動 直 後 の メ ニュ ー 画 面 は Easy メニ ュー に な っ て いま す . 
Easy メニ ュー は , Full メニュー の いく つか の 機能 を 省略 し た 初心 者 向け の メニ ュー 
芝 ず 。 

Easy メニ ュー と Full メニ ュー の 切り 換え は , |O0/ オ プシ ョ ン | 一 |E/Full メニ ュー| に よ 
り 行い ます . 

Ver.4.2 と Ver.4.5 の メニ ュー 画面 は , 基本 的 に は 変わ り ま せん が , 以下 の メニ ュ 
ー で 相違 が あり ます . 





園 )/ デ バッ グ 
と IE/ エ ラー 時 強制 中 断 | が 追加 され まし た . 








ウォ ッ チ の 追加 . . 

敵 易 ウ ォ ッ チ ... SHIFTtF9 | ニー 追加 
レ ウ ォ ッ チ ポ イン ト .… 

D ノ ウォッ チ の 削 

L/ 全 ウォ ッ チ の 削除 





@ 1/ 簡 易 ウ ォ ッ チ 

プロ グラ ム を 途中 で 中 断 し た 際 。 その と き の 変 数 の 値 や 式 の 状態 (True な ら 一 1, 
False な ら 0 と 表示 ) を ダイ アデ ログ ボ ックス に 表示 し ます . ダイ レク ト ・ モ ー ド で 変数 
の 値 を 表示 させ る の と 似 た 機能 で す . 


式 の 値 を 表示 し ます 


式 
値 
19M 一 値 ま た は 状態 





32 1 


@E/ エ ラー 時 強制 中 断 

この サブ プ メ ニュ ー が ON に な っ て いる と , ON ERROR 文 で 指定 され て いる エラ 
ー・ ハ ンド ラ の 先頭 に ブレ ー ク ポイ ント を 設定 し ます . 

る まり 。 呈 タ ー が 発生 する と 。 エラ ー*・ ハンドラ の 先頭 で プレ ー ツ する こと こと に な り 9 
表す 


田 )/ オ プシ ョ ン 


Ver.4.2 で は |V/ 表 示 | の 中 の サブ メニ ュー で し た が , Ver.4.5 で は 独立 し た メニ ュ 
ー と な り 項 目 も 追加 され まし た . 








@ D/ 画 面 設定 . 
テキ スト , 現在 の 実行 ライ ン , ブレーク ポイ ント の 色 , スク ロー ル バ ー の 表示 ノ 非 
表示 。 タブ サイ ズ に つい て の 設定 を 行い ます . 


( ) 3、 ブレ ー ク ポイ ント 


テキ スト 画面 は 
白 に 設定 され て いる 





表示 属性 
0 スジ ロー/ パー 1 ノ タ ブ 位 置 :4 
ミミ ee 4 


スク ロー ル バ ー の 表示 を 行う タプ ブサ イズ 


く ゲ アア 


第 / 草 Ver.4.0 か ら Ver.4.5 へ の 変更 点 


@ S/ サ ー チ バス 設定 .. 
火 の よ うな 各 フ ァイル の サー ナチ パス を 設定 し ます . 


サー チ パ ス 設定 
サー チ パ ス を 指定 し て くだ さい 


(.E 征 , .C⑪) 
(.BI, .BRS) 
(.LIB, .QLB) 
(.HLP) 


信 R/ マ ウス 機能 選択 ... 
マウ ス の 右 ボ タン を クリ ッ ク し た と き の 機 能 を , 次 の 2 つの どちら か に 設定 し ま 







コワ スモ ボタ ン 機 能 を 設定 し て くだ さい 
(*) シキ ー ワ ー ド ヘル プ の 表示 
( ) E ノ クリ ッ ク 行 まで 実行 


確認 M < 取 肖 > < ル ヘ ルプ > 





ひ Y/ 構 文 チ ェ ッ ク 
Ver.4.2 で は IE/ 編 集 | メ ニュ ー に 入っ て いま し た が , Ver.4.5 で は [|O/ オ プシ ョ ン | メ ニ 
ーー 紀 移 きれ ま し な 。 

倫 F/Full メニ ュー 


Easy メニ ュー と Full メニ ュー の 切り 換え を 行い ます . 
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時 日 / ヘ ルプ (QB アド バイ ザ ) 


Ver.4.5 で は , QB アド バイ ザ と 呼ば れる 強力 な オン ライ ン ヘ ルプ を サポ ー ト し ま 
す . 
トン ^』 プ " 


Be 
Z ロ / 


Ad F1 
ヘル プ の 利用 法 SHIFTrF1 





人 @ [索引 


QB の キー ワー ド を アル ファ ベッ ト 順 に 分 類 し, 選択 し た キー ワー ド の 説明 を 表示 
し ます . 







HELP: 索引 
《(H/ ヘ ルプ の 利用 法 ) (C/ 項 目 》 《 I/ 素 9| ) (P/ サ ポー ト )》 

QuickBASIC の キー ワー ド の 一 覧 を 示し ます . キー ワー ド の ヘル プ を 参照 する に は , 参 
照 し た い キ ー ワ ー ド の 先頭 の 1 文字 を 押し て か ら , 【[F・!1] を 押す と , キー ワー ド の 一 覧 
が 表示 され ます . 参照 し た い キ ー ワ ー ド へ カー ソル を 移動 し て か ら 再 度 , [F・!] キー 
を 押し て 下さ い . 





HELP: 索引 -A 
ABC 関 数 
ACCESS キー ワー ド 
ALIAS キー ワー ド 
AND 帝 算 十 
ANY キー ワー トド 
APPEND キー ワー ド 
AS キー ワー ド 
ASC 関 数 
ATN Function 関 数 

PL を 選択 





HELP: ABS 関数 :QuickSCREEN 
《QuickSCREEN》 《D/ 詳 細 》 《E/ プ ログ ラム 例 ) (C/ 目 多 》 《1/ 素 引 ) 


EE 


ABS - 数 式 の 絶対 値 を 返す 数 値 演 算 関数 で す 
構 文 


ABS(numeric-eXDreSSion) 
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人 @ C/ 目 次 
オン ライ ン ヘ ルプ の 内 容 の 目次 を 表示 し ます . 






HELP: 目次 
《H/ ヘ ルプ の 利用 法 》 《C/ 目 次 》 《(/ 索 引 》 《P/ サ ポー ト )》 《C/ 著 作 権 》 


《A/QuickBASIC の 使い 方 》 


(1. シ ョ ー ト カッ トキ ー の 概要 》 
《A/ 編 集 の た め の キ ー 操 作 》 
《B/ 画 面 表 示 の キー 操作 》 
《C/ 検 索 の キー 操作 )》 
《D/ 実 行 と デバ ッ グ 操作 》 
《E/ ヘ ルプ キー 操作 ) 
《2.0uickBASIC の 制限 事項 》 
《3. 以 前 の バー ジョ ン と の 違い 》 
(4.0B 起動 オプ ショ ンス イッ チ 》 
《5.0uick ガ イド 》 


《B/BASIC 言語 仕様 》 


《1. 目 的 別 キ ー ワ ー ド 一 覧 ) 

2. 構文 の 表記 の 規則 ) 

(3. プ ログ ラム の 基本 的 な 構成 要素 》 
(4. デ ー タ 型 ) 

《5. 式 と 演算 子 ) 

(6. モ ジュ ー ル と プロ シー ジャ ) 
(7. プ ログ ラミ ング 例 ) 

8. 文字 コー ド 表 》 

(9. キ ー ス キャ ンコ ー ド ) 

0. 拡張 ライ ブラ リ の 使い 方 》 


@T「/ キ ー ワ ー ド 
ビュ ー ウ ィ ン ド ウ の カー ソル 位置 に ある キー ワー ド の ヘル プ 情 報 を 表示 し ます . 


信昌 / ヘ ルプ の 利用 法 
QB の オン ライ ン ヘ ルプ の 一 般 的 な 使い 方 を 表示 し ます . 有 要約 する と 以下 の と お り 
定 , 
・ ヘ ルプ を 参照 する に は IF・1| を 押す か , マウ ス の 右 ボ タン を 押す . 
・ ヘ ルプ 情報 か ら 抜 ける に は [ESC| を 押す . 
・ ヘ ルプ 画面 の スク ロー ル は IROLL UP|, [ROLL DOWN| を 押す . 
・《 ) で 囲ま れ た 項目 を ハイ パー リン ク と 呼び 、 この 位置 に カー ソル を 移し [E・1| を 
押す と , その 項目 の ヘル プ 情 報 が 表示 され る . ハイ パー リン ク 間 の 移動 は [TAB| 
を 押す . 
・ ヘ ルプ 表示 し た ハイ パー リン ク を 20 個 まで 記憶 し て いて , [GRPH|+ [F・1] で 前 に 表 
示し た ハイ パー リン ク の 内 容 を 再び 表示 で きる. 
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イン タブ プリ タ 0BE.EXE 


Ver.4.5 で は , エミ ュ レ ー タ モー ド で 動作 する イオン タブ リク QBE.EXE を サポ ー 
か * し まし も 江 。 


ボン メリタ OB.EXE OBE.EXE 
0 BRUN45A.EXE BRUN45E.EXE 
つい ヽ e | 
メイ イィ (アー BRUN45A.LIB BRUN45E.LIB 
スタ ンド アロ ン ッ メラ イブ ラリ BCOM45A.LIB BCOM45E.LIB 


エミ ュ レ ー タ 版 に お いて , マシ ン に 数 値 演 算 コ ・ プ ブ プロセッサ が ある と , 次 の 演算 処 
理 が 高速 化 さ れ ま す . 







・ 単 精度 / 倍 精度 実数 の 四則 演算 
・ 3 角 関 数 

・ 対 数 関数 

・ 平 方 根 


数 値 演 算 コ ・ プ ロ セ ッ サ を 搭載 し て いな い マ シン で , QBE.EXE を 使用 し た 場合 , 
数 値 演算 の 精度 は ,、 コ ・ プ ロ セ ッ サ と 同等 の 高い 精度 に な り ま す が , 演算 スピ ー ド は 
QB.EXE より 遅く な り ま す . 

コン パイ ル に お いて , 代替 数 値 演算 と エミ ュ レ ー タ ・ モ ー ド を 指定 する に は 次 の オ 
プシ ョ ジン で 邊 定 し ます . 


/FPA _。 … 代替 数 値 演算 
/FP1 eee 了 な トピ の 


な お , QB.EXE か ら コ ン パ イル する と 自動 的 に /FPA, QBE.EXE か ら コ ン パ イ 
ル す る と 自動 的 に /FPI が 指定 され ます . 
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第 / 草 Ver.4.0 か ら Ver.4.5 へ の 変更 点 






言語 仕様 上 の 変更 点 





1| 追加 され た ステ ー ト メン ト / 関 数 


Ver.4.5 で 追加 され た ステ ー ト メン ト 関 数 を 説明 し ます . 









書 式 PLAY commandstring 
一 ミュ ー ジ ッ ク コ マン ド 文 字 列 


機 能 commandstring で 示さ れる 音符 を 演奏 し ます . 


オク ター ブフ プ の 設定 .n=0- て 6 
音符 n の 演奏 .n=0< て 84 
1 オク ター プ 上 ば げ る 
1 オク ター プ ブ 下 げ る 
現在 の オク ター ブ プ で A, B, …, G を 演奏 . 二 : シャ ー プ , 一 : フラ ッ ト 
音符 の 長 さ を n 分 音符 に 設定 .n=1 て 64 
| 分 間 当 り の 四 分 音符 の 数 を 設定 .n=32 て 255 
各 音 符 を 3/4 の 長 さ で 演奏 
音符 を 7/8 の 長 さ で 演奏 
音符 を 完全 な 長 さ で 演奏 
n 個 の 四 分 音符 の 休止 .n=1 て 64 
フォ アグ ラウ ンド で 音楽 を 演奏 
バッ ク グ ラウ ンド で 音楽 を 演奏 
X 十 VARPTR$(str) で str で 示さ れる 文字 列 変数 の デー タ を コマ ンド と し て 演奏 
する 





32/ 


ーー すま オ すま ディ ワシ スモ そ モア */ー ニ ーー 

か Sa ポ 一 一 ま ポープ 

musicl$ = "TI20 02 L8 CCD L4 EG L8 GEGEA L4 6" 
music2$ = "L8 EL4 EL8 EG L4 AB L8 E L4 6" 


PLAY musicl$ + music2$ 








演奏 バッ ファ (キュ ー) に 残っ て いる 音符 の 数 を 返し ます . 


DO WHILE PLAY(0)< >0 
LOOP 


… 演 奏 バ ッ フ ァ の 音符 が 残ら ず 演 奏 さ れる まで 待つ . 








ON PLAY(limit) GOSUB line 


ー 分 岐 する 行 番号 また は ラベ ル 
分 岐 限界 の 音符 数 ( 1 -32) 


機 能 BGM キュ ー( バ バッファ) の 残り 音符 数 が limit を 切っ た と き , line で 
生計 が され る イベ ント ・ ト ラッ ピン グル ー チ ン へ 分 岐 し ます . 
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① PLAY ON 
② PLAY OFF 
3③ PLAY STOP 





機 能 ①ON PLAY に よる イベ ント ・ 
」 。。 の ⑦0ON PLAY に よる イベ ント ・ 
③ON PLAY に よる イベ ント ・ 


トラ ッ ピ ング を 可能 に し ます . 
トラ ッ ピ ング を 中 止 し ます . 
ト プッ ピン グ を 中 町 し ます . 








SOUND freq, time 


ー 音 の 発生 期間 
音 の 周波 数 (Hz) .37->32767 


周波 数 freq の 音 を time で 示さ れる 期間 だ け 発 生 し ます . time 
単位 は 約 0.055 秒 で す . 1 秒 を 指定 する に は time に 18.2 を 指定 し ます . 
注 )PC-9801E/F/M/U で は 音程 を 変え ん る こと は で きま せん . 





ON UEVENT GOSUB line 
ー 分 岐 する 行 番号 また は ラベ ル 











ON UEVENT GOSUB Event 1 
UEVENT ON 


RETURN 


ユー ザ 定 義 イ ベン ト が 起こ る と , 割り 込み ポイ ンタ テー ブル に 設定 さ 
て いる エン トリ ・ ア ドレ ス に し た が っ て 割り 込み 処理 ルー チン へ 分 岐 
し ます . その 中 で CALL Setuevent を 行う と, ON UEVENT で 設定 
し た イベ ント トト ラッ ピン グル ー チ ナチ ナンバ 女 骨 し ます . 

割り 込み ポイ ンタ テー ブル の エン トリ ・ ア ドレ ス の 設定 と , 割り 込み 
処理 ルー チン は ユー ザ が 行わ な けれ ば な り ま せん . 
Setuevent プロ シー ジャ は , QB.QLB の 中 に 入っ て いま す . 








式 。 ①UEVENT ON 
② UEVENT OFF 
③ UEVENT STOP 


① ユ ー ザ イベ ント ・ ト ラッ ピン グ を 可能 に し ます . 
② ユ ー ザ イペ ント ・ ト ラッ ピン グ を 中 目 し ます . 
③ ユ ー ザ イベ ント ・ ト ラッ ピン グ を 中 断 し ます . 








SLEEP sec 
ーー スリー プ す る 秒 


sec 秒 だ け プ ログ ラム の 実行 を 中 断 ( ス リー プ ) し ます . た だ し , スリ 
ー プ 中 に 何 か キ ー が 押さ れる か , プロ グラ ム の 実行 を 再開 する イベ ン 

が 起こ る と , スリ ー プ は 解除 され ます . 

sec を 省略 する と , 何 か キ ー が 押さ れる か , プロ グラ ム の 実行 を 再開 
する イベ ント が 起こ る まで スリ ー プ し ます . 
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g| 変更 され た ステ ー ト メン ト / 関 数 


Ver.4.5 に お いて , 機能 が 変更 され た ステ ー ト メン ト お よび 関数 に つい て 説明 し ま 











式 SCREEN mode, paletteswitch, apage, Vpage 





mode に 82 を 追加 し まし た . 
機 paletteswitch に 8 色 中 8 色 の パレ ッ ト モ ー ド を 指定 する 0 を 追加 し 
し 78 
mode, paletteswitch, apage, vpage に 指定 で きる パラ メー タ は , 
巡 の よう な マシ ン 和 群 に より 異な り ま す . 


① PC -9801E/F/M/VM2/VX2/UV2/VM21 (VM11.UV21 は 含ま な 
い ) 

② PC-9801 U 

③ 上 記 以 外 








書 式 COLOR fore, back 


機能 スー パー イン ボー ズ ・ モ ー ド (mode = 82. 84. 88. 0) の と き の , COL- 
OR 文 の 此 2 パラメータ back の 機能 が 次 の よう に 変更 され まし た . 
fore =0 の と きだ け back を 次 の よう に 指定 で きま す . 


10]11213|141516|17 
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書 式 WIDTH column, row 


Ver.4.2 で は row と し て 25 だ け で し た が , Ver.4.5 で は 20 と 25 を サポ 
ー ト し ます . デフ ォ ル ト は 25 行 モー ド . 












NN 


SCREEN(row, column[ , colorflag]) 





Ver.4.2 で は , SCREEN で 文字 コー ド を 得る 場合 , 漢字 の 1 バイ ト 


機能 目 と 2 バイ ト 目 を 区 別 で きま せん で し た が , Ver.4.5 で は 区 別 で きる よ 
う に な り ま し た . 
つま り , 指定 位置 が 1 バイ ト 目 の と き は , その 文字 の 漢字 連続 コー ド 
を , 2 バイト 目 の と き は , 負 の 漢字 連続 コー ド を 返し ます . 





CSNG$(str) 





機 能 Ver.4.5 で は , 全角 カタ カナ の 油 音 , 破裂 音 , 促音 の 半角 へ の 変換 
-。 。 と , 全角 ひら が な の 半角 へ の 変換 を サポ ー ト し まし た . 


が て ー> 。 ハ 
ギャ づつ 
あ 。 づつ 7 
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3| 環境 変数 QBGHPNEC の 導入 


A>SET QBGRPNEC = YES 
な ど と , 環境 変数 QBGRPNEC を 定義 し て お く と , パレ ッ ト の 順番 を PC-9801 の オ 
り ジジ ナル プレット と コン パチ プル に し ます 、 
だ た だ し ,。 テキ スト 画面 の 色 は PC-9801 と コン パチ と は な り ま せん . 


1011121314151617 
[ 早 青 | 赤 | 紫 | 緑 | 黄 |] 水 | 日 


また だ た, QBGRPNEC が 定義 され て いる と , 次 の よう な 動作 を と り ま す . 
・ ブ ログ ラム 実行 / 終 了 時 に グラ フィ ッ ク 画 面 の クリ ア を 行わ な い . 
・ ブ ログ ラム 実行 / 終 了 時 に パパ レッ ト を 初期 化し な い . 


ーーーーーーーーーー ーー ーーーーーーーーーーーー ーー ーーーーーーー- 
|4| [STOP /|HELP | キー に よる プロ グラ ム 禄 り 込み の の サポ ー ト 


[STOP|] キ ー で の 割り 込み を , 
ON KEY(30) GOSUB line 
[HELP| キ ー で の 割り 込み を , 
ON KEY(31) GOSUB line 
で 行え る よう 人 し まし た . 








15) ソー ステ キス ト , ライ ブラ リ の 互換 性 


標準 ファ イル で セー ブ し た ソー ステ キス ト は , Ver.4.2 の も の を Ver.4.5 で も 読め 
ます が , Ver.4.5 の も の を Ver.4.2 で 読む こと は で きま せん . テキ スト ・ フ ァイル の 
形式 で 保存 し て ある も の は どちら で も 読め ます . 

Ver.4.2 で 作成 し た ライ ブラ リ を, Ver.4.5 で 利用 で きま せん し , その 送 も で きま 
せん . 利用 する バー ジョ ン に 合わ せ て , ライ ブラ リ を 再 構 築 し て くだ さい . 


JJ 








ー/ QB チュ ー ト リア ル 


1 4 
Ver.4.5 で は , QB の 概 愛 を 画面 上 で 学習 させ る ソフ ト と し て QB チュ ー ト リア ル 
を 提供 し まし た . 
セッ ト ア ッ プ ディ スク を カレ ント ドラ イブ に 置き を , サブ ディ レク トリ LEARN を 
み レ ント ディ レク トリ り に し て 。, 


A>LEARIN 


と する こと で , 次 の よう な QB チュ ー ト リア ル を 起動 で きま す . 


>1) QuickBASIC の 概要 

2) QuickBASIC 統合 環境 
3) QOB アド バイ ザ の 説明 
4) プロ グラ ム の 編集 

5) プロ グラ ム の デバ ッ グ 
6) プロ グラ ム の コン パイ ル 
7) 終了 


目的 の 番号 を 押し て 下さ い 。 





な お , SETUP ユ ー テ ィ リ ティ を 起動 し . そこ か らら QB チュー トリ アル に 入る こと 
も 写 馬 放 。 
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1]| ヘル プ フ ァ イ ル の 概要 





HELPMAKE は ,。 ヘル プ フ ァ イ ル を 作成 する た め の ユ ー テ ィ リ ティ で す 。 
QB が 標準 で 使う ヘル プ フ ァ イ ル は 次 の 4 つ で す . 


QB45QCK .HLP … 索 引 , 目次 , 関数 、 ステー トメ ント の トピ ッ ク が 記述 
され て いる 。. 

QB45ENER.HLP … メニ ュー や ダイ アロ グ ボ ックス の 解説 , エラ ー の 解説 

QB45ADVR.HLP … 関数 ) ステ ー ト メン ト の 詳し い 解 説 や プロ グラ ム 例 

QB45USER.HLP … ユー ザラ イブ ラリ の 説明 


さて ,。 この ヘル プ フ ァ イ ル は ,。 ファ イル サイ ズ を 小さ くす る た め に 圧縮 (レッ ク ) さ 
れ て いま す の で , エディ タ で 直接 編集 する こと は で きま せん . ヘル プ フ ァ イ ル の 内 容 
を 変更 し た い 場 合 は , HELPMAKE を 用 いて 一 度 テ キス ト ・ フ ァイル に 変換 し , 必要 
な 修正 を 行っ た あと , 再び HELPMAKE を 用 いて , 逆 に テキ スト ・ フ ァイル を へ ヘル 
プ フ ァ イ ル に 変換 し ます . 

次 の 図 は , 拡張 ライ ブラ リ の DOSCALLX の ヘル プ を 見 る 過程 を 示し た も の で す . 





《 目 火 コ 





《 言 計 OB450CK.HLP 








《 拡 張 ラ イブ ラリ の 索引 )》 
Ouick BASIC 4.5 の パッ ケー ジ に CE 





$ 汎 用 ライ ブラ リ 0B45USER 
ライ ブラ リ 名 : GEN. LIB .HLP 


SUB DOSCALLX 時 








書式 : DOSCALLX 
解説 : 
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《 》 の 中 と SUB DOSCALL 共 (緑色 で 表示 され る ) は ハイ パー リン ク に な っ て いま 
まず 。 

さて , これ ら の ヘル プ 参照 は ハイ パー リン ク に より 結合 され て いる わけ で す が 。 そ 
の 構造 を 以下 に 示し ます . 

QB45QCK .HLP を テキ スト ・ フ ァイル に 変換 し て スク リー ン に 表示 し て み ま し ょ 
ー 過 





A>helpmake /d b:qb45qck.hlp 

Microsoft (R) Help File Majintenance Utility 

Version 1.00 

Copyright (c) Microsoft Corp 1988-1989. All rjights reserved. 
Decoding: b:qb45qck.hlp 


Yi 《YaYpB/BASIC 言 詰 仕様 Yi1》) Yvqb45advr.hlp!.kemenyYvYp 


Yj 《YaYpl. 目 的 別 キ ー ワ ー ド 一 覧 Yi》) Yvqab45advr.hlp!.fkYvYp 
Yi 《YaYp2. 構 文 の 表記 の 規則 Yi》 Yvqb45advr.hlp!. tokYvYp 
Yi 《YaYp39. プ ログ ラム の 基本 的 な 構成 要素 Yi) Yvqb45advr.hlp!.funYvYp 
Yi 《YaYp4. デ ー タ 型 Yi》 Yvqb45advr.hlp!.dtpYvYp 
ー Yi 《YaYp5. 式 と 演算 子 Yi》) Yvqb45advr.hlp!.exoYvYp 
[ Yi 《YaYp6. モジ ュー ル と プロ シー ジャ Yi》 Yvqb45advr.hlp!.mxpYvYp 
Yi 《YaYp7. プ ログ ラミ ング 例 Yi》 Yvqb45advr.hlp!.pswitchYvYp 
ー Yi 《YaYp8. 文 字 コ ー ド 表 Yi》) Yvqb45advr.hlp!.acYvYp 
Yi 《YaYpD9. キ ー ス キャ ンコ ー ド Yi》 Yvqb45advr.klp!.kbsctYvYp 
Yi 《YaYp0. 拡 張 ラ イブ ラリ の 使い 方 Yi) Yvqb45user.hlp!.userlibhYvYp 


ハイ バー リン ク DD 
ヘル プ フ ァ イ ル 名 


QB45USER.HLP の テキ スト ・ フ ァイル は , QB45USER .QH と し て 提供 され て い 
ます の で 上 TKPP で 表示 し て あみ ま し ょ うり 。 
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A>type qb45user.qh 
.context .userlibh 
.context @userlibh 
nm 拡 張 ラ イブ ラリ の 概要 

Yi 《YiyaC/ 目 次 Yi》) YiYv-9996YvYp Yi (YiYal 索 引 Yi》) YiYv-9997YvYp Yi 《YiYaU/ 拡 張 
ライ ブラ リ の 二 引 Yi》 Yiv@userlibcYvYp 四 目 目 目 記 


“ ヘー ハイ パー リン ク ペーーー ハ イ バ パー リン ク ID 





ハイ パー リン ク |D 


-context .uSerlibc 
.context @userlibc 


:n 拡 張 ラ イブ ラリ の 索引 


バイ パー リン ク [DD 





ぐ @ 汎用 ライ ブラ リ 
ライ ブラ リ 名 ・ GEN.LIB 
クイ ッ ク ラ イブ ラリ 名 : GEN.QLB 
イン クル ー ド ファ イル : QB.BI, GEN.BI 
YiYaSUB DOSCALLXYiYv@DOSCALLYvYp INT 21H を 呼び 出し ま 
す . DS/ES 対 応 \ 一 ハイ パー リン ク ペーーー- ハイ パー リン ク ID 
YiYaSUB DOSCALLYiYv@DOSCALLYvYp INT 21H を 呼び 出し ま 





.context @DOSCALL 
.context @DOSCALLX 
:nDOSCALL/DOSCALLX SUB PROGRAM 
DOSCALL/DOSCALLX の 利用 法 


ハイ パー リン ク グ DD 


ライ ブサ 名 : GEN.LIB 
クイ ッ ク ラ イブ ラリ 名 : GEN.QLB 
イン クル ー ド ファ イル : QB.BI。 GEN.BI 


構文 : DOSCALL[X] inreg,. outreg 


ヘル プ テ キ スト の 構成 の 概要 を 以下 に 示し ます . 





.context ハイ パー リン ク DD 
:n 見 出し 
説明 文 


\a ハイ パー リン ク グ 半 Y ハイ パー リン グ IJD 


各 説 明文 は , .context で 始ま り , 後 の く < ハイ パー リン ク グ ID> が タイ トル の 役割 を し , 
他 の 説明 文中 の ハイ パー リン ク か ら の 参照 を 可能 に し ます . :n の 後 の < 見 出し > は へ 
ルプ 画面 に 表示 され た と き の 見 出し に に 

説明 文中 に ハイ パー リン ク を 設定 する に は , ハイ パー リン ク に する 項目 を 壮 a と \y 
で 囲み , FPP 中 amrn か ーー 表す 。 


う 3/ 


PP| ヘル プ フ ァ イ ル の 変更 例 


ュー ザラ イブ ラリ ヘル プ (QB45USER .HLP) に 新しい 説明 文 を 追加 する 具体 例 を 
以下 に 示し ます . 


@ QB45USER.QH( テ キス ト ・ フ ァイル ) 


・ GRAPH.LIB 
リ 名 : GRAPH.QLB 
イル : QB.BI, GRAPH.BI 


YiYaSUB GROLLYiYV@GROLLYvYp グラ フィ ッ ク 画 面 を ス 
YiYaSUB KPUTYiYv@KPUTYvYp 廣 字 を 描画 し ます . 
YiYaSUB LINEXORYiYv@LINEXORYvYp XAOR モー ド で 線 を 引 


を プリ ンタ ライ プラ タリ 


ライ ブラ リ 名 PRINTER.QLB 
追加 し た 
YiYaSUB LPUTCYiYv@LPUTCYvYp プリ ンタ へ の 1 文字 出力 | 説明 文 
ハイ パー リン ク ーー イペ ー リ シグ ID 


.context @LPUTC ハイ パー リン ク ID 
:nPRNINTER SUB PROGRAM 


書式 : LPUTC c% ーー 追加 し た 
2 説明 文 
解説 : c% で 示さ れる 文字 を プリ ンタ に 出力 し ます . 





修正 し た ヘル プ テ キ スト ・ フ ァイル (QB45USER .QH) を 。 ヘル プ フ ァ イ ル (QB45 
USER. HLP) に 変換 する 様子 を 以下 に 示し ます . 


制御 文字 (必ず /a : と 指定 ) 
ファ イル 圧縮 率 を 最大 ( 約 50%) 
出力 ファ イル 


ヘル プ フ ァ イ ル の | 行 の 最大 長 
テキ スト ・ フ ァイル 
A>helpmake /a: /e /ob:qb45user.hlp /w150 qb45user.qh 


Microsoft (R) Help File Maintenance Utility 


Version 1.00 
Copyright (c) Microsoft Corp 1988-1989. All rights reserved. 
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3| HELPMAKE の 仕様 概要 


人 @ HELPMAKE の 起動 








A>HELPMAKE [[option] {/En | /D} [option]] sourcefile 


ヘル プ デ ー タ ベー ス の 制御 文字 と し て c を 指定 . 0B で は つね に /A: と 指定 
ファ イル 圧縮 率 . n は 0 て 15. n を 省略 する と 最高 の 圧縮 率 ( 約 50%) 
HELPMAKE の ヘル プ 
作成 する ヘル プ フ ァ イ ル が デコ ー ド (アン パッ ク ) され な いよ うに ロッ ク 
する 

/0destfile 出力 する ヘル プ フ ァ イ ル 名 

/S2 0B 用 オプ ショ ン で 省略 で きる 

/Vn HELPMAKE の 処理 過程 の 表示 方 法 の レベ ル を n (0 て 6) で 指定 . n を 省略 す 
る と 全 過 程 の 表示 

/Wn ヘル プ フ ァ イ ル の | 行 の 長 さ を n (| て 255) で 指定 


V 山 Y さ 中 テー ロロ H 


/D ヘル プ フ ァ イ ル の デコ ー ド 

/DU デコ ー ド し た テキ スト ファ イル 中 の クロ スリ ファ レン ス , 表示 指定 情報 を 
削除 

/H HELPMAKE の ヘル プ 

/0destfile 作成 する テキ スト ・ フ ァイル 名 . 省略 する と スク リー ン に 出力 

/Vn HELPMAKE の 処理 過程 の 表示 方 法 の レベ ル を n (0 て 3) で 指定 . n を 省略 す 
る と 全 過 程 の 表示 


V mV 出 キテ ズ テー 日 ] 





倫 特 別 な context 名 


h.default デフ ォ ル ト の ヘル プ 画 面 
h.notfound 要求 され た context が 見 つか ら な いと き に 表示 する トピ ビ ピック 
h.pg1 論理 的 に 最初 に ある トピ ビ ピック 


h.pg$ 論理 的 に 最後 に ある トピ ッ ク 

ヘル プ 項 の 参照 先 で ある こと を 示す 
メニ ュー 項目 の ヘル プ の 参照 先 で ある こと を 示す 
エラ ー の ヘル プ 参 照 先 で ある こと を 示す 





339 


@ び テキ スト ファ イル 中 の 制御 文字 
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トピ ッ ク を 表示 する ウィ ンド ウ の 行 数 を n で 指定 
ヘル プ の タイ トル を text で 指定 

ハイ パー リン ク の 先頭 

大 字 指 定 の オン / オ フ 


イタ リッ ク 指 定 の オン / オ フ 
すべ て の 属性 を オフ 

下線 指定 の オン / オ フ 

ハイ パー リン ク の 終わ り 

\ マ ー ク 自身 





第 / 章 Ver.4.0 か ら Ver.4.5 へ の 変更 点 


ユー ザラ イブ ラリ 


IIWIWIWKWWIWKWKWWWIWSiEibititiitti 
Ver.4.5 で は 次 の よう な ユー ザラ イブ ラリ が 提供 され て いま す . 





GEN.QLB(GEN .LIB) … 仙 用 ライ ブラ リ 
GRAPH . QLB(GRAPH . LIB) mn グラ プイ ナック ライ オデ ラリ 
MOUSE .QLB(MOUSE.LIB) … マ ウス ライ ブラ リ 


と ちの と オメ アプ ジリ は 。 一 0 し LB (ツリ イッ ク ゲ イデ ダリ 一 BB (ライ プラ 
リ ), 一 。 BI( プ ロ シ ー ジ ャ 宣言 ファ イル ), 一 . BAS (ソー ステ キス ト ) の 形態 で 提 
供 さ れ て いま す . 使用 に あたっ て は ライ ブラ リ を LIB ディ レク トリ , イン クル ー ド 
ファ イル を INCLUDE ディ レク トリ に 置き , た と えば GRAPH.QLB を 使用 する に 
は , 


A>QB /LGRAPH| フ | 


と 起動 し ます 。 ユー ザ プ ブロ グラ ム で は , QB.BIGRAPH.BI を イン クル ー ド し ま 
間 6 


「$INCLUDE: qb.bi' 
"$INCLUDE: graph.bi 


SCREEN 0: CLS 
KPUT 100, 100, “日 本 語 の グラ フィ ッ ク 画 面 へ の 表示 ". 1. 0 
LINE (90, 95)-(370, 120), 5, B 


日 本 語 の グラ フィ ッ ク 画 面 へ の 表示 





各 ラ イブ ラリ の 仕様 ドキ ュ メ ント は , ソー ステ キス ト (GEN. BAS. GRAPH . 
BAS. MOUSE. BAS) に 記載 され て いま す . 
以下 に その 仕様 の 要約 を 説明 し ます . 
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汎用 ライ ブラ リ 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 参 


GEN.QLB の ライ ブラ リ に つい て 説明 し ます . この ライ ブラ リ を 使用 する ユー ザ 
プロ グラ ム で は , QB.BI と GEN .BI を イン クル ー ド し て くだ さい . 








Fep f$ 
。 ODN” ま た は "OFF" 


FEP を ON また は OFF し ます . 








GetCommand$(n% 
ーー 引数 の 番号 


n% 番 目 の コ マン ドラ イン 引数 を 取得 し ます . 








GetFile$ (FileName$, Attr%, DtaData AS DtaType, Func% 


ーー0, 非 0 
| ディ レク トリ ・ エ ント リ 用 バッ ファ 
」 ファ イル 属性 

検索 する ファ イル 名 . ワイ ルド カー ド を 含む 


FileName$ で 示さ れる ファ イル の ディ レク トリ ・ エ ント リ を 検索 し . 


DtaData に 返し ます . 
GetFile$ の 戻り 値 は 取得 され た ファ イル 名 で す . 


342 


第 / 章 Ver.4. か ら Ver.4.5 へ の 変更 点 


TYPE DtaType 
DtaDummy AS STRING※ 21 
DtaAttr ASSTRING※* 1 
DtaTime ASSTRING※* 2 
DtaDate ASSIRING※* 2 
DtaSize AS LONG 
DtaName ASSTRING※ 14 

END TYPE 


Attr% に は 検索 され た ファ イル の 属性 が 次 の よう な 値 で 返さ れ ま す . 


0 通常 ファ イル 
1 リー ド オ ン リ ー・ フ ァイル 
2 隠し ファ イル 
4 ンス テム 属性 
8 ボリ ュー ム 名 


&H10 .、。 ディ レク トリ 
& 晶 20 アー カイ プ 


ワイ ルド ・ カ ー ド を 含む ディ レク トリ ・ エ ント リ の 検索 で は , Get 
File$ を 続け て 呼び 出す こと に な り ま す が , 一 番 最 初 の 呼び 出し で は , 
Func% を 0 に 指定 し , 2 度目 以後 は 非 0 を 指定 し ます . 2 度目 以後 の 
呼び 出し で は FileName$ の 文字 列 は 意味 を 持ち ませ ん . 


”---/* アダ ィ レク トリ ・ エ ント リ の 検索 */--- 


"$WINCLUDE:  qb.bi' 
"$INCLUDE: "gen.bi' 


File Name ?2 *.hlp 


DIM buf AS DtaType QB45ADVR.HLP 
QB45ENER.HLP 
INPUT "File Name ": f$ QB45QCK.HLP 


QB45USER.HLP 





a$ = GetFfile$(f$, Attr%. buf, 0) 
DO WHILE a$ <〉> ““ 

PRINT a$ 

a$ = GetFile$("", Attr%. buf, 1) 
L00P 
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書 式 Edit$(Arg$, Length%, Lastkey$, StrFlag9?) 
| | 入力 可能 文字 の 種類 
編集 終了 時 の キー 
編集 文字 列 の 長 さ 
文字 列 の 初期 値 


機 能 Arg$ の 文字 列 が 画面 に 表示 され , その 文字 列 を 編集 し た 結果 が 返さ 
れ ま す . 編集 範 較 は , Arg$ の 文字 列 を 含め て Length% で 指定 し た 長 さ 
で す . [ESC], [| な どの キー に より 編集 を 終了 し ます が , この と き の 文 
字 が Lastkey$ に 返さ れ ま す . 
StrFlag9% は , 入力 可能 文字 の 種類 で 以下 の 値 を 指定 し ます . 
く -1 半角 
| FEP ON に し て 半角 


> 1 FEP ON に し て 全角 








HCOPY plane%, mode% 
| 印字 モー ド 
プレ ー ン 番号 


テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の ハー ドコ ピー を と り ま す . 

plane% に 指定 する 値 は , 0 一 2 の ビッ ト が 印字 する プレ ー ン を 示し 
ます . つま り 第 0 ビッ ト …Blue プレ ー ン , 第 1 ビッ ト …Red プレ ー ン , 
第 2 ビッ ト …Green プレ ー ン と な り ま す . 

mode% が 0 な ら ノ ー マ ル , 1 な ら 縮 小 印 字 と な り ま す . 
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j@| グラ フィ ッ ク ・ ラ イブ ラリ 


GRAPH. QLB の ライ ブラ リ に つい て 説明 し ます . この ライ ブラ リ を 使用 する ユ 
ー ザ プロ グラ ム で は , 0B、 BL と GRAPH. BI を イン グル ー ド し て くだ きい 、 





x% は x 方 向 の スク ロー ルド ッ ト 数 で 8 ドッ ト の 倍数 を 指定 し ます . 
正 の 値 な ら 右 へ , 負 な ら 左 へ スク ロー ル し ます . 

% は yy 方 向 の スク ロー ルド ッ ト 数 で 1 ドッ ト の 単位 で 指定 し ます . 
正 の 値 な ・ 

















KPUT x%, y%, StrArg$, fore96, back% 


に 








| 示す る 文字 列 
示 位 置 (左上 座標 ) 


trArg$ で 示さ れる 文字 列 を , グラ フィ ッ ク 画 面 の (x%, y%) 位置 に 
表示 し ます . 








LINEXOR x1%, y1%, x2%, y2%, plane%, style% 
| ライ ンス タイ ル 
se La 


画 プ レー ン 0-…&&HFFFF ) 

描画 画面 と の 排他 的 論理 和 (XOR) を と り , その 結果 に し た が っ て 線 

を 引き ます . 描画 は 1 プレ ー ン の み で , 複数 プレ ー ン へ は 同時 に 描 * 
きま せん . 

plane% 








= 因 nr 靖 プ デビ ロー シ 
| se デレ ー ツ マ 
2 mo . 誠 プレ ー シ 


39| マウ スラ イブ ラリ 


MOUSE. QLB の ライ ブラ リ に つい て 説明 し ます . この ライ ブラ リ を 使用 する ユ 
ー ザ プロ グラ ム で は (QB. BI と MOUSD、 BI を 4 シン クル ー ド し て くだ さい 。 








MouseBorder row19%, col19%6, row29%, col29 








し _ 右 下 座 禁 
左上 座標 


マウ ス ・ カ ー ソ ル の 移動 範囲 を (row1%, col1%) - (row2%, co12% 
こ 設定 し ます . 











ouselnt 


マウ ス の 初期 化 を 行い ます . マウ スプ ロ シ ー ジ ャ の 実行 前 に 必ず 一 度 
実行 し て お く 必 要 が あり ます . 
MouseInit 直後 は マウ ス は 非 表 示 状 態 で す . 








MouseLocate row9%, col9% 
ーーーー ーーーーー ーーーーーーーーーーー 


|- マ ウス 位置 の 座標 


マウ ス ・ カ ー ソ ル の 位置 を (row%, col%) に 設定 し ます . 
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MouseMode Func め 
[マウ ス ・ タ イプ 


マウ ス ・ カ ー ソ ル の タイ プ を Func% で 指定 し ます . 
U り se グ プ プ ィ ッ サジ グ ャ カー ツル 
非 0 … ソフ トウ ェ ア ・ カ ー ソ ル 








MousePoll row%, col%, Ibutton9 の 6, rbutton96 
ーーーーーー 一 | し - 右 ボタ ン の 状態 
ボタ ン の 状態 
マウ ス の 現在 座標 


マウ ス の 位置 , ボタ ン の 状態 を 取得 し ます . 得 ら ちら れ た ボタ ン 状 態 が 0 
な ら ボ タン OFF, 一 1 な ら ボ タン ON を 意味 し ます . 


炊 の ブロ グラ ム は , 左 ボ タン を 押し た と き の 2 点 間 を 直線 で 結ぶ も の 
て すず 、 
ボタ ン を 押せ ば プロ グラ ム か ら 抜 け ま す . 

マウ ス の 「 ボ タン を 押す (離す )」 と いう 動作 は , コン ピュ ー タ の スピ ー 
ド に 比べ て は る か に 遅い の で , も し ボタ ン 押 し 下げ の 検知 部 分 が ルー プ 
内 に ある 場合 に は , ボタ ン を 1 回 押し た つも り で も , 何 回 も 押し た こと 
に な っ て し まい ます . そこ で フラ グ free を 用 い , ボタ ン が 離さ れる と 
free を 1 に セッ ト す る よう に し て お き , ボタ ン 押 し 下げ 検知 部 分 で は 
free が 1 で な けれ ば ボタ ン が いく ら 押 され て いて も 押し た と みな さ な 
よう に し ます 
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---/# 2 点 間 の 直線 を 引く #/--- 


"$INCLUDE:  qb.bi' 
"$INCLUDE: mouse.bi' 


SCREEN 0: CLS 
flag = 0: free = 1 
ペーーーーーーーーー 一 一 - 始点 / 終 点 を 表す フラ グ 
Mouseinit 
MouseLocate 200, 320 
MouseShow 


MousePoll y%, x%. Left%. Right% 
DO WHILE Right% <〈 く > -1 
IF Left% = -] AND free = 1 THEN 
IF flag 0 THEN 
XS% X % 


ys% = y% ト - 始点 の と き の 処 理 


右 ボ タン が 押さ れる まで 





flag = 1 
EL SE 
Mouselide 
ae 0 トド 一 終点 の と き の 処理 
MouseShow 
END IF 
free = 0 
END IF 
IF Left% 
free 
END IF 


0 THEN 
1 | を ボ タン が 難 さ れ た と き の 人 


MousePoll y%,. x%, Left%, Right% 
LO00P 
Mouselide 








MousePush button%, row%, col%, Ibutton%, rbutton% 
| 人 - 右 ボタ ン の 状態 
| 左 ポ タン の 状態 
マウ ス の 現在 座標 
ON ボタ ン の 指定 (0: 左 ボタ ン 1: 右 ボタ ン ) 





機能 マウ ス の 位置 , ボタ ン の 状態 を 取得 し ます . 得 ら ちら れ た ボタ ン 状 態 が 0 
な ら ボ タン OFF, 一 1 な ら ボ タン ON を 意味 し ます . 
な お , button% に は , 最後 に この プロ シー ジャ が 呼ば れ た と きか ら 指 
定 さ れ た (呼び 出し 時 の button% で 指定 し た ) ボタン の 押さ れ た 回 数 が 
返さ れ ま す . 
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マウ ス が 使え る 








MouseRelease button%, row%, col%, Ibutton%, rbutton% 


+- 話 ボタ ン の 状態 











ボタ ン の 状態 を 取得 し ます . 得 ち られ た ボタ ン 状 態 が 
OFF, 一 1 な ら ボ タン ON を 意味 し ます . 

な お , button% に は , 最後 に この プロ シー ジャ が 呼ば れ た と きか ら 指 
定 さ れ た (呼び 出し 時 の button% で 指定 し た ) ボタ ン の 離さ れ た 回 数 が 


0 な ら ボ タン 








MouseShow 





マウ ス ・ カ ー ソ ル を 表示 し ます . 





@ 記 号 / 英 数 字 項 目 


$DYNAMIC 144.,.310 
$INCLUDE 144.309 

$STATIC 144,310 
8087 グ 80287 エ ミュ レー ト 20.83 


| 7 パ 


ABS 178 

AND 124,271 

ASC 178 

AIN 178 
AUTOEXEC.BAT 23 


軒 日 


DB 239 

BC 17,80 
BEEP 178 

BF 239 

BGM キュ ー 328 
BLOAD 179 
BSAVE 179 
BYVAL 180 


| eg 

CALL 180 

CALL ABSOLUTE 180 
call by refterence 139 
call by vValue 140 
CALL INT8S6OLD 181 
CALL INT86XOLD 181 
CALL INTERRUPT 169,182 
CALL INIERRUPTXX 182 
CALLS 180 

CDBL$ 183 

CDBL 183 

CHAIN 184 

CHDIR 184 

CHRKS 185 

CINT 185 

CIRCLE 186 

CLEAR 187 

CLNG 187 

CLOSE 188 

CLS 188 


くち 


COLOR 188,331 
COM 164,189 
COMMANDS 67.190 
COMMON 115,191 
COMMON ブロ ッ ク 名 192 
COMn 253 
COMSPEC 18 
CONS 253 

CONST 104,193 
Context 339 

COS 194 

CSNG$ 194,332 
CSNG 194 

CSRLIN 195 
CVDMBF 196 

CVI 196 

CVL 196 

CVS 196 

CVSMBF 196 


画 

DATA 197 

DATE$ 197.,198 
DBL 200 

DECLARE 198.199 
DEF FN 199 

DEF FN 関数 116,142 
DEF SEG 168,200 
DEFtyp 200 
DGROUP セ グ メ ント 119 
DIM 201 
DO-LOOP 202 
DOS 環境 169 
DRAW 203 

D/ デ バッ グ 8321 


上 コ 
Easy メニ ュー 321 
Edit$ 344 

END 205 
ENVIRON$ 205 
ENVIRON 206 
EOF 152,207 
ERASE 207 


ERKDEVS 208 
ERDEV 208 
ERL 209 
ERKKR 209 
ERKKOR 210 
EXI] 210,288 
EXIT 六 182 
EXP 211 


FALSE 123 

far ヒー プ 287 
far ヒー ブ 領 域 119 
ELEL) 211.278 
FILEAIIR 212 
FILES 213 

FIX 213 
FOR 一 NEX」 214 
FR 214 
FREEFILE 215 
FL メニ ュー 1 
FUNCTION 216 





GEN.BI 342 
GEN.QLB 342 


GET 217,218 
GetCommand$S 342 
GetFiles 342 
GOSUB 219 
GOTO 220 
GOTO 文 132 
GRAPH.QLDB 345 
GROLL 345 


昭 HI ン J 
HCOPY 344 
HELPMAKE 339 
HEX$ 220 
H/ ヘ ルプ 324 

IEEE 形式 161,196,248 
IF THEN ELSE 221 
INKEY$ 222 

INP 223 

INPUT# 225 





INPUT 224 
INPUT 潤 224 
INPUT$ 223 
INSTR 226 

INT 200,226 
(OCTIN 227 

枯 光 TL 227 

IS 286 

I ノ 簡易 ウォ ッ チ 321 
JIS$ 227 


4 
KEX]$ 228 
KEY(m) 230 
KEY 164.228 
KILL 292 
KINSTR 232 
KLEN 233 
KIMID$ 233,234 
KPOS 234 
KPUT 345 
KITIN$ 234 
KYBD) 253 


| 眼目 


Last referenced point 264 
LBOUND 235 
LCASE$ 236 
LEARN 334 
LEFT$ 236 

LEN 153,236,237 
LET 237 

LIB 18 

LINE 237 

LINE INPUT# 241 
LINE INPUT 240 
LINEXOR 345 
LINK 585 

LNG 200 

LOC 241 

LOCATE 242 
LOCK 243 

LOF 153.,243 

LOG 244 

LP 264 
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LPOS 244 

LPRINT 245 
LPRINT USING 245 
LPTn 253 

LSET 245 

LTRIM$ 246 


時 M 


MID$ 246,247 
MKDIR 248 
MKDMBF$ 248 
MKI$ 247 
MKL$ 247 
MKSS 247 
MKSMBFS 248 
MOUSE. BI 346 
MouseBorder 346 
MOUSE.COM 19 
IMouseHide 346 
IMouseInit 346 
MouseLocate 346 
IMousePoll 347 
IMousePush 348 
MOUSE.QLB 346 
MouseReady 349 
MouseRelease 349 
MouseShow 349 
MOUSE.SYS 19 


画 N 

NAME 248 
NEW-CONF.SYS 318 
NEW-VARS.BAT 318 
NOT 124 


呈 


OCT$ 249 

ON ERROR GOTO 163.249 
ON event GOSUB 250 
ON 一 GOSUB 251 
ON 一 GOTO 251 

ON PLAY 328 

ON UEVENT 329 

OPEN 252 

OPEN COM 254 
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OPTION BASE 256 
OR 125,271 

し ジェ ル すげ 

OUT 257 

り 0/ オ プシ ョ ン ッ 822 


一 


PAINT 257 
PALETTE 173,259 
PALETTE USING 259 
PATH 18 

PCOPY 261 

PEEK 262 

FLAY 327.928 
PLAY ON 329 
PMAP 263 

POINT 264 

POKE 265 

POS 265 

PRESET 266,271 
PRKINT# 269 
PRKINT 266 
PRKINT.SYS 19 
PRKINT _ USING 267 
PRINT USING$ 269 
PSE」 270.271 
FU 271.273 


画 

QB 16.28 

(QB.BI 342 
QB45ADVR.HLP 335 
QB45ENER.HLP 335 
QB45QCK.HLP 335 
QB45USER. HLP 335 
QBE.EXE 312.326 
QBGRPNEC 333 

QB アド バイ ザ 312,324 
QB チュー トリ アル 334 
QB の 起動 オプ ショ ン 29 
QLB 341 


画 昌 


RAM ディ スク 18 
RANDOMIZE 274 


READ 274 
REDIM 275 
Reglype 182 
REM 275 
RESET 275 
RESTORE 276 
RESUME 63,163,277 
RETURN 277 
RIGH1$ 277 
RMDIKR 278 
RND 27$ 
RSE」 279 
RTRIMS 280 
RUN 280 


較 ご 


SADD 281 

SCREEN 172,282,331,332 
SCRN 253 

SEEK# 285 

SEEK 153,284 

SEG 180 

SELECT CASE 285 
SETMEM 287 
GETUP ユ ラ ユー デ ィ リ 9 ゲ ィ 28 
SGN 287 
SHARE.EXE 243 
SHARED 114,115,288 
SHARED 属性 191 
SHELL 288 

SIN 289 

SLEEP 330 

SNG 200 

SOUND 329 
SPACE$ 290 

SPC 290 

SQR 290 

STATIC 291 

STEP 238 

STOP 291 

STIK$ 292 

STR 200 

STRING$ 292 
STRING 108 

SUB 292 


SWAP 293 
SYWITCH コ マン シンド 7 
SYSoIEM 293 


| 男 | 


TAD 294 

TAN 295 
TIMF$ 295 
TIMEKR 164.296 
TIMER ON 296 
TMP 18 
TKROFF 297 
TKRON 297 
TRUE 123 
TYPE 112.297 


時 リプ ソノ W ノ X 


UBOUND 298 
UCASE$ 299 
UEVENT ON 330 
UNLOCK 243,299 
VAL 299 
VARPTKS 301 
VARPTR 300 
VARSEG 300 
VIEW 301 

VIEW PRKINT 155,303 
VRAM 179,262 
WAIT 303 
WHILE 一 WEND 304 
WIDTH 305,332 
WINDOW 306 
WRITE# 307 
WRITE 307 

4 り 選 125.271 


人 @ 和 六 項 目 
較 ア 


リプ グ ナイ ィ イブ = 4 シド ツジ 8 
アク ティ ブ 画 面 37 

ナオ ゲ グフ イッ SYS デジ 174 
値 に よる 呼び 出し 140 
アド バイ ザ デ ィ ス ク 316 
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アナ ログ 機 259 

アン ・ ド ゥ 59 

イベ ント ・ ト ラッ ピン グ 1064,189 
入れ 子 210 

色 番 号 173,189 

イン クル ー ド 309 

イン クル ー ド ・ フ ァイル 48,144 
ル デア み デ ブリ み 大 

イン デン ト 54 

イン プリ シッ ト 200 

イン プリ シッ ト 富 言 106 

ウィ ンド ウツ 306 
ウィ ンド ウ の 分 割 37 

が 間 w チ ウ ォ ンド ツ 時 
ウォ ッ チ ナチ ナ 機能 70 

ププ ォ キッ チチ 多 70 

ウォ ッ チ ・ ボ ポイ ント 71 
ディ ダグ 9 

二 ダ ーー ド 009 

エラ ー 処 理 163 

エラ マラード トラ ッ ピ シグ 163 

エラ ー・ ト ラッ ピン グル ー チ ン 249 
順 算 子 121 

応答 ファ イル 87 

オー ト ・ イ ン デ ント 54 

オー プン モー ド 151.252 

オフ セッ ト 値 168 

オッ < ペラ ンド . 99 

オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 171,301 
オン ライ ン ヘ ルプ 75.324 


画 力 

カー ソル 形状 242 
階層 ディ レク トリ 156 
カス タマ イズ 60 

型 守 言 文字 105 

列 変 換 120 

画面 の ハー ドコ ピー 344 
画面 幅 305 

画面 モー ド 172 

仮 引数 139 

カレ ント ・ デ ヂ ディレク トリ 156,184 
環境 の 設定 17 

未 境 変数 206 

環境 文字 列 205 
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関係 演算 子 122 

漢字 158 

漢字 連続 コー ド 159 
関数 プロ シー ジャ 136,216 
偽 123 

キー* ト ラッピング 280 
キー 配置 50 

キー ワー ド 324 

記憶 クラ ス 117 

記 写 征 数 104,193 
基本 デー タ 型 107 

行 識別 子 99 

行 番号 99 

共用 変数 191 
近代 的 流れ 制御 構造 127 
グイ ッ ク ・ ラ イプ ラリ 84.65 
グフ プン ジッ タダ 

グラ フィ ッ ク 座 標 171 
グラ ブフ ィ ウッ アッ * モ ギー ド 7 
ダラ タプ フォ ッ ダ タダ ・ ラ イプ ラリ 345 
ク グリッ ク 31 

クリ ッ プ ボー ド 55 
グロ ー バ ル 変 数 114 
構造 化 プ ログ ラミ ング 127 
後 判定 反復 127.131.202 
固定 小数 点 書 式 266 

固定 長文 字 列 108 

また ド ゃ タオ イダ 者 
コマ ンド ・ ラ イン 引数 190 
コメ ント 99.,275 

淫 谷 演算 120 

コン ソー ル 入 出力 155 
コン パイ ラテ 可 

ョ ランバ パイ オイル オプション 166 


田 サ 


サー チ 56 
サー ナイ 9 天 3 

再帰 142 

再帰 プロ シー ジャ 140 

サブ プ デ ヂ ディレク トリ 156,248 

サ プ メ ニュ ー 32 

アメ ネジ ュー 伝導 

サ プ ル ー チ ン 18、219 

サブ ルー チン ・ プ ロ シ ー ジ ャ 135,292 


算術 演算 子 122 

参照 に よる 呼び 出し 139 
シー ケン シャ ル ・ フ ァイル 150,225,241 
時 間 167 

式 121 

字 下 げ 54 

四 捨 提 入 185 

辞書 順 125 

シス テム コー ル 169.181 
実行 可能 ファ イル 62 

実行 制御 146 

実り 引数 139 

自動 構文 チェ ッ ク 53 

自動 変数 118 

シフ ト JIS 159 

従来 型 IF 文 128 

16 進 数 103 

和泉 件 判断 221 

ショ ー ト ・ カ ッ ト ・ キ ー 36 
所 定 回 反復 127,129,214 

123 

数 値 演算 コ ・ プ ロ セ ッ サ 326 
数 値 演算 コ ・ プ ブロ セッ サ 8087 162 
数 値 処 理 160 

スー パー イン ボ ポーズ ・ モ ー ド 172 
スク リー ン 座 標 171 

スク リー ン モ ー ド 282 

スク ロー ル 345 

レ - ま = に 

スタ ッ ク サ イズ 187 

スタ ッ ク 領 域 117 
スタ ンド アロ ン 型 20 
スタ ンド アロ ン ・ ラ フイ ブラ フリ 64 
ステ ー ト メン ト 99 

スリ ー プ 330 

制御 椿 造 127 

整数 型 107 

静 肘 配列 144.193.310 

静 的 変数 118,291 

静 団 右 域 117 

セグ メン ト 168 

セグ メン ト ・ ア ドレ ス 200 
セグ メン ト 値 168.300 

セッ ト ア ッ フ ディ スク 313 
芽 庄 195 


相対 指定 238 


削 判 定 反 復 127.130.202,304 
属性 番号 173.188 
ソフ トウ ェ ア 割 り 込 み 169,181,182 


れれ プ ビグ S 浅 ダス 0 
代 替 数 値 演算 20.83 

ダ オ イド ル * パ ー 届 

タダ イマ ・ ト ラッ ヒ ピング 167 
タイ ル ノ パターン 258 
ダイ レク トモ ー ド 72 

グイ レグ トモ だ 一 ド Fe ウネ イダ ド ツ 状 
ダダ 1 

タブ ・ サ イズ 59 

単純 IF 文 128 

単 精度 実数 型 107 

チ ナ ェ イン 184 

通信 ボー ト 189 

通用 範囲 114 

定 琴 135 

定数 103 

ディ スク グ ・ フ ァイル 156 
ディ スプ レイ オイ *・ ペ ページ 4202 
ディ ナッ プス イッ チチ 

ティ レグ トリ *: エ ント リ 3 
ーー の 天 3]1 敵 

デー タ 型 の 変換 161 

テキ スト ・ ビ ェ ュー ボー ト 308 
デス ド モー ド 1 

デジ タル 機 259 

デック パ イズ. 157 

デ ッ パ イネ スネ ・ プ ァ オ イオ ]4 
デ ノ ボ ドッ w〆 69 

還 有 的 配列 82.119.144.193.275,310 
ドキ ュ メ ント ・ フ ァイル 47 
独 芝 型 64 

と び 越 し 132 

トド ツン ッ ツ 86 

トラ ッ ピ ング ルー チン 165 
トレ ー ス ・ オ ブフ 9297 
トレ ー ス ・ オ ン 297 
トレ ー ス 機能 69 
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田 ナ 


内 部 コー ド 形 式 196 

名 前 付き COMMON 192 
日 本 語 FEP 18 

ぬり つぶ し 257 


画 八 


倍 精度 実数 型 107 
排他 的 論理 和 125 
倍 長 整数 型 107 

クハ イノ パー リン ク 325,336 
配列 109 
配列 添字 の 下限 値 235 
配列 添字 の 上 限 値 298 
パス の 設定 18 

パス 名 151 

8 進数 103 
パック ググ ラウ ンド ・ カ ラー 188 
パパ レッ ト 259 

パパ レット ・ モ ー ド 173,189,259,282 
判断 127 

油 用 ライ ブラ リ 342 

引数 134 

引数 渡し 138 

ヒス トリ 73 

ビッ ト 演 算 124 

ビッ ト 反 転 124 

硬 定 124 

ピュ ー ウ ツウ ィ ンド ツウ 37 

ビ ピュー ボー ト 155。301。306 
表示 色 173 

プア オル * エ シド 152 
ファ イル 現在 位置 241,285 
ファ イル ・ サ イズ 243 
ファ イル 処理 149 

ファ イル 属性 212 

フ プ ァイル ・ タ イプ 名 15 
ファ イル の オー プン 9259 
ファ イル バッ ファ 211.,279 
ファ イル 番号 151 ,252 
フィ ー ル ド 111 

アオ ナク グズ プ ツジ ドッ カラ ー 1 辻 
復 数 条件 判断 129.285 
物理 アド レス 168 


うつ 6 


物理 座標 263 

浮動 小数 点 書 式 266 

部 分 男 囲 指定 110 

プラ イマ リー・ フ ァイル 名 151 
デリ ンタ ・ ド ライ ババ 19 
プリ ンタ ・ ヘ ッ ド 244 
ププ ドー ダ 中 オ ジ ト 内 
プレ ー ス ・ マ ー カ 58 
プレ ー ン 179 

グロ グラ ム ゲ ィ スク 史 4 
プロ シー ジャ 133 

プ ブロック 221 

ブロ ッ ク IEF 文 128 

プロ ッ ク ・ コ ゴビ ピー 55 
プロ ッ ク ・ ム ー プ 55 
Sn シリ ダグ ッ シ w パ オラ 還 
ヘル プ 76 

ヘル プ ファイ ル 335,338 
編集 50 

編集 コマ ンド 51 

変数 104 

変数 官 理 148 
変数 の 共有 115 

ボー ト 223,257.,303 


田 マ 


マイ クロ ソフ ト ・ バ イナ リ 形 式 162,.196.248 
マウ ス ・ ド ライ バ 19 

マウ ス 入 力 方 式 31 
マウ スラ イブ ラリ 346 
マク ロゴ コマ ンド 9203 

マス ク 124 

マル チ ・ ス テー ま ド メン ト 99.221 
未 使 用 ファ イル 番号 215 
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